









































大奥のサクラ




現代大奥女学院ほんまるっ！








日日日





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序幕
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　春の日差しのような、あったかいものに包まれて、『鎌かま切きり』は目覚めた。

　目覚めたことに、自分で驚おどろいた。

　おおきな両目と口を、まん丸にして。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

「……うにゅ？」

　みょうな声をあげると、寝ねぼけて垂れたよだれを袖そで口ぐちで拭ぬぐった。

『鎌切』は幼い少女だ。十四歳という実じつ年ねん齢れいに比して、手足も短く寸ずん胴どうで、子供っぽい。お年とし頃ごろの女性が身にまとうことを想定された大おお奥おく女じよ学がく院いんの制服も寸法があっておらず、独自に改造しているものの幼児服のように見えた。

　長い薄うす緑みどり色の髪かみ。紅玉の髪留め。潤うるんだ、きらきら輝かがやく双そう眸ぼう。

　その愛らしい顔にもどこにも、傷や出血のひとつもなく、けれどそれが不自然だった。

『鎌切』は、血で血を洗うような戦場で、死し闘とうを演じていたはずなのに。

　おびえた小動物のように、己おのれの現状を迅じん速そくに確かく認にんしようと、右を見て、左を見て、正面を見て、己自身を見て……。

　光こう沢たくのある髪の毛を、奔ほん放ぽうに舞まい踊おどらせると。

　最後に己の頭上を見て、絶句した。

　爛らん々らんと輝く、肉にく食しよく獣じゆうのごとき両目。

　殺意などの感情すらない虚きよ無む的な、硝子ガラス玉のようなそれが、『鎌切』をじいっと間近から見み据すえている。目と目があって、金かな縛しばりのように、『鎌切』は硬こう直ちよくする。

　女だ。

　整った顔立ちをした、ゆえにこそ現実感のないつくりもののような女である。少女、と呼べる年頃に見える。けれど年相応の無む邪じや気きさも明るさもなく、ひたすら死の床とこにある老ろう婆ばのごとく陰いん々いん滅めつ々めつとしている。

　不ふ揃ぞろいな、短い氷色の髪。

　あばらの浮うきでた貧相な裸ら身しん。恥はずかしげもなく肌はだを晒さらしていて、全身に巻きつけられた甲こう虫ちゆうの外がい殻かくのような革帯ベルトが、かろうじて局部などを隠かくしている。

　革帯ベルトは女の顔面で『×』のかたちに交差しており、その隙すき間まからわずかに口や目が露ろ出しゆつしている。

　異相である。

　女はとくに声を発することもなく、ただ黙もく然ぜんと、『鎌切』を背後から抱だき寄せている。おそらく『鎌切』が目覚めるまでずっと、赤ん坊ぼうをあやすように。

「うにゅう!?」

『鎌切』はそれこそ赤ん坊のような声をあげると咄とつ嗟さに、本能的に地面を両手で叩たたいた。同時に『鎌切』に宿った異能力が発動、肺と横おう隔かく膜まくから口を通して自在に操作可能な空気が噴ふん出しゆつした。手のひらと地面の隙間に圧縮空気を充じゆう満まんさせ、瞬しゆん時じに炸さく裂れつ・噴ふん射しやさせる。

　上じよう昇しよう気流を、すなわち推進力を得た『鎌切』の全身が跳はねた。

　座った状態から不自然に跳ちよう躍やくし、垂直に飛ひ翔しようし、その場から緊きん急きゆう離り脱だつしようとしたが。

「わ？」

　その動きを読まれていたのか、背後から『鎌切』を抱き寄せていた女が、それより先に動いていた。『鎌切』の身につけた大奥女学院の制服の胸むな元もとあたりをむんずと摑つかみ、腕わん力りよくのみで無理やり引き戻もどしてくる。

「わわわ？」

　引っぱられることで制服に首筋が圧あつ迫ぱくされ、息苦しくなり、呼吸器により異能力を発動させる『鎌切』はうまく推進力を維い持じできない。蚊か取とり線せん香こうにやられたようにちからなく落下し、再び抱き寄せられる。

　動いたことで姿勢が引っくりかえり、今度は真正面から、あったかいものに包まれる。

「むぎゅう！」

『鎌切』のちいさな鼻が、己を抱き寄せる不気味な女の乳ち房ぶさと接する。屍し体たいのように乾かわいた肌だ。胸元に顔を寄せているのに、鼓こ動どうも感じない。

　氷のようで、けれど『鎌切』は不思議と『あったかい』と思った。ずいぶん長い間、抱きしめられていたのか、『鎌切』の無む駄だに高い体温が移ったのか。

　じたばたと藻も搔がく『鎌切』を、女は無言で見据えている。

「ははうえ」

　思わずそう呼んでしまって、『鎌切』は哀かなしくなった。

　そう呼ぶ資格も義理も、愛情すらも、なかったはずなのに。

　同時に。

　ようやく頭に血が巡めぐったのか、いろいろと思いだしてしまった。

『鎌切』は己が所属する『大奥』を内包する大おお阪さか城の外──皇居にて任務に失敗し、帰参した。そして、地じ獄ごくのような現実に直面したのだ。

　己の上位者である『大奥』序列一位『蠅べるぜ王ぶる』との相対、そして彼女が任務を真面目まじめに遂すい行こうする『鎌切』へのご褒ほう美びとして用意した、両親との再会。

　だがその両親は、すでに『蠅王』の支配下、手て駒ごまであり、『鎌切』を痛つう烈れつに裏切った。逆上した『鎌切』は友であり部下である『大奥』序列三位『蛍ほたる』とともに、血の繫つながった両親と殺しあわねばならなかった。

　それだけでも最悪なのに、『鎌切』はその悲劇を乗り越こえることができなかった。

　空気操作の異能力をもつ『鎌切』の上位存在──空間操作の異能力をもつ母親は、さらに『才古サイコ銃ガン』と呼ばれる異常な武器に自らを改造した父親を装備し、『鎌切』を容易たやすく打ち破った。

　手も足もでず、『鎌切』は敗北した。

　大事な友も守れず、異能力も通じず、身体からだを真っぷたつに切断されて即そく死しした……。

　何もできずに、無意味に終わった。

　そのはずだったのに。

「あれ？　『鎌切』、死んだはずじゃあ……？」

　それこそ幼子のように、おくびのように疑問を垂れ流すしかなかった。

　推測する。『鎌切』も百戦錬れん磨まだ、その経験と知識によって考察が可能だった。

　おそらく、『鎌切』が即死した──と思われた瞬しゆん間かんに、『鎌切』もよく用いる空気を歪ゆがませ己の分身をつくり、身代わりにする緊きん急きゆう避ひ難なんを行ったか。あるいは、精せい巧こうな氷像などをつくり、他者の目を誤ご魔ま化かしたのだろう。『鎌切』と同系統で、上位の異能力をもつ母親にはそれができたはずだ。

　だが、できたからといって、してくれる謂いわれはない。

　敵に操あやつられ手て駒ごまとされた母親が、『鎌切』を見み逃のがし、助けてくれる道理などなかったのに。事実、『鎌切』は生き延びており、戸と惑まどうしかなかった。

『鎌切』が首を傾かしげていると、不意に女が動いた。

　氷色の髪をもつその女は、『鎌切』の母親であった。本名は知らぬ。己を裏切り、痛めつけて無む慈じ悲ひに始末しようとした、もはや母親とも思いたくない恐おそろしい女……。

　たしか『蠅王』には『雹ひよう』と呼ばれていた、『鎌切』の母親らしき不気味な女は、不意に立ちあがる。

　いきなり放ほうりだされたかたちで、『鎌切』は尻しりもちをついた。

『雹』は、ごめんね、というようにそんな娘むすめの頭を撫なでると。

　そのまま『鎌切』の目元に浮かんでいた涙なみだを、やや乱暴に拭ってくれる。

　その母親らしい仕草に、『鎌切』は困こん惑わくする。

　殺しあっていたのに。絆きずなも愛情もなかったはずなのに。

　けれど、『雹』はどこか様子がおかしかった。それなりに饒じよう舌ぜつだったはずなのに、先ほどから一言も喋しやべらない。大阪城の広間で見せたあの言動は、演技か、あるいは『蠅王』が仕込んだ調プロ整グラムだったのだろう。

　ふらつきながら、わずかに歩んで。

『雹』は倒たおれこむようにしてしゃがみこむと、傷だらけの指先で、地面を掘ほりかえし始めた。その白い手のひらが泥どろだらけになっていく。静せい寂じやくのなか、墓を暴あばくような異様な音のみが響ひびいていた。

『鎌切』はそれを、ぽかんとして眺ながめているしかなかった。

　状じよう況きようが、まったく把は握あくできない。

　あらためて見ると、周囲の景色もおかしかった。渺びよう茫ぼうとした砂さ漠ばくのなかに、『鎌切』はへたりこんでいる。宝石を細かく砕くだいたような砂つぶが、大量に堆たい積せきしたような、砂さ丘きゆうのうえ──。

　周囲は、見み渡わたすかぎり砂の充ち満ちた荒こう野やだ。

　先ほどまでは、煌きらびやかな大阪城の広間に、いたはずなのに。意識を失っているうちに、運ばれたのか。そばにいたはずの『蠅王』や『蛍』などの姿もない。

　真っ暗な砂漠のなかで、『鎌切』は母親らしき『雹』とふたりきりだ。

　間がもたず、不安で、『鎌切』は何度も『雹』に呼びかける。だが返答はなく、『雹』はひたすら砂を掘くつ削さくし、その奥の地面を掘りかえしている。

「ははうえ……？」

『鎌切』は儚はかなくなって、そう最後に呼びかけてから、押し黙だまった。

　真上を見上げる。屋外だ。まだ深夜なのか、星空が見えた。暗くら闇やみの底、死後の世界のように浮き世よ離ばなれした砂漠のなかで、『鎌切』は途と方ほうに暮れた。

　暗いのですぐには気づかなかったが、どうやら『大奥』のなかにいる。慣れ親しんだ、血のにおい。夜よ闇やみのなか、陰いん影えいになった建物が砂漠を取り囲むように建ち並んでいる。

『鎌切』と『雹』のいる空間のみが、なぜか砂漠だ。幻げん覚かくを疑い、『鎌切』は己のほっぺを指でつねったが、現実的な痛みがあるだけだった。

　痛みがある。生きている。けれど……？

「…………」

『雹』が無言のまま、不意に立ちあがった。

　その手には、分厚い書類挟みフアイルがあった。地中から掘りだされたのか、かなり古いものらしく、暗闇も手伝ってどういう代しろ物ものなのかは判断できない。

『雹』はふうっと書類挟みに息を吹ふきかけ、付着していた砂つぶや埃ほこりを払はらい、まん丸の月を背景にしてこちらを見た。

　逆光のなか、母の肉食獣の瞳ひとみが、『鎌切』を優しく眺めていた。
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『雹』は、頭痛を堪こらえるように、頭に手を添そえて顔をしかめたまま『鎌切』のもとに歩み寄ってくる。

　警けい戒かいし、『鎌切』は両手を交差し、いつでも異能力を放てるように身構える。だが、何となく戦せん闘とうをする雰ふん囲い気きでもない。

　敵どうしのはずなのに。

　親子の情愛など、なかったはずなのに。

『雹』はこちらの動きを無視するように、淡たん々たんと近づいてくると、そおっと『鎌切』を再び抱き寄せる。そして、『鎌切』のちいさなお手々に、先ほど掘りだされた書類挟みフアイルを押しつけてくる。

　不揃いの書類が大量に綴とじこまれたそれは重たく、物理的な重さ以上にずっしりとしていて、『鎌切』は受け取った手のひらに痺しびれを感じた。

「なぁに、これ？　ははうえ……？」

　問うたが、『雹』はやはり応こたえない。

　ただ大事そうに、どこにでもいる母親が、抱だきあげた赤ん坊にそうするように、頰ほおを寄せてくる。もぐもぐと、何事かつぶやいた。

　世界中で、『鎌切』にしか聞き取れない声だった。

『鎌切』の両目が、見開かれる。その目め尻じりに、涙が浮うかんだ。

　母と子の触ふれあいは、そこまで。

　不意に、『雹』が顔をあげる。名残なごり惜おしそうに、『鎌切』の頭をそっと撫でると、勇ましく姿勢を正して立った。かつて『大奥』に名を馳はせた、血まみれの殺しあいを生き抜ぬいた戦士の、凛り々りしい立ち姿だった。

『鎌切』は押しつけられた書類挟みフアイルを、それが何なのかもいまいち理解できないまま抱かかえると、ただ母の勇姿に見とれた。

　きれいだった。氷色の髪かみも、傷だらけの肌はだも。

　一目でも見られて、生きて巡りあえて、たぶん幸福だったのだ。

「『雹』、あなた──やはり自我が残っていたのですね」

　声が、響いた。

『鎌切』を守るように立つ『雹』の正面、いつの間にか、暗闇から這はいだすようにしてひとりの少女が出現していた。

「というか、やはり裏切ったのですか、と言うべきでしょうか。『蠅王』の言うとおり、さすがの地じ獄ごく耳みみですね。この『大奥』にいるかぎり、あいつの体内、いいえ胎たい内ないにいるのと同じ。腹立たしいことに、へその緒おから腐ふ敗はい液を注入され、あいつの悪意の申し子として産みだされるだけ」

　歩み寄ってきた、という感じですらなかった。忽こつ然ぜんと、そこにいた。まるで最初からそこにいたのに、これまで認にん識しきできなかったみたいだ。

　存在感が希き薄はくな、気配のない、無機物めいた少女だった。

　神像のようだ。

「なるほど、『蠅王』の洗脳装置である蠅はえは低温では活動できない。空間ごと物体を凍いてつかせる『雹』の能力は、それをある程度は無効化できる。ふむふむふむ、蠅を凍こおらせ動きを抑よく制せいしてあなたが求め、掘りだしたそれは何？」

　陰いん鬱うつな思考をそのまま吐はいたような、抑よく揚ようも感情もない声だった。

「まあ、どうでもいいですけど。死ぬから。どうせ、みんな死んでしまいますからね」

　独り言のように語っているのは、ひときわ小高い砂丘のうえに膝ひざを抱かかえて座っている少女だ。こちらに語りかけているというより、ただ無意味に、とくに意図もなく空気を震ふるわせている。

　気け怠だるげに背中を丸め、その少女はこちらを見てもいない。

　異国風の、赤茶けた羊皮紙色の肌。毒々しく赤黒い髪は短く切りそろえられ、けれど一ひと房ふさのみの三つ編みが頭の側面から垂れている。蠍さそりの有毒な尻しつ尾ぽみたいに。

　髪と同色の、旧ふるい形式の大奥女学院の制服は寸足らずで、へそや太ふと股ももがおおきく露ろ出しゆつしている。火事から焼けだされたみたいな裸足はだし。首に、そして手首・足首に、調教器具のような簡素な革帯ベルトを巻いている。

　片目は白はく濁だくしており、もう片目には瞳がふたつある。

　異形の少女は、『雹』と同じ屍し体たいの目で、ようやくこちらを見た。

　億おつ劫くうそうに。

「あぁ、嫌いやだ嫌だ嫌だ。面めん倒どうだ鬱うつ陶とうしいややこしいうんざりです、何をしているんでしょうかね『雹』は。他人のくせに。他人だから、所しよ詮せんは他人ですからね。あたしの血のために行動してくれない。ならば絶えてしまえばいいのに、死に絶えてしまえばいいのに」

　呪じゆ詛そを吐くように、少女は譫言うわごとをつぶやいている。

　その指先が、そっと己おのれの三つ編みを撫でた。

「親子ともども、砂の底に沈しずんでしまえばいいのに。そして永遠に掘りかえされなければいいのに。静かで、きれいで、尊くなってしまえばいいのに。そして、忘れ去られてしまえばいいのに」

　瞬しゆん間かん、砂漠が蠢うごめいた。砂ではなく、無数の虫が堆積していたかのように。それらの砂つぶは刹せつ那なのうちに隆りゆう起きし、寄り集まって細長い槍やりと化した。それが、『鎌切』の心臓めがけてのびてくる。

　音もなく。毒虫の狩かりのように、無慈悲に。

　だが、その砂の槍は空中で固定され、動きを停止する。『雹』が、『鎌切』を守るように手のひらをかざしていた。彼女の空間固定の異能力が、砂の凶きよう器きを防いだのだ。

「あぁ、『雹』」

　少女は初めて表情を動かした。眉まゆをひそめて、哀かなしそうにしている。

「『雹』、可か哀わい想そうな『雹』、愚おろかな『雹』、あなたの気持ちはわかります。共感しましょう、けれど看過できない。どうせ他人ひと事ごと、あなたの事情。あたしの事情を邪じや魔まするなら、同じ『蟲兵』といえど容よう赦しやしません」

　少女は立ちあがり、潔けつ癖ぺき性なのか、舞まい踊おどる砂を鬱陶しそうに手の甲こうで拭ぬぐっている。

「あたしは『蟲兵』筆頭『蠍さそり姫ひめ』。現代の『大奥』の序列とちがって、『蟲兵』の序列はそのまま実力差ではありませんけれど。ただあたしがいちばん長く生きている、いいえこの世に留とどまっているというだけですけれど」

　屍体の瞳で、『雹』を射い貫ぬいて。

『蠍姫』と名乗った少女は、忌いま々いましそうに歯ぎしりをした。

「長生きするとね、心も肉も疲ひ弊へいし、腐くさる。あまり、面倒をかけないでくださいよ。指先を動かすのすら、あぁ嫌だ嫌だ嫌だ……」

　そのとき、『雹』が不意に『鎌切』の背中を押した。状況が理解できず立ち尽つくしていた『鎌切』は、びっくりして、何歩か蹈鞴たたらを踏ふんだ。そして母親を、『雹』を見上げる。

『鎌切』に比べて背が高い『雹』は、月光を反射する氷色の髪を揺ゆらして正面を見た。そして、肩かた越ごしに振ふり向く。

　ぎこちなく笑って。

「お」

　くちびるを、戦慄わななかせると。

「おおきく」

　震える声で、告げてくれた。

「おおきく、な、なって……」

　たぶん、『蠅王』による浸しん食しよくが及およんでいない、最後の心のひとかけらで『鎌切』に呼びかけてくれた。

「ありがとう、あたしの赤ちゃん」

　最後は、はっきりとそう言った。

　同時に、何かが『鎌切』の足を摑つかんだ。『蠍姫』による攻こう撃げきかと思われたが、ちがう。『鎌切』の靴くつ下したをはいた足先に、何かが接着している。

　それは、骨格に見えた。白く、乾かわいた骨だ。見覚えがある。これは『鎌切』の父親が己を改造し、変じさせた常じよう軌きを逸いつした武器。『才古サイコ銃ガン』だ。刻印ロスト欠番ナンバー『成カス功タムのサポ父ート』。

『鎌切』の父親が変形したそれが、『鎌切』の爪つま先さきを、太股を覆おおっていく。無骨な脚あし甲こうとなったそれが、『鎌切』の両足を強制的に動かした。

「う、うにゃあああ～っ!?」

　自分の意志ではなく、『鎌切』は駆かけだす。装そう甲こうされた両足が、勝手に動くのだ。父に手を引かれるように、母に背中を押されて。『鎌切』は、戦場から遠ざかっていく。

「ははうえ……！　どうして？　どうすればいいの？　『鎌切』に何をさせたいの？　言ってよ、教えて！　せっかく会えたのに、ははうえ！」

『鎌切』は悲鳴をあげ、その声と姿が闇のなかに消えていく。高速で去っていった己の娘むすめを見送ると、『雹』はだらりと弛し緩かんした。

　何もかもをやり遂とげて、満足したみたいだった。
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「ふぅん」

　とくに手出しをせずに、状じよう況きようを見守っていた『蠍姫』が頷うなずいた。

「ご存知かどうかわかりませんが、あなたの肉体を蝕むしばむ蠅は『蠅王』に逆らうものに制裁をくわえます。細さい胞ぼうに寄生し、入れ替かわった蠅が一いつ斉せいに反逆するのです。細胞のすべてに裏切られ、立っていることも難しいはずですが」

　呆あきれたように、『蠍姫』は座したまま、溜ため息いきをついた。

「そんな状態でも、あなたは娘を生かすためにあたしと戦うのでしょうかね。ほんの数秒でも、時間稼かせぎをするために。理解できる、共感できるからこそ鬱陶しい。面倒なのが目に見えている。あぁ、誰だれか代わりにやってくれませんかね……？」

　ようやく、ゆるりと立ちあがる。

　裸足で、砂さ漠ばくのなかを歩む。

「面倒を省くために言っておきますが、まぁ無む駄だだとは思いますが、あなたは全身の蠅に反逆されて戦える状態ではない。それと、あなたの空間操作の異能力は強力ですが、あたしとは相あい性しようが悪いでしょう」

　天気予報でもするように、ほぼ確定している未来を、投げやりに提示してくる。

『蠍姫』の三つ編みが、殺意に反応したように鎌かま首くびをもたげる。

　すでに死んでいるはずの『蟲兵』のふたりが、さらなる死し闘とうを演じようとしている。それは亡もう者じやと亡者が互たがいに食いあう地じ獄ごくだ。

「あたしの異能力は、あらゆるものを砂にすること、その砂を操あやつること。あなたが固定した空間ごと砂にできます。こちらの異能力を防げば防ぐほど、あなたの周囲は砂に埋うめ尽くされる。その砂はあたしの武器となりますし、やがて待ってるだけでもあなたは生き埋めになって死ぬ。というか、動けなくなりますね」

　舌を動かすのも面倒なのか、声はちいさく、また間延びしている。

「あなた自身を砂に置き換かえるためには、あたしの体液などに触れさせる必要があります。それが手っ取り早いのですが、唾つばや汗あせを飛ばしてあなたに触れさせられる距きよ離りは、同時にあなたの間合いでもあります。固定されても面倒なので、遠くから嬲なぶり殺すことにしましょう」

『蠍姫』の周囲に、砂さ塵じんが渦うず巻まく。この場に堆たい積せきした大量かつ重たい砂のすべてが、『蠍姫』の自由自在に敵を殺す手足だ。上下左右の全方位から、立体的に押し寄せてくる武器の群れ……。

　歴戦の『雹』といえども、捌さばききるのは不可能である。

「『成カス功タムのサポ父ート』のないあなたは、攻せめ手に欠ける。娘を生かすためだったのでしょうが、あれを手放したのは勝機を、命を手放すことと等しい。つまり、あなたは勝ちを望んでいない、己が生き延びることを……。最後の肉の、心のひとかけらまで、時間稼ぎに用いるのですか？」

　微び動どうだにせず、応こたえぬ『雹』を、『蠍姫』は退たい屈くつそうに眺ながめる。

　心の底から、うんざりしているようだった。

「もともと、生前のあなたは絶対的な防ぼう御ぎよ力に比して、攻撃手段が不足していました。武器がないあなたは、まったく怖こわくありません。殴なぐる蹴けるの単純な攻撃しかできず、それがあたしに届いたとしても、同時にあたしの血が汗があなたに触ふれることになり、あなたは砂になるしかない。だから、あなたは肉にく弾だん戦を選べない。攻められず、防戦一方になるしかない」

　戦う前から、戦い、という面倒な工程を省こうとするように。

　心を折るように、『蠍姫』は絶望を並べ立てて、示していた。

「あなたも百ひやく戦せん錬れん磨まです、わかるでしょう。早くて二手、遅おそくて二十手であなたは詰つむ。理解してるでしょうに、時間と手間がかかるだけなのに」

　けれど『雹』はくちびるを歪ゆがめ、どこか不敵に、手招きをした。

　ごちゃごちゃ言わずにかかってこい……と、喧けん嘩かを売るみたいに。生前の『雹』は、もしかしたら、かなり野や蛮ばんで気の強い女性だったのか。

『蠍姫』は、空を仰あおいだ。満天の星々……。その星のひとつが、偶ぐう然ぜんに落下して、『雹』を押しつぶせばいいのに。そう祈いのっているようだったが、無駄に思ったのかすぐ正面を向いた。

　闇やみのなか、亡者と亡者の距離が、ただ縮まっていく。野や獣じゆうが威い嚇かくするように猫ねこ背ぜで待ち受ける『雹』に、姿勢正しく機械的に『蠍姫』が迫せまっていく。殺意が充じゆう満まんし、空気が震ふるえ、砂が舞いあがる。

　激げき突とつは、間近。

「あぁ、あなたは退ひかない。それもわかる。だから、あたしは面倒くさくて苛いら々いらするし吐はき気がしてくる。諦あきらめてくださいよ、勝てない相手には絶対に勝てないんですよ。あなたも『大奥』の生徒なら、わかるでしょう？」

　最後に、また同じ言葉を繰くりかえして。

「どうせ死ぬのに」

『蠍姫』は、あらかじめ結末までを熟知している退屈な本を読むように、『雹』へと引導を渡わたしにくる。

　淡たん々たんと、作業的に、けれど一いつ切さいの油断もなく。

　その死闘が、夜を通して行われる血まみれの闘とう争そうの、序奏となった。




　ここは大奥女学院。

　愛と憎ぞう悪おが渦巻く、血まみれの虫かごハーレム。




　この暗く陰いん鬱うつな夜よ更ふけを境に、『大奥』は地上から消滅する。

　旧ふるい時代は幕をおろし、夜明けとともにすべてが終わる。

　あるいは、新時代が芽め吹ぶき、咲さき誇ほこることもあるのだろうか。

　渦か中ちゆうで足あ搔がくものたちは、ただ懸けん命めいに生き、戦い抜ぬいて……。

　絶望の砂漠に、希望の種をまこうとしていた。







　第一幕　運命　うずのなか
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　征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、豊とよ臣とみ秀ひで影かげは走っていた。

　身にまとう豊臣幕府内部監かん察さつ局『腐肉食堂ハゲタカ』時代の『鴉からす』の装しよう束ぞくは、本物の鴉の羽で飾かざられ夜闇にとろけている。鳥の頭部を模した覆ふく面めんの奥では、火傷やけどの痕あとが目立つ以外は凡ぼん庸ような青年のそれなりに整った顔がん貌ぼうが、苦く渋じゆうと激情に歪んでいる。

　黒い羽を散らしながら、秀影は無む惨ざんな有様と化した『大奥』を駆け抜ける。

　その周囲は、廃はい墟きよじみている。建物はおおくが崩くずれ、砂と化し、張り巡めぐらされていた忌いまわしい硝シヨ子ーケ壁ースすら粉々になっている。ぞっとするほど見晴らしがよくなった広々とした空間のなかに、血まみれの、虐ぎやく殺さつされた少女たちが転がっている。地じ獄ごく絵え図ずだ。血が大地を染め、腐ふ臭しゆうが漂ただよい始めている。

　無人の建物のいちぶは抉えぐりとられ、砂漠に置き換わっている。この世の終わりのような光景だった。それを見ないふりするように、振ふり払はらうように秀影は走った。

　前方には、さらに無情な光景があった。

　秀影を慕したって、従順に仕えてくれた気高く純じゆん朴ぼくな少女、『蛍ほたる』が磔はりつけにされている。『大奥』と大おお阪さか城を繫つなぐ大門に五ご寸すん釘くぎで縫ぬいとめられた彼女は、下半身を失っていた。

　身にまとう『大奥』の制服は血にまみれ、その豊かな乳ち房ぶさの中央にも、両りよう腕うでにも五寸釘が打ちつけられている。身体からだを半分に引きちぎられ、さらに昆こん虫ちゆう標本のように晒さらしものにされているのだ。

　薄うすく開いた『蛍』の双そう眸ぼうには命の灯ともし火びはなく、虚うつろで、まるで彼女を置き去りにして重荷を背負わせ、ついに見殺しにしてしまった秀影を責めているようだった。

　そんな『蛍』の正面には、病びよう魔まにおかされたように顔色の悪い少女がいる。

『竜たつ巻まき』、などと呼ばれていた彼女は、まだ年とし端はもいかぬ幼子に見えた。頭部にぐるぐると、包帯めいた革帯ベルトを巻いている。申し訳程度に革帯ベルトで隠かくされた素す肌はだは傷だらけで、局部までも丸見えのまま隠しもせず、うずくまって泣きじゃくっているその姿は痛々しい。

　彼女自身が、遠心力を操作する、としか表現できぬその異能力で粉ふん砕さいした建物の瓦が礫れきのなか、迷子のようにうなだれている。

　その涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみが秀影を見み据すえ、怯おびえたような「ひっ」という呼気が吐きだされた。殴りかかるどころか、声をかけるのも躊躇ためらわれるような、今すぐ保護してあげなくてはいけないような、脆ぜい弱じやくそのものの少女だ。

　けれど、この世の不幸を一身に集めたようなその少女が、秀影の憎にくむべき敵だった。彼女を突とつ破ぱしなければ、哀あわれな『蛍』を地におろし、埋まい葬そうしてあげることもできない。

『蛍』の誠意に、忠義に、わずかにも報むくいることもできない。

　それが嫌いやで、『蛍』をむごたらしい目に遭あわせた敵も──己自身すらも憎たらしくて、秀影は『竜巻』に向かって声にもならぬ声をあげながら走っていく。

　全速力で、もてるちからのすべてを振り絞しぼって。

　けれど、絶望の底でどれだけ足搔いても、いつでも意味はなかった。愛した少女は四し肢しを切断され、うつくしい花々は焼き尽つくされた。秀影が今も悪夢に見るあの原風景は、いまだに打ち砕くだけずに、心を蝕むしばんでいる。

　秀影ごときが、一いつ生しよう懸けん命めいに、希望と愛を摑つかむために藻も搔がいても……。現実は理り不ふ尽じんに、無む慈じ悲ひに、すべてを根こそぎ奪うばっていく。ずっとそうだった、いつもそうだった。けれど、秀影はまだ生きていた。手を伸のばせた。できることが、わずかにでもあるはずだった。

　それを信じた。否いな、己おのれを生かしてくれたすべてのものたちのためにも、そうするしかなかった。自分にできることを、精せい一いつ杯ぱいにするしかなかった。

　だが、無防備に駆かけていくだけの秀影は、あまりにも愚おろかだった。無む謀ぼうすぎる、どこにも辿たどりつけず何も摑めずに無む駄だ死じにするだけ……。

　そのはずだったのに。

「あ、ああ、うう」

　嗚お咽えつのような声をあげて、『竜巻』がぼろぼろと涙をこぼした。もちろん、秀影を脅きよう威いと感じて恐おそれたり、心が乱されたのですらないだろう。

　どうやら『竜巻』と呼ばれる少女は、遠心力を操作するという途と方ほうもなく強力な異能力の代だい償しように、それを行使するごとに地じ獄ごくの苦痛を味わうらしい。

　己の身体を抱きしめ、哀れになるほどに歯は嚙がみし、痛みに悶もん絶ぜつしている。くちびるから唾だ液えきが伝い、ほぼ露ろ出しゆつしている幼い胸むな元もとに、腹に垂れていく。

　けれど、『竜巻』は異能力の行使をやめられない。

　あきらかに正気ではないその振る舞まいに、秀影は覚えがある。あの『大奥』をかつて恐きよう怖ふと絶望で支配した『絲妃あらくね』に、洗脳され、意に反して操られていたものたちと同じだ。

　秀影も『絲妃』の糸を仕込まれ、己の正体を愛いとしい少女に明かせない、という生き地獄を味わったからわかる。本能的に、察せられたのだ。

『竜巻』は自我を奪われ、操あやつられている。反射的に、己に近づくものに異能力を行使してしまうだけの仕組みシステムにされている。機械である、あるいは名前のとおり災害だ。自動的で、戦略も思考もない。つけいる隙すきは、ある。

　それでも、『竜巻』の異能力は強力すぎる。建物を吹ふき飛ばすその遠心力は、秀影など巻きこまれたら瞬しゆん時じに粉みじんだ。鍛きたえているとはいえ、異能力をもたぬ常人である秀影に耐たえられる威い力りよくではない。

　けれど、そんな無力な秀影を狙ねらうためにも、『竜巻』は自動的に反射的に、全力を尽くしてしまう。異能力とて、無限に使えるわけではない、使えば使うほど疲ひ労ろうする。異能力の行使に苦痛をともなうらしい『竜巻』なら、尚なお更さらである。

　秀影を粉々にして殺すために、『竜巻』は異能力を使いきる、あるいは身体が強大すぎる異能力に耐えきれず崩ほう壊かいする……。かもしれない。わずかな可能性だが、秀影はそれに賭かけた。

　勝算もなく突つっこんだわけではない。自棄やけになったわけではないのだ。秀影の父は、『絲妃』に操られながらも暴君と化した己を自ら罰ばつするために、策を弄ろうした。秀影も、不本意ながらその血を継ついでいる。

　この国を統一し、支配した陰いん謀ぼうの血族、豊臣の血を。

『竜巻』が秀影を狙えば、隙ができる。あるいは、疲ひ弊へいして大おお技わざを連発できない。うまくいけば、自己崩壊して死んでくれる。

　そして、こちらには『阿あ呆ほう鳥どり』が控ひかえている。

　秀影とともに夜間の『大奥』に侵しん入にゆうして、その手はずを整えてくれた『腐肉食堂ハゲタカ』の頼たよれる先せん輩ぱいは、異常な状じよう況きようのなかようやく顔をあげたところだった。

『大奥』の頂点から侵入する際に、攻こう撃げきを受け、それを防ぎ秀影を守るために彼女は全力を尽くしていた。その際に受けた衝しよう撃げきが抜けきらず、ふらついて、呻うめいている。

　今はまだ、彼女は動けないようだ。だが、彼女も『大奥』の地獄を戦い抜いた勇士だ、すぐに復活してくれる。秀影は、そう信じた。

『阿呆鳥』が動けるようになれば、手札の数の差によりこちらの勝ち目がでる。

　こちらの手札のなかで、最も弱い秀影を捧ささげることで、『竜巻』というおおきな敵戦力を削けずれるかもしれない。

　そうなれば、いつか『大奥』に戻もどってくる愛しい少女、さくらの勝機がすこしでも増す。敵はまだおおく、陰謀の一いつ端たんも見えず、それなのに敵の手札をわずかに削ることしかできぬ己の無力が恨うらめしいが。

　何もできないよりは、上等である。

　すくなくとも、ただ悲劇に振り回され、焼け野原に突っ伏ぷしているだけだったかつての秀影よりは。

　そう思い詰つめた。

　冷静に、策をもって、秀影は特とつ攻こうしたのだ。

　脳のう裏りに、愛いとしい少女の笑顔が浮うかんだ。ここで死ねば、彼女は哀かなしむ。死にたくはない。けれど、これがこの場における、秀影が取り得うる最良の選せん択たくだった。

　せめて、無様に生き延びたこの命を、効果的に用いたかった。そう思い詰めてしまったのは、やはり秀影も血まみれの『大奥』の惨さん状じようを見て動どう揺ようしてしまっていたからだろうか。

　だが、そんな秀影の無謀でしかない賭けが、奇き跡せきを呼び寄せた。

「う、うああ……！」

『竜巻』が両手を重ねてこちらに向けて、こないで、というように身じろぎをする。遠心力が、地面を隆りゆう起きさせ、世界を歪ゆがめていく。

　先んじて宙に舞いあがっていた建物の残ざん骸がいが重力に従って落下していき、『竜巻』の遠心力に捕つかまる。超ちよう質量の建物がそのまま巨きよ大だいな武器となり、『竜巻』に操作され、こちらに叩たたきこまれようとしている。

　振り回される巨大な瓦礫の渦うずが、円えん弧こを描えがいて秀影に殺さつ到とうする。

　まさに、その刹せつ那なだった。
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「この瞬しゆん間かんを待ってた」

　苦しげな声がした。

　直後、爆ばく発はつ音も響ひびく。

「……んぎ!?」

『竜巻』が昆虫のように反応し、背後を振り向いたが遅おそい。

　ちいさな『竜巻』の細首に、毒どく蛇へびのように絡からみつくものがあった。それは、少女の腕うでである。鍛えられ、引き締しまった腕だ。そこには梵ぼん字じがかろうじて判読できる、壊れかけの手て甲こうがあった。

『蛍』の腕である。

　それが、『竜巻』を背後から絞しめあげた。気管を圧あつ迫ぱくされ、『竜巻』が苦鳴をあげて身み悶もだえする。だが、首絞めは外れない。

『竜巻』が死にかけの金魚のように、口をぱくぱくと開閉した。思考のすべてが支配され、蝕まれている彼女には、理解できない事態なのだろう。

　秀影にも、一いつ瞬しゆん、まったく意味がわからなかった。

　呆ぼう然ぜんとしているうちに、戦局のすべてが一変した。

　それは、秀影が想定もしていなかった、切り札の登場だった。

　秀影に迫せまっていた瓦礫のかたまりが、それを遠心力で操縦していた『竜巻』の集中が乱れたためか、秀影のぞっとするほど間近を通過してあらぬ方向へと飛んでいった。瓦礫が地面に激げき突とつし、砕け散る轟ごう音おん。

　その残ざん響きようのなか、か細い少女の透すきとおった声がする。

「下半身が泣き別れになってるのに、切断面から内臓が零こぼれていない時点で不ふ審しんさに気づくべきだった。でも、そんなおつむもないのかな、えぇっと『竜巻』。ぼくを屍し体たいだと思った、だから攻撃対象に含ふくめなかった、異能力の発動の直後で体勢も定まってない」

　この瞬間を待ってたんだ、と『蛍』が同じことを繰くりかえした。

　その『蛍』は、いつの間にか自ら磔を脱だつしている。見ると、『大奥』と大阪城を区切る大門がおおきく崩くずれている。爆ばく弾だん化能力をもつ『蛍』が、自身も爆ばく風ふうに巻きこまれる危険を冒おかして、門を爆弾化し吹き飛ばしたのだ。

　全身に五ご寸すん釘くぎが刺ささったままの『蛍』は、重力に従って自由落下し、真下にいた『竜巻』に向かった。

　そして、そのまま絡みつき、絞めあげたのだ。

「『雹ひよう』の、『鎌かま切きり』のお母さんの置き土産みやげだ。ううん、かつての『大奥』序列三位の、ぼくの偉い大だいなる先達のね。傷口を固定し、血液などが巡めぐる経路も空間ごと固定し、ぼくを仮死状態に止とどめてくれた」

　血のかたまりを吐はき、咳せきこみながら、『蛍』は語る。

　その表情には、悲ひ壮そうな決意があった。

「『蠅べるぜ王ぶる』の蠅はえも、宿しゆく主しゆであるぼくの命を保つために、動いてくれた。ぼくは、死にかけたまま、死にきれずに、死んだふりをして、ずっと待ってた。この瞬間を。ぼくの、最後のご奉ほう公こうができる瞬間を」

『竜巻』が、首を振ふって嫌がる。『蛍』の腕に爪つめを立て、血の線を引く。だが強大な異能力に頼りきり、身体からだは鍛えていないのか、近接戦の訓練を積んだ『蛍』を振り払はらえない。

『蛍』も意地でも、勝機を、己の倒たおすべき敵を手放さない。

　最後まで、生き真面目まじめに。

「将軍さま」

『蛍』は、彼女らしく、健すこやかに微笑ほほえんだ。

「ぼくは、将軍さまのお役に立てたかな……。ううん、最後にこの命、役に立たせてください。将軍さまが夢見た、平和な未来のために。この国の未来のために、ぼくの命を捧げさせてください」

「『蛍』さん！」

　秀影が、ようやくその名を呼べた。

　状況を理解したときには、もう『蛍』は動いていた。

「『蛍』は、ぼくの源氏名です。ぼくの、ほんとの名前は……」

　何かを言いかけて、『蛍』と呼ばれた少女は、はにかんだ。

「まぁ、いいか。『蛍』のままで、『蛍』として生きて死にたい。ひとりの女の子として愛された、さくらさんには、ついに追いつけなかったな」

　尊い涙なみだを流して、それでも彼女は笑った。

「将軍さま、まだ影かげ武む者しやの任務達成のご報告と、お許しをいただいていません。なので、ぼくはその最後の仕事を全まつとうします」

　恐おそろしい敵を絞めあげて、ともに地じ獄ごくの底へと引きずりこむように。

『蛍』は告げた。

「こいつと死ぬのは、将軍さまであってはならない。将軍さまは、平和な未来に必要なひとだから。影武者の、ぼくが代理します。こういう最さい期ごは、ぼくらしいでしょう？」

『竜巻』が、吠ほえる。己おのれの肉体を巻きこむことを躊ちゆう躇ちよせずに、自身に遠心力を渦うず巻まかせる。『蛍』と『竜巻』が、遠心力に巻きこまれて、上じよう昇しようしていく。血と、瓦が礫れきとともに。

　渦巻いた空気が『蛍』の、『竜巻』の肌はだを抉えぐり、血を噴ふん出しゆつさせる。だが『蛍』はちからをゆるめず、むしろ強く『竜巻』を抱だき寄せるようにして絞めあげた。苦鳴をあげ、さらに『竜巻』が遠心力を強める。

　天災じみた暴力のなか、ふたりの少女が生存競争をしている。逃のがれようと藻も搔がく『竜巻』、逃のがさず絡みつく『蛍』。『竜巻』も『大奥』の伝説に数えられる強大な戦士だ、だが『蛍』はそんな彼女と対等以上に渡わたりあっている。真面目に研けん鑽さんを、修しゆ行ぎようを積んでいた『蛍』は、その決死の覚かく悟ごによって伝説とも比ひ肩けんしうる実力を発揮していた。

『竜巻』が、泣きながら『蛍』の腕に嚙かみつく。『蛍』も負けじと、『竜巻』の耳を嚙みちぎる。肉と肉を、互たがいに食くらいあうような闘とう争そうだ。

『竜巻』の、死力を振り絞しぼった抵てい抗こうに、むしろ『蛍』は心ここ地ちよさそうにしていた。遠心力で高く舞まいあがり、『大奥』の全景を眺ながめて。

　星空の真ん中で、秀影を見て可か憐れんに微笑んだ。

「さよなら『大奥』。さよなら、将軍さま。ぼく、男のひとは怖こわくて苦手だったけど。将軍さまのことは、ほんとに、好きに……」

『蛍』の最期の告白は、『竜巻』の異能力が吹ふき荒あらす轟音にかき消された。血まみれの少女たちは『大奥』のはるか上空まで遠心力によって振り回されながらも上昇し、その頂点で無む尽じんの輝かがやきを放った。

　捨て身だったのは、『竜巻』だけではなかった。

『蛍』は己の爆弾化能力を用いて、全身全ぜん霊れいをかけて、壮そう烈れつに自じ爆ばくしたのだ。

『竜巻』を、悪意のすべてを抱だきこんで、気高い少女は夜空に散った。
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『大奥』は、再び静まりかえった。

　悪意そのもののような、遠心力による不可視の嵐あらしは止やんだ。

　勇ゆう敢かんな少女が命を賭として、強敵を消しよう滅めつさせたのだ。

　秀影は遠心力の爪つめ痕あとが残る抉られた大地に膝ひざをつき、涙を零した。また間にあわなかった、とは思うまい。手を伸のばし、全力で駆かけて、けれどまた目の前で愛すべき少女が命を落としたけれど。

　悔くいるまい。それは、最期まで勇敢に戦い、笑顔で散った『蛍』に対して失礼だ。そう思うのに、胸中は重苦しく、歯は軋ぎしりがやまぬ。『蛍』の冥めい福ふくを祈いのることもできず、ただ無力感に打ち震ふるえた。

　何かができる、と期待して『大奥』に戻ってきたはずだった。自分ごときでも、微び力りよくを尽つくせば、最悪の悲劇を回かい避ひする一助となるはずだと。

　結果は無む惨ざんだった。『大奥』の少女たちは虐ぎやく殺さつされ、何もかも理解できないまま、『蛍』は己の代わりに死んだ。

「『鴉』ちゃん」

　おそらく同じ痛みを共有しているであろう、『阿呆鳥』が、努めて平静を装よそおったような声で呼びかけてきた。

　彼女もぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、途と方ほうに暮れたように立ち尽くしている。

「『竜巻』と『蛍』の戦いは派手で、騒そう音おんが『大奥』じゅうに鳴り響ひびいた。敵の、誰だれかが様子を見にくるはず。この場は危険だよ～、早く退たい避ひしよう。でないと、『蛍』が無む駄だ死じにになる」

　胸に刺さるような辛しん辣らつな言葉を、あえて選んだのか。己が口にした言葉に、自分で傷ついたように、『阿呆鳥』は息を詰つまらせた。

　そして数歩、前進する。

　そんな『阿呆鳥』の全身に、挽ひき肉の混じった血の雨が降り注いだ。空中で爆ばく散さんした『蛍』と『竜巻』の、粉々になった血肉だ。重力に従って、高空へと舞い上がっていたそれらが今ごろ落ちてきた。

　己を汚よごすように、あの『百手むかで姫ひめ』と死し闘とうを演じたころのように、『阿呆鳥』は全身を血で染める。儀ぎ式しきのように。これから先、どれだけ血で汚れてもよいように、あらかじめ己の退路を断たつみたいに。

　思いだすみたいに。血まみれの虫かごハーレムで、死線をくぐりぬけてきた己自身を取り戻もどすように。

　血肉の雨はしばし止まず、やがて、おおきなものが落ちてきた。

『竜巻』が遠心力で集めていた建物の瓦礫は、秀影に向けて放たれ、狙ねらいが逸それてあらぬ方向に飛んでいった。ゆえに、瓦礫ではない。『竜巻』の最期の遠心力は、彼女自身と『蛍』のみを空へと巻きあげただけだ。

　落ちてきたのは、少女の肉だ。

『竜巻』の下半身である。かろうじて巻かれていた包帯のごとき革帯ベルトは吹き飛び、一糸もまとわぬ裸ら体たい。足と、太ふと股もも、股こ間かんから、おへそのあたりまでが残っている。上半身は吹っ飛び、血と挽き肉になった。

『阿呆鳥』はそれを、両手を伸ばして受けとめる。高所から落下してきた『竜巻』の肉は重力を吸っており、衝しよう撃げきに『阿呆鳥』は震える。

　地面に亀き裂れつが走り、それを耐たえて、『阿呆鳥』は少女の下半身を慎しん重ちように大地へと横たえさせた。

　外套マントを脱ぬぎ、かぶせて、秀影の目から哀あわれな少女の裸ら身しんを隠かくす。

「供く養ようしようってんじゃないよ。そこまで信心深くないし、いちおう敵だしね。そんな暇ひまもないし、だからこれはあたしなりの戦術なの」

『大奥』に入ってからの悲劇の連続で、声もだせぬ秀影の返事を待たずに、『阿呆鳥』は強く優やさしく語る。

　むかしみたいに。手を引き、先導する姉のように。

　頼たのもしい先せん輩ぱいとして。

「どうやら、あたしたちの敵らしい『蟲むし兵へい』とか名乗ってた連中について、あたしたちは無知すぎる。だから、せっかく収しゆう穫かくできた『竜巻』の死し骸がいを調べる。解かい剖ぼうし、顕けん微び鏡きようで細さい胞ぼうまで覗のぞいて、敵の正体を見み極きわめる」

『阿呆鳥』はそのために、新しん鮮せんな『竜巻』の屍し体たいを回収したのだ。

　外套でくるんだそれを、『阿呆鳥』は慎重に眺める。

　鳥を模した覆ふく面めんを外し、怜れい悧りな薬くす師しの眼光を宿らせた麗うるわしい素す顔がおを晒さらす。いまだ降りつづける血の雨が、彼女の白い頰ほおに跳はねた。

「おぞましいよね。これは『絲妃』のやりくちだ、あらゆる手段を用いてこの『大奥』を支配した暴君の。あいつは生徒を用いて人体実験を繰くりかえし、異能力を解かい析せきし、その秘密を解き明かし、己のちからにした」

　涙のように頰を伝う血を、『阿呆鳥』は拭ぬぐうこともしない。

「死骸を集め、あたしたち『腐肉食堂ハゲタカ』の偉大なる先達『夜よ鷹だか』の眼球を己に移植し、異能力を奪うばったりね。でも、あたしは勝つために、覇は者しやであるために手段を選ばなかった『絲妃』の生き様をなぞる。あたしは、『絲妃』時代の『大奥』の生徒だから」

　かつて秀影たちの敵だった『阿呆鳥』は、己を悪と穢けがれに染めるように、血の雨のなかで宣言した。

　過か剰じように悪ぶるように、けれど前へと進むために。

　無力な秀影を、すこしでも未来へと導くために。彼女は覆面を脱ぎ捨て、けれど血と悪意の化け粧しようを自らに施ほどこした。

「『大奥』の戦いは互いの手管の読みあいだった。あたしは『竜巻』を解剖し、敵の正体を見極める。すこしでも。できれば専門的な医い療りよう器具や検査機器が揃そろった施し設せつと、時間と人手がほしいけど」

　腹立たしげに、『竜巻』の死骸を足あし蹴げにして。

　むかしみたいに野や蛮ばんに、『阿呆鳥』は後ろ姿だけで笑った。

「そんな余よ裕ゆうはないかな～。まぁ、できるかぎりで解明してみせるよ。あたしにできるのは、それぐらい」

　ようやく秀影を振ふり向いた彼女は、笑ってはいなかった。

　無表情のまま、決意をこめて、こちらを見み据すえている。

「『鴉』ちゃんがあたしを『大奥』の修しゆ羅ら場ばから遠ざけ、医者に預け、看護師として誰かの命をつなぐ手伝いを、罪つみ滅ほろぼしをさせてくれた……。その恩返し、ううん成果を見せる」

『阿呆鳥』は、秀影の知る誰かと同じ、哀かなしそうな笑え顔がおになった。

「傷だらけの『大奥』の生徒たちを癒いやし、守りつづけた『水蛇みずち』姐ねえさんみたいに、あたしも血にまみれて未来を切り開く。血肉と、内臓に手を突つっこんで、希望の種を探すよ」

　真面目まじめに語るのが気き恥はずかしいのか、『阿呆鳥』はいつもみたいに飄ひよう々ひようと肩かたをすくめると、足蹴にしたままの『竜巻』を嫌いやそうに見た。

「うぇっ、まだ動いてる。どう見ても死骸なのに……。脳とか吹き飛んでるから、自律的な行動はとれないだろうけど、こいつの血肉はまだ生きてる。『蟲兵』は、どうやら肉だけなら不死身だ」

　その言葉どおり、外套にくるまれた『竜巻』の下半身は不気味に蠢うごめいている。一いつ般ぱん人でも、脳死していても、電気をとおせば筋肉が動く。身体からだのいちぶは生きている場合がある、けれどそれにしても異常だ。

　大地に散らばった血肉も、ずるずると這はい回り、本体の『竜巻』を目指している。再集合すれば復活する、なんて事態にはならないと信じたいが……。『竜巻』が復活しては、それこそ『蛍』が犬死にだ。

『阿呆鳥』は外套にくるまった『竜巻』の下半身を抱きあげ、虫でも追い払はらうように這い寄ってくる血肉を草ぞう履りの裏で蹴け散らした。

　そんな彼女のもとに、落ちてくるものがあった。

　秀影はそれに気づき、くちびるを嚙かみしめると立ちあがる。『阿呆鳥』のもとまで駆け、両手を広げた。

　落ちてきたのは、『蛍』の残ざん骸がいだった。

　誰よりも高く舞いあがった勇敢な少女は、万ばん有ゆう引力の法則に従い、最後に落ちてきた。爆ばく発はつの名残なごりだろう、火薬のにおいと煙けむりと、焼けた血肉をまとって。秀影はそれを、丁てい寧ねいに受けとめた。

　そして抱だき寄せる。

　下半身を失い、残る上半身も爆発で抉えぐれた『蛍』は、ぞっとするほどちいさかった。肌はだは黒くろ焦こげで、まとっていた『大奥』の制服は破れ燃もえ尽き脱げて、豊かな乳ち房ぶさが晒されている。

　頑がん丈じような手て甲こうが、融ゆう解かいしてとろけている。お腹なかが破れて、内臓とあばら骨が見えた。

　爆発の名残か、少女の命の残ざん滓しなのか、火傷やけどするほどに熱い。けれど構わず、秀影は『蛍』を抱きしめていた。

『阿呆鳥』が溜ため息いきをついて、そっと秀影の外套マントを脱がせる。そして、『蛍』をそれで包んだ。外套マントだけでは生き地じが足りず、『蛍』の無む惨ざんな肉体を隠かくしきれなかったようで──つづけて『鴉』の覆面も勝手に外し、『蛍』の顔にそっとかぶせていた。

「気を遣つかってあげなよ、『鴉』ちゃん。むかしから、そういうところ無む頓とん着ちやくなんだから」

　叱しかるというより、宥なだめるような口調だった。

「見られたくないでしょ、あんたには。こんな、ぐちゃぐちゃの……。女の子なんだから。『ぼく』とか言ってたけど、『蛍』は女の子なんだから」

　軽く秀影のおでこを小こ突づいて、『阿呆鳥』は再び溜息をついた。

　そして、外套マントにくるまれ覆面で死に顔を隠された『蛍』を眺ながめて、語りかける。

　勇敢な少女に、敬意を表するように。

「顔をあわせたことも話したこともないし、馬ば鹿かをやって追放されたあたしが言うことでもないけど、あんたは『大奥』の誇ほこりだよ」

　それに応こたえるように、目の錯さつ覚かくかもしれないが、『蛍』がわずかに動いた。動けるわけがない。けれど、『阿呆鳥』は何かを感じたように、両目を見開いた。

「そっか……。自じ爆ばくしたように見えたけど、『蛍』は自分自身じゃなくて、首を絞しめていた『竜巻』の上半身を爆ばく弾だん化したんだ。だから『竜巻』の上半身は吹ふき飛び、『蛍』は焼け焦こげてるけど肉を残した。つまり、ふむふむ？　本能的な行動だったかもしれないけど、『蛍』、あんたほんとに序列三位に選ばれるだけのことはある！」

　そして、己おのれの抱かかえた『竜巻』と、秀影の抱えた『蛍』を見て、最後に地面に転がっていた、『竜巻』の巻いていた革帯ベルトを眺める。

『阿呆鳥』は、脳のう裏りに閃ひらめいた何かを、必死に手た繰ぐるようにして思案していた。何かが引っかかる。それこそが、探し求めていた希望の種だ。

『阿呆鳥』の顔に、久方ぶりに笑みが浮うかんだ。

　それは『大奥』時代の彼女の、軽けい薄はくで邪じや悪あくで、誰だれよりも必死で強ごう欲よくな笑顔だった。人間らしい、笑顔であった。
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　ようやく、呼吸が整った。いつまでも、動どう揺ようしてはいられない。

　唾つばを飲みこんで。

　なぜか喜色満面で、小こ躍おどりしそうな『阿呆鳥』に、秀影は呼びかける。

「『阿呆鳥』、この場に留とどまるのは危険だ。せめて、身を隠せる場所に移動しよう。『蟲兵』と名乗る連中は強大すぎる、次に狙われたら俺と『阿呆鳥』だけじゃ生き延びるのは難しい」

　みじめでも、情けなくても逃にげ回るしかない。そして、起死回生の機会を待つのだ。『蛍』のおかげで、危あやうく失いかけた手札は残った。まだ、できることはあるはずだ。

『阿呆鳥』は頷うなずき、「ちょっと待って」と言うと、『竜巻』の残骸を抱だいたのとちがうほうの手で、地面に転がった革帯ベルトを回収する。

「それは？」

　秀影が問うと、『阿呆鳥』はにっこり笑った。

「『鴉』ちゃんがよく知る、『百手姫』の革帯ベルトと同じものみたいだね。簡易版だけど。これは『水蛇』姐さんの技術の産物だ、あたしにも用いられる。有効活用するよ～、敵の落とした武器すら用いるのは戦場の常だ」

　歌うように言ってから、『阿呆鳥』が眉まゆをひそめる。

「いっけない。ほんと、ぼやぼやしてる暇はないかも。走るよ『鴉』ちゃん、何かが近づいてくる！」

　だが、その警告はやや遅おそかった。

　秀影を促うながすように己の肩をぶつけて、走りだそうとした『阿呆鳥』の足が止まった。その眼前に、何かが落下してくる。

　怯ひるみ、息を吞のんだ『阿呆鳥』の正面に、ひとりの少女が着地した。
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「新手の『蟲兵』!?」

『阿呆鳥』が、絶望的な声をあげた。青ざめる彼女のすぐ目の前、手を伸のばせば届く距きよ離りに落ちてきた少女は、全身に不気味な革帯ベルトを巻いている。

　ほぼ裸ら体たいで、局部のみを革帯ベルトで隠かくしている。革帯ベルトは顔面で『×』のかたちに交差している。秀影たちには見覚えがない、けれど『蟲兵』の特とく徴ちようを備えている、この少女もおそらくは敵だ。

　秀影はおおきく飛び退のき、『阿呆鳥』がそれを守るように追つい随ずいする。両手が塞ふさがっている彼女は、戦える状態ではない。さいあく、せっかく回収した『竜巻』たちを放ほうりだすしかないかと、舌打ちしつつ身構える。

　だが、落ちてきた少女はこちらを見ていない。

　氷色の髪かみを揺ゆらし、無言で虚こ空くうを睨にらみつけている。

　その姿が、かき消えた。否いな、高速で移動したのだ。姿勢を低くし、地面を滑すべるように移動。それは、秀影には見慣れた『百手姫』の、最愛の少女の戦法と酷こく似じしていた。

　よく見ると少女の足あし下もとは、凍いてついている。摩ま擦さつ係数がほぼ零ゼロの氷面を、慣性に従って最速で移動している。足を動かすなどの予備動作がないため、動きが予測しにくく、ほとんど消えたように見える。

　消えた少女が先ほどまで立っていた位置を、ざらざらとした表面の巨きよ大だいな蚯蚓みみず、のように見える触しよく手しゆめいたものが抉った。獰どう猛もうに大地を引っかき、その触手は爆ばく散さんする。

　砂のかたまりだ。それが、触手のようなかたちをつくっていた。大地に激げき突とつすることで、それが砕くだけたのだ。舞まい散る砂のなか、氷色の髪の少女は滑る。空中で再結合した砂は手しゆ裏り剣けんのかたちとなり、少女を狙ねらう。

　それを間かん一いつ髪ぱつで避よけて、少女は大地を、建物の壁かべすらも足場として縦じゆう横おう無む尽じんに移動し、回かい避ひしつづける。避けきれず、少女の肌に血がにじむ。だが表情すら変えずに、少女は秀影たちをほんのわずかに一いち瞥べつした。

　すぐに興味を失ったように、顔の向きを正面に戻もどす。

　その視線の先には、体育座りをしたもうひとりの『蟲兵』がいる。

「二十三手。思ったよりも粘ねばりますね『雹ひよう』、過小評価していたようです。いいえ、希望的観測だったのでしょうか。早めに沈しずんでくれたら楽でいいのに、というこちらの願望がでていたようです」

　ぶつぶつと唸うなっているのは、先ほど秀影たちが遠目に見た異形の少女、『蟲兵』筆頭『蠍さそり姫ひめ』だ。彼女の周囲は砂さ漠ばくと化しており、そのなかで孤こ独どくに、座りこんでいる。

　どういう状じよう況きようだろう？

『蟲兵』どうしが、共食いのように殺しあっている？

「『雹』の、生前の序列は三位のはずですが。その実力には、見合わぬ地位といえましょう。あぁ、『雹』の現げん役えき時代の二位と一位はあれとあれか……。では仕方ない、けれど本気をだせば『大奥』の頂点に立つことも可能だったのでは？」

　戦っている雰ふん囲い気きですらなく、ひたすら退たい屈くつそうだったが。

『蠍姫』は眠ねむたげに瞬まばたきをすると、重苦しい吐と息いきを漏もらした。

「まぁ、どうでもいいですけど。がんばっても無意味、どうせ死ぬのに。手こずらせないでくださいよ、面めん倒どうくさい。『時空間爆弾』の汚お染せんが薄うすまってきた後続世代のあなたたちとちがって、あたしは直接の汚染を受けてます。そのぶん異能力は強大で、けれど身体への負担もおおきい」

　ふらりと立ちあがった『蠍姫』の側頭部で、三つ編みが揺れた。

　毒虫の尾おのように。

「疲つかれるんですよ……。戦うと、死ぬほどの苦痛を味わいます。とはいえ、あたしは死なない。死ねない。つらくて苦しいだけ、だから苛いら々いらするだけ。ねぇ、もう諦あきらめてお寝ねんねしましょうよ？　あなたは充じゆう分ぶんに誠意を尽つくしました、評価します、誉ほめてあげます、だからもういいでしょう？」

　白はく濁だくした右目を閉じ、瞳ひとみがふたつある左目を見開いて。

「あなたの氷結能力は狭せまい屋内でこそ有効、ゆえに『大奥』での戦せん闘とうでは無敵。けれど、このように拓ひらけた空間ではその威い力りよくを最大限に発揮できません。いいえ、あたしの異能力の前では一歩及およびません」

　魔ま物もののように、『蠍姫』は裸足はだしで砂漠を渡わたってくる。その周囲にまだ残っていた建物が、その瓦が礫れきが、次々と砂に変じていく。大地すらも砂と化し、渦うず巻まく。『蠍姫』を中心に蟻あり地じ獄ごくが広がっていく。

「砂は砂に、塵ちりは塵に、死者は死者へと戻りましょう」

　急速に展開した蟻地獄が、『雹』と呼ばれた氷色の髪の少女が足場としていた建物を浸しん食しよく、瞬しゆん時じに砂にする。足場を失った『雹』がぬかるみのような砂に足をとられて、転てん倒とう。

　砂の海に、藻も搔がきながら沈んでいく。

「冥めい福ふくを祈いのりますよ」

『蠍姫』は、顔をしかめる。自身が言ったように、異能力の行使に苦痛をおぼえるのか。白濁した右目が充じゆう血けつし、血の涙なみだが溢あふれた。

　大地に蟻地獄を顕けん現げんさせ、地形すら歪ゆがめる異能力の発動に、『蠍姫』の肉体が悲鳴をあげている。ゆえにこそ、これは彼女の必殺の攻こう撃げきだ。よって立つ大地を失い、身動きのとれぬ『雹』は、全身を砂のなかに埋まい没ぼつさせていく。

『雹』は無言のまま、抵てい抗こうしようとしていたようだった。彼女の周囲の砂が凍てつき、足場を形成。それを摑つかみ、あるいは踏ふみしめて、『雹』は砂の地獄から脱だつ出しゆつしようとした。

　だがそんな彼女に、大量の砂が降り注ぐ。足場をつくってもつくっても、逃のがれられぬ。次から次へと砂は押し寄せ、『雹』を覆おおい尽くしてしまう。手数で負けている、『蠍姫』の異能力は圧あつ倒とう的すぎる。

　さらに砂は生物的にうねって、『雹』を搦からめとる。瘦やせた『雹』の太ふと股ももを首を、股こ間かんを嫌いやらしく這はい回った砂は、『雹』の身動きを封ふうじる。舞いあがる砂すな埃ぼこりが視界を塞ぎ、次に打つ手が咄とつ嗟さに判断できない。

　対応が遅おくれると、そのぶん大量に砂が押し寄せてくる。洪こう水ずいに飲まれるようなものだ、人間ひとりのちからでは抵抗などできない。どれだけ藻搔いても、やがては飲みこまれる。

『蠍姫』は、どうやら砂を操作できるようだ。『雹』は、『蠍姫』の口のなかに飲みこまれ、舌で歯で、咀そ嚼しやくされているに等しい。

　圧倒的強者の餌え食じきとなり、貪むさぼり食われて終わる。

　そのはずだったが……。

　瞬しゆん間かん、誰だれにも予想できない衝しよう撃げきが『大奥』を震しん撼かんさせた。

　最初は何が起きたのかわからなかった。誰にも。超ちよう常じよう的な『蠍姫』と『雹』の攻こう防ぼうをただ見ているだけだった秀影と『阿呆鳥』も、戦いの当事者であるふたりも、驚おどろいて天を振ふり仰あおいだ。

　地じ響ひびきが轟とどろき、周囲に渦巻いた砂がおおきく崩くずれる。『蠍姫』も咄嗟に何をすることもできず、『雹』はその隙すきをついて蟻地獄のなかに凍てついた足場を形成、砂の渦うずから跳はねて脱出する。

　秀影たちから離はなれた位置、まだ残っていた建物を足場として着地し、荒あらく息をつく。死地から逃れた『雹』は、啞あ然ぜんとして空を見ていた。

『蠍姫』も、『雹』のことなど忘れたように呆ぼう然ぜんとしている。

　その視線の先、華か美びな大阪城の天守閣に、何かが突つき刺ささっている。朦もう々もうとあがる煙けむり。その不可思議な物体は『大奥』をぐるりと取り囲む紗幕を呆あつ気けなく突つき破り、粉々にし光のつぶを雨のように降らせ──そのまま大阪城本丸を抉えぐりぬき、けれど完全に倒とう壊かいさせるには至らず、中ちゆう途とはんぱに突き刺さって揺れている。

　それは、巨大な宝石に見えた。

　紫むらさき色いろの、半はん透とう明めいをした物体である。楕だ円えん形で、全体から輝かがやく星くずのような雫しずくを垂らしている。それは大阪城に激突し、卵のようにひび割れていた。

　その意味のわからぬ物体の激突による衝撃が『大奥』にも走っていた。足場を保っていられず、『雹』は必死に瓦礫に爪つめを立て猛もう獣じゆうのように踏みとどまり、『蠍姫』など尻しりもちをついていた。

　啞然として、これまで気け怠だるげな余よ裕ゆうを保っていた『蠍姫』が、金切り声をあげる。

　頭を抱かかえて、『蠍姫』は両目を見開いていた。

「おぉ、我が麗うるわしの大阪城！　なぜ、なぜ、このような暴ぼう虐ぎやくが!?」

　錯さく乱らんしたように、『蠍姫』は理解しがたいことを叫さけんでいる。『雹』はそれを隙と見たか、一いつ瞬しゆんだけ『蠍姫』に仕し掛かけようかと迷ったようだが、すぐに踵きびすを返した。反転し、地面を滑って退たい避ひしていく。

　撤てつ退たいしたのだ。正面からやりあっても『蠍姫』には勝てぬと、判断したのだろう。その異能力のように、冷静な判断だった。

『蠍姫』は自分が狙っていた標的が逃にげてしまったことにも気づかず、災害に直面した幼い子供のように、ただ愕がく然ぜんとして甲かん高だかい悲鳴をあげている。大阪城に、何か思い入れでもあるのだろうか。それに得体のしれぬ物体が激突し、今にも崩れそうなのを見て、『蠍姫』は狂きよう態たいを晒さらしていた。

　秀影たちも、遅れて反応する。まったく事態がわからぬが、この好機は逃せない。互たがいに目をあわせ頷うなずきあい、死し骸がいを抱えた秀影と『阿呆鳥』は急転して逃げた。とりあえず、この場から退避せねば。

　その気配を察したのか、びくりと肩かたを震ふるわせて、童女のように涙まで溢れさせていた『蠍姫』がこちらを見た。いけない。異様な、強大なちからをもつ『蟲兵』筆頭に狙われれば、秀影たちに抵抗するすべはない。

「あ……」

『蠍姫』が、いまだ動どう揺ようしきった表情で秀影に手のひらを向けた。抱だきしめていたのに、落としてしまった赤ん坊ぼうを拾おうとするみたいに。

　どこか必死に。

　秀影は知っている。『蠍姫』は、手のひらを向け、念じるだけで『大奥』最大の建造物である時計台を一瞬で砂へと変えた。攻撃しようとしている、と判断する。

　警けい戒かいし、けれど周りには遮しや蔽へい物もなく、逃げ場もない。

　一巻の終わりか、と覚かく悟ごしたが。

「『鴉』ちゃん!?」

　秀影と併へい走そうしていた『阿呆鳥』が、引きつった声をあげる。

　大地には巨大な影かげがあった。見上げると、巨大質量が秀影めがけて落下してきているところだった。

　謎なぞの紫色の楕円形が激突し、破は砕さいされた大阪城の瓦礫が落下してきたのだ。『竜巻』がかき集めて振り回した瓦礫よりもなお、さらに大量の石と金属のかたまりが、秀影たちめがけて落ちてきている。

　不運な事故といえる。落下してくる破は片へんから逃れるすべも、もちろん打ち砕くなりして防ぐ手段も秀影たちにはない。

　万ばん事じ休す。敵と戦って雄お々おしく散ることもゆるされず、偶ぐう然ぜん、落ちてきた瓦礫に押しつぶされて終わるのか。そんな不条理があっていいのか。

　現実とはそんなものかもしれないが、秀影は納なつ得とくできなかった。歯は嚙がみし、懸けん命めいに走るが、落下物を回避するには足りない。せめて身を挺ていして『阿呆鳥』だけでも庇かばおうかと、思い詰つめようとした瞬間。

　秀影に迫せまっていた巨大質量が、粉ふん砕さいされた。

　砂と化し、輝きながら散ったのだ。

「………!?」

　見ると、遠くで『蠍姫』が姿勢よく立ち、手のひらを握にぎりこむような仕草をしている。彼女が、その異能力で飛来した瓦礫を砕いてくれたのか。なぜ？　彼女は敵ではないというのか？

　そういえば、初めて『蠍姫』とまみえたとき、秀影は『鴉』の覆ふく面めんをかぶっていた。今は、それを外している。

　こちらの素す顔がおを見て、『蠍姫』は何か思うところがあったのだろうか──たとえば、『蠍姫』にとって秀影がとても大事な存在であると、初めて気がついたとか。

　否いな、と秀影は首をふる。『蠍姫』は──『蟲兵』は、おそらく『大奥』の生徒たちを虐ぎやく殺さつした悪意に満ちた敵だ。自分を助けてくれた、わけがない。

　先ほど、『蠍姫』はこちらに手を伸のばしていた。その放った攻撃が、たまたま秀影に向かって落ちてきた瓦礫を粉砕したのだ。同時に、秀影を押しつぶそうとしていた致ち死しの瓦礫が、たまたま『蠍姫』の攻撃を防いだ。

　そんな事態がありうるのか、『たまたま』が重なりすぎる。いくらなんでも運が、そして都合がよすぎる。だが、そうとしか考えられない。

「これ以上は」

　遠くで、『蠍姫』がどこか安あん堵どしたように、吐息を漏らした。

「あたしの血を、国を、夢を奪うばわせない」

　何事かつぶやいていたが、よくわからない。

　考えている余裕もなく、すぐに事態は急変する。
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「将軍さま！」



　秀影の足あし下もとから、声がした。ぎょっとして、秀影はそちらを見る。次から次へと意味不明の事態が起きて、状じよう況きようへの理解が追いつかないが。

　足下に渦巻く砂のなかから、おおきな腕うでが突きだしていた。ちょっと、不自然なほどおおきな腕だ。それが、走っていた秀影と『阿呆鳥』の足を摑む。

　そして砂のなかに引きずりこんだ。

『蠍姫』の攻撃か、と思って秀影は悲鳴をあげたが。

　すぐに、柔やわらかく優やさしい感かん触しよくに受けとめられる。砂が口に入り、咳せきこみながら、秀影は己おのれを抱き寄せたものを見上げた。


「ご無事か!?」



　奇き妙みように反はん響きようする、おおきな声。

　声に比べても異様な巨きよ体たいが、秀影を赤ん坊のように抱いていた。

「『女じよ王おう蜂ばち』さん……？」

　秀影は、その名を呼ぶ。

　そのとおり、秀影たちを抱き寄せていたのは、『大奥』序列十位『女王蜂』である。常人の二倍から三倍の背せ丈たけ。重量感のある体たい軀くを、さらに助長する長い黒くろ髪かみと十じゆう二に単ひとえ。貴族的な面めん貌ぼうには、焦あせりが浮うかんでいる。

「なぜ、ここに？　無事だったのか！」

『女王蜂』は、かつてはこの場にもいる『阿呆鳥』の陰いん謀ぼうに搦めとられ強大な敵として秀影の前に立ちふさがったが、その本人は善良で高潔な人物である。頼たのもしい、味方といえる。

　影かげ武む者しやとして大阪城に残っていた『蛍』とともに、『大奥』で待機していたはずだが、行ゆく方えがわからずにいた。けれど、どうやら他ほかの『大奥』の生徒たちは虐殺されていたが、彼女は無事だったようだ。

　その理由も、何もかも、わからないが。『女王蜂』は力強く秀影たちを抱きあげたまま、切せつ羽ぱ詰つまった様子でまくしたてる。


「話は、後ほどに！　まずはご無事をお祝いしつつも、避ひ難なんするぞ！　先ほどのよくわからん衝撃でこの通路は崩れかけておる、下手すれば生き埋うめになるぞ！」



　通路、という言葉を聞き、秀影はあらためて周囲を確かく認にんした。

　なるほど通路だ。石か、あるいは鋼鉄製の未来的な、どこか異国風の通路。『大奥』の地下に、このようなものがあったのか。頭上からは砂が際限なく落ちてきており、通路の床ゆかは早くも埋まりかけている。


「ここは時計台の地下に『絲妃』が秘ひ密みつ裏りに建造していた、地下監かん獄ごく、及および実験施し設せつである。妾わらわは、不覚をとって監獄に収容されていたが、この『女王蜂』を閉じこめようなど片腹痛い！　強ごう引いんに脱だつ走そうしてやったわ！」



　ふはは、と意い気き軒けん昂こうに笑っている。基本的に、気っぷのいい女性であった。元気がわいてくる。

　秀影らを抱いたまま大おお股またで通路を疾しつ走そうしながら、『女王蜂』は快活に語った。


「鉄格ごう子しをひん曲げて、ついでに捕とらわれていた『大奥』の生徒を解放してな……。地上では、どうやら虐殺が行われたようだが。生き残りの生徒も、できるかぎり救出し、妾が保護しておる」



　豪ごう放ほう磊らい落らくに笑うと、『女王蜂』は両手が塞ふさがっているため顎あごで通路の先を示した。


「地下監獄は頑がん丈じようにできておる、避ひ難なん所じよとしてよいだろう。生き残りの『大奥』の生徒をまとめ、反はん撃げきといこうではないか。やられっぱなしでは『大奥』の生徒としての誇ほこりがすたる、そうであろう将軍さま？」



「『女王蜂』さま」

　不意に、『阿呆鳥』がつぶやいた。

　さま、と敬けい称しようをつけている。『阿呆鳥』はかつて『蜂はち鳥どり』と名乗り、『女王蜂』の家臣団レギオン『ＷワーカーＢ・ビー・Ｓシスターズ』に所属していたのだ。かつての頭目と、部下なのである。

　だが『阿呆鳥』は『女王蜂』を裏切り、己がのしあがるために利用した。裏切りものである、それを悔くいてはいるようだけれど。

　さすがにいつもの飄ひよう然ぜんとした態度も取り繕つくろえないのか、そこまで厚こう顔がん無む恥ちではないのか、『阿呆鳥』の口ぶりは重たい。

「あたしが、あなたに何かを頼める義理はない。ぜんぶ終わったら、あたしをくびり殺してくれても構わない。それを踏ふまえてあえて問うよ、『絲妃』の実験施設といったね？　それは今でも使える？」


「うむ」



『女王蜂』も、何やら思うところがあるようだったが。

　火急の事態である──何もかも今は飲みこむことにしたのか、『女王蜂』は彼女らしく頼もしく頷いた。


「異国の技術すら学び活用していた『絲妃』の実験施設だ、そう『やわ』ではない。妾は技術系には疎うといので太たい鼓こ判ばんは押せぬが、おそらくは実験施設として問題なく利用できる。だが、それが何か？」



「敵を知り己を知れば百戦危あやうからず。敵を、解かい析せきする。回収した敵の死骸の、解かい剖ぼうや検査をしたい。施設があるなら、ぐっと効率が増す。他にも、ちょっと考えてることがあるの」


「相変わらず、小こ賢ざかしい策を弄ろうするやつよ」



『女王蜂』は懐なつかしそうに、微笑ほほえんだ。


「焦って下げ克こく上じようなど狙ねらわなければ、妾の片かた腕うでとして重宝したのに。人生とはうまくいかぬ、だがこれも巡めぐりあわせぞ！」



　むしろ幸せそうに、『女王蜂』は『阿呆鳥』をぎゅうっと抱き寄せた。


「今や、妾と汝なんじのみが『ＷワーカーＢ・ビー・Ｓシスターズ』の数少ない生き残りである！　妾は部下に優しく甘い『女王蜂』と、もっぱらの評判！　無論、汝の力量を最大限に活いかす場を与あたえてくれよう！」



　どこまで善良なのか、あるいは人生の酸すいも甘いも嚙かみわけた百ひやく戦せん錬れん磨まゆえにか……。『女王蜂』は『阿呆鳥』の、かつての部下の申し出を豪ごう快かいに請うけ負ってくれた。

　喜び勇んで、巨体を震わせ『大奥』最大の女性は走る。


「おぉ『蜜みつ蜂ばち』よ、『雀すずめ蜂ばち』よ『熊くまん蜂ばち』よ！　妾の愛いとし子たちよ！　『ＷワーカーＢ・ビー・Ｓシスターズ』の息い吹ぶきは絶えておらぬ、『大奥』最大の勢力と栄えい華がを誇った我らは再びここに立ちあがる！　喜ぶがいい、喝かつ采さいしておくれ！」



　避難しているのに、むしろ凱がい旋せんしているようだった。

　勝利を摑つかむために、『女王蜂』は前へ前へと突つき進む。

　未来へ向かって、一直線に。

　慈じ母ぼのような、童女のような、花はな咲さくような笑え顔がおで。







　第二幕　英雄　いのちをもやせ
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『大奥』や倒とう幕ばく派が蠢うごめく山中と同様に、大おお阪さか城にも地獄が広がっていた。

　しかも、わかりやすい形式の地獄だった。

　大阪城の通路を、不気味な人々が埋うめ尽くしている。

　どうやら大阪城に勤務している事務員や警備兵、および外来の業者や工事現場のものなどだ。男たちである。だが彼らはすべて土気色の顔色をしていて、いかにも死んでいる。

　なかには首がひん曲がり、腹から臓物を垂らしているものもいる。生きているわけがない。だが彼らは怪奇ホラー映画の歩く死し骸がいさながらに、動いている。押し寄せてくる。

　戦力としては、たいしたものではない。近づいて嚙かみついてくる程度の動きしかしない、だが数がおおいので対処に苦く慮りよする。

　亡もう者じやどもに取り囲まれ、どんな屈くつ強きような戦士でもやがて疲つかれ果て、体力と気力が根こそぎ尽きて擦りつぶされる。

「愛と正義でにゃにゃにゃにゃ～ん♪　悪いやつらをにゃんにゃんにゃん～♪」

『大奥』序列二位『鎌かま切きり』は歌いながら、一いつ切さいの照明が落とされた大阪城を疾しつ走そうしている。『大奥』で生まれ育った『鎌切』には慣れ親しんだ、目を閉じていてもどこに何があるかわかる細くて入り組んだ通路を、床ゆかを壁かべを天てん井じようを足場に跳ちよう躍やくしながら立体的に移動。

　長い薄うす緑みどり色の髪を跳はねあげて、両手をぎゅっと握にぎりこむと前へと突つきだした。進路を塞ふさぐものに、それを叩きつける。

「『鎌切』ぱぁんち☆」

　天下分け目の関ヶ原の大戦で投下された『時空間爆ばく弾だん』の汚お染せん・影えい響きようによって、日本各地では異能力者が誕生した。遺伝子が歪ゆがみ、強力な異能力に対応するため肉体が変化を起こし、一いつ般ぱん的に異能力者は常人より頑がん健けんな肉体をもつ。

　小こ柄がらで幼い『鎌切』も、例外ではない。肉にく弾だん戦を主とする近接格かく闘とう者に比べれば分が悪いが、一般人が相手ならば腕うで相撲ずもうや取っ組みあいでは負けない。

　砲ほう弾だんの威い力りよくの拳こぶしに、さらに己の異能力を上乗せしている。

　分厚い空気の膜まくをまとわせた拳は、通路全体を打だ撃げきする。不可視の空気による一いち撃げきを防げず、『鎌切』の目の前にいた歩く屍し体たいたちが枯かれ葉のように吹っ飛んだ。

「にゃひひ♪」

　やった、と思って『鎌切』は表情を綻ほころばせたが。

　すぐに、顔色が曇くもった。

　強風が吹きつけられたみたいに仰あお向むけにぶっ倒れた屍体どもが、次々と起きあがってくる。緩かん慢まんに、けれど確実に。通路の前後からも続々と新手が現れて、きりがない。

「うにゅ～！」

　面めん倒どうくさくなってきて、『鎌切』はくちびるを尖とがらせて呻うめいた。

　あらためて、自身の置かれた状じよう況きようを再さい確かく認にんする。戦局を理解し、正しい戦術を選べば、『鎌切』が負ける道理はない。これでも『大奥』序列二位だ、強いのだ。けれど現状、何がなんだかわからず、自分が何と戦っているのかも理解できず、勝ち負けも何もなかった。

　いったん停止し、深呼吸すると、親愛なる『蛍ほたる』を真似まねして格闘者の構えとなった。両手を前へ向けてだらりと垂らした、お化けのような蟷とう螂ろう拳けんの構え。

　そんな『鎌切』の全身は、先ほどまでとは様変わりしている。

　母に、『雹ひよう』に託たくされた父の成れの果てたる国産『才古サイコ銃ガン』──『成カス功タムのサポ父ート』が、『鎌切』の身体からだの各所を装そう甲こうしている。

　あの『蛍』の装備していた手て甲こう脚あし甲こうのような外骨格じみた外がい殻かくが、『鎌切』のちいさな両手両足を覆おおっている。

　さらに『鎌切』の生命線たる異能力を発する器官である肺や横おう隔かく膜まくを守るため、胸むな元もとにも頑健な装甲。背部には、先ほど『雹』から託された書類挟みフアイルが白骨の鎖くさりでしっかりと結ばれ、背負われている。

　頭部にも、『鎌切』の好きな映画のなかの正義の味方じみた兜かぶとが装着されており、その隙すき間まから紅玉の髪かみ飾かざりと髪の房ふさが覗いている。

　持ち主を補ほ佐さし強化する『成カス功タムのサポ父ート』が自ら選び変形し、己を分割して『鎌切』の各所に配置。娘むすめの命を保護し、また戦力を高めている。

　父に抱だき寄せられているような、安心感。

『鎌切』は、装甲が帯びた熱が湯気として排はい気きされるなか、己自身も呼吸を整える。

「む～ん」

『蛍』の真似をして、独特な呼吸法である息い吹ぶきを用いようとしたのだが、間の抜ぬけた声が歯の隙間から漏もれるだけであった。
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『鎌切』は疲れていた。

　もともと根気も、持久力もあまりない。

　先ほど、『雹』に正体不明の書類挟みフアイルを託され、いかにも強敵じみた『蠍さそり姫ひめ』の魔まの手から脱だつ出しゆつさせられたあと……。『鎌切』は、どうしたらいいかわからず、とりあえず大事そうな書類挟みフアイルの内容を確認しようとした。

　けれど、先ほどまでいた屋外はまだ夜であり、明かりがなくて文字を読むのは難しそうだった。それに、『大奥』のなかは地形が変へん貌ぼうし、虐ぎやく殺さつでも行われたみたいに死し屍し累るい々るいで──戦場であり、長居するのは危険に思えた。

　そのため『鎌切』は落ちついて読書にいそしめる環かん境きようへ、移動することにしたのだった。

『大奥』における権力者であり、つまり大阪城にとってもお偉えらいさんである『鎌切』は、自身が頭目をつとめる家臣団レギオン『執しつ行こう部ぶ』の詰つめ所をなかば私物化していた。

　普ふ段だんはそこで寝ね泊とまりしているし、最も『鎌切』が落ちつける環境である。ゆえに、そこを目指した。『執行部』の詰め所は頑健なつくりで安全だし、部下がいれば戦力も増やせる。一挙両得、と思ったのだ。

『大奥』の状況も看過していいものではなさそうだったが、『鎌切』はいちどにたくさんのことを考えられない。今は後回しにするしかない。

『蛍』のことも、気になってはいた。『雹』に敗れ、また『雹』に救われるまで、『鎌切』は意識を失っていた。その間に、必死に『鎌切』を助けようとしてくれた、あの勇ゆう敢かんな少女はどうなってしまったのか。

　見慣れた『大奥』も変貌していて、何もかもが崩くずれ去ってしまったみたいな、異様な状況に『鎌切』は怯おびえ、震ふるえている。

　首を振ふる。ただ独り、父の骨格と母の託した魂たましいそのもののような書類挟みフアイルとともに、『鎌切』は大阪城を駆かけた。

『執行部』の詰め所は大阪城の最下層にある、『大奥』から大阪城に入り、直進すればすぐに辿たどりつく。

『鎌切』が目覚めたところは、かつて時計台があった場所だ。なぜか時計台は崩れ、砂さ漠ばくと化していたが、位置的にはそう類推される。そこから一直線に大阪城を目指し、空気操作によって飛ひ翔しようできる『鎌切』は高い門を飛び越こえて進入、大阪城のなかを移動している。

　豊とよ臣とみ秀ひで影かげや『阿あ呆ほう鳥どり』が『大奥』に忍しのびこむ前、『蛍』が磔はりつけにされる寸前であった。

　頼たよりになる仲間がいないなか、『鎌切』は独りぼっちで地じ獄ごくと化した浮うき世を駆け抜けていたのである。

「『鎌切』きぃ～っく☆」

　跳躍し、歩く死骸に跳とび蹴げり。爆ばく風ふうをまとった『鎌切』の一撃に死骸は吹ふっ飛び、他ほかのものどもを巻きこんで倒たおれる。だがすぐに起きあがり、のろのろと近づいてくる。

　うんざりしてくる。

　おそらく、この亡者どもは『蠅べるぜ王ぶる』の異能力で動かされている。彼女との対話と、『蛍』とともに挑いどんだ戦いで、すべての黒幕『蠅王』の異能力の一いつ端たんは明かされている。

　他人に蠅はえを仕込み、細さい胞ぼうに寄生させ食い荒あらして乗っ取り、支配し意のままに動かす。

『蠅王』は大阪城に勤務していた一般人たちに蠅を仕込み、その死骸を動かしているのだ。たぶん、使い捨ての手て駒ごまとして。

『雹』などの、『蟲むし兵へい』と名乗るものたちとちがって『鎌切』の目の前にいる亡者どもはただ動くだけのお粗そ末まつな屍し肉にくだ。おそらく仕込まれた蠅の量がすくない、簡易な命令を受けて動く、粗そ製せい濫らん造ぞう品だ。

　特別製の『蟲兵』たちに比べて、敵としてはまるで怖こわくない。

　大阪城に帰参してから、やけに従業員の姿がすくないと思ったら……。そして門の前に転がっていた血肉、などなどの情報から推測して『鎌切』はそう判断する。『鎌切』は考えるのは苦手だが、今は他に考えてくれるものはいない。

　死骸など動かして『蠅王』が何を企たくらんでいるのかは、わからない。だが死骸は『蠅王』の端たん末まつだろう、本体へと情報を送っているはずだ。ぐずぐずしていると、『蠅王』は『鎌切』のもとへ今度は特別製の『蟲兵』など、強大な戦力を効果的に投入してくるだろう。

『蠅王』の支配した盤ばん上じようで、刻み殺されてしまう。

『鎌切』は歯は嚙がみして、両手を胸の前で交差する。その両手をおおきく広げて、長なが柄えの武器を振り回すような姿勢となる。

『鎌切』の、必殺の構えである。

　同時に『成カス功タムのサポ父ート』が『鎌切』の意図に添そって変形、両りよう腕うでの装甲が集合し嚙かみあわされ、大鎌へと変じた。

　娘の意志を汲くんでくれる父の厚こう意いが、何だかすこし嬉うれしかった。

「必殺！　『鎌切』じぇのさぁいど☆かったぁあああ！」

　無意味に叫さけんでいるわけではない。『鎌切』の異能力は呼気であり、声である。叫ぶと威力があがるのだ。

　これまでは蛇じや口ぐちをひねるようにして異能力を垂れ流していただけだが、今回はちがう。すべてを斬ざん撃げきするかまいたち現象の刃やいばを、大鎌に密集させる。たっぷりと破は壊かい力を溜ためた大鎌で、『鎌切』は斬きりかかった。

「あちょ！」

　間近にいた歩く亡者たちを、抵てい抗こうなく切断する。黒々とした腐くさった血と臓物が舞まった。

「ちょいや！」

　最大の出力を発揮する空気の刃を放出、通路を埋うめた死し骸がいを貫かん通つうし切断し、吹っ飛ばした。近接していれば直じかに、遠方の敵も固めた空気の斬撃を放つことで切り裂さける。

『成カス功タムのサポ父ート』の補佐により、これまで漫まん然ぜんと異能力を垂れ流していた『鎌切』は、いちだん高い戦術を用いられる。具体的な大鎌に異能力を集中できるので、威力も凝ぎよう縮しゆくし桁けた外はずれに上じよう昇しようしている。

　負ける気がしない。今の『鎌切』は無敵だ。

　だが、いかんせん敵がおおすぎる。

「うにゅ!?」

　切り裂かれた亡もう者じやどもが、蠢うごめいている。上半身や、横半身だけでも動き、じりじりと『鎌切』に這はい寄ってくる。理解不能な光景である。

　真っぷたつにされれば動きを停とめるかと思ったが、まるで無力化できない。弱いのに、倒しきれない。『鎌切』は苛いら々いらしてくる。

『蛍』や『赫あか竜とんぼ』のような超ちよう破は壊かい力で、敵の全身をまとめて吹き飛ばせば、あるいはさすがに肉にく片へんにでもなれば動けないだろうと思うのだが。

『鎌切』の異能力は切断に特化して鍛きたえられている。半分に切断されたぐらいではまだ動く亡者どもが相手では、やや分が悪かった。

　細こま切ぎれにでもすればいいのだろうが、その時間が惜おしい。異能力も無限ではない、雑魚ざこを相手に消しよう耗もうしすぎるのもうまくない。

　もう無視して飛び越えて行っちゃおうか、と『鎌切』は判断した。そして両足にちからをこめ、脚きやく部ぶを覆った『成カス功タムのサポ父ート』から湯気を噴ふん出しゆつ。跳ちよう躍やくし、床ゆかに転がりながらも動く亡者の断片を無視して先へ進もうとした。

　その瞬しゆん間かんである。

　跳躍のために攻こう撃げきをいったん停止し、集中していた『鎌切』の周囲への警けい戒かいがゆるんだ、その刹せつ那なを狙ねらうようにして。

『鎌切』の真横の壁かべが、どろりと溶とけた。

　崩れて、その奥から無数の短刀が飛来してきた。

「………!?」

『鎌切』は脳の指示を待たずに反射的に行動する昆こん虫ちゆうさながらに、機き敏びんに対処。己おのれの周囲に回転する空気を発生させ、短刀をからめ取って舞いあげて無力化。短刀は、雨のように通路に落ちた。

　身構える『鎌切』の正面、溶けた通路の奥から何者かが進みでてくる。

　少女だ。整った顔立ち。黄色と黒で斑まだら模様を描えがく奇き妙みような髪かみは結ゆわえられ、いくつもの長太い房として垂れている。冷え冷えとした捕ほ食しよく者の瞳ひとみ。大奥女学院の制服は胸元がおおきく膨ふくらみ、腰こしはきゅっと締しまり、肉感的だが華きや奢しやという矛む盾じゆんした見み栄ばえ。

　美び麗れいな見た目をしているが、完かん璧ぺきな美び貌ぼうすぎて、つくりもののようでもある。見たところ丸腰まるごしで、口をくちゃくちゃと動かしている。

　くちびるを尖とがらせ、粘ねん液えきじみた風船を膨らませる。その奥で、ぎざぎざの歯並びが見えた。愛らしい少女なのに、どこか怪かい物ぶつ的だ。

　胸むな元もとを強調するように、制服の上からいかがわしい革帯ベルトを巻いている。革帯ベルト。『蟲兵』の特とく徴ちようだ、ついに特別製の兵隊が投入されてきた。

「だぁれ……？」

『鎌切』は、どこかで見覚えがある気がして、己の記き憶おくを遡さかのぼる。どこで見たのだったか。知っている相手なら能力もわかる、能力がわかれば対処もできる。

　やがて、『鎌切』は両目を見開いた。記憶が蘇よみがえってくる。すぐに思いだせないわけだ、『鎌切』はこの少女を書類でしか知らない。

『大奥』の伝統行事である花しらべ身体検査の際に撮さつ影えいされた、下着姿の写真。もうひとつ記憶に残るのは、暴行をうけ刀傷や殴おう打だのあとが目立つ屍し体たいの写真として……。

『鎌切』は校内の秩ちつ序じよを司つかさどる『執行部』の長おさとして、『大奥』の生徒が巻きこまれた事件の調書や、資料には目を通している。書類を読むのは苦手だが、『蛍』がうるさいし、『鎌切』は職務には生き真面目まじめだ。

　だから覚えていた。目の前にいる少女は、つい先日の陰いん惨さんな事件の当事者だった。

　城下町で『大奥』の序列上位者が殺害された、『大奥』生徒惨ざん殺さつ事件。あの『百手むかで姫ひめ』に捜そう査さが託たくされ、この極まった地獄のような現状の火ひ蓋ぶたを切るきっかけとなったあの……。

「下位『蟲兵』、消化師『靫うつぼ』。お相手、仕つかまつる」

　どこか軽けい薄はくな見た目にそぐわぬ、重じゆう厚こうな口ぶり。身にまとうのは戦士の気き迫はく。油断できぬ相手だ、と『鎌切』は身構える。

『靫』。『大奥』の歴史に残る無む惨ざんな将軍御ご前ぜん試合の後、序列上位者のほとんどが死ぬか失しつ踪そうしたため、繰くりあがりで高位の序列を得た少女だ。

　新将軍を迎むかえ平和な時代になったため、戦せん闘とう以外で『大奥』に貢こう献けんした彼女は評価され、権力と栄光を得たはずだった。

　だが彼女は倒とう幕ばくの気運が高まっていた城下町にて、一いつ般ぱん人たちに、ほとんど恋こい仲なかだったと推測される『川かわ蟬せみ』という少女とともに暴行をうけ殺害された。

　そのはずだったが、あの事件そのものがきな臭くさい。『蠅王』の仕込みだった可能性がある。そして実際、『靫』は『蠅王』の手勢である『蟲兵』として登場した。

　事件に利用され、死骸は再利用され、『蠅王』に都合のいいように用いられている。哀あわれだった。だが、同情している余よ裕ゆうもない。

『蟲兵』が送りこまれてきたということは、やはり『蠅王』はこちらの状じよう況きようを端たん末まつたる亡者たちによって把は握あくしている。さすがの地じ獄ごく耳みみだ。悠ゆう長ちようにしていれば、『鎌切』が手も足もでなかった『雹』のような強大な戦力が送りこまれ、対応しきれずに始末される。そこで詰つみだ、お終しまいである。

　突とつ破ぱしなくてはいけない。できるだけ早さつ急きゆうに。

　そして安全なところで、『雹』に託された書類挟みフアイルを確かく認にんするのだ。

　けれど『安全なところ』とやらが、この世のどこにあるのだろうか？

「敵を目の前にして考えごとかね？」

　声と同時に、『靫』が間合いを詰めてくる。斑模様の髪が毒どく蛇へびのようにうねった。その手のひらが、『鎌切』の装そう甲こうで守られていない腹部を狙っている。

　いけない。今は、思考は後回し。どうせ、下手へたの考え休むに似たりだ。

『鎌切』は咄とつ嗟さに腕うでを覆おおった装甲で打だ撃げきを防ぼう御ぎよしようとしたが、やめた。『靫』の異能力を思いだしたのだ。

　足裏に圧縮空気を充じゆう満まんさせ、炸さく裂れつさせて跳躍。空中でとんぼ返りして、天てん井じようを蹴けり、『靫』からおおきく距きよ離りをとった。

　かわされた『靫』の手のひらが、大阪城通路の壁をいやに無造作に貫通した。細い手首からは、想像もできぬ打撃の威い力りよく。

　否いな、打撃ではない。これが『靫』の異能力だ。

『靫』の触ふれた壁は、ぐずぐずに溶けている。半液体ゲルと化して、溶けた蠟ろう燭そくのように床にわだかまっていく。『靫』に触れていたら、『鎌切』がそうなっていた。

「高位序列を得たとはいえ、『鎌切』に比べれば低位！」

　己を鼓こ舞ぶするためにも、吠ほえた。

　序列二位の誇ほこりにかけて、『鎌切』は『靫』を処断する。

「下は上に、従うもんっ！」

『靫』に近づくのは危険と判断し、不可視の刃を放った。

　だが『靫』は慌あわてずに、踊おどるように足あし踏ぶみをする。瞬間、彼女の足あし下もとにわだかまっていた溶けた壁材が起きあがり、何重もの壁として再構築される。

　真空の刃が壁を切り裂くも、わずかに空気の刃がせき止められているうちに、『靫』はゆるやかに動いている。

　さらに壁を叩たたき、溶よう解かいさせる。溶けた壁材は変形し、長なが柄えの槍やりとなった。それを握にぎり、『靫』が野や獣じゆうの笑えみ。

「返礼を！」

　槍が投げ放たれ、『鎌切』を狙った。

『鎌切』は空気の壁を屹きつ立りつさせ、槍を弾はじく。

　互たがいに様子見のような攻こう防ぼうをし、五分五分。だが、序列に差があるはずなのに。

『鎌切』は強化されているし、対等な戦いを演じられるのがおかしい。

　生前の『靫』は、己の実力を隠かくし、非戦闘要員を装っていただけなのか。鍔つば迫ぜりあいのごときわずかな交戦だけで、『鎌切』の表情から余裕が消えた。

　やはり、『蟲兵』恐るべし。

「防御も攻撃も不可視かつ無敵、さすが『大奥』に名高い泣く子も黙だまる刑けい罰ばつ執しつ行こう人」

『靫』がぎこちなく笑った。やはり、仮面のようにつくりものめいている。彼女もまた、動いているだけの屍体だ。生気がなかった。

「だが下位『蟲兵』である私ごときに手こずっているようでは、『蠍姫』を始めとする上位『蟲兵』にはとてもとても及およばぬ……♪」

　挑ちよう発はつ的に、官能的な舌なめずりをして。

『靫』は、壁をどろどろに溶解させ、それらを短刀や槍に変化させる。ひとつひとつ手に取り、投げ殺す構えだ。

「そして私には、貴き殿でんを倒たおす必要すらない。何やら『大奥』で変事が生じているらしく、増ぞう援えんが遅おくれているが。『蠍姫』や『竜たつ巻まき』などの上位『蟲兵』がくるのを待てばいい、時間稼かせぎが私の任務」

　喉のどの奥で笑うと、小こ柄がらな『鎌切』を見下ろしてくる。

「ご存じのとおり、私の異能力は物体を半液体ゲル化し、再構築して別の物体につくりかえること。生前は、工事現場などで活かつ躍やくしたものだ」

　なるほど、消化師、と名乗ったのはそういうことか。

　口から食べ物をいれて、胃や腸で消化し、別の物体に置き換かえて排はい泄せつする。そんな生物の仕組みのような、異能力だ。

「『蠍姫』のように空間などあらゆるものを瞬しゆん時じに変化させる荒あら技わざは無理だし、溶解させられる物体もつくりかえられる物体も限られている。消化できんものはできん。だが、なかなか便利で強大だぞ？」

　得意げに、『靫』は語る。

　生前は実力を隠し、無力を装っていたため、全力を発揮できるのが嬉うれしいのだろうか。両目を炯けい々けいと輝かがやかせ、ぎざぎざの歯を耳みみ障ざわりに擦こすらせた。

「『蠍姫』の補欠のような扱あつかいが不満であったが、今日この瞬間に私は再評価される！　私が真価を発揮すれば、序列二位すら殺せる！」

　雄お叫たけびをあげて、『靫』が殺意を破は裂れつさせる。

　死し闘とうが本格的に幕をあける、と思われた寸前だった。

「ヤァレヤレ、序列二位ッテ肩かた書がキモ安ク見ラレタモノネ」

　獰どう猛もうな声が響ひびいた。

『靫』が、ぎくりと硬こう直ちよくする。はしゃいでいた子こ猫ねこが、己が巨きよ大だいな虎とらのあぎとのなかにいたことを自覚したみたいに。

　短く恐きよう怖ふの呼気を吐はき、『靫』は慌てて振ふり向こうとしたが。

　遅おそすぎた。

「コンナ雑魚ざこニ調子ヅカセテルヨウジャア、アタシカラ受ケ継つイダ序列二位ノ肩書キガ泣クワヨ……『鎌切』？」

　声とともに、溶解し崩くずれた通路の奥から何者かが歩みでてきた。おおきな手のひらが、ぽん、と気安く『靫』の肩かたに置かれる。

「あ、ああ!?」

『靫』は震ふるえ、動けない。死し骸がいの彼女が、生前に刻みこまれたのだろう恐怖に全身を縛いましめられていた。こいつには逆らえない。機き嫌げんを損そこねたら食われる。本能がそう叫さけぶのだ。

　まさか、という表情で、『靫』は振り向こうとして。

「あかと……!?」

　何かを言いかけて。

「トコロデ、アンタ誰だれダッケ？」

　朗ほがらかに微笑ほほえんでいる、けれど瞳ひとみはまったく笑っていない、古代の肉食恐きよう竜りゆうじみた三白眼に射いすくめられた。

　直後、『靫』の全身が発火する。肩に置かれた手を中心にして、炎えん上じようした。火の粉が散らばり、『靫』の肉が骨が髪かみの毛すらも紅ぐ蓮れんの炎ほのおに蹂じゆう躙りんされて瞬時に炭化する。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　それなりの実力者だったろう『靫』が、何もできず、何もゆるされずに呆あつ気けなく蒸発した。亡もう者じやは不死身に近い、いちど死んだものがまた死ぬことはないはずだった。

　だが、そんな事情はお構いなしに、炎は道理も何もかも消し飛ばす。

　細さい胞ぼうのすべてが焼き尽つくされ灰になり、あるいは蒸散して、細胞に寄生していた『蠅王』の蠅ごと消しよう滅めつする。こうなっては、再生も、二度と動くことも無理だった。

　圧あつ倒とう的だった。

　これぞ、『大奥』に名高き真の序列二位。地じ獄ごくの世代を生き抜ぬき猛者もさどもを蹴け散ちらし、大量破は壊かい兵器のような女と呼ばれ恐おそれられた……。

「あ、『赫竜』!?」

　不自然に頭部だけきれいに焼け残った『靫』が、くちびるを震わせてその名を呼ぶ。先ほどまでの偉えらそうな態度は吹ふき飛び、もはや、怯おびえきっている。

「ア～、ヤッパリ見覚エナイワァ？　『大奥』モ生徒モ様変ワリシチャッテルワネェ、久シブリダカラ仕方ナイケド」

　声の主は『靫』の生首をぞんざいに掲かかげ、その髪の毛を引っ摑つかんで左右に揺ゆらす、という罰ばち当たりなことをしている。

　やがて飽あきたのか、生首を放ほうり捨てる。『靫』の残ざん骸がいは不用意に大気圏けんに突とつ入にゆうしてしまった星くずみたいに、高熱と炎に焼かれて見る見る炭化し、火の粉になって散らばった。

　あとには、人間が焼ける嫌いやなにおいと、大おお柄がらな女のみが残された。

　その女に、『鎌切』は見覚えがあった。

　忘れるわけがなかった。

　だが、こんなときに再会するなんて思いもよらなかった。

「何ヲ、『ボケ』ットシテンノヨ？」

　面めん倒どうくさそうに、かつての『大奥』序列二位『赫竜』が言った。

　異国人らしい彫ほりの深い顔立ち。爬は虫ちゆう類るいのごとき三白眼。くすんだ金色の髪を三つ編みにし、魔ま女じよのような尖とがり帽ぼう子しをかぶっている。白の外套マント。起き伏ふくのある胸むな元もとや局部をかろうじて隠しているだけの、破は廉れん恥ちな水着。足には奇き妙みような形状の拳けん銃じゆうを二丁、吊つるしている。

　童女のようなそばかす面づらを歪ゆがませて、『赫竜』は手招きしてくる。

「オイデ、『鎌切』。ドコモカシコモ変ワリ果テテ、知ラナイ連中ガ歩キ回ッテテ……。見知ッタ顔ノアンタスラ、アタシヲ歓かん迎げいシテクレナイナラ、アタシモ『チョッピリ』寂さみシイノヨ？」

「『赫竜』ちゃん！」

『鎌切』は久方ぶりに無む邪じや気きな笑みを浮うかべて、砲ほう弾だんのごとく突とつ進しんした。

　目にも留まらぬ速度で駆かけて、思いっきり跳ちよう躍やく。

「うわぁい☆　『赫竜』ちゃん『赫竜』ちゃん『赫竜』ちゃん～！」

『赫竜』の胸元に飛びこむと、全身で抱だきついた。

　体格のよい『赫竜』はその体当たりを慣れたそぶりでしっかりと受け止め、姿勢を小こ揺ゆるぎもさせずに、抱きかえしてくれた。

『赫竜』の乳ち房ぶさに顔を埋うずめて、『鎌切』はたっぷり甘える。

「フフン」

『赫竜』はどこか懐なつかしそうに、『鎌切』を片手で抱きあげる。

　おとぎ話の英えい雄ゆうみたいに、頼たのもしく。

「ヨカッタ、アンタハソンナニ変ワラナイワネ。相変ワラズノ、チビスケ。馬ば鹿かデ愚おろカデ、カワイイ『鎌切』……♪」

　かつての序列二位と現在の序列二位は、しばらくそうして、再会を喜びあった。

　地獄と化した大阪城で、久方ぶりに笑顔が花咲さいた。
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『鎌切』が率いる家臣団レギオン『執しつ行こう部ぶ』の、詰つめ所である。

　保育園のような内装。原色がふんだんに用いられ、愛らしい絵画や落書きで壁かべが埋め尽くされている。部屋の中央には映写機テレビが鎮ちん座ざし、あちこちに玩具おもちやや絵本が転がっている。

　普ふ段だんはさらに『鎌切』が食べかけにした菓か子し袋ぶくろなどで散らかっているものだが、『鎌切』がしばらく大阪城を留守にしている間にさすがに掃そう除じされたらしい。

　大阪城は一いつ斉せいに停電しているらしく、蠟ろう燭そくの明かりのみが光源である。夜明けまではまだ間があり、窓から朝あさ陽ひが差しこむこともない。

　薄うす闇やみのなか、ふかふかの寝しん台だいに『鎌切』は胡座あぐらをかく。身体からだの各所を覆おおっていた『成カス功タムのサポ父ート』は邪じや魔まにならぬよう変形し、直方体の箱のようなかたちになって『鎌切』の横に鎮座している。

「にゃひひ♪」

　久方ぶりの慣れ親しんだ寝ね床どこの感かん触しよくが心ここ地ちよくて、気が抜けたのもあって、『鎌切』はうつ伏ぶせに寝ねころんだ。頰ほお杖づえをつき、足をぱたぱたと動かしながら上じよう機き嫌げん。その視線の先に、『赫竜』がいる。

「ヤァレヤレ、ヤット人ひと心ごこ地ちツケルワァ？」

　外套や帽子も脱ぬがぬまま、『赫竜』は床ゆかに置かれた熊くまさんのかたちをした座ざ布ぶ団とんにどっかりと腰こしをおろした。愛らしい空間は気に食わないのか、苛いら立だたしげに貧びん乏ぼう揺ゆすりをしている。

「『赫竜』ちゃん、おばちゃんみたいだもんっ♪」

　にこにこと笑いながら、『鎌切』は茶ちや化かした。

『赫竜』は不ふ愉ゆ快かいそうに睨にらんできたが、馬ば鹿か馬鹿しくなったのか、何も言わずに足をのばして楽な姿勢になった。『鎌切』を相手に怒おこっても仕方ないと、『赫竜』は知っているのだろう。

「老ケタノヨ、我ナガラ。子育テミタイナコトシテタカラネ……ホント、子供ノオ守リナンカシタクナインダケド。ナゼカ、イツモソンナ役回リヨ。アンタモ年相応ノ振ふル舞まイシナサイヨネ、モウ十四歳デショウ？」

「はぁい、『赫竜』ちゃん！　努力はするもんっ♪」

　手を挙げて言うと、「アンタハ返事ハイインダケドネ」と『赫竜』は唸うなるようにぼやいた。

『大奥』の生徒たちにとって死と恐怖の象しよう徴ちようであり、大量破壊兵器のような女と呼ばれ畏おそれられてきた『赫竜』だが、『鎌切』はこの異国人の血を継つぐ女性があまり嫌きらいではなかった。

　見慣れぬ風ふう貌ぼうをしているし、その強さや乱暴な振る舞いはたしかに取扱注意の火薬のかたまりのようだが、なぜか『赫竜』は『鎌切』にはそれなりに優やさしかったのだ。

『大奥』で生まれ育った『鎌切』は、『雹』や『成カス功タムのサポ父ート』と巡めぐりあうまで天てん涯がい孤こ独どくだった。乳母うばがいて、『蛍』などの同年代の友達もいて、あまり寂しさを味わうことはなかったけれど。

　何より、『鎌切』を重用し、何かと仕事を与あたえてくれた『絲妃あらくね』と『赫竜』がいた。かつて『大奥』を恐怖と暴力で支配したこの恐るべき二人組は、『鎌切』にとっては言うことを聞けば誉ほめてくれる信しん頼らいできる上役であり、敬愛すべき『大奥』の同どう胞ほうだった。

　むしろ、他ほかの『大奥』の生徒がなぜこの二人組を畏れるのか、理解できないぐらいだった。けっこう親切で、優しいのに。

『絲妃』は『鎌切』を腹心のひとりに数え、重要な任務や、『執行部』頭目の地位を与えてくれた。じょうずに任務を達成すれば頭を撫なでられお菓か子しを与えられ、何かと便べん宜ぎをはかってくれた。

　寵ちよう愛あいを受けていた、といってもいい。

『赫竜』も、強大な異能力をもつ『鎌切』の戦せん闘とう訓練などに、よく付きあってくれた。『赫竜』との訓練は楽しかったし、そのおかげで今日まで生き延びてこられたといえる。恩人である。

　訓練のあとはともに入浴し、『大奥』序列上位者の特権で城下町に繰くりだし、食べ歩きなどをすることもあった。『絲妃』も、普段はそんな勝手をゆるさないのだが、腹心であるふたりの行動にとくに小言を垂れることもなく見み逃のがしてくれていた。

　それは『大奥』を支配した闇やみの女王、暴君と呼ばれた『絲妃』らしくはなく、また大量破壊兵器のようだった『赫竜』らしくなかった。

　その理由を、『鎌切』は知らない。

　知らなくてもよかった。嬉うれしかったし、ふたりのことが大好きだった。

『赫竜』は、『鎌切』にとって年の離はなれた姉のような存在だった。遊んでくれて、世話をしてくれて、何かと気にかけてくれる。『鎌切』は『赫竜』の強さに憧あこがれてその背を追い、また親愛を抱いていた。

　そんな彼女と、絶望の底で再会できて……。

『鎌切』は、踊おどりだしたいぐらい嬉しかった。

「『赫竜』ちゃん、これまでどこで何してたもん？　将軍御ご前ぜん試合で『絲妃』ちゃんが死んじゃって、『赫竜』ちゃんもいなくなって、『鎌切』とっても寂しかったもん！」

　安心したら眠ねむくなってきてしまって、寝床のうえで『鎌切』は欠伸あくびしながら問いかけた。緊きん張ちよう感かんのない子ね、という感じに『赫竜』は眉まゆをひそめる。

「吞のん気きニオ喋しやべリシテル余よ裕ゆうナイデショ、ココハ戦場ヨ。チョットネ、長なが崎さき出で島じまマデ逃にゲテ、ソコデ『黒船』ノ連中トドンチャン騒ギヲシテタノヨ。マァ、後デゼンブ話シテ聞カセテアゲルワ」

『赫竜』は溜ため息いきをつき、『鎌切』を見み据すえてくる。

「ソレヨリ、『大奥』ノ状じよう況きようヲ知リタイワネ。何ガ何ダカワカラナイワァ、カル～ク見テ回ッタケド『ウンザリ』シチャッタ。アチコチ屍し体たいノ山ダシ、ソノ屍体ガ歩キ回ッテルシ、『大奥』ノ建物ハ倒とう壊かいシテルシ砂さ漠ばくガデキテルシ、何コレ『大奥』壊かい滅めつシチャッタノ？」

「それは、『鎌切』にもよくわからないもん。でも何か、『蠅王』ちゃんが悪わる巧だくみしてるっぽいもん？」

「『蠅王』ネ。今ノ序列一位ナンダッケ、アタシモ『大奥』ハ長イケド顔ハ見タコトナイワァ。姉様ニ代ワッテ序列一位ニナッタ女ハ、ロクデモナイ食ワセモノミタイネ？」

　憎にくらしげに、『赫竜』は唸った。

　そんな彼女と、『鎌切』はしばし情報交こう換かんをする。『鎌切』が見聞きしたこと、すべて。『赫竜』は、まとまりのない『鎌切』の話を、いつものように我が慢まんして聞いてくれていた。

　嬉しくなって、『鎌切』はよく喋しやべった。『蠅王』の悪意も、『蛍』が犠ぎ牲せいとなった壮そう絶ぜつな戦いも、孤こ独どくも、すべて一時だけでも忘れられた。

「ソウ」

　ひととおり聞き終えて、『赫竜』は天てん井じようを仰あおいだ。

「大変ダッタノネ、アンタモ」

　突つき放すような口調だったが、やっぱり声は優しかった。『赫竜』は、抱だきしめてくれたりはしない。でも、そのようにされた心地だった。

『鎌切』は急に怖こわくなって哀かなしくなって、戦場で生き延びることに一いつ生しよう懸けん命めいになって棚たな上あげしていた感情がぜんぶ溢あふれてきて、泣いた。

「うう」

　頰ほおを、涙なみだが止めどなく零れる。

「うあ～ん！」

　たまらなくなって、『鎌切』は赤ん坊ぼうみたいに泣きじゃくった。

「アァモウ……ドウシタノヨ、アンタハ。ホントニ、イツマデモオ子チャマナンダカラ。情じよう緒ちよ不安定スギルノヨ、イツデモ泰たい然ぜんトシテタ『雹ひよう虎こ』姐ねえサンノ子トハ思エナイワ？」

　不意にその名を口にだして、『赫竜』は歯は嚙がみした。

　瞳ひとみに、烈れつ火かの怒いかりが燃えている。

「『蟲兵』ネ。死し骸がいヲ操あやつリ手て駒ごまニスルナンテ、姉様デモ眉ヲヒソメルヨウナ外げ道どうダワ。誇ほこリ高ク戦イ抜ぬキ、恋こいニ生キテ死ンダ、『雹虎』姐サンノ人生ニ唾つばヲ吐キカケヤガッテ」

　野や獣じゆうのように、『赫竜』は唸った。

「殺シテヤル。『蠅王』ダケハ、苦シメテ殺シテヤル」

　殺意をこめて宣言すると、『赫竜』は首を振ふり、三つ編みを揺ゆらした。

「トハイエ、今ノトコロ後手ニ回ッテル。状況ガワカラナイウチニ、翻ほん弄ろうサレテ嬲リ殺シニサレルノハ勘かん弁べんヨ。ホント、姉様ガ生キテレバ……。『蠅王』ナンカニ、好キ勝手ニサセナカッタノニ」

　切なそうに言うので、『鎌切』は心配になって、ころんと前回りをして寝床からおりる。『赫竜』に歩み寄ると、その背中に抱きついた。

　頰ずりをして、精せい一いつ杯ぱいに愛情を示した。

　ぬくもりを交換した。

「よしよし。『赫竜』ちゃん、お姉ちゃんが死んじゃって寂さみしいもんね？　良い子良い子、『鎌切』の胸で泣いていいもん……♪」

「何ヨ。馬ば鹿かニシテンノ？」

　鬱うつ陶とうしそうにしながらも、振り払はらうことなく。

『赫竜』は、彼女らしく豪ごう気きに笑った。

「トニカク、ココデ『鎌切』ナンカト戯ざレアッテテモ仕方ナイワ。反はん撃げきシマショウ、『大奥』ノ流りゆう儀ぎニ則のつとッテ。殺やラレル前ニ殺ル、ソレシカナイ」

「『鎌切』も賛成！」

　剣けん吞のんな内容を、ふたりの戦士は無む邪じや気きに語りあった。

「デモ、マダ戦力ガ足リナイ。敵ハ『蠅王』ヲ中心ニシテ、アイツガ完全ニ支配スル『蟲兵』、オヨビ歩ク屍体が大量ニイル。分散シテイタラ包囲サレテ無数ノ敵ニ押シツブサレテ、各個撃げき破はサレルダケ」

「『赫竜』ちゃんと『鎌切』なら、たいていの敵には負けないもん？」

『鎌切』はやる気満々、という感じで腕うでまくりしてみせた。

　呆あきれるようにそれを見て、『赫竜』はかぶったままの尖とがり帽ぼう子しを己おのれの頭に押し当てる。考えるのが苦手な彼女なりに、考えているらしい。

『鎌切』は暇ひまなので、『赫竜』の外套マントを「ぶわ～！　ぶわ～！」と揺すって風を送る、無む駄だな動きをしていた。

　それについては気にせずに、『赫竜』が再び語り始めた。

「トリアエズ、他ノ連中ヲ捜さがシテ合流スル。戦力ヲ結集シテ、徹てつ底てい抗こう戦せん。マズハ死骸ヲ操ル『蠅王』ヲ狙ねらイ、倒たおス。ソレデイイワネ？」

「『鎌切』は『赫竜』ちゃんに従うもん！」

　敬礼の仕草をして、『鎌切』はそう宣言する。

　良い子、というように『赫竜』がつい思わず、といった感じで『鎌切』の頭を撫でてくれた。

　どこか、『赫竜』は『大奥』にいたころより角が取れ丸くなって、優しくなった気がする。

　くすぐったくて、『鎌切』は「にゃひひ♪」と身をよじって笑った。

「でも、戦力っていっても……。『蛍』ちゃんも最後に見たときはぼろぼろの状態だったし、行ゆく方え不明。他の生徒も、虐ぎやく殺さつされてるもん。つまり『鎌切』以外は、『大奥』の生徒はほぼ全ぜん滅めつしてるもん」

「アタシガ、長崎出島カラツレテキタ戦力ガイル」

『赫竜』は力強く言い切った。

「トイウカ、アタシガソノ戦力ニツイテキタ。長崎出島デノ戦イノ結果、敵対シテイタ『黒船』勢力ハ降こう伏ふく、幕府ヘノ恭きよう順じゆんヲ示シテル。ソンナ『黒船』ノ連中ニクワエテ、彼ラヲ倒シタ『百手姫』ヤ『銀ぎん狼ろう』トイッタ連中モイル、合流シ共きよう闘とうデキレバ勝チ目モデテクル」

「おぉ、『百手姫』ちゃんも帰ってきてるもん？」

『鎌切』は『百手姫』と殺しあいをした経験がある。彼女の『大奥』での評価は決して際きわだって高くはないが、いてくれると心強い。

「それに、『銀狼』も？　全盛時にはあの『絲妃』ちゃんを差し置いて序列一位だった『金きん獅じ子し』の忘れ形見、将軍御前試合での革クー命デターの立て役者！　『鎌切』、直接戦ったことないけど強いって聞いてるもん！」

「強イワヨ、理り不ふ尽じんナグライニ」

『赫竜』は腹立たしげに、唸うなった。どうも、『銀狼』に対しては思うところがあるらしい。

「ソレニ、『一ゆに本角こおん』モイル。薬くす師しダカラ負傷シタモノヲ癒いヤセルシ、本人モ強イ。『蛍』モ生キテレバ、治シテクレルカモネ」

「それは、是ぜ非ひとも合流したいもん！」

『鎌切』は身を乗りだしてそう言った。

　自分のために血まみれになって、奮戦してくれた愛いとしい部下であり友──『蛍』を、『鎌切』は決して死なせたくなかった。

　そばにいてほしかった。誰だれよりも。

「にゃひひ、新旧『大奥』序列上位者の揃そろい踏ぶみってとこだもん♪」

　希望がでてきた。

　だが、敵も決して侮あなどれない。『蟲兵』たちは、死者である。最近の死者であるとは限らない。

　それこそ新旧『大奥』の──四百年の歴史のなかから選びぬかれた猛者もさたち、かもしれないのだ。

　数もおおい。たしかに、合流できなければ押し切られる。絶望的な状況なのだ。だが、打つ手がなくなったわけではない。

「合流デキレバネ」

『赫竜』は頭を搔かき、途と方ほうに暮れたような表情になった。

「ドイツモコイツモ、ドコニイルノカ不明ナノヨ。生キテイルカドウカスラ……。イザ総力ヲ結集シテ決戦、トイウ大一番ノ一歩目デコンナニ『モタツク』トハ思ワナカッタワ」

「どういうこと、だもん？」

　察しのよくない『鎌切』に、『赫竜』は疲つかれたように溜息を漏もらした。

　どう説明したものか、という感じに『赫竜』が口をもぐもぐさせる。
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「そこからは、われが説明しよう」

　不意に、金属音のような声が響ひびいた。

　ぎょっとして、『赫竜』が身を仰のけ反らせる。その足に吊つるされた拳けん銃じゆうのひとつが振しん動どうし、ひとりでに引き金がひかれる。

　ぽむ、という気が抜ぬけるような音とともに、床ゆかにおおきなものが転がった。

　異様な物体だ、鋼鉄の板を何枚も重ねてつくったような卵、というふうに見える。『鎌切』は、蓑みの虫むしを連想した。

　その鋼鉄の板が一枚一枚剝はがれ、その奥から冷気とともに何かがでてくる。小型の宇宙船から姿を見せた宇宙人じみた、違い和わ感かんとともに。

　それは、『鎌切』と同年代かさらに幼く見える、きれいな少女だった。

　艶つややかな檸檬レモン色の髪かみ。お人形さんじみた黒衣。初雪のように白く血の気のない肌はだ。虚うつろな瞳に、無表情。頭には中ちゆう途とから途と切ぎれた管がぶらさがった、王おう冠かんをかぶっている。

　少女はよちよち、という危あやうげな動きで歩みでてくると──疲れたのか、その場にふんわりと腰こし掛かけた。そのまま動かなくなる。

　非人間的な少女を、『鎌切』は啞あ然ぜんとして眺ながめるしかなかった。

「だぁれ？」

　問うと、少女は「ふぁお」と円盤デイスクが回転するような変な声をだした。

　咳せき払ばらいをし、居い丈たけ高だかに物申す。

「われは『黒船』提てい督とく『デンキ』である。もっとも、『黒船』勢力が敗退し凋ちよう落らくした今、重みをもたぬ名ではあるが」

　淡たん々たんと、無感情に名乗られた。

　きょとんとする『鎌切』に抱だきつかれたまま、『赫竜』が慌あわてて『デンキ』と名乗った少女に顔を近づけた。

「『デンキ』！　アンタ、ドッカラ出テキタノヨ今!?」

「ふぁお」

『デンキ』は目を丸くして、そっと『赫竜』が吊つった拳銃を示す。

「説明を聞いていなかったのか、いや理解できなかったのか『赫竜』のおつむでは。これぞ、そなたに託たくしたわれら『黒船』の技術の結けつ晶しよう『才古サイコ銃ガン』刻印シリアル[image: No.]０３１『三ピー原スメ則イカー』の宿した能力である」

　かるく小こ馬ば鹿かにしながらも、得意げに『デンキ』は鼻を鳴らした。

「いわば簡易な避難シエル所ターである。自己再生する強固な防ぼう壁へきの内側へと、大人なら一名、われのような子供ならがんばれば二名ぐらいを収容し、弾だん丸がん内部の亜あ空間へと隔かく離りする。あらゆる攻こう撃げきを防ぎ、緊きん急きゆう避難するための防ぼう御ぎよ性に特化した能力をもつ『才古サイコ銃ガン』である」

　えへんと胸を張り、朗々と語っている。

「そなたは火力は充じゆう分ぶんすぎるほどだし、攻撃を主体とした『才古サイコ銃ガン』はほとんど残っておらぬ。ゆえに、防御と補ほ佐さのための『才古サイコ銃ガン』を託したわれの慧けい眼がんを誉ほめ称たたえるがよい。えへん、えへん」

『えへん』は威い張ばっているのではなく、ふつうに咳払いをしているだけだ。『三ピー原スメ則イカー』とやらの隔離空間はあまり心ここ地ちよい空間ではなかったらしく、身体からだの節々が痛むのか、『デンキ』は哀かなしそうに膝ひざのあたりを撫なでていた。

「『紫あめ水晶じすと』が大阪城に激げき突とつ、爆ばく発はつした際に咄とつ嗟さにそなたが吊していた『三ピー原スメ則イカー』の弾丸のなかへと避ひ難なんしたのである。その後も、われが表にでていれば足手まといであろうと、今の今までお利口さんに待機していた」

「アンタ、ソレナラソレデ声グライカケナサイヨ。驚おどろイチャッタジャナイノ、ホント非常識ナ子ダワ？」

『赫竜』が、小言を垂れながらもすこし安あん堵どしたように、表情を綻ほころばせていた。『デンキ』を知らぬ『鎌切』は、そんなふたりの漂ただよわせるどこか親しげな雰ふん囲い気きを、不思議そうに見ているしかなかった。

　それよりも、聞きたいことがあった。

「あめじすと、って何だもん？　大阪城に激突……？　そういえば、一回だけすんごい衝しよう撃げきがあったもん！　『鎌切』、転んじゃいそうだった！」

「うむ」

『デンキ』は礼れい儀ぎ正ただしく、初対面の『鎌切』に床に三つ指をついて頭をさげた。慌てて、『鎌切』も真似まねする。

　なぜかお見合いしている子供たちを、『赫竜』はどうしたものかという呆れ顔で見ていた。

「アタシニモ、何ガナンダカワカンナカッタンダケド。ドウシテ『紫水晶』ガ大阪城ニ突つッコンジャッタノ？　突とつ然ぜんスギテ、慌あわテテヒトリデ避難シチャッタケド……？」

「うむ。そなたは短い時間ながら空中浮ふ遊ゆうができるからな、『紫水晶』が大阪城に激突する寸前に脱だつ出しゆつし、地上に不時着できた。他ほかのものはどうなったか……皆かい目もく、わからぬ。心配だが、まぁ今はそれはいい」

『デンキ』は『鎌切』のそばに座ったまま、お上品に頷うなずいた。

「われは『紫水晶』と回線を繫つなぎ、一体化して動かしていた。避難するまでは『紫水晶』の状態を、我がこととして掌しよう握あくしていたのだが。大阪城に到とう着ちやくする寸前、その回線を切断されたのである」

「ドウイウコトヨ？」

『赫竜』の問いに、『デンキ』は首を横にふった。

「わからぬ。急ぎの出発であったし、『紫水晶』は長らく使用されていなかった遊覧船だ。どこかに不具合がでたのやもしれぬ、そうならぬように細心の注意は払はらって操そう舵だしていたのだが」

　不本意そうに、見た目どおりの幼子らしく鼻のうえに皺しわをつくると。

「悪意ある何者かが回路を弄いじくったのかもしれぬ、その原因は不明である。だが、結果としてわれは『紫水晶』の制せい御ぎよができなくなった。高速で飛ひ翔しようしていた『紫水晶』はそのまま慣性に従い、向かう先の大阪城本丸に勢いそのままに激突した、という顚てん末まつである」

「イキナリ乗ッテタ船ガ大阪城ニ特とつ攻こうスルナンテ思ワナイモノ、慌テタワヨ。直前ニ気ヅイテ避難デキタアタシハ、マダ運ガヨカッタノカシラネ」

『赫竜』がその壮そう絶ぜつな事故を思いだしたのか、身み震ぶるいした。

「船ニ居残ッテタラ、『紫水晶』ノ船体ト心中シテタワ。タダ激突シタダケジャナクテ、大爆発マデシテタカラネ。大阪城モ補修中デ脆もろクナッテタハズダシ、城ノ上部ハ粉々デショウネ」

「敵への攻撃とみれば、わりと効果的な一いち撃げきであった。とはいえ、船内から逃にげ遅おくれたものがいたとしたら、安否が気になる。『三ピー原スメ則イカー』の内部からは外の様子があまり見えぬ、激突の瞬しゆん間かんの状じよう況きようが判然としなかったが、他のものは無事であろうか」

「全身硬こう化かガデキル『銀狼』ハトモカク、他ノ連中ハ死ンダカモシレナイワネ。ドッチニセヨ、『紫水晶』ガ大阪城ニ激突シ、バラバラニ砕くだケ散ッテ……。ミンナ行ゆく方え不明ヨ、『デンキ』トダケデモ合流デキテヨカッタワ」

「みな武の達人である、おのおの生き延びていると信じたいが。黒くろ姫ひめが心配である、体調不良のようであったし」

「フン。チビクロモ、アタシガ鍛きたエタノヨ。コノ程度デ死ヌホド『ヤワ』ジャナイワ、苦労シテ助ケタノニ死ナレタラ腹ガ立ツシ」

　言葉はきついが、『赫竜』も心配そうにしていた。

「まぁ、生きているなら合流すべきだ。話は聞いていたが、分散していては個別に撃げき破はされる。ただでさえ戦力的には不利なのだ、忌いまわしい不死の軍団が相手では、頼たよりない命の灯ともし火びでもかき集めて挑いどまねば」

『デンキ』が冷静に、そう意見した。

「この場に長居するのも得策ではない。今はなぜか敵の侵しん攻こうがないようだが、この部屋も絶対安全とは言いきれぬ──ここもまた、戦場の只ただ中なかである」

　実際、『執しつ行こう部』執しつ務む室は頑がん丈じようで、簡易な障バリ壁ケードなども築きずいたものの、いつ『蟲兵』や亡もう者じやどもが踏ふみこんできてもおかしくはないのだ。

　ただこの時点では、『蠅王』は他の用事にかかりきりになっており──『赫竜』たちに手出しする余よ裕ゆうがなかったのだが。

　そんなことは知るよしもない『デンキ』たちは、安あん穏のんとしてはいられない。すくなくともこちらの居場所は地じ獄ごく耳みみたる『蠅王』に感知されているはずである、いつちょっかいをうけるかわからない。

　周囲を警けい戒かいしているのか、目を細めながら、『デンキ』はそわそわとしている。

「『紫水晶』が激突したこの城はすぐにでも崩くずれる危険性がある。地階は、上の階層が崩れたときの生存率が極きわめて低い。屋外にでて、できれば見晴らしのいいところで、他のものを探すべきだと提案する」

「高イトコロダト目立ツシ、敵ニ狙ねらワレルンジャナイ？」

『赫竜』がぼやくので、『鎌切』が手を挙げて発言する。

「『蠅王』ちゃんは端たん末まつの亡者をあちこちに放ってる、そのすべてが『蠅王』ちゃんの目で耳で鼻だもん。地獄耳の『蠅王』ちゃんはこっちの状況をたぶん把は握あくしてる、隠かくれて逃げ回るのは無理だもん？」

「ドウセ手ノヒラノ上ッテワケネ、ソレナラ屋外ノホウガ広イシ戦イヤスイブン『マシ』カシラネ。ソウト決マレバ、無む駄だ話シテナイデ行動シマショウ。『デンキ』、アンタマタ『三ピー原スメ則イカー』ニ隠かくレトク？」

「『三ピー原スメ則イカー』の内部は息苦しいのだが、われを守りながらでは『赫竜』も戦いづらかろう。そなたの言葉どおり、われは『三ピー原スメ則イカー』のなかに身を隠しておこう」

　頷き、『デンキ』はふらつきながら立ちあがると、先ほど出てきた鋼鉄の卵のなかに踏みこみ座りこんだ。『デンキ』は無表情かつ血の気がないので、棺かん桶おけに収まった屍し体たいのようだ。

「『三ピー原スメ則イカー』の内部には、隙すき間まのぶんだけ、ある程度のものを詰つめこめる。この部屋で補給できる物資があれば、いれておけばよい。われが管理しよう。あまり詰めるとわれが入れぬので、程ほど々ほどにしてほしいが」

「トイッテモネ、アタシモ『鎌切』モ武器弾だん薬やくハ使ワナイシ。食料ヲイレテオク、ッテホド長期戦ニナルトモ思エナイワ？」

　言いながら、『赫竜』が室内を見回す。玩具おもちやなどしか転がっておらず、あまり有意義なものは見つからない。

「ソウダ、アンタ布ふ団とんトカイレテオキナサイヨ、チョットハ居い心ごこ地ちガヨクナルデショ？」

　笑えみを浮うかべて、『赫竜』が寝ね床どこから枕まくらや布団をぽいぽい放った。瞬まばたきもせず、身をかばいもしない『デンキ』の頭に愛らしい模様の布団がかぶせられる。

「心こころ遣づかいに感謝する」

　もたもたと、『デンキ』が『三ピー原スメ則イカー』のなかに布団を敷しき詰め、枕を頭にしてやや居住性を高めていた。ほのかに、笑みを浮かべている。

「あっ、そうだもん」

『鎌切』は思いついて、寝台ベツドに放置されていた『成カス功タムのサポ父ート』に手を触ふれる。こちらの意を汲くんで変形した『成カス功タムのサポ父ート』の内部から、『雹』に託された書類挟みフアイルをだした。

　それを両手で抱かかえ、『鎌切』は『デンキ』に掲かかげて見せた。

「じゃあえっと、『デンキ』ちゃん？　これ持っててほしいもん、しょうじき戦せん闘とうのとき邪じや魔まだから。にゃひひっ♪」

「ソレハ──」

『赫竜』が瞠どう目もくして、『鎌切』に駆かけ寄ってくる。

「『雹虎』姐サンノ……『鎌切』、アンタコレヲ託サレタノ？」

「う、うん。安全なとこで読もうって思って……。でもそんな暇ひまなさそうだし、どうせ難しいのわかんないし。『デンキ』ちゃん、『三ピー原スメ則イカー』のなかで時間あったら内容を確かく認にんしておいてくれる？」

『デンキ』に書類挟みを手て渡わたし、『鎌切』は純じゆん朴ぼくに笑った。

「ははうえが、何を思ってこれを託してくれたのか……。『鎌切』には、よくわかんないけど。ははうえからの、命以外での、人生以外での、数すくない贈おくりものだもん。大事にしてね、汚よごさないでね、お願いだもん♪」

「…………」

『デンキ』は目をぱちくりとしていたが、やがて頷く。大事そうに書類挟みフアイルを受け取ると、ちいさなお手々でしっかりと抱だき寄せた。

「了りよう解かいした。複数の赤子の命と肉体を繫ぎあわせてつくられた、われには、正しい意味での両親はおらぬ。家族の情愛も知らぬ。けれど、きっと大事にする。信じてほしい、『鎌切』とやら」

「うんっ☆」

　誠実に言ってくれた『デンキ』に、嬉うれしくなって『鎌切』は抱だきついて頰ほおずりをした。

「お願いね」

　もういちど頼たのむと、やや身軽になった『鎌切』はその場で回転。その全身に、『成カス功タムのサポ父ート』が分ぶん割かつ・変形して装着されていく。戦闘態勢に様変わりし、気合充分。

「『鎌切』は、『鎌切』にできることをするもん！　きっと、ははうえも喜んでくれる！　そうでしょ、ちちうえ？」

『成カス功タムのサポ父ート』を撫でると、肯こう定ていするように、それは震ふるえた。

「ふむ……」

『デンキ』は両目を見開き、膝のうえで書類挟みフアイルを開いている。

　その瞳ひとみが高速で動き、文字列を追っている。

「これは巡めぐりあわせである。われは、資料の解かい析せきなどが得意で、なかば機械ゆえに演算能力も高い。演算装置と接続していなければ限界はあるが、すぐにでも内容を把握し、ここに記された情報をまとめよう」

　休みなく書類挟みフアイルに綴とじられた紙束をめくり、上から下まで精査する。その動きは、本人が言うとおりに機械じみていた。

　だが人間でもある。行間に隠された心理も、『デンキ』は読み解く。資料の解析役として、打ってつけの人材だった。

「どうやら、これは極めて重要な資料である。もしかすると、われらが勝利するための重要な布石となりうる。命を賭として、読み明かそう。それが見苦しく生き恥はじを晒さらしているわれに、課された使命と判断する」

「適材適所ネ、ＯＫ。頼リニシテルワヨ『デンキ』、イヤ『黒船』提てい督とくサマ？」

　片目を瞑つぶって口笛を吹ふくと、『赫竜』は右の拳こぶしを己おのれの左手の平に打ちつけて、血気盛んに言い放った。

「ンジャア、知的ナコトハオ利口サンニ任セテット。オ馬ば鹿かサンノアタシト『鎌切』ハ、鬱うつ陶とうシイ亡者ドモヲマトメテ葬ほうむル役目ネ～♪」

「『赫竜』ちゃんは火か葬そうで、『鎌切』は風ふう葬そう！　にゃひひ、大おお盤ばん振ぶる舞まいだもんっ☆」

『鎌切』もその横に並び、ここに『大奥』で最も暴力的な二人組が結成された。

　圧あつ倒とう的に不利な絶望的状況も、覆くつがえしてしまいそうな、暴ぼう炎えんと暴風の申し子が……。闇やみが満ち、屍体の転がる暗あん鬱うつな浮うき世を征ゆく。







　第三幕　暗雲女王　べるぜぶる
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　諸悪の根源。

　無数の端末を操あやつり陰いん湿しつかつ醜しゆう悪あくな策さく謀ぼうにて世界という名の盤ばん上じようを支配する黒幕、と目される巨きよ悪あく──。

『大奥』序列一位『蠅べるぜ王ぶる』は、孤こ独どくに、不ふ機き嫌げんそうなしかめっ面つらで座していた。

『紫あめ水晶じすと』が巨きよ大だいな砲ほう弾だんとして激げき突とつし、崩ほう壊かいしていく大おお阪さか城。

　その煌きらびやかな謁えつ見けんの間にて、苛いら々いらしながら煙管キセルをくわえている。

　紫し煙えんのなか、『蠅王』は『蟲むし兵へい』や蠅はえを仕込んだ亡者といった端末から送られてくる無数の情報を統合し、黙もつ考こうしている。

　大量の情報をいちどに集積し、思案するのは、それだけでも苦行だ。けれど『蠅王』はやや頭痛を堪こらえるように片目をわずかに閉じているだけで、傍はた目めからはそんな途と方ほうもない演算をしているようには見えない。

　その顔からはいつもの他人ひとを小こ馬ば鹿かにするような嘲ちよう笑しようも、余よ裕ゆうも消え、ひたすら陰いん々いん滅めつ々めつとしている。

『大奥』の亡ぼう霊れい、という呼び名に相応ふさわしい暗あん澹たんとした様子だ。いまだ夜明けが訪おとずれぬこの世界の闇を、具現化したような陰いん気きな雰ふん囲い気きだった。

『蠅王』は端たん整せいな容よう貌ぼうの、けれどどこか地味な女である。

　紫むらさき色いろの、昆こん虫ちゆうの節足のような髪かみの房ふさ。頭を飾かざる毒々しい花と、王おう冠かん。おおきく腰巻きスカートが膨ふくらんだ、異国風に改造された大奥女学院の制服。額に手を添そえ、仏ぶつ頂ちよう面づらで、『蠅王』は毒素をくちびるから吐はきだした。

　紫煙が朦もう々もうとたちこめ、周囲に暗雲が漂ただよっているようだった。

　実際、『蠅王』にとって状じよう況きようはまるで不ふ明めい瞭りようで、物もの憂うい。不味まずそうに煙管キセルを口から放すと、愚ぐ痴ちをこぼした。

「うまくねぇな」

　低く唸うなると、『蠅王』は目を細めて闇を睨にらみつける。

「あたしは盤上を完全に支配してるはずだった。敵対勢力は分散し、誘ゆう導どうし死地に追いこみ、潰つぶした。手て駒ごまを増やし、思いどおりに動かし、すべてはあたしの目もく論ろ見みどおりに進行しているはずだった」

　けれど。

　それなのに。

「どこからだ？　どこから、ずれた……？　着実に駒こまを進め、歴史の──運命の後押しまで得て、四百年もかけて、あたしはあたしの野望を産さん卵らんするための準備を整えてきたんだ。手違いなんてありえねぇ。誰だれかが、どこかで、あたしの足をすくったんだ」

『蠅王』の手元で、煙管キセルが音をたてて割れた。

　折れ曲がり、落ちた燃え残る灰が畳たたみに焼け焦こげをつくった。黒い焼け染じみが畳に広がっていく。完かん璧ぺきで、泰たい然ぜんとしていた『蠅王』は、いま確実に動どう揺ようし疑念と混乱のなかにいた。

　それは『蠅王』という最悪の黒幕に、わずかに見えた綻ほころびだった。

「でも、それは誰だ？　あたしの目論見を読み、裏から手を回し、死ぬはずの駒を生き延びさせ、あたしの野望を阻はばむのは誰だ？　あたしの前に座って、盤上の駒を動かしている、あたしが戦っている棋き士しは誰だ？」

　思わず、慣れ親しんだ名前を呼んだ。

「秀ひで影かげ坊ぼうやか？　いや、あいつにそんな度量はねぇはずだ。たしかに、あいつはいちど端たん末まつのひとつ、『冥ほと土鳥とぎす』の目論見を阻んだ。だが、それも想定内。そんな程度じゃ、あたしの四百年の野望は崩くずれねぇ。だがあいつの行動が、あいつの愛したものが、あいつを愛したものが、あたしに牙きばを剝むいている！」

　すべて準備万ばん端たん整えて、あとは詰つめるだけだった。王手はかけられていた、あとは予定どおり駒を動かすだけのはずだった。

　けれど、死ぬべきだったものが死んでいない。生き延びたものが動き、状況を変えている。『蠅王』は、それを理解する。

　遠く長なが崎さき出で島じまに封ふう殺さつされていたはずのものたちが、飛行する船せん舶ぱくなんて都合のいいもので舞い戻もどり、大阪城を半はん壊かいさせるほどの打だ撃げきを与あたえた。

　山中では、もうとっくに大阪城になだれこんでいいはずの倒とう幕ばく派が、まだ動きを見せていない。『吸ばん血姫ぱいあ』が阻んでいるのか。あの無力なお姫ひめ様がどのようにして？

　手駒のはずの『雹ひよう』は裏切り、『蟲兵』どもにも損害がでて、慌あわてて動かした手駒は取られる。刻一刻と、戦局は傾かたむいている、『蠅王』の都合のよくない方向に。予期せぬ事態が、連続して発生しすぎている。

　どうして？

　どこで打つ手を誤った？

　否いな、自分は何を見み逃のがして、何を気取れず、どこで足を踏ふみ外した？

　隅すみ々ずみまで支配したはずの盤上が、まったく予期せぬ景観に様変わりしている。それは、『蠅王』にとって恐きよう怖ふすらおぼえる事態だった。

「不具合が生じ始めている。気づかれぬほど密ひそやかに、あたしの盤上があたし以外の誰かの意志でかき混ぜられていた！　どこのどいつだ、畜ちく生しようが！　目め障ざわりだ、苛々する、あたしの邪じや魔まをするものは皆みな殺ごろしにしてやる！」

　衝しよう動どう的に、端末たる『蟲兵』や亡もう者じやどもを動かす。生きているものはみんな殺す。そして蠅を仕込んで自分の手駒にする。それでいい、それで安心できる。すべてを支配できていないのが我が慢まんできない。

『蠅王』は煙管キセルを放ほうり捨て、立ちあがった。

　大阪城も崩れようとしている。自身の野望が同様の運命を歩んでいるようで、その象しよう徴ちようのようで、『蠅王』は腹が立った。

　だが、この程度では屈くつせぬ。

　野望は手放さない。

　大阪城が崩れようと、この肉体は宿した異能力により生き延びる。何の被ひ害がいもない。歩みは止まらない。予定は何の不足も乱れもなく進行する。

　四百年も待ったのだ。

　もう立ち止まれない。引き返せない。どんな障害も蹴け散ちらして進んでみせる。『蠅王』は高らかに、全世界に宣戦布告した。

「いいだろう！　秀影坊やだろうが、誰だろうが、邪魔できるもんならやってみろ！　文句があるならかかってこいや！」

　それはもはや、負け犬の遠とお吠ぼえのようですらあった。

　恐怖し、動転し、気を吐いているだけのようだった。

　だが虚きよ勢せいでも、『蠅王』はまだ盤上における勝者だった。高笑いし、勝ち誇ほこれた。今はまだ。そしてきっと、未み来らい永えい劫ごうずっと。そうするために生きてきた。努力し、他者を踏みつぶし、君臨してきた。

　女王は、頂点に立つからこそ女王だ。

　この場にいることが、すなわち『蠅王』の勝利を物語っている。ほんの一いつ瞬しゆん後にそれが崩れるとしても、この瞬しゆん間かんだけは。

『蠅王』が覇は者しやだ。女王で、勝者だ。

　誰に認められなくてもよかった。

　独りぼっちでも。

「おとぎ話じゃねぇんだ、強いものが勝つ！　生存競争だ！　生き延びるのは、勝利するのはこの『大奥』の女王だ！」

　泣き笑いのような表情で、無我夢中で吠ほえた。

　あるいは神にでも、呼びかけているようだった。

「最後に生き残るのが、あたしだけでもいい！　あたしは、あたしの夢を産さん卵らんする！　この世界に！」

　だが、その声が不意に止まる。何かを感じたのだ。『蠅王』は昆虫のような無表情となって、真上を見た。何かが近づいてくる。苛々させるような、不ふ愉ゆ快かいな何かが。

　待ってやる道理はない。

　女王は自分だ。他者に配はい慮りよする必要はない。やりたいようにやる。

『蠅王』は即そく座ざに仕し掛かけた。

　真上から迫せまる何かに向かって、手のひらを掲かかげる。その手首から先が砕くだけ散り、無数の蠅へと変じた。

　一いつ匹ぴき一匹が意志をもち独自に動く、羽虫の群れだ。それはどんな防ぼう御ぎよもかいくぐり、食くらいつき、卵を産みつけて『蠅王』の奴ど隷れいとする。王者のちからだ、圧あつ倒とう的な。

　蠅は謁見の間の天てん井じようを抉えぐり、その奥にいる何者かに殺さつ到とうする。

　これで終わりだ。呆あつ気けない。『蠅王』はそう確信した。

　だが、次の瞬間……。
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「ぜひ　も　なし」

　抑よく揚ようのない、金属音のような声が響ひびいた。

「でむかえ　も　せぬか。ごうまん　な　じょおう　で　ござる。いな　あの『あらくね』も　おなじ　で　あったな。むしろ　なつかしい　で　ござる！」

　渦うず巻まく蠅の暗雲が、弾はじけ飛んだ。

　吹ふっ飛び衝しよう撃げきで昏こん倒とう、あるいは即そく死しした蠅をうるさそうに振ふり払はらって、天井も蠅の群れも突つっ切って何者かが落下してくる。

　くるりと回転し、着地。

　銀色のしっぽ髪が、可か憐れんに揺ゆれた。

「まずい」

　口に入ったのだろう蠅はえの死し骸がいを、唾つばとともに吐き捨てて。

「でむかえ　も　なし。かんげい　の　あまいもの　も　なし。せっしゃ　まねかれざる　きゃく　なれど。これは　すこしばかり　しつれい　で　ござらんか？」

　聞き取りづらい、平へい坦たんな声。

　その声の持ち主は、ちいさな少女だった。

　銀色の髪。流りゆう麗れいな着流し姿。幼い肢し体たいに、金色の瞳ひとみ。蠅にやや食い破られた着流しの隙すき間まから覗のぞくお腹なかや胸むな元もとも気にしない。素す肌はだは無傷、戦意は万ばん全ぜん。厄やつ介かいなやつが現れた。

「ここで『銀ぎん狼ろう』かよ」

　元『大奥』序列六位『銀狼』の登場に、『蠅王』は歯は嚙がみした。

「どういう機運だよ。どういう経けい緯いなんだよ、ふざけるなよ。ここまで予想外の事態がつづくと、むしろ面おも白しろくなってきちまうな？」

　言葉ほど愉快そうではなく、憎にく々にくしげに『蠅王』は眉まゆをひそめる。

　おそらく、『銀狼』は大おお阪さか城に激げき突とつした『紫水晶』に乗っていたのだろう。全身を硬こう化かできる『彼女』はその衝撃のすべてを微そよ風かぜほどにも感じず、乗りこんできた。おそらく何も考えずに、ただの勢いと、成り行きから。

　獣けもののような少女を、『蠅王』は油断なく見み据すえる。

　元『大奥』序列六位という肩かた書がきだけなら、さして警けい戒かいする相手ではない。こちらは一位なのだ。だが、『銀狼』はかつての序列一位『金きん獅じ子し』の薫くん陶とうを受け、さらに『金獅子』からその座を継ついだ『絲妃あらくね』も倒たおした、希代の英えい雄ゆうである。序列どおりの実力ではない。

　軽かろんじていい相手ではない。

「ふむ」

『銀狼』はこちらを眺ながめて、着流しを汚よごした埃ほこりや蠅の死骸をかんたんに払った。無防備すぎる立ち姿だが、絶対の防御力をもつ彼女は身構える必要もほとんどない。

　痛みは感じるというが、先ほどの蠅の襲しゆう撃げきではその痛みすら与えられなかったらしい。蠅のもつ口こう吻ふんが、『銀狼』の硬化された肌はだに通らなかったのだ。

　傷もつけられない。だとすると、分が悪い。『蠅王』の蠅が体内に潜もぐりこめないなら、支配もできない。こちらの攻こう撃げきが通じない、首輪がつけられない。そんな野や獣じゆうの相手をするのは御ご免めんだった。

　そう冷静に思案しつつ、『蠅王』はこの突とつ然ぜんの襲撃に対応する策を練るため、まず語りかけることにした。

　己おのれ自身の攻撃が通らぬなら、『銀狼』すら殺せる端末『蟲兵』を呼ぶ。援えん軍ぐんが駆かけつけるまで引き留めれば、こちらの勝ちだ。

『蠅王』のくちびるが、笑えみのかたちに歪ゆがんだ。

「土足で踏みこむなよ、躾しつけのなってねぇ犬だな？」

「せっしゃ　わんわん　ではない」

　破れた着流しを哀かなしそうに見ながら、『銀狼』は応こたえる。

「ほこりたかき　おおかみ　の　こ！」

　狼に育てられたという数すう奇きな生おい立ちをもつ彼女は、こちらを野獣の瞳で睨にらみつける。

「はえ　を　もちいる。なまえ　からいって『べるぜぶる』と　おみうけする。おぬし　が　てき　だと　さくら　が　いっていた」

　確かく認にんするように、かなり無礼にこちらを指さしてくる。

　そういえば、常に姿を隠かくし表おもて舞ぶ台たいに立たなかった『蠅王』の素す性じようは割れていない。『銀狼』はこちらの顔を知らなかったのだ。

　すぐ思い当たらなかった己を、『蠅王』は恥はじる。どうも本調子ではない、動どう揺ようしすぎている。正体を知られていないならば、この場を戦わずにやり過ごすこともできたのに。

「さくら　の　てき　は　せっしゃ　の　てき」

『銀狼』が眼光を煌きらめかせ、突とつ進しんしてくる。考えなしすぎる。

　未知の、しかも序列一位を相手に、無策とは。こんな馬ば鹿かが長生きできたということは、それだけ単純に強いのだ。

　異能力を用いたか、『銀狼』は己の重量を操作し、自分で自分をぶん投げて高速移動。握にぎりこんだ拳こぶしを、愚ぐ直ちよくに叩たたきつけてきた。

　限界まで重量を高めたのだろう『銀狼』の拳は、巨きよ大だい質量の打だ撃げきだ。隕いん石せきの激突に等しい。『蠅王』の上半身がきれいに吹き飛んだ。

　避よけることは不可能だった。速すぎる。複眼をもつ蠅を無数に体内に忍しのばせた『蠅王』の感覚器は、敵の動きを予測し、また正確に緻ち密みつに把は握あくできる。だが、目で見えても、動きが間にあわなかった。

　避ける必要もないのだ。『蠅王』の吹き飛んだ上半身が宙で蠢うごめき、その肉にく片へんが蠅に変へん貌ぼうする。それは衝撃で転がる『蠅王』の下半身に集合、一瞬で上半身を再構築する。

　元通りになった『蠅王』は、『銀狼』に向き直る。高速移動しているが、『蠅王』は頭部以外に位置する蠅からも情報収集できる。全身が感覚器だ、捉とらえた敵は見逃さない。

「おお」

　ちょっと驚おどろいたように、『銀狼』が目を丸くした。

「だて　に　じょれつ　いちい　では　ないか」

　彼女は部屋の隅すみっこに移動しており、そこで腕うで組ぐみする。謁えつ見けんの間は先んじての『蛍ほたる』や『鎌かま切きり』、『雹』の戦せん闘とうによって内装が壊かい滅めつ状態だ。畳たたみは抉れ、襖ふすまは倒れ、倒れた灯とう籠ろうが火を広げている。

　激戦の爪つめ痕あとをぼんやり眺め、それから『銀狼』は手のひらを広げた。そこに、『蠅王』の身体からだからむしりとった蠅が一いつ匹ぴき、握りこまれていた。

　それを指先でつまんで、まじまじと眺ながめている。

　羽を震ふるわせ藻も搔がく蠅に、『銀狼』は気持ち悪そうにしていた。

「おぬし　ぜんしん　が　はえ　か」

　再び手のひらを握りこみ、重量を増して圧あつ搾さくし、擦すりつぶす。

　さらに開かれた手のひらには、黒い染しみだけが残った。

「うんか　の　ごとし　ぐんたい　で　ござるか。まさに　くも　を　つかむ　ような　てごたえ」

「鍔つば迫ぜりあいでそこまで読むとは、話が早くて助かるねぇ？」

[image: ]

『蠅王』は余よ裕ゆうを取り戻もどし、対話の姿勢になる。話が長引けばそのぶん援軍をかき集められる、こちらの有利となる。

　お喋しやべりするのは、願ってもないことだ。

「そう、あたしは群体。いやさ、それがあたしの異能力さ。全身の細さい胞ぼうを蠅に置き換かえ、その蠅にすべての新しん陳ちん代たい謝しやなどを行わせ、生命活動をしている。無数の蠅による、ひとつの意志。外に飛ばした蠅を他人に寄生させ、自分のいちぶにもできる。『銀狼』、『おまえ』も『あたし』になってみるか？」

「ことわる」

『銀狼』は即座に拒きよ否ひした。

「われ　は　『ぎんろう』で　ござる。この　いのち　あるかぎり」

　言うと、また短たん絡らく的に突っこんでくる。

　しっぽ髪がみが、楽しそうに揺れていた。




　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




『蠅王』に真っ直すぐ突っこんでくる、『銀狼』。

　単純すぎる攻撃だが、対応できない。

　やはり、視認できても反応できない速度なのだ。さらに、こんな早々に無む駄だな攻撃を仕掛けてくるとは思わず、『蠅王』には隙すきが生じていた。非常に、やりづらい。策をもたぬ野獣は、『蠅王』にとって鬼き門もんだった。

　言葉が通じぬ砲ほう弾だんを相手に、将しよう棋ぎを指しても詮せん方かたない。

『銀狼』が勢いよく振るった横よこ殴なぐりの引っかき攻撃が、『蠅王』の身体に線を引く。

　巨大な野獣に爪つめを立てられたみたいに、『蠅王』が六分ぶん割かつ。身体を断たたれた蠅の死骸が散らばるなか、生き延びた蠅が再集合。空中で連結し、『蠅王』を再構築。

　全身が羽虫である『蠅王』は、宙に浮ふ遊ゆうできる。羽ばたきの音が、異様に響いた。その瞬しゆん間かんにはもう、『銀狼』は向かってきている。

　今度は蹴けりだった。

　大おお斧おののような一いち撃げきが、『蠅王』の土手っ腹に穴をあける。

「おいおい……」

『蠅王』は呆あきれるしかなく、ちからない声をあげた。

「無駄なのがわかんねぇの？　物理的な打撃や斬ざん撃げきは、あたしには通じねぇぞ。『蛍』や『赫あか竜とんぼ』並みの大規模な破は壊かい力でこの全身を吹き飛ばしても、あたしの端たん末まつも含ふくめて蠅が一匹でも生き残ってりゃあ、そっから繁はん殖しよくして増え、一定数が溜たまれば再構築される」

　この謁見の間で『銀狼』と向きあう『蠅王』は、たしかに本体だ。だが、端末からでも再起動し、復活できるのだ。『モモ』よりも、不死性では上位である。誰だれにも『蠅王』は殺せない。

「伊達だてに亡ぼう霊れいを名乗ってんじゃねぇよ、お化けを殴なぐって退治するなんて無理なのさ。わかるか小こ娘むすめ、てめぇのやってることは徒労なんだよ！」

「せっしゃ　ぶきよう　ゆえに」

『銀狼』はまたも拳を放つ。一撃ごとに、『蠅王』が爆ばく散さん。再集合。何の意味もない。

「むずかしいこと　いわれても　わからぬ！　とりあえず　なぐってなぐってなぐって　なぐりつくせば　いつか　しぬ！　だいたい　いつも　そんな　かんじ！」

「おまえのような頭の悪い子供ガキは嫌きらいだよ、理り屈くつが通じねぇんだから！」

　何度も何度も爆散させられ、『蠅王』はうんざりした。

　そして同時に、気づく。

　これまで、ここまで連続的に爆散させられたことはなかった。たいてい、一回か二回、試ためせば『蠅王』がどうあっても殺せぬことを理解し、どんな屈くつ強きような戦士も心が折れる。

『蠅王』の前に膝ひざを屈くつし、諦あきらめて、無む惨ざんに散っていった。

　だからこそ、これは『蠅王』にとっても初めての経験だった。

　こんなにも、ぜんぜん諦めない、鋼鉄の心をもつ敵は。

『銀狼』は、めげない。愚直に、一いつ生しよう懸けん命めいに同じことを繰くりかえす。何の意味もない。無駄だ。その戦法では勝てない、誰も『蠅王』には勝てない。

　そのはずなのに。

「………？」

『蠅王』は、違い和わ感かんをおぼえた。

　視界が、ぼやけている。

　否いな、『銀狼』がこちらに一撃をくわえるたびに、蠅はえが少数ずつだが死んでいる。そのぶんの感覚器が、蠅の減ったぶんだけ欠けていっている。

　数万、数十万のうちの、数十、数百ずつの欠損。だがそれが積み重なり、『蠅王』全体にすくなくない被ひ害がいを及およぼし始めている。

　雨だれ、石を穿うがつのだ。

　失われているのは、視覚だけではない。聴ちよう覚かくなどのあらゆる感覚、そして蠅による集合知で高められた演算能力、つまり思考も。心も。もしかしたら、いずれ『蠅王』という人格そのものも……。

　己が抱だいたおおきな卵、四百年も孵ふ化かを心待ちにして温めつづけていた大望すらも。

『蠅王』は、己が徐じよ々じよに損そこなわれていく感覚に、恐きよう怖ふをおぼえた。

「おかあさま　の　のうりょく　に　にている」

『銀狼』は、ゆえにこそ度し難がたい、というように眼光を強める。

　たしかに、無数に分ぶん裂れつし何度も再集合し、敵の攻こう撃げきを無意味とする『蠅王』の在りかたは、分子操作の超ちよう越えつ的な異能力の持ち主だった『金獅子』の不死性に近いものがあった。

『銀狼』の、敬愛する義母。育ての親。

　かつて『大奥』の太陽だった、彼女と。

『蠅王』と『金獅子』の異なる点は、分裂した先のもの。

『蠅王』は他者に寄生でき、自ら動く、けれど命をもち潰つぶれれば死ぬ蠅。『金獅子』は、分子だった。分子を拳で砕くだくのはまず無理だが、蠅なら殴ればそれなりの数が死ぬ。『蠅王』を構成する蠅は、ほぼ無数で、数えきれないが、それでも有限である。

　体内で蠅を増ぞう殖しよくさせることもできるが、栄養が必要だ。時間もかかる。そして増殖よりも死し滅めつが早ければ、遅おそかれ早かれ尽つきてしまう。

　一匹ずつでも潰されれば、そのうち全ぜん滅めつする。

　蠅が死ねば、そのぶん『蠅王』の存在が減じる。殴りつづければ、『蠅王』のすべてが死ぬこともあるかもしれない。無論、そんな時間はない。援えん軍ぐんがくるまで持ちこたえれば『蠅王』の勝ちだ、それなのに。

『蠅王』には、死の可能性がある。

　可能性があるなら、『銀狼』はそれを愚直に追い求める。

　馬鹿だから。つまり純真だから。

　向こう見ずで、どこまでも英えい雄ゆう的だから。

　こちらの攻撃は通じず、『銀狼』の攻撃は徐じよ々じよにだが『蠅王』を抉えぐり、削けずり取る。これではジリ貧だ、この状じよう況きようが変化せず延々と時間をかけられたら、負けるのはこちらだ。

　もし援軍がこなければ。

『銀狼』から逃にげきれずに、このまま同じことを繰りかえされたら。

　詰つむのは、こちらだ。

　いまだ大量の蠅を抱かかえ、高い知能を誇ほこる『蠅王』は、そう演算する。

　理解して、震えあがった。

「だが　むてき　で　さいきょう　で　ちょう　かっこよくて　ちょう　うつくしい　おかあさま　には　およぶべくもない」

　どこか子供らしく、だからこそ純じゆん粋すいに。

「おかあさま　ですら　しんだ！　なら　おかあさま　に　おとる　おぬし　も　かならず　しぬ！」

　それが宇宙の真理であるかのように、高らかに宣言する。

「おかあさま　に　きたえられ　そだてられた　せっしゃ　が！　おぬし　に　かてぬ　どうり　は　ない！」

『銀狼』は、獅し子し吼くをあげた。

「おぬし　は　『おおおく』の　たいよう　に　ふさわしくない！」

　その拳こぶしが、また『蠅王』をおおきく抉る。

『大奥』の革命児は、絶対不ふ可か侵しんであった女王を追いつめようとしていた。
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　夜のなかを、駿しゆん馬めが駆かけ抜ぬける。

　異様な外見をした馬である。体格は血統書つきの競走馬に比べればやや小こ柄がらな、若馬といった態ていなのだが。その全身は鋼はがねに装そう甲こうされ、頭部には索さく敵てき灯のごとき単眼が煌きらめいている。不自然に蹄ひづめの音もたてずに、悪夢か亡霊のように疾しつ駆くしていた。

『黒船』が誇る大幹部『ピカドール』である。崇すう敬けいする提てい督とく『デンキ』に託たくされた『才古サイコ銃ガン』により、『ピカドール』は平へい凡ぼんな青年の姿から、移動用の馬体、戦闘用の半馬体へと己おのれの在りかたを可変させる。

　寒さに凍いてついた吐と息いきを朦もう々もうと吐はきながらも、『ピカドール』は屍し体たいが転がり、ところどころ砂さ漠ばくと化して足場のよくない『大奥』を懸けん命めいに踏ふみしめて走っていた。

　先の長崎出島での攻こう防ぼうと、その前兆となった『黒船』大幹部『モモ』の造反により『ピカドール』は瀕ひん死しの重傷を負った。薬くす師しによる治ち療りようや『黒船』の技術による修復で動ける程度には快復したが、本調子とはいえず、戦せん闘とうに耐たえられるかはびみょうなところだ。

「ふむ」

　毛先まで鋼鉄で覆おおわれた尻しつ尾ぽを揺ゆらし、『ピカドール』は停止する。

　ちいさな嘶いななきをあげて、掠かすれた声で独りごちた。

「無惨、そのものといった光景ですね」

　声はくぐもっている。『ピカドール』は馬体と化しても人語は堪たん能のうだが、声帯の形状も変化しているためやや聞き取りづらい。

　長く逞たくましい首を掲かかげ、地じ獄ごくさながらの『大奥』を見回す。

　先ほどまでは断続的に戦闘音らしきものが響ひびいていたが、一段落したのであろうか、現在はまさに死に絶えたように無音だ。

　静せい寂じやくのなか、鋼鉄に月光を反射し、『ピカドール』は唸うなる。

「いったい何が……？」

　無論、これまで『大奥』に敵対していた『黒船』勢力である『ピカドール』は、この国の政治中ちゆう枢すうでもあるこの場に立ち入るのは初めてだ。だが資料や、潜せん入にゆう工作を得意としていた『モモ』による報告から、ぼんやりと『大奥』というものを想像していた。

　全国から集められた美少女たちが優ゆう雅がに暮らす、華はなやかな箱庭ハーレム。そう思っていたのだが、実際に足を踏み入れた『大奥』は地獄であった。

　否、地獄と化していた。

　何がなんだかわからぬ。

　推測するにも材料が足らず、判断するのは己の役目ではない、として『ピカドール』は思考をいったん棚たな上あげする。

　それよりも。

「黒くろ姫ひめちゃん、ご無事ですか？　どこか、痛いところなどありませんか？」

　己の背に向けて、呼びかける。

『ピカドール』の背に横たわっていたひとりの少女が「うむ」とか細い声をあげて、こちらの馬首を支えにして身を起こす。

　夜の闇やみのなかとろけてしまいそうな、黒衣の少女である。

　征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊とよ臣とみ秀影の妹、豊臣幕府における唯ゆい一いつの直系の女子である豊臣黒姫だ。この国のお姫ひめさま。この国の宝物。長崎出島では個人的に『ピカドール』とも親交を結んでおり、こちらを見つめる目つきは優やさしい。

　愛くるしく幼い、まだ年とし端はもいかぬ少女だ。麗うるわしい黒くろ髪かみをお団子に結ゆわえており、余った毛先を左右に垂らしている。

　身にまとっているのは、異国風の洋装である。漆しつ黒こくの衣装。防寒用の上着と襟巻きマフラー。異能力により黒ずんだ両りよう腕うでを恥はじる彼女は、肩かたのあたりまで覆う手て袋ぶくろをはめている。

　これらの衣装は『紫水晶』による道行きのなかで、強行軍のため着き替がえが用意できなかった黒姫のために『デンキ』が用意したものだ。

　体格が似通っている『デンキ』の衣装は、黒姫によく馴な染じんだ。洋装にあまり馴染まぬのか、居い心ごこ地ちが悪そうに布地を撫なでたりしているが。

「そう心配せずともよい。黒は、赤ん坊ぼうではないのじゃがのう。優しいのう『ピカドール』は、けれど黒は強い子なのじゃよ？」

　はにかんでから、自身の言葉を裏切るように激しく咳せきこんだ。

　長崎出島での戦いのなか陰いん謀ぼうに利用され、『才古サイコ銃ガン』の毒による高熱を発はつ症しようした彼女は衰すい弱じやくしている。今もいかにも頼たよりなく、俯うつむきがちで、長く寝ね込こんでいたため体力が落ちているのか声にも元気がない。

　彼女の体調不良の原因は自分たちにあるので、『ピカドール』は歯は嚙がみして悔くいる。罪悪感が、臓ぞう腑ふを蝕むしばむようだった。

　黒姫の体調不良の原因たる『才古サイコ銃ガン』、毒物生成に特化した『凶アグリ皇ツピナ』。『凶アグリ皇ツピナ』により生成された毒は、同じく『凶アグリ皇ツピナ』でしか治ち癒ゆできない。

　だが『凶アグリ皇ツピナ』は恥はじ知しらずな反逆を起こした大幹部『モモ』が己の武器として奪だつ取しゆし、活用した。こちらの手元に戻もどらぬまま、『黒船』旗き艦かん『黒曜石』および『モモ』とともに海の藻も屑くずと消えたのだ。

　捜そう索さくはしたが、広い大海のなかに散らばった瓦が礫れきのなかからちいさな『才古サイコ銃ガン』を見つけだすのは不可能であった。否、最終決戦で『モモ』は『赫竜』の熱戦に焼かれなかば蒸発したというし、その際に『凶アグリ皇ツピナ』も消し飛んだとするのが現実的である。

　黒姫を、根本的に治療する術すべはこの世から失われた。当然、いちど『黒曜石』に担かつぎこまれた黒姫には最さい先せん端たんの治療が施ほどこされたし、偉い大だいなる薬師である『一ゆに本角こおん』が処置もした。

　命を落とすほどの危機からは脱だつした、と信じたいが、黒姫の体調は落ちたまま戻る気配がない。長い療りよう養ようが、必要なのであろう。おいしい料理ときれいな水、落ちた体力を取り戻すための健康的な生活、そして薬師たちによる治療、などなどが。

　けれど、それは戦場と化した『大奥』では得られぬものだった。この国が平和に立ち直るときがこなければ、この哀あわれな少女は命すら失いかねない。それが、『ピカドール』には歯がゆかった。

　黒姫も己の体調は我が身のことだ、理解しているのだろうが、それでも無理をして気き丈じように振ふる舞まっていた。誇り高き彼女は、心配され、守られているだけでは我が慢まんができないのだろう。

「そのような顔をするでないぞ」

　黒姫は、『ピカドール』の頭を手て袋ぶくろ越ごしの手のひらで撫でた。

「黒は、へいきじゃ。これでも『大奥』の地獄を生き抜き、序列三位にまでのぼりつめた女じよ傑けつじゃよ。立派で、強いのじゃ」

　無む邪じや気きに、微笑ほほえむ。

　痛々しいほどに。

「おぬしに、悪意がなかったことも知ってる。裏切られ騙だまされたなどとは思わぬ。長崎出島での生活は黒にとって、かけがえのない日々だったのじゃから」

『ピカドール』の背で足を垂らして座り、楽な姿勢になると。

　黒姫は、甘えるように顔を寄せてきた。

「おぬしに、そんな顔をされると……。おばさまたちと笑い、慈いつくしみあい、平和に暮らしたあの幸せな日々まで噓うそになってしまいそうじゃ。そのほうが、つらいのじゃよ？」

　それだけ告げてくると、黒姫は目を閉じる。なかば寝ぼけているような状態だ、やはり体力が落ちていて喋しやべっただけで疲つかれるのだろう。

　呼吸も浅く、病状は悪化の一いつ途とを辿たどっているようだった。

　何やら『凶アグリ皇ツピナ』の毒だけでなく、他ほかに彼女の身体からだを蝕む理由がありそうに思える。黒姫は、幼い少女には酷こくなほどに悲痛な半生を送ってきたと聞く。その疲ひ労ろうが、哀かなしみが痛みが、ちいさな彼女を殺そうとしている。

　支えるのが己の役目だ。

『ピカドール』は意気ごみ、誓ちかった。

　それは罪悪感と、忠誠心と、このちいさく可か憐れんな少女に幸せになってほしいという、純じゆん朴ぼくな青年の願いだった。
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　しばし、『ピカドール』は黒姫を背負ったまま、漫まん然ぜんと進んだ。

　不安定な馬上ではなく、どこか安全なところに黒姫を寝かせてあげたい。休ませてあげたいが……。

　この戦場と化かした『大奥』に、安全なところなどあるのだろうか？

「私は『大奥』の地理には詳くわしくありません、どこに何があるかも判然としない。ゆえに、とりあえず『紫水晶』が激げき突とつした大阪城から離はなれる動きをしております」

　忠臣らしく、報告をする。

　黒姫はもはや相あい槌づちすら打てないのか、喘あえいでいる。

「事故現場ですし、すぐにでも大阪城の手のものが押し寄せてくるだろうという判断ゆえにです。ここは幕府の、この国の本ほん拠きよ地ち、その抱かかえる戦力は侮あなどれません。私だけでは、黒姫ちゃんを守れない」

　ゆえに、早々に現場から離り脱だつすることのみに注力した。移動用の馬体に変形すれば、『ピカドール』はかなりの高速移動が可能である。

　戦力としては、病やみあがりの己の体調では甚はなはだ頼りにならぬ。せめてこの宝物のような少女を安全なところまで運ぶことに、『ピカドール』は命を賭かけると決めていた。

　他のものとは、『紫水晶』が大阪城に激突した際にはぐれてしまった。突とつ然ぜんの出来事だったのだ、そばにいた黒姫を抱えて崩ほう壊かいする『紫水晶』の船内から脱するのが精せい一いつ杯ぱいであった。

　己の仕える『デンキ』ではなく、黒姫しか救いだせなかった。けれど『デンキ』も、それを叱しかるより、むしろ褒ほめてくれるであろう。

　それに、何もできないよりはましだった。

　おそらく『デンキ』は、船内でずっと彼女が寄り添そっていた『赫竜』が守ってくれている。そう信じた。他のものたちの安否も気になるが、『百手むかで姫ひめ』を始め歴戦の勇士たちだ、そう易やす々やすと死んだとは思いたくない。

　最も体調などが不安だった『ピカドール』たちが生き延びているのだ、他のものたちなら余よ裕ゆうで危地を脱しているであろう。楽観的すぎるが、そう己自身に言い聞かせる。

　とはいえ状じよう況きようは不可解で、何が起きるかわからぬ戦場のなか、頼れるものもおらず当て所どなく逃にげるのは自殺行こう為いである。

　もちろん黒姫は放ほうり捨てられないし、無策で突つき進むのは不安すぎる。『ピカドール』は起死回生の光明を探していた。

「船内ならば体内通信で『デンキ』さまと連れん絡らくがとれたのですが、『紫水晶』が轟ごう沈ちんした今、うまく送受信できません。何とか、他のものと連絡をとり、あるいは合流する方策を練りたいところですが」

　そもそも、どうして『紫水晶』は大阪城に突っこんでしまったのだろうか。そこからして、不ふ明めい瞭りようだ。わからないことが、おおすぎる。

『紫水晶』を操そう舵だしていた『デンキ』は、船と己おのれを一体化させる。操舵は完かん璧ぺきだったはずだ、『デンキ』はその機械との同一化のために調整されつくりだされた子供なのだ。不ふ手て際ぎわなどあるがわけない。

　事故だろうか。

　大阪城が、近づく『紫水晶』に気づき砲ほう撃げきなどして、船体を破は壊かいした。そのため航行が不可能になり、『紫水晶』は慣性に従って向かう先にあった大阪城に突っこんだ……？

　そのあたりが現実的な解かい釈しやくだが、どうも引っかかる。砲撃などされたなら『デンキ』が気づく。防ぐか、そうでなくても全員に警告ぐらい発する。

　対策も万ばん全ぜんにしていた。『紫水晶』は遊覧船だが、仮にも決戦のために持ちだされてきた代しろ物ものだ。『黒船』艦かん隊たいのなかでも、屈くつ指しの性能を誇ほこっていた。事故や不具合など、起きるわけがない。

　それならば、なぜ……？

「身内に裏切られたばかりじゃというに」

　不意に、黒姫が冷ややかにつぶやいた。

　目を閉じ、微睡まどろんでいたように見えたのに。

　いつの間にか身を起こし、どこか傲ごう慢まんに足を崩くずして『ピカドール』に腰こし掛かけ、不気味に肩を震ふるわせている。

　毒虫のように。

「吞のん気きなものじゃの、呆あきれて声もでぬわ。誰だれひとりとして気づかんとはのう、『一本角』のやつは何やら察していたようじゃが……。あやつもほとほと学習せぬ、どれだけ裏切られれば気が済むのじゃろうのう？　人間の、善意というものに！」

　体調の悪化で、意識が朦もう朧ろうとしている？

　譫言うわごとか？

「馬ば鹿かどもの目を盗ぬすみ、『紫水晶』を乗っ取り、ちょちょいのちょいと回路を弄いじくって……。欠伸あくびがでるほど簡単だったわい、きょひひ♪　せっかくの巨大質量じゃ、目め障ざわりな大阪城にぶつける砲ほう弾だんとしては上等じゃったろう？　これで『蠅王』が死んだとは思えんがの──景気づけには、ちょうどよかろ！」

　片目を瞑つむって、恐おそろしいことを語っている。

　だが、『ピカドール』には理解できない。実感できない、悪い冗じよう談だんに思えた。黒姫が、『紫水晶』を乗っ取り操あやつって、大阪城にぶつけた張本人……？　船内には彼女が慕したっていた『赫竜』をはじめ、仲間たちが乗っていたのに？　『紫水晶』が激げき突とつした大阪城のなかには、罪もないものがいたかもしれないのに？

　その悪意に充みち満ちた行動は、まったく黒姫らしくなく、だから『ピカドール』には納なつ得とくできなかった。責めるどころか、疑問すら口にできず呆ぼう然ぜんとしていると、さらに黒姫がそんな間の抜ぬけたこちらを囃はやしたてるように、手て袋ぶくろで隠かくされた手のひらを打ち鳴らした。

「『黒船』の祖国は、機械によって完全に支配された安全で退たい屈くつな国くに柄がらじゃと聞く。生き馬の目を抜ぬく『大奥』の現状から見ればまこと手ぬるい手ぬるい……♪」

　ぎょっとした『ピカドール』の頭をそっと撫でて、黒姫は表情を闇やみに埋まい没ぼつさせ、口元だけで裂さけるように笑った。

「あはっ」

　辛しん抱ぼうたまらぬ、とばかりに腹を抱えて。

「あははははははは！」

　悪意に満ちた高笑いを、響ひびかせた。

「あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　その誰にも共感されない調子っ外れの笑い声は高らかに、この世界に浸しん透とうしていく。何もかもを引っかき回し、爪つめを立てて血をにじませるみたいだった。聞いているだけで、『ピカドール』は不安になっていく。

　本能が、邪じや悪あくなものを感じ取っていた。

『大奥』のすべてが何かを察したように、怯おびえるように震えた気がした。




　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




「黒姫ちゃん……？」

　呼びかけると、耳みみ障ざわりな笑いを途と切ぎれさせ、黒姫は途と端たんに無表情になった。

　口をつぐみ、嗚お咽えつするように肩かたを震わせている。

　あきらかに様子がおかしい。悪あく魔まに憑つかれたかのようだ。本気で心配になり、『ピカドール』は何度も黒姫の名を呼ぶ。

　それを無視するように、黒姫はふとあらぬ方向を見る。

　手袋をはめた指先で、そちらを示した。

「おい馬、あちらへ向かえ」

「馬ですか。まぁ、馬ですけど」

　いきなりの高圧的な命令口調に、『ピカドール』は怯ひるんだが、黒姫のような良い子が何か悪いことなど企たくらむわけがない。そう信じている。真面目まじめな気き質しつでもある、言われたとおりに進んだ。

　砂さ漠ばくのなかである。

『大奥』のなかに不自然に広がった砂漠だ。建物や人間すらも粉みじんに砕くだいた代物なのか、不気味に色いろ鮮あざやかである。砂漠は風にそよぎ起き伏ふくをつくり、砂さ丘きゆうを形成していた。

　その砂丘のなかに埋没するように、ひとりの少女が倒たおれている。

　氷色の髪かみをもつ、麗うるわしい少女だ。なかば全ぜん裸らで、身体からだ中に巻かれた革帯ベルトのみで局部などを隠している。初心うぶな『ピカドール』は、思わず目を逸そらしかけた。

　少女は酷ひどい有様である。片手と片足が抉えぐれて消え失うせており、中ちゆう途とから砂に置き換かわり、見ているうちにも風で崩れていく。腹部や肩にも穴があいており、断だん片ぺんから生々しい桃もも色いろの肉を晒さらしている。

　瞑めい目もくし、動かない。

　もはや見慣れてきた、他の『大奥』の生徒たちと同様に虐ぎやく殺さつされた屍し体たい、と思えたが。どうやら、まだ息絶えてはいない。

　胸むな元もとが、ほんのわずかに動いている。だが、すぐにも完全に絶命してしまいそうだ。生きているのが不思議なくらいの重傷を負っている。

　傷口が隆りゆう起きし、蠢うごめいている。『モモ』と同じような、不死性をもつのか。だが傷口はすぐにちからを失い砂と化し、再生が間にあわない。

　放っておけば、ほんの数分ももたない。この少女は死に体ていだ。

「お知りあいのかたですか？」

『ピカドール』が痛ましく思い、己おのれに跨またがった黒姫に問うた。『大奥』にいるということは、生徒なのかもしれない。ならば、かつて『大奥』で暮らしていた黒姫の友人、なのではないだろうか。

　知人なら、せめて亡なき骸がらを回収し、手厚く葬ほうむってあげたい。そんな余裕があるかどうかはわからないが、『ピカドール』はそう思った。

「…………」

　黒姫は応こたえずに、おもむろに滑すべり落ちるように馬上からおりた。砂漠に着地し、舞まいあがった砂つぶをうるさそうに手を振ふって払はらう。

　そして体調不良が噓うそのように大だい胆たんに歩くと、仰あお向むけに倒れた少女のもとに辿たどりつく。ふん、と鼻を鳴らすと。

「何を死んでおるんじゃ、愚おろかもの」

　いきなり、倒れた少女の顔面を踏ふんだ。

　あまりにも突然だったので、『ピカドール』が制止する余裕すらなかった。そのまま、黒姫は無造作に、少女の頭を踏んで、蹴けって、唾つばまで吐はいた。

　良い子の黒姫らしからぬ。

「な、なっ？　何をしてるんですか!?　おやめなさい！」

　慌あわてて『ピカドール』が駆かけ寄り、乱暴な振る舞いをする黒姫の服を嚙かんで引っ張って、やめさせた。

　この国の文化は知らぬが、たとえどんな国であろうと、死者に鞭むち打うつような振る舞いはすべきではない。常識というか、倫りん理り的に。

　だが黒姫は機き嫌げんを損そこねたか、その悪意の矛ほこ先さきを『ピカドール』に向けた。

「うるさいのう」

　邪悪な目つきでこちらを睨にらむと、『ピカドール』の舌を引っ摑つかみ、呪じゆ詛そを吐くみたいに告げてくる。

「馬のくせに喋しやべるな忌いま々いましい、馬は荷運びだけしておればよいのじゃ。舌を引っこ抜かれたいか、馬ば刺さしにして食ろうてほしいのか？　んん？」

「………！」

　あまりにもあんまりな物言いだったが、舌を摑まれていると喋れない。反論もできず、『ピカドール』は唸うなるだけだった。

　すぐにこちらを虐いじめるのにも飽あきたのか、黒姫は舌を摑んで濡ぬれた指先を厭いとうように豪ごう奢しやな衣装で拭ぬぐうと、また足あし下もとに倒れた少女を見る。

　しゃがみこんで、にやにやと笑った。

「いい様ざまじゃの、『雹虎』。いやさ『地じ獄ごくの第三位』よ！　みじめに敗北し血にまみれ砂に埋うまって忘れられる、お似合いの最さい期ごじゃのう！　きょひひひ♪」

　痙けい攣れんするように笑うと、『雹虎』という名前らしい少女のお腹なかのあたりに跨がり、目覚めのよくないものを起こそうとするように。

　強ごう引いんに、乱暴に揺ゆすった。

「とはいえ、まだ死なれては困る。まぁ死んでおるんじゃろうが、とっくに。声がだせるならその声を振り絞しぼるがよい、知りたい情報をぜんぶ吐け。未練たらしく枕まくら元もとに立った亡もう者じや、何も言わんで消えてしまうのもつまらない。せめて役に立ってから死ね、でないと今度も犬死にじゃぞ？」

　よくわからないことを、必死にまくしたてる。

　どうしてしまったのだろう……。その口調は、黒姫のままだが。その態度が、言動が、あきらかに異常だった。『ピカドール』には何が何だかわからず、その奇き妙みような振る舞いを見ていることしかできなかった。

　黒姫もこちらを気にせずに、『雹虎』に顔を近づける。

　口づけを交かわすような距きよ離りで。

「思わせぶりに謎なぞだけ残して死ぬなど阿あ呆ほうが、何度も何度もあたしに死に目に立ち会わせて……。重荷だけを残して逝ゆくな、同じことを繰くりかえすつもりか？　末代まで恨うらむぞ、おぬしの残したつまらん一族の命運を絶ってやるぞ。まずは、おぬしの赤ん坊ぼうから挽ひき肉にしてやろうか？」

　その言葉に、反応があった。

『雹虎』が、うっすらと両目を見開く。星明かりを反射する神秘的な瞳ひとみ。それが、真っ直すぐに黒姫を見上げる。

　不思議そうに、『雹虎』はぱちくりと瞬まばたきをした。

「あ～……」

「『あ』ではない、はっきり喋れ！　あぁ苛いら々いらする！　恩を仇あだで返すか、粗そ忽こつ者めが！　誰がおぬしの死に水を取ってやったと思っておるか、おぬしの遺児を育ててやったと思うてか！」

　わけのわからないことを、錯さく乱らんしたように叫さけんでいる。

　その姿を見て、『雹虎』が、ぎこちなく笑った。

　どうやら舌か、声帯か、あるいは心が蝕むしばまれている。うまく喋れないようで、口をぱくぱくさせていた。

　だが、やがて『雹虎』が明めい瞭りような声を発した。

「恩着せがましいねぇ……？」

　周りが静まりかえっていなければ、聞き取れないほどの小声だった。

「生きてたときから、思ってたけど」

『雹虎』は、浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きとはかけ離はなれた、やや伝法な口調でつぶやいた。

「おまえ、素す直なおじゃねぇんだよ。かわいくねぇなぁ、ったくよぉ♪」

　それだけ告げると、また『雹虎』はぐったりと頭を垂れた。彼女は死にかけている、無理して喋れば命はたやすく吹ふき消える。

「あぁ、また死んだ！　よく死ぬのう！　埒らちがあかん！　おい馬、こいつを運ぶぞ！」

　焦じれたのか、黒姫は『雹虎』を砂のなかから掘ほりだす。そして、全身で抱かかえ起こそうとした。

　だが体格では黒姫より『雹虎』のほうがおおきい、黒姫も非力だ。背負って運ぶこともできず、黒姫は『雹虎』ごと倒れた。

「くそう……！　非力じゃのう、悔くやしいのう！　『雹虎』の子はあのように無む駄だに健康に育ったのに、育てかたをまちがえたかのう？」

　唸ると、『ピカドール』に呼びかけてくる。

　一いつ生しよう懸けん命めいに。

「こやつは是ぜが非ひでも蘇そ生せいさせる、どんな手を用いても！　こやつに聞きたいことがあるのじゃ、それを聞きだした後は生ごみとともに捨ててやる！」

　言い訳するみたいに、付け足した。

「何度も目の前で死なれても、寝ね覚ざめが悪いしのう？」

　何を言っているのか、最初から最後までわからなかったが……。

『ピカドール』には黒姫の必死さが伝わってきて、手助けしてあげようと、慌てて人間体に変形すると『雹虎』を抱だきあげる。

　どんなに手を尽つくしても、高名な薬くす師しであろうとも、こんな状態の『雹虎』を蘇生させるのは無理なように思えたが。

　そんなことを言っても始まらない。何より、黒姫の願いを叶かなえてあげたかった。『ピカドール』は神しん妙みように『雹虎』を背負い、馬体に変形。やや無礼にも思えたが黒姫のうなじを甘あま嚙がみし、放ほうり投げるようにして己おのれの背中へと乗せた。

「のわっ!?」

　びっくりしたのか、黒姫は変な声をあげて目を回した。

　乱れた髪を手で払って、黒姫は『ピカドール』の馬首を叩たたいた。

「とりあえず、指示どおりに走るがよい。治ち療りよう施し設せつに心あたりがある、何としてでも『雹虎』は死なせん。こいつの存在こそが逆転の秘策！　そして『大奥』をめちゃくちゃにしていいのは、女王たるあたしだけなのじゃ！　きょひひひひ♪」

　また意味不明なことを叫んで、黒姫は高笑いした。

　一いち人にん称しようすら『黒』から『あたし』になっていたり、体調不良による錯乱にしても度が過ぎているが、何だか気が抜ぬけてしまう。黒姫は幼く愛らしいので、何を言っても子供のお遊びめいているのだ。

『ピカドール』は苦く笑しようすると、仰おおせのままに、と当面は彼女の命に従うことにした。

『雹虎』をくわえた奇妙な一行は、『大奥』を駆け抜けていく。

　闇やみはまだ深く、けれど地平線の向こうから曙しよ光こうが兆きざし始めていた。
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　さくらは、『大奥』を見下ろしていた。

　名前のとおり、咲さき誇ほこる桜のごとき長い髪を揺らし、姿勢良くしっかりと立っている。髪を結ゆわえるのは、大奥の英雄『金獅子』の遺い髪はつを用いた、師から託たくされた鉢はち巻まき。猫ねこのような双そう眸ぼう。あどけなさと艶なまめかしさが同居した麗しい顔がん貌ぼう。仕立て直され新品どうぜんの、大奥女学院の制服。

　母の形見である花の髪かみ飾かざり。

　最後は殺しあい、けれど魂たましいを受け継つぐことになった姉の残ざん滓しが、わずかに隆りゆう起きした腹の傷きず跡あととなって制服をわずかに押しあげている。

　それを、愛いとおしそうに撫なでながら。

　失われた両りよう腕うでと両足の代わりとなる『強化義ぎ肢し』は『紫水晶』内部で修復され傷ひとつなく、それを覆おおうのは亡なき恩人の遺志がこめられた革帯ベルト。

　丸腰まるごしだが、武器を補給できたときのために巧こう緻ちな細工の施ほどこされた四本の鞘さやのみを差している。そこに納められていた四本の血刀は『強化義肢』の骨こつ芯しんとして再利用されており、熱い鼓こ動どうを発している。

　激戦を乗り越こえ、生き延びた戦士の面つら構がまえ。けれど恋こいする少女の、和なごやかさ愛らしさも忘れない。奇き跡せき的に相反する殺意と優やさしさを両立させた少女は、遠くに昇のぼり始めた朝あさ陽ひと、いまだ闇の底にある『大奥』を見つめている。

　戦いくさ装しよう束ぞくに、決戦の地に辿りつく寸前に施した戦化げ粧しよう。

　万ばん全ぜんの、臨戦態勢であった。

　いまだ謎はおおく、陰いん謀ぼうは悪意の糸としてこの国を、肉体を心を蝕み責せめ苛さいなみ、強敵は闇のなかで蠢うごめき、仲間とも、最愛の青年とも離ればなれ……。それでも、さくらは怯ひるむことなく真っ直ぐに前を見ていた。

　幸せな未来を。

　希望を。

　胸を張って。

「うむ」

　さくらは頷うなずくと、深呼吸する。

「すっごい血のにおいが充じゆう満まんしてて……。だからこそ『大奥』に戻もどってきたんだなぁって実感があるのは、我ながらどうかと思います。まぁ、よろしい。何もよろしくないけど、気分はそんなに悪くない」

　微笑ほほえむと、振ふり向いた。

　さぁ、決戦の開始である。
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「『百手姫』さん」

　呆あきれたように、呼びかけてくるものがいる。

　かつての『大奥』序列五位、伝説の薬師『一本角』である。

　おとなびた風ふう貌ぼう。色いろ香か漂ただよう艶めかしい肢し体たい。死に装束のような白衣をまとい、髪かみも眉まゆも睫まつ毛げすら白い。おでこから、これも純白の象ぞう牙げのような角を生やしている。

　垂れ目がちで柔にゆう和わに見える彼女は、困ったように頰ほおに指を添そえて。

「格好つけて無意味に仁に王おう立だちして得意げになっているところ恐きよう縮しゆくですが、実際これからどうしましょう？」

『一本角』のほうが、さくらよりも『大奥』においては先せん輩ぱいである。そのぶん技量も経験も豊富なのだろうが、彼女は基本的にこちらの意志を尊重してくれる。

　主体性がないというより、臣下でもないのに、忠義を尽くしてくれているのだった。生前、『一本角』が愛し忠誠を誓ちかった『金獅子』に、さくらやその師し匠しようたる『銀狼』を託たくされた、と思っているのだろう。

　さくらたちを支えることが、『一本角』の生き甲が斐いなのだ。

　その態度が、さくらには、くすぐったくもある。だが嬉うれしくて、母と幼いころに死に別れたさくらは、何だか『一本角』には母性を感じて甘えたくなってしまう。

　だが、お子ちゃまのように手取り足取り、ではいけない。『一本角』とはともに肩かたを並べ、絶望的状じよう況きようを引っくりかえす同志として在りたい。

　がんばるぞ～と鼻息を荒あらくしているさくらを、あらあら、と『一本角』は愛らしいものでも見るように見てきた。

「最終決戦の開始だ！　と意気ごんだはいいものの……いきなり立ち往生するしかないのでしょうか、わたくしたち？」

　はんなりと吐と息いきを漏もらす、『一本角』の背後は崩ほう落らくした大阪城だ。

　暴走した『紫水晶』が激げき突とつし、さらに爆ばく発はつした衝しよう撃げきによって大阪城は半はん壊かいしている。人間でいうとほぼ上半身が吹き飛び、下半身も複雑骨折している状態。足場がぐらぐら揺ゆれており、すぐにでも全体が瓦が解かいしそうだ。

　さくらと『一本角』は、そんな大阪城から突つきだした折れた骨のごとき鉄骨のうえに、立っている。眼前にはこちらも奇き妙みような景観に変わり果てた『大奥』があるが、地上は遠く、暗いのもあって判然としない。

「すぐ避ひ難なんしなくては、大阪城の崩ほう壊かいに巻きこまれてお陀だ仏ぶつです。『紫水晶』の激突と爆ばく散さんから命からがら生き延びたのは僥ぎよう倖こうでしたが、いまだ我らは窮きゆう地ちに立っているのです」

　文字どおり、と言うように鉄骨のうえで姿勢を崩くずしかけ、さくらは慌あわてて姿勢を低くして鉄骨のうえで四つん這ばいになる。

　この鉄骨すら不安定に揺れているし、それを支える大阪城も見る見る崩れている。ほんとうに、すぐにでも避難しなければ一巻の終わりだ。

　意い気き揚よう々ようと決戦に乗りこんできたのに、何もできずに事故死というのも情けないかぎりではある。

「とはいえ」

　さくらはみじめな現実を見ないふりして遠くを眺ながめていたのだが、悠ゆう長ちようにしてもいられない。真しん摯しに、現状を打破する方策を練る。

「全身を硬こう化かできる『銀狼』姐ねえさんでもなければ、この高さから落ちれば即そく死しですよ」

　半壊したとはいえ、大阪城はかなりの高層建築である。さくらたちのいる位置から無事に降りるのは、不可能ではないが、至難の業わざだ。

　さくらの植物操作の異能力で、蔦つたでも生やしてそれを伝って降りることはできる。なので、こんな状況でも焦あせってはいない。

　とはいえ、さくらは植物を用いると体内の栄養を消費する。敵と遭そう遇ぐうするまでに疲ひ労ろうしたくはないので、できれば異能力の使用はまだ避さけたいが。

「個人的には、その『銀狼』も気がかりでございますね」

　心配そうにしている『一本角』は、不安定な足場にいるのが噓うそみたいに、小こ揺ゆるぎもせずにのほほんと立っている。

　戦場のにおいのしない優ゆう雅がな女性だが、まぎれもなく『大奥』を生き抜いた強きよう豪ごうである、基本的な身体能力においてもさくらの比ではない。

「ほんとうに、無む鉄てつ砲ぽうな子……。そこは、やはり『金獅子』さまの子でございますね。後先考えないのですから、補ほ佐さするのも一苦労です」

　珍めずらしく愚ぐ痴ちっぽく言うと、『一本角』は鉄骨の先を見る。

　そこにはひび割れた、巨きよ大だいな大阪城の壁かべが屹きつ立りつしており、ふたつの穴があいている。

　ひとつは、『紫水晶』が大阪城に激突した直後、爆発する前に船内から脱だつ出しゆつする際に『銀狼』があけた穴。もうひとつは、『銀狼』が再び城内に突とつ入にゆうした際にあけた穴である。

『銀狼』は『紫水晶』激突という予期せぬ事態に混乱し、咄とつ嗟さに動けなかったさくらと『一本角』を両りよう脇わきに抱かかえ、とりあえず緊きん急きゆう脱出。この鉄骨のうえに置き去りにして、即そく座ざに城内に取って返したのだ。

「おそらく、『紫水晶』に取り残されているかもしれない生存者を救出に向かったのだと思いますが……。それにしては、帰りが遅おそい。城内で敵と遭遇したのかもしれませぬ、だとしたら援えん護ごに向かいたいですね」

『一本角』が、そう結論する。

「いつ崩れるかもわからぬ城内で、激げき闘とうを繰くり広げるのは勘かん弁べん願いたいところでございますが。まぁ、是ぜ非ひもありませぬ」

　ぼやきながら、『一本角』はどこからともなく彼女の武器である純白の鎖くさり鎌がまを取りだし、構えた。彼女自身の骨を削けずってつくられ、その意志を反映して自在に動く見た目より凶きよう悪あくな武器だ。

　さくらも頷き、同意する。

「『蠅王』を黒幕と断じると、敵は『大奥』のすべて、いいえこの国のすべてとなります。尽つきぬ大勢力を相手に、ただでさえ小勢である我らの戦力の分散は望ましくありません。ゆえに、『銀狼』姐さんとは行動をともにするべきです。運が良ければ、『赫竜』など、他ほかのものとも合流できます。すでに退路なし、わたしも大阪城へ突入するのに賛成です」

「お利口さんでございますね」

　じりじりと鉄骨を這はって移動していた『百手姫』を、楽しそうに『一本角』が撫でた。どうも、子供あつかいされている気がする。

「そうと決まれば、参りましょうか。ぐずぐずしている余よ裕ゆうもありませんし。……大だい丈じよう夫ぶですか『百手姫』さん、抱だっこしてさしあげましょうか？」

「お、お気持ちだけ受け取っておきます」

　手を差し伸のべてくる『一本角』に、さくらは意地で首をふった。足手まといになるために、『大奥』に舞まい戻ってきたわけではないのだ。

　さくらは息を吞のみ、鉄骨のうえに立つ。そして前へと進んだ。

　わずかに、肩かた越ごしに『大奥』を振り向く。

　先に『大奥』へと向かったはずの、秀影たちが気がかりだ。大阪城へ居残った『蛍』たち、帰参したはずの『鎌切』たちも……。きっと『吸血姫』も、『銀狼』や『赫竜』たちも、どこかで戦っている。

　おそらく各所で巻き起こっているだろう激戦の気配が、さくらの全身を武む者しや震ぶるいさせる。だが今はそれを飲みこみ、さくらは前へ。

　己おのれの戦場へと、歩を進める。







　第四幕　起死回生　さどんです
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『大奥』という勢力は事実上、壊かい滅めつ状態に陥おちいっているといえる。

　跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする『蟲むし兵へい』たちにより建造物は悉ことごとく破は壊かいされ、蹂じゆう躙りんされ、何よりその構成する人員をほとんど全ぜん滅めつさせられた状態なのだ。

　全国各地から集められた三千名の美少女を擁ようした大奥女学院だが、陰いん謀ぼうと虐ぎやく殺さつの結果、その生き残りは数十名ほどとなっていた。

　からくも避難し、さらに『女じよ王おう蜂ばち』の手引きによって救出され、かつて『百手むかで姫ひめ』も収しゆう監かんされた『大奥』地下監かん獄ごくにて彼女らは肩を寄せあっていた。

　その大半は怯おびえきっており、とても戦力にはなりそうにない。

　それに、と征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊とよ臣とみ秀ひで影かげは愛すべき少女たちに語りかける。

「平和な時代を築くと誓った、その誓いを俺は守れなかった。君たちのおおくを死なせ、悪夢と地じ獄ごくに巻き込んでしまうのを止められなかった。そんな俺のために戦ってくれ、死んでくれとは口が裂さけても言えない」

『大奥』地下監獄の、かつて訓練所として用いられた広間である。

「せっかく摑つかみ取った命を、大事にしてほしい。生きてほしい。これ以上、君たちに痛みと恐きよう怖ふが与あたえられることのないように、俺は努力する。俺なんかに何ができるかはわからないけど、そう言うことしかできない」

　こちらを縋すがるように見つめる少女たちを安心させるため、秀影は言葉を尽くしている。だが、戦せん闘とう力において彼女たちにすら及およばず、またこのようなどん底の事態に陥ることを防げず──さらには職務を放ほう棄きして城外で活動していた秀影の発言には重みがないことを、自身も理解している。

　だが、他ほかに何もできなかった。

「『大奥』はもう終わりだろう。だが、この国まで終わらせることは何としてでも避ける。できるかぎり平和な未来を模も索さくし、そこで君たちが生きて、笑っていることを祈いのる。そのために、俺は命を賭かけよう」

　そう語る秀影は、『鴉からす』の装しよう束ぞくを脱ぬいでいる。覆ふく面めんや黒羽で飾かざられた衣装は、『蛍ほたる』の屍し骸がいを隠かくすのに用いたままにして、征夷大将軍豊臣秀影としての素す顔がおを晒さらしている。

『大奥』の生徒はすべて将軍を愛し、愛されるために全国各地から集められた選ばれし美少女たちだ。どこの馬の骨かもわからぬ怪あやしげな『鴉』よりも、秀影として語るほうがその言葉は響ひびくであろう。

　もっとも、こんな事態を招いた責任を求められ、悪あく罵ばを浴びせられ、場合によっては危害をくわえられる覚かく悟ごは増す。今のところ、少女たちはあまりにも突とつ然ぜんの悲劇に茫ぼう然ぜん自じ失しつとしており、怒おこる元気もないようだが。

　むしろ、こんな秀影にすら寄りかからなくては立ってもいられないようで、誰だれもがこちらを涙なみだ目で見つめている。そんな儚はかなく、可か憐れんな彼女たちのために何かをしてあげたいが、秀影は無力だった。

　誇ほこり高く強いものたちは秀影の目の前で死んでいき、あるいは遠ざかり、何度も押し寄せてくる悲劇を止められなかった秀影が残された。

　運命の不条理を、秀影は憎にくむ。けれど、生きているからには手足が動かせる。何かできることがあるはずだった、それを最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで探したかった。


「そう、『つれない』ことを言うものではないぞ」



　おおきな声が、訓練場に響いた。

　入り口付近に鎮ちん座ざし、臨戦態勢で控ひかえ、いまだ戦意を失っていない強い女の声だった。

『女王蜂』である。彼女は哀あわれな少女たちの守護神であるかのように、泰たい然ぜんとしている。


「我らは、将軍さまの盾たてであり矛ほこであり、将軍さまを愛し仕える臣下でもある。この命、将軍さまのために使わせてほしい。最後の最後まで、『大奥』の生徒でいさせてほしい」



　生き残りの生徒たちと、『女王蜂』によってこの場に導かれた秀影が集まったこの空間の奥には、脱だつ走そうする以前、『吸ばん血姫ぱいあ』が居室していた豪ごう奢しやな部屋がある。そのさらに地下には『絲妃あらくね』が用いていたという実験・研究のための施し設せつがあった。

『阿あ呆ほう鳥どり』は『蛍』や『竜たつ巻まき』の残ざん骸がいを抱え、そこで敵の正体や能力などを推測するために研究をしている。異様な『蟲兵』たちのひとりである『竜巻』の死し骸がいから、得られる知識は無む駄だにはならぬだろう。

　他にも、『阿呆鳥』には何か考えていることがあるようだが。

　その研究が終わるまでは、易やす々やすとは動けぬ。敵の内実を摑み、反はん撃げきの策を練らなくては、ひとりずつ命をむしりとられていくだけだ。虐殺はもう懲こり懲ごりである。これ以上、花が散る事態は避けたい。

　ゆえに、いまは待機。焦じれったいが、慌あわてて動いても死ぬだけだ。地上は戦場であり、災害が吹ふき荒あれる死地なのだ。

　だが黙だまって待つというのが苦手なのか、図ずう体たいがおおきな『女王蜂』は狭せまそうに天てん井じように手を添そえながら、瞳ひとみに戦意を灯ともす。


「我らは友を、仲間を、愛すべき隣りん人じんを無む惨ざんに殺された。その無念を抱えたまま、おめおめと生き延びられるものか。『大奥』はまだ潰ついえてはおらぬ、我らの誇りと命がすべて吹き消えるまでは戦う。その覚悟で『大奥』にきた、そこで暮らし戦い抜ぬいてきた、そうであろう皆みなの衆？」



『女王蜂』の愚ぐ直ちよくな鼓こ舞ぶに、生徒たちも顔をあげる。その表情には恐怖だけではない、哀かなしみと怒いかりがあった。

　大おお阪さか城で暮らし、高位の序列をもつものたちとしか主に関かかわらなかった秀影とちがって、生徒たちにとって殺されたものたちはもっと身近な存在だった。

　毎日、そばにいて、くだらないお喋しやべりをして、ともに授業を受け、歩けばすれちがい、声と笑え顔がおが周囲にあった。そのすべてを、『大奥』のすべてを、踏ふみつけにされたのだ。

　彼女らの日常と、平和と、幸せのすべてを。

　息を吞のみ、生徒たちは立ちあがる。武器ももたず逃にげてきたものがおおく、丸腰まるごしのものが大半だ。だが、その身に宿した異能力がある。友の仇あだ討うちに臨のぞむ決意が、邪じや悪あくな敵への怨うらみがある。

　そのすべてを、ほんのいちぶでも、返してやらなくては気が済まない。

　友を殺された。仲間を殺された。『大奥』の同どう胞ほうたちを無惨に殺された。だが、自分たちは生きている。最後のひとりが血の海に沈しずむまで、『大奥』は滅ほろばない。

　誰かが怒りの声をあげ、それに周囲が呼応する。

　決起集会の様相を呈ていしてきた大広間に、闘とう志しと殺意が充じゆう満まんする。

　怨おん敵てき、滅めつするべし。彼女らは愛めでられるだけの無力な花ではない、つい先日までは互たがいに食いあい、殺しあってきた獰どう猛もうな戦士たちだ。

　やられっぱなしでは、我が慢まんがならぬ。否いな、『大奥』の生徒としての矜きよう持じが失われる。


「焚たきつけてしまったな」



『女王蜂』はすこし罪悪感をおぼえたように、優やさしげな貴族眉まゆを歪ゆがめた。


「だが、『大奥』の中心に位置するこの地下監獄から、たとえば脱だつ出しゆつしようとしても、道中で必ず『蟲兵』とやらと遭そう遇ぐうする。そのとき反撃する気き概がいを失っておれば、根こそぎに殺されるだけである」



　生き延びるために、『女王蜂』は手を打った。それは、『大奥』最大の勢力を率いてきた彼女の、どんな結果も受けいれ、最大限に善処し、集団をまとめて戦ってきた経歴が言わせた残ざん酷こくな煽せん動どうだった。


「戦わなければ生き残れない。『大奥』は、常にそうであった。新将軍を迎むかえ、平和な未来を夢見たが、それはまだ先のこと……」



　大事そうに、新芽に慈じ雨うを注ぐように、『女王蜂』は秀影の肩かたをそっと支えた。


「この死地を生き延び、活路を見いださなくては、地獄から抜けられぬ。おのおの、散っていった同胞たちのためにも、決して屈さず抗あらがおう。愛いとしい将軍さまを守り、我ら、幸せになるために戦おうぞ」



　とはいえ、と『女王蜂』はすぐそばに立つ秀影に顔を寄せてくる。

　間近で見ると、やはり不自然なおおきさだ。秀影は『女王蜂』に頭から丸飲みにされそうで、やや怯ひるむ。

　それを苦笑いして眺ながめると、『女王蜂』は小声で囁ささやいてくる。


「戦局は不利に過ぎる」



　周囲を煽あおり立てながらも、歴戦の勇士は冷静に状じよう況きようを俯ふ瞰かんしていた。


「何もわからぬまま『大奥』のすべてが陵りよう辱じよくされ、こんな穴ぐらの底に追い立てられた。敵の正体にも、いまだ謎なぞがおおい。すくなくとも性質は『阿呆鳥』が読み解いてくれることを期待するしかないが、『蟲兵』を名乗る化け物どもは一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものばかり」



　後ろ向きな悲観ではなく、ただ事実を述べている。

　数少ない手て駒ごまを、最大限に有効に活用して、それでも勝てる可能性がわずかにもない。絶望的な状況のなか、けれど『女王蜂』は諦あきらめていない。

　まだ生きている。足あ搔がいて、過か酷こくな運命に立ち向かおうとしている。


「そして逃げ延び、妾わらわが救助したこの場にいるものどもは、誰もが低位の序列のものである。ほとんど、戦力にはならぬ。序列十位の妾が最大戦力、けれど『蟲兵』のすべては実際妾より手て強ごわいはず」



「高位の序列の持ち主は──優先的に『蛍』のように倒たおされるか、あるいは敵に取りこまれたみたいだね」

　応こたえた声は、『女王蜂』の座している広間の入り口、その奥から聞こえた。『女王蜂』と秀影が同時に振ふり向くと、そこに疲つかれた顔の『阿呆鳥』が立っている。

　邪じや魔まだからか覆面は外したまま、頰ほおや服に飛んだ返り血を拭ぬぐってもいない。浮うかんだ汗あせを手の甲こうで拭い、彼女はやれやれと己おのれの肩を揉もんでいる。

「敵の性質は、ある程度は解明したよ。『絲妃』と似た、他人を洗脳し操あやつるという方向性。おそらく、敵の首しゆ魁かいと思われる『蠅べるぜ王ぶる』の異能力。他人の肉体に蠅はえを仕込み、細さい胞ぼうに寄生させ、乗っ取り支配する。高位の序列をもつ強者はすでに乗っ取られ敵に回っているか──そんな敵の手駒である『蟲兵』に狩かられて、すでに倒れている」

　ちなみに『女王蜂』は『蠅王』と対たい峙じし、彼女が黒幕であると確証を得たという。

『蛍』とともに『蠅王』に立ち向かった経緯いきさつと、その状況と、『蠅王』の発言のすべてを伝えてくれた。それは、おおいに『阿呆鳥』による敵の正体の解明に役立ったらしい。

　敵の姿は判明した。せめて、対局することができたのである。

　盤ばん上じようでただ翻ほん弄ろうされるのはもうお終しまいだ、これからは悪意ある『大奥』の女王と向きあうことができる。敵の姿が見え、盤を挟はさんで向きあえたならば、打てる手もある。

「あ～……疲れたよう」

　そのまま倒れこむように、『阿呆鳥』は『女王蜂』の身体からだに抱だきつくような仕草をした。『女王蜂』は頷うなずき、『阿呆鳥』の口元に手を添える。

　十じゆう二に単ひとえの隙すき間まから覗のぞいた『女王蜂』の腕うでには、止血用の管が巻かれている。それを解ほどくと、なみなみと血液が溢あふれた。

　それを、『阿呆鳥』は嫌いやそうな顔をしながら、啜すすった。

　血を与えられる。

　雛ひな鳥どりや赤子が、己の庇ひ護ご者に餌えさを供されるように。

　どこか、崇すう高こうな儀ぎ式しきのように。

「んぐ、『女王蜂』さまがいて助かるよ」

　喉のどを鳴らして、『阿呆鳥』は血液を飲みくだす。粘ねん性せいの血液を口のなかでもぐもぐと咀そ嚼しやくし、苦しそうにしながら、胃に落とす。消化し、『阿呆鳥』はそれをちからに変える。

　赤く染まった口元を拭い、『阿呆鳥』は情けなさそうにしながら。

　己が打てる手は、すべて打つ。

「あたしの体液操作の異能力には、文字どおり体液が必要。とはいえ、『大奥』にくるまでにもすでに消しよう耗もうしてたからね……。たいしたことはできないかなって思ってたんだけど、その点は『女王蜂』さまが補ほ佐さしてくれる」


「『阿呆鳥』は、かつて妾の肉体を弄いじり、己の体液と同質化させていたからな。改造し、妾を己の体液の保管庫にしよった。それがいま活いきてくるとは、思いもよらなかったが。風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるというか、奇き妙みような縁えんであるな」



　成る程ほど、と秀影は合が点てんがいく。『女王蜂』の巨きよ体たいには、大量の血液が循じゆん環かんしている。そのすべてを、『阿呆鳥』は己のものとして用いられる。

　ほぼ無む尽じん蔵ぞうに、体液操作の異能力が活用できるのだ。

　かつて陰いん惨さんな陰いん謀ぼうの果てにできた仕組みであり、秀影の最愛の少女さくらも『女王蜂』を活用した『阿呆鳥』の奇き怪かいな戦術に、苦しめられたものだった。

　当時は、その『女王蜂』の血液を体液操作の異能力で弾だん丸がんに変え、射出するという戦術に利用されていたが。今は、単純に異能力の行使で消耗した『阿呆鳥』への、体液の補給という効果を発揮している。

　かつての悪意が、数すう奇きな巡めぐりあわせで、自分たちを前へ進ませる布石として働いている。たしかに、奇妙な縁と表現するしかない。だが、活用できるものは何でも活用すべきだ。

　血液を飲みすこし落ちついたのか、『阿呆鳥』は疲ひ労ろう感かんを消し、肌はだ艶つやを取り戻もどす。肩を回すと、秀影に微笑ほほえみ、指を折り曲げる仕草で招いた。

「ちょいと、『鴉』ちゃんはこっちにおいで。見せたいものがある。その間に、『女王蜂』さまはすべての生き残りの生徒たちから、すこしずつでもいいから血液を採取して」

　不思議な提案に、『女王蜂』も秀影も首を傾かしげる。

　とくに『女王蜂』は、怪け訝げんそうにしていた。


「血液？　だが、特別に体内を弄られた妾とちがって、他ほかのものたちの血液はおぬしの体質にあわぬ──異能力の足しにはできんだろう？」



「ちがうよ。『女王蜂』さまが馬ば鹿かみたいに豊富な体液を保有してるから、当面の補給はそれで済む。それよりも、さっきの説明を聞いてなかったのかな、敵は蠅を仕込み他人を操る。このなかにも敵の端たん末まつがまぎれている可能性を、否定できない」

　小声で、『阿呆鳥』は忌いまわしい憶おく測そくを語る。

「後ろから刺さされるのは嫌だよ、あたしは。だから、手間だけど、血液を全員から採取する。それを検査し、敵に支配されているかどうか見み極きわめる。幸いに顕けん微び鏡きようとか試薬とかいろいろ揃そろってるからね、蠅に細胞を冒おかされてるかどうかは、判別できる」


「な、成る程」



『女王蜂』はそれに思い当たらなかったのか、ぽんと手を打って納なつ得とくした。おおきな頭を揺ゆすると、真しん摯しに頷く。


「身内を疑いたくはないが、それは妾の悪い癖くせであるな。汝なんじの言に従おう、必要な処置である。妾のことは、検査せずともいいのか？」



「喋れば喋るほど頭の悪さが露ろ呈ていするなぁ……あたし、さっきからあんたの血液を飲んでるでしょ。検査もせずに飲むと思った？　あんたは大だい丈じよう夫ぶだよ、その肉体は潔白。というか『蠅王』といえど、あんたみたいな巨体を支配するのは億おつ劫くうに思ったんじゃないの？」

　小こ馬ば鹿かにするように言う『阿呆鳥』だった。かつて自分が裏切り利用した相手に、あえて悪ぶった態度を見せるのはちいさな子供の照れ隠かくしのようで、どこか微笑ましい。

『蠅王』は『女王蜂』を図ずう体たいのでかいだけの木偶でくの坊ぼうと判断したのか、己の手駒にはくわえなかった。その労力を惜おしんだのだろう。だが、そこが『蠅王』の隙すきになる。

　使えるか使えないかだけで手駒を選び、用いる。そんな傲ごう慢まんな『大奥』の女王に対して、こちらは彼女が選ばなかった捨て駒ごまをかき集め、最大限に活いかして立ち向かう。

　その決意を固めつつ、秀影は問いかけた。

「俺は、何で呼ばれたんだ？　手伝えることがあるなら、俺はそれに全力で協力するよ。何でも言ってくれ、『阿呆鳥』」

「う～ん。何て言うんだろ、……お客さんだよ？」

　不思議なことを言うと、『阿呆鳥』は秀影の手を取り、通路の奥へと進む。むかしのように。彼女を姉のように慕したった、幼いころのように。

　血ちまみれの先達に導かれ、秀影は穴の底で、それでも足搔いている。
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　この国の中ちゆう枢すう、大阪城の奥にあるため『大奥』。

　そんな『大奥』のさらに奥、地中深くに構築された地下監かん獄ごく。

　さらにさらに奥、最深部に、かつて暴君『絲妃』が用いていたという研究施し設せつがあった。

『大奥』を含ふくむ大阪城全体がどうやら停電しているようなのだが、自家発電の仕組みでも備わっているのだろう、そんな地下研究施設のみが煌こう々こうと目ま映ばゆい明かりで照らされている。

　自動エスカ階段レーターなどの最さい先せん端たん技術が集積される大阪城で暮らしていた秀影すらも、見慣れぬ構造、そして未知なる機械が並んでいる。床ゆかや壁かべも継つぎ目のないつるりとした素材で、『黒船』内部に侵しん入にゆうした『百手姫』や『赫あか竜とんぼ』が見たら、『黒船』旗き艦かん『黒曜石』などとの類るい似じに気づいただろう。

　おそらく異国の技術をふんだんに用いられた、『絲妃』の冒ぼう瀆とく的な探求心が築きあげた、ここは彼女の蜘蛛くもの巣のなかだ。

　将軍すらも敬わず、わがまま放題に振る舞まっていた暴君は、鎖さ国こく政策や異国の技術に対しての忌き避ひ感もなく、使えるものは有用に使って研究していたらしい。

「すごいな」

『阿呆鳥』に先導され、地下研究施設に足を踏ふみ入れた秀影は馬ば鹿か馬鹿しいほどの規模と、異国の技術が乱らん舞ぶする設備の有様に溜ため息いきをつくしかなかった。

「かつての『絲妃』の、尋じん常じようではない権勢が実感できる。俺たちは、異国の技術すら活用した『絲妃』から見れば赤子のようなものだっただろう。まるで未来の技術だ、何もかも理解できない。『絲妃』は、俺たちよりも遥はるか遠くを、歩んでいた」

「よく勝てたよねぇ、正直。まぁ今は『絲妃』は倒れ、敵は『蠅王』とやらだから。せいぜい、『大奥』の先達の遺産を有効活用させてもらうけどね。偉い大だいなる先達に、黙もく禱とう」

　壁に手を添そえ細長い通路を進み、『阿呆鳥』が苦く笑しようする。

「まぁ『絲妃』は、自分の研究施設を他人に使わせるつもりは毛頭なかったみたい。あたしが活用できたのは、『蠍さそり姫ひめ』とかが地上で暴れたせいで崩くずれ、あるいは入り口の施せ錠じようがきかなくなって開放された、ひとつふたつの研究室のみ。配置された機械とか、設備のほとんども、『絲妃』本人でないと使用できないように認にん証しよう機能がついてる」

「『絲妃』らしい。他人の一いつ切さいを信じぬ、酷こく薄はくな女性だった。自分ひとりが何もかもを独どく占せんせねば気が済まぬ、傲慢な『大奥』の女王だった」

「他た人にん行ぎよう儀ぎな言いかただね～、まぁ敵だったんだから仕方ないけど。いちおう、『鴉』ちゃんのお母さんでしょう？」

「俺は腹ちがいだしな、ほぼ他人だ。生前も、ろくに会話したことはなかったし。前将軍に嫌きらわれ庶しよ民みん暮らしをしていた当時の俺にとっては、雲の上のひとだよ」

「今は文字どおり、お空の上のひとってね……。おっと、ここだ」

　雑談をしてから、わずかな距きよ離りを歩いて。

『阿呆鳥』は、立ち止まる。その正面には赤く灯ともる『施せ術じゆつ室』という表示のある、扉とびらがあった。だが扉そのものは閉まっており、地上の騒そう動どうの余波のため通路そのものが歪ゆがんでおり、そのために走った亀き裂れつの隙間から入るようだ。

『阿呆鳥』は豊かな胸むな元もとを窮きゆう屈くつそうにしながら隙間に身をいれて、こちらに手招きする。彼女に比べれば体格のいい秀影は入室するだけで一苦労だったが、どうにか身体を折り曲げて踏みこむ。

　奥には、あまり広くない空間があった。純白の不可思議な物質で構成された床や壁や天てん井じよう。照明は明めい滅めつしており、不安になる。壁の一方には書しよ架かが立ち、ずらりと分厚い本や書類挟みフアイルが並んでいる。

　秀影は己おのれの妹、黒くろ姫ひめの私室を思いだした。そう何度も足を運んだことはないが、秀影が将軍の座についたあと、行ゆく方え不明の黒姫を追う手がかりでもないものかと丹たん念ねんに調べたりもした。

　黒姫は本が好きな子供だった。真面目まじめで勤勉、というよりは空想が好きだったのだろう。現実逃とう避ひのために、つくりものの物語を好んで読んでいた。この『施術室』の書架に置かれた本も、小難しい学術書などではなく、黒姫が読んでいたそれらと共通の雰ふん囲い気きか、あるいは作家などを同じくするものがおおかった。

　黒姫と、『絲妃』は、血の繫がった親子だ。共通する部分もあったということだ。趣しゆ味みが似通っている。生前、もしかしたら会話が弾はずむこともあっただろうに。母は娘むすめを愛さず踏みつけにし、娘は母を嫌きらって恐おそれた。

　それを思うと、秀影は切なくなる。

　彼女らはふつうの親子として、慈いつくしみあって暮らせる時代では、立場ではなかった。もしもＩＦの話をしても仕方がないが、それこそ黒姫や『絲妃』が愛した空想小説のようだが……。彼女らが好きな本の話などをして仲よくしている場面が、並パラ行レル世ワー界ルドが、あまりにも克こく明めいに想像できて、けれど現実はそうならなかったことを、秀影は哀かなしむ。

「あれっ、どこ行っちゃったんだろ？」

『阿呆鳥』が名前のとおり周囲を警けい戒かいする鳥のように、きょろきょろしていた。

「ここで待ってるように言ったのになぁ、えぇっと？」

　まぁいいか、と部屋の中央に置かれた手術台に歩み寄った。

　床から直接生えているみたいに固定された、幅はば広ひろの手術台だ。

　そこに、『蛍』が寝ねかされている。

　強敵を道連れにして壮そう烈れつに相打ちとなった彼女は、全身が『竜巻』への爆ばく弾だん化によって焼け爛ただれていたはずだが、見たところ肌はだはつるりとした真新しいものに戻っている。

『蛍』の全身に突つき刺さっていた痛ましい五ご寸すん釘くぎも引き抜ぬかれており、どこにも傷が残っていない。手足にも、その年ねん齢れいに見合わぬふっくらとした乳ち房ぶさにも。服もまとっていないので、その健康的な肢し体たいは目の毒だ。

『阿呆鳥』が、治ち療りようしたのだろうか。

　すでに死に体ていだった、否いな、確実に死んでいたはずの『蛍』を治療した……？　どうして？　何の意味がある？

『阿呆鳥』が、ぼろぼろの肉体のままでは不ふ憫びんであろうと、せめて死に化げ粧しようを施ほどこすように見た目だけ生前のうつくしい『蛍』に戻したのか？

　それよりも、奇き妙みような点がある。

『蛍』は地じ獄ごくと化した『大奥』で秀影と再会した際、すでに下半身を失っていた。だが、ここに寝かされた『蛍』は五体満足の状態である。下半身があるのだ。

　見ると腰こしのあたりに、革帯ベルトが巻かれている。『蟲兵』たちが巻いていたものだ、おそらく『竜巻』のものであろう。『阿呆鳥』が回収していたのを、秀影は見た覚えがある。

　否、革帯ベルトだけではない、もしかして『蛍』の下半身は爆ばく発はつからわずかに残存した『竜巻』のものではないだろうか。

　鍛きたえあげられた僧そう兵へいである『蛍』のそれと比べて、下半身は貧弱だし、おおきさがあっていない。接合部が革帯ベルトで隠されているため一いつ瞬しゆん、違い和わ感かんも覚えなかったが、よく見るとあきらかに他人の下半身だ。肌の色が異なっている。上半身と下半身の異なる少女ふたりが、繫がっている。

『蛍』と『竜巻』の上半身と下半身を、つまり死し骸がいを繫いでいる……？

　どうして？　何の意味があるというのだろう？

　もう一点、気になるところがある。

　手術台には、『蛍』以外にも寝かされている少女がいる。まるで、ふたり用の寝台ベツドみたいな構図だ。氷色の髪かみをもつ、秀影たちが地上で見た『蟲兵』である。

『雹ひよう』、と呼ばれていたか。

　身体からだの大部分が砂と化し崩れ、ある程度の応急手当は施されているようだが──もともとから残る古傷らしいものもあってか、全身がぼろぼろだった。こちらも顔面や局部などを隠していた革帯ベルトが取り外され、痛ましい全ぜん裸らである。

　すでに死亡しているのか、呼吸をしているようにも見えない。

　つくりもののようだ。どう考えても生きているわけがない、これは屍し体たいである。

「なぜ、このひとが……？」

　秀影は当とう惑わくする。

『雹』のことを、秀影は知らない。『蟲兵』ならば、敵なのかもしれない。だが先ほどの地上での戦いでは、秀影たちを狙ねらい殺しにきたようには見えなかった。むしろ同じ『蟲兵』である『蠍姫』と交戦していたりして──味方とも断じることはできないが、どうも彼女は他ほかの『蟲兵』とは様子が違ちがっていた。

　事情も、『雹』という少女の正体もわからない。何もかも、把は握あくしきれない。戦力が分散され、情報もまとまらず、右往左往するしかない。

　屍体置き場のようになっている『施術室』で、秀影は一切が理解できずに唸うなる。

「おっと」

『阿呆鳥』は裸ら体たいを晒さらしている少女たちを気き遣づかって、棚たなから取りだした薄うす布ぬのをかぶせようとした。秀影の、異性の目がある。

　だが、それを寸前で制止する声があった。
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「待て、隠かくすな。いま、とっくりと見ておる」

　声は天井付近から聞こえた。

　ぎょっとして、『阿呆鳥』と秀影が見上げる。人体の盲もう点てん、上方に、何者かがいる。背中や頭部から粘ねん性せいの黒い糸のようなものをのばし、蜘蛛みたいに貼はりついていたのだ。

　物質化した影かげのような黒い糸で天井にへばりつき、何者かが低く笑っている。

「成る程ほどのう。愉ゆ快かいなことを考えおる、誉ほめてつかわそう。『蠅王』の異能力は、蠅はえによる寄生。宿しゆく主しゆの細さい胞ぼうを食くらい乗っ取り、死骸すら動かす。その蠅に全身を蝕むしばまれた『蛍』と『竜巻』ならば、うまくすれば癒ゆ着ちやくし、さらに再び動きだすかもしれぬ」

　陰いん鬱うつで、耳みみ障ざわりな声を響ひびかせている。

　聞いているだけで、不安になってくる。

「異なるふたりの戦士を繫ぎあわせるなど、あの『蠅王』も考えつかなかった外げ法ほうじゃ。超ちよう『蟲兵』と呼ぶべきか、合成『蟲兵』と呼ぶべきか……。混ぜあわされた二匹ひきの戦士が果たして再び立ちあがるのか、どのような戦果を発揮するのか見物じゃのう？」

　語る声は、上じよう機き嫌げんだ。

「勝手に研究施し設せつを用いたことに対して、罰ばつでも与あたえようかとも思ったがのう。よいぞよいぞ、棚たなからぼたもちだのう。思わぬ拾いものじゃ、まこと『大奥』には異形の才がおおく集まるものよな……♪」

　くるくると回転しながら、声の主は落ちてくる。そのまま優ゆう雅がに着地すれば麗うるわしかったのだが、姿勢を崩してお腹なかから落ちた。べちゃりと、つぶれたような音をたて、そのまま動かなくなる。

　間ま抜ぬけではあったが、秀影には笑う余よ裕ゆうもなく驚おどろいてしまった。

「黒姫!?」

「うう。手足の長さがびみょうに異なる、動かしづらい。これではろくに歩けもせぬ、戦うなど無理じゃ。予想外じゃのう、思ったよりも生育が遅おそい。誤算じゃ、忌いま々いましいのう」

　ぶつぶつと呻うめいているその少女は、秀影の妹、豊臣黒姫であった。異国風の見慣れぬ装しよう束ぞくをまとっているが、まさか見まちがえるわけがない。

『阿呆鳥』が言っていたお客さん、とは黒姫のことだったのか。だが、どうして黒姫がここに？　行方不明だったはずなのに……？

　不思議だったが考えている余よ裕ゆうはなく、秀影は一直線に黒姫へと駆かけ寄ると抱だきあげる。そして、再会の抱ほう擁ようをした。

「黒姫！　ちいさな、俺の愛いとしい黒姫！　どこへ行っていたんだ、心配したんだぞ！」

「んむうっ？」

　黒姫は軽々と抱きあげられ驚いたように目を丸くしてから、間近にある秀影を、どこか居い心ごこ地ちが悪そうに見ていた。心配をかけたことを申し訳なく思って、顔をあわせづらいのだろうか。

　遅おくれて、天井からもうひとつの人ひと影かげが落下してくる。細ほそ面おもての優やさ男おとこ、こちらも秀影には見覚えがある青年だ。『黒船』大幹部『ピカドール』の、人間としての形態である。

　彼は黒姫とちがって器用に着地すると、即そく座ざにひれ伏ふした。

「将軍さま！　驚かせてしまって申し訳ない、久方ぶりというほどでもありませんが再びお目にかかれて光栄です！　恐きよう悦えつ至し極ごく……！」

「あぁ、やめてください。戦時中です、礼れい儀ぎは無用」

　秀影は黒姫を抱いたまま、困ってしまって苦笑い。どうも、この異国の青年は生き真面目に過ぎる。

「あなたがこの場にいるということは、『黒船』の──長なが崎さき出で島じまでの攻こう防ぼうは決着がついたのですか？」

「ええ。お陰かげさまで、最善とは言い難がたいですが、次善の決着をみました」

『ピカドール』は人好きのする、好青年らしい笑えみを浮うかべた。

「『百手姫』さまも、無傷とはいきませんが、無事に生き延びております。将軍さまのご厚こう意い、おちから添ぞえ、この『ピカドール』一生の恩に着ます。今後はこの命──主あるじと、あなたのために使わせてくださいませ」

「いや、俺よりさくらちゃんに礼を言ってください。うん──そうか、よかった」

　秀影はほっとする。本人が目の前にいないので、まだ実感がわかず、ぼうっとした返答をしてしまったが。

　さくらは生き延びたのだ。

　長崎出島での激戦に、勝ち残ったのだ。

　よかった。他ほかに言いようがない。

『百手姫』──さくらは強く、これまで何度も死地を乗り越こえてきた。

　だが、敵は不可解にして強大、彼女の前ぜん途とに立ち塞ふさがる困難はおおく、今生の別れかもしれぬと思って離はなれたのだ。抱きあい、思い出のみを抱かかえて、別れたくないと見苦しく駄だ々だをこねてまで。

　彼女が無事なら、これに勝まさる幸福はなかった。

　そして、この短期間のうちに『ピカドール』が大阪城に到とう着ちやくしている、ともに行動していたさくらも近くにいるのではないか。秀影は室内を見み渡わたし、愛する少女を捜さがす。

　どんな手段を用いたかわからぬが、予想以上に迅じん速そくな解決および──帰参である。

　あまりにも突とつ然ぜんだったので、いまだ驚きのほうがおおきい。

　だが、心強い。希望が、一いつ斉せいに花開いたようだった。

　思わず脱だつ力りよくする秀影の腕うでのなかで、黒姫が「もご、もご」と動いた。

「痛い！　馬ば鹿か者、強く抱きすぎじゃ。つぶれて死ぬぞ。動けぬじゃろが、呆あきれた甘えん坊ぼうじゃのう……？　よちよち、愛しい坊や、お母まあさまのお乳が恋こいしいのかのう♪」

　不満そうに毒づきながら、黒い衣装の胸むな元もとをはだけるような下品な仕草をしている。

　そういえば、なぜ黒姫はこの場にいるのであろう。『ピカドール』ともどこか親しげな雰ふん囲い気きではあるし、事情がわからぬ。

　そして、やはり黒姫の態度には、秀影は違和感をおぼえる。そもそも黒姫は裏表がある少女だし、長く離ればなれになってもいた。多少の変化はそのためかとも思われたが、あきらかに様子がおかしい。

　兄を誰だれよりも慕したってくれていた黒姫ならば、それこそ、こちらが苦言を呈ていするほどに、たっぷり甘えてくれてもよいものを──。

　外の世界を知り、遊び回るうちに、不良になってしまったのであろうか。

　秀影はそんな見当の外れたことを思い、単純に妹のことを心配した。

「ふん」

　黒姫は嫌いやそうに身じろぎし、威い嚇かくするみたいに顔を近づけてくる。

　幼いたい気けな黒姫らしからぬ、どこか意地悪な、老練な魔ま女じよのように。

「『感動の再会』などしている余裕はないのじゃ、自分で言っていたとおりにいまだ戦時中……。ぼやぼやしてると無意味に死ぬぞ、兄者上♪」

　どこか小こ馬ば鹿かにするようにその懐なつかしい呼こ称しようを口にすると、黒姫は肩かたを震ふるわせて笑った。誰かを連想させる、悪意に充みち満ちた表情だった。

　何か不気味な生き物を抱いているようで、思わず秀影はかわいい妹を取り落としてしまいそうだった。

「事態は一刻を争う」

　黒姫は天てん井じようを見上げ、億おつ劫くうそうに身み悶もだえする。

「この施設はそれなりに頑がん丈じようにはつくったが、それでも耐たい久きゆう度には限界がある。避ひ難なん所じよとしても、研究施設としてももはやこの場は使えぬ。入り口が塞がれておったため、緊きん急きゆう時の抜ぬけ道を迂う回かいしてきたら、そこで時間切れとは間が悪いにも程がある」

　何やらぶつくさと文句を言うと、大たい儀ぎそうに。

「どうも、地上で馬鹿が暴れておるようじゃ。間もなくこの地下研究施設は崩くずれるであろう。負ふ荷かが大きすぎる、しばらく整備もしておらんかったしのう？」

　自分勝手に宣言すると、手て袋ぶくろをはめた指先を顎あごに添える。

「この音と高熱は──『赫竜』か。楽しそうに戦っておるのう、相変わらず。手始めに、あやつと合流しよう。あれは良い子じゃからのう、あたしの言うことをよく聞く。あとは手はずどおり、すべてあたしの意図に搦からめ捕られ、貪むさぼり食われるのを待つ餌えさとなるだけじゃ♪」

　秀影を、兄の腕を玉座のようにして、黒姫はふん反りかえる。

「見るものは見た、策も練りあげた。あとは詰つめるだけじゃ。手勢をまとめて脱だつ出しゆつするぞ、このまま生き埋うめになりたくもあるまい？」

　馬でもけしかけるように、秀影の頭を「ぺん、ぺん」と叩たたいて。

「反はん撃げき開始じゃ。真の女王が不在のうちに己おのれこそ女王と勘かん違ちがいした気の毒な『蠅王』に、過去の遺物たる亡ぼう霊れいに、現代における『大奥』の流りゆう儀ぎを叩きこんでやろう」

　先ほどの秀影など比べものにもならぬ、威い風ふう堂どう々どうとした態度で。

　四百年もの間、この国の覇は権けんを有した豊臣幕府唯ゆい一いつの女子は、宣言した。

「飢うえた獣けものを野に放ち、馬鹿者どもの肉を貪り食ってやろう。享きよう楽らくの限りを尽つくし、勝ち誇ほこり、凱がい旋せんするとしよう。嘲あざ笑わらい、愚ぐ者しやどもの死し骸がいに小便をひっかけてやろう。きょひひひひ♪」

　黒姫は、まるで傲ごう慢まんな暴君のように笑っていた。
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　寒気がした。

　地じ獄ごくの底から吹ふき抜けたような冷気に、心しん胆たんが凍こごえる。

「………？」

　うなじの毛が逆立つような、ぞくぞくとする冷感をおぼえて、『赫竜』は目を細める。

　さては重病だった黒姫に風邪かぜでもうつされたか、あるいは連戦に次ぐ連戦にさしもの『赫竜』も疲ひ労ろうしているのだろうか──。

　首を振ふり、余計なことは考えまいと、『赫竜』は正面を見み据すえる。

　戦場では、ぼうっとしたものから敵の刃やいばや弾だん丸がんに貫つらぬかれて死ぬ。

　集中せねば。

「トハイエ、意味ガアルノカドウカモワカラナイコトニ従事スルノハ──チョットバカリ苦痛ネ。マァ、大暴レデキルノハ楽シイケド♪」

　口笛を吹き、爆ばく風ふうに揺ゆれる三つ編みを指先でしごいた。

　気流の乱れが激しい。『赫竜』の異能力による爆ばく炎えんが上じよう昇しよう気流を発生させ、空気操作の異能力をもつ『鎌かま切きり』によって空が攪かく拌はんされている。

　そのため姿勢を保つのが難しいが、『赫竜』は己の異能力を活用し、外套マントを膨ふくらませて宙を浮ふ遊ゆうしている。『大奥』でも何度か用いた戦法だ、『赫竜』は空を飛ぶ。

　空高くから見渡せば仲間を捜しやすいかも、という『鎌切』の思いつきのような提案にのり、『大奥』上空を飛ひ翔しようしている。『鎌切』も空気操作により滞たい空くうできるため、ふたりは地上から離れ、空を舞まっていた。

　季節の変わり目に空を飛び交かう仲なか睦むつまじい、昆こん虫ちゆうのつがいのように。

　いまだ薄うす暗ぐらく、『大奥』の状態は判然としない。しばらく『赫竜』が『大奥』から離れているうちに、ずいぶん景色は様変わりしていた。粉々になった建物や硝シヨ子ーケ壁ースの残ざん骸がい。その隙すき間まを埋めるような砂さ漠ばく。転がった『大奥』の生徒たちの屍し体たい……。

　地じ獄ごく絵え図ずとしか表現できないが、修しゆ羅ら場ばに慣れている『赫竜』は「フン」と鼻を鳴らすだけだ。いちいち怯おびえて動どう揺ようするほど、小こ娘むすめではない。最悪の暴君と恐おそれられた『絲妃』の最も忠実な側近だった『赫竜』は、陰いん惨さんな光景など飽あき飽きしている。

　動くものの姿も、とくにない。仲間と合流する、という本来の目的はいまだ果たせていない。時折、どうも敵らしき革帯ベルトを巻いた奇き妙みような少女たち──『鎌切』によると『蟲兵』とやら、そして生きて動く屍体を見かけるが、そのたびに『赫竜』が遠えん距きよ離りから焼く。

　宙を舞まい、自由自在に炎の雨を降らせる『赫竜』に、地上を這はうしかない亡もう者じやどもの大半は太刀たち打うちできない。たまに『蟲兵』は異能力や強大な身体能力を駆く使しして迫せまってくるが、『赫竜』の敵ではない、容易たやすく撃げき墜ついされる。

　遠距離からの弓や銃じゆう、異能力による狙そ撃げきもたまにあったが──『赫竜』は華か麗れいに避さけ、あるいは炎で吹き飛ばしていた。万が一には、絶対防ぼう御ぎよの『才古サイコ銃ガン』たる『三ピー原スメ則イカー』が飛びだして自動的に防御した。

『三ピー原スメ則イカー』の内部には『デンキ』が控えているので、あまり盾たてには使いたくない。彼女は書類挟みフアイルを解かい析せき中でもある、集中を乱したくなかった。

「大量破は壊かい兵器ノヨウナ女ラシク、ソノ呼ビ名ノトオリノ行こう為いヲシヨウカシラ──」

『赫竜』は頭にかぶった尖とんがり帽ぼう子しを手で押さえ、目を凝こらす。やはり地上には、仲間たちの姿はない。仲間、と臆おく面めんもなく呼ぶのは変な気分だが、つまり『百手姫』や『銀ぎん狼ろう』たち。および、黒姫や『ピカドール』たちだ。

　どこで何をしているのやら。まさか死んだとは思わない、そこまで『やわ』ではなかろう。敵がどれだけ強大であろうが、容易く倒たおされるとは思えない。

「ア～、何ダカ『チマチマ』探スノモ面めん倒どうクサクナッテキチャッタワネェ……？」

　乱気流によって雲が吹き飛び、頭上にはやけに明めい瞭りように見える夜空の星々と月、そして山の向こうからはのんびりと朝あさ陽ひが顔を覗のぞかせようとしている。

　神こう々ごうしい景色に、さしもの『赫竜』も見とれてしまう。すぐに苦笑いし、頰ほおを叩いて気合をいれると、足に吊つるした拳けん銃じゆうのひとつを抜いた。

『黒船』提てい督とく『デンキ』から託たくされた、二丁の『才古サイコ銃ガン』の片割れだ。

『デンキ』は『才古サイコ銃ガン』刻印シリアル[image: No.]６６６『蒼ざタイめた馬ラント』などと呼んでいた。

『三ピー原スメ則イカー』は防御、そしてもう一丁──この『蒼ざタイめた馬ラント』は『赫竜』の異能力を高める効果をもつ。

　一丁一丁、意い匠しようの異なる『才古サイコ銃ガン』だが、これもまた奇妙な形状をしている。

　拳銃というより、虫むし除よけ噴射機スプレーのように見える。拳銃の握にぎりの部分に連結するように、貯蔵器タンクがついている。握りの部分に工く夫ふうがあるが持ちにくく、銃ではなく鈍どん器きとして用いたほうが有用なのではないかというぐらいに、中ちゆう途とはんぱなおおきさをしている。

　かさばるので持ち運びには苦労するが、非常に役に立った。

　さすがは機械のような少女『デンキ』、冷静に計算し、数ある『才古サイコ銃ガン』のなかから『赫竜』にとって有用なものを選んだのだろう。

　この『蒼ざタイめた馬ラント』の引き金をひくと、貯蔵器から大量の瓦斯ガスが噴ふん出しゆつする。それを浴びたものを溶とかし、同様の瓦斯へと変へん貌ぼうさせる。つまり、噴出すればするほど瓦斯は増ぞう殖しよくし周囲を瓦斯へと変える、しかもその瓦斯は引火する。

　高い燃ねん焼しよう性をもつ瓦斯に『赫竜』が着火すれば、すべての瓦斯がほぼ瞬しゆん時じに燃えあがる。気体である瓦斯は最大出力で『大奥』全域にまで広がる。『赫竜』の火か炎えんの威い力りよくと、効果範はん囲いは格段に跳はねあがる。

　この『蒼ざタイめた馬ラント』を最大限に用い、瓦斯をありったけ充じゆう満まんさせれば、たった一発の異能力の行使で『大奥』のすべてが焼き尽くされ地上から消える。まさに、『赫竜』を大量破壊兵器とする恐るべき『才古サイコ銃ガン』であった。

　なので、安易な使用は躊躇ためらわれるのだが──。

　強力な兵器を手にし、その威力を試ためしてみたくて、『赫竜』はうずうずしていた。

「建物トカ、ソノ残ざん骸がいトカ、マトメテ吹ふキ飛バシテヤロウカシラ？　火デ炙あぶリダスッテワケヨ、アトハ焼ケ跡あとカラ他ほかノ連中ヲ捜さがセバイイ。『銀狼』トカナラ巻キコマレテ死ンデモイイシ、燻いぶリダセバ顔グライダスデショ……？」

　乱暴だったが、『赫竜』は淡たん々たんと捜そう索さくし『蟲兵』たちのちょっかいを払はらうだけの、単調作業に飽きていた。生来、我が慢まん強づよくはない。

　唯一の懸け念ねん点は、黒姫だ。彼女には、自らを守るちからがない。『大奥』全域を焼き払うのは、彼女を見つけてからがよかった。

　ゆえに、決定打に踏み出せない『赫竜』は、たしかに丸くなったし優やさしくなった。長く戦場から離はなれ、ぬるくなったのだろう。けれど守るべきものができ、本人は認めないが愛すべきものを抱かかえ、そのぶん『赫竜』のどこかは確実に強くなっていた。

　以前の危あやうさも、不安定さもなくなって。

『赫竜』は、無敵の戦士として、『大奥』の誇り高い元序列二位として完成していた。

「早クデテキナサイ、チビクロ。ソノ後ハ、楽シイ楽シイオ祭リヨ。大だい炎えん上じようヨ。姉様ノイナイ、ツマラナイ『大奥』ナンテ、イッソノコト地上カラ滅ほろボシテアゲヨウ。焼キ畑ヲシテ、耕セバ、新シイ時代ガ芽ヲダスカモネ？」

　いざとなれば、すべてを焼しよう失しつさせる切り札──瓦斯の『才古サイコ銃ガン』である『蒼ざタイめた馬ラント』がこの手にある。

　強大無比な兵器を有する余よ裕ゆうが、『赫竜』に笑えみを浮うかばせる。今の自分には、誰だれも勝てない。『蟲兵』だろうが『蠅王』だろうがどんな強敵や大軍勢だろうが、容易く踏みにじり消し炭にしてくれよう。

　そんな調子づく『赫竜』の驕きよう慢まんさが、隙すきとなった。

　乱気流により姿勢が乱れ、また独り言を口にする余裕まであった『赫竜』は──自分が戦場にいることを、ほんの一いつ瞬しゆんでも忘れてしまった。

　それが命取りになる。

　ここは少女たちが花を散らし、その屍し骸がいを肥料としていびつに育った地獄だ。

　一刻たりとも、気を抜ぬいていい場所ではなかったはずなのに。長く『大奥』から離れ、『赫竜』はそれを忘れていた。そして、それを見み逃のがさぬ恐るべき敵が潜ひそんでいた。

「浮かれすぎですよ、あなた」

　声が、驚おどろくほどに間近から聞こえた。

　浮遊する『赫竜』の、振り向いて手を伸のばせば指先が届く距きよ離り。

「『大奥』など大阪城の、幕府の、この国の単なる付属物。壊こわれようが焼かれようが構いませんが、さすがに面おも白しろ半分に──というのは腹が立ちます。幕府への忠誠心などなく、ただ愛のみが残ったこの肉体が、この程度のことで苛いら立だつのが不思議ですけど」

　譫言うわごとのような、暗く低い独り言。

「まぁいいでしょう、どうせ死ぬから。死にゆくものへ語る言葉も、念仏も祈いのりも何もかも、時間と心と酸素の無む駄だ遣づかいです」

　同時に、『赫竜』の首筋に殺意が迫った。

「………!?」

　咄とつ嗟さに反応できた『赫竜』は、さすがの百ひやく戦せん錬れん磨まであった。野や獣じゆうのごとく振り向き、敵を視し認にん。同時に足に吊した『蒼ざタイめた馬ラント』を撫なでていたのが幸いし、それを瞬時に引き抜くことができた。

「油断シタワ。『黒曜石』デ『モモ』ニ後ロカラ刺さサレタッテノニ、反省ガナカッタワネ。アタシモ、ツクヅク学習シナイ──」

　ぼやきながら、引き金をひく。

　高こう濃のう度どの瓦斯が『蒼ざタイめた馬ラント』の先せん端たんから噴出し、『赫竜』が念じるだけでそれは着火する。『才古サイコ銃ガン』の銘めいのとおりに炎は瓦斯との化学反応によって蒼ざめており、霊れい界かいの、死後の世界の炎のようだった。

　超ちよう高熱の轟ごう炎えんが吹き荒あれ、『赫竜』に迫っていた殺意の持ち主に襲おそいかかる。

　劫ごう火かが、いまだ暗い空を照らし、蒼そう白はくに染め抜く。『赫竜』が想像していた以上の威力で、瓦斯により強化された炎は怒ど濤とうのごとく宙を駆かけ巡めぐった。

　何者かはわからぬが、『赫竜』に迫っていたものは瞬時に蒸発した──。

　そう思われたが、甘かった。

「挨あい拶さつもなく殺しにきますか。戦術としては正しく、けれど下品ですね」

　陰いん気きな、血の混じった泥どろのようにねばついた声こわ音ねが響ひびいた。

「まったく、『大奥』も質が落ちたものです。強ければよかろうというものではない、蝶ちようよ花よと愛めでられた全国の姫ひめ君ぎみを集めた高貴な箱庭ハーレム──そのはずなのに、何でしょうこの体ていたらくは？」

　いちいち鬱うつ陶とうしいほどの長台詞ぜりふを口にしながら、炎ほのおを突つき抜けてくるものがいる。

『赫竜』には、見慣れぬ少女だ。

　毒々しい赤黒い髪かみ。羊皮紙色の肌はだ。奇妙な奸かん雄ゆうの双そう眸ぼう。

「忌いま々いましい。やはり、『絲妃』や『蠅王』などに『大奥』を任せたのが過あやまちでした」

　愚ぐ痴ちを零こぼすように、虫が這うような不気味な低音の声を漂ただよわせて。

　彼女は莫ばく大だいな量の炎を突とつ破ぱし、『赫竜』に躍おどりかかってくる。地上を見ると、どうやら屍体の山の内部に潜み、機を見てそこから飛びだしてきたらしい。砂漠の奥から毒の尾おっぽを突きだし、旅人を狙ねらう蠍さそりのように。

　その肌には火傷やけどの痕あとすらなく、高熱に炙られても平気そうな顔をしている。

　強大な『赫竜』の炎を無力化した？　どうやって？

　見ると、少女の周囲にはきらきらと輝かがやく粒りゆう子しがあった。砂だ。炎を砂に変じさせ、さらにその砂を己おのれの周囲に展開し、防ぼう壁へきとしたのだ。砂は熱をよく吸い、膨ぼう大だいな熱量を冷やし封ふうじこめ、無に帰する。異様な砂の能力……。

　無論、『赫竜』がそんなことを瞬時に推測できたわけがない。

　本能で察しているうちに、刹せつ那なのうちに両者が交差する。

　己の異能力が防がれたことに驚き、さしもの『赫竜』も身を固くした一瞬のうちに、羊皮紙色の少女はこちらに必殺の一手を打っている。

　手を伸ばし、『赫竜』に触ふれようとしている。

　おそらく、触れれば砂になる。それを長年の経験と直感で察した『赫竜』だが、不安定な空中であり、完全に間かん隙げきをつかれたため咄嗟に動けない。

　殺やられる。

　ただの一いち撃げきで、あっさりと、この『赫竜』が──。

『赫竜』はそう理解し、無念の吐と息いきを漏もらした。

　その瞬しゆん間かんである。

「ちょいや～っ☆」

　底そこ抜ぬけに陽気な声が響いて、緊きん張ちようが最大限まで高まった空気を吹ふっ飛ばした。

　文字どおり、空気が空気を叩たたき、炸さく裂れつさせた。

　その風圧に押され、『赫竜』の命を断たち切らんとしていた少女の姿勢がやや乱れ、その狙いが逸それた。かろうじて、『赫竜』は身を捻ひねってその必殺の指先を避よける。

　同時に炎を噴ふん射しやし、それを外套マントで受けて飛ひ翔しよう。

　緊きん急きゆう的に死地を脱だつし、慌あわてて身構えた。手には、握ったままの『才古サイコ銃ガン』。

　横目で、己の窮きゆう地ちを救ったものを一いち瞥べつする。

「助カッタ、『鎌切』」

「にゃひひ、『赫竜』ちゃんってば油断しすぎだもん？」

　腰こしに手を添そえ、同じく不自然に滞たい空くうしている『鎌切』が笑った。

「しばらくご無ぶ沙さ汰たしてるうちに、腕うでが鈍にぶったんじゃないの～♪」

　いまだ全身を『成カス功タムのサポ父ート』とやらで装そう甲こうし、完全武装の態ていである。手には、同じく成人男性の骨格をもとにした不気味な大鎌を握りしめており、靴くつのように足先を覆おおった装甲から空気操作の異能力による気流を噴出し、高速で空を駆けている。

　空を飛ぶだけなら『赫竜』を越こえる機動力を有し、立体的に動けるため、彼女は『赫竜』を置いて『大奥』じゅうを飛びまわって仲間を捜さがしていたのだ。

　成果がなかったのか、いちど『赫竜』にそれを報告しようと戻もどってきて、その窮地に気づいて助すけ太刀だちをした。そんな流れであろうか。

　おとぎ話の英えい雄ゆうみたいに、間のよい『鎌切』であった。

　だが、命拾いをした、と安あん堵どしている余裕もない。

「成る程ほど、『雹ひよう虎こ』だけでなく『成カス功タムのサポ父ート』もね──」

『赫竜』と『鎌切』の下方、空中を不自然に踏みしめて羊皮紙色の少女が動いている。錐きり揉もみ回転し、上じよう昇しようしてくる。彼女の攻こう撃げきはまだ終わっていない。

「発想から抜けていました。嫌いやですね歳をとると、頭が回らなくなる。けれど、それを計算に含ふくめれば──負ける要素がない。戦術を補強し、不足を埋うめて、打つべき手を打つ。あたしの戦力は、あなたがたを凌りよう駕がする」

　その全身に神話的に粒子が舞まい、刃やいばの形状となる。それが、逆向きの豪ごう雨うのごとく『赫竜』と『鎌切』に殺さつ到とうした。すべてが極小の弾だん丸がんだ、肉を穿うがち穴をあけ血みどろにして殺すための砂の凶きよう器き。

『赫竜』が炎で、『鎌切』が風圧でそれを吹き飛ばした。

　隙さえ突かれなければ、そう容易たやすく倒たおされるふたりではない。序列二位は伊達だてではないのだ。両者の相あい性しようも絶ぜつ妙みようで、互たがいに互いの死角を補っている。ふたりで長年、『大奥』でともに訓練をしてきた仲だ、息もぴったりである。『鎌切』の風が『赫竜』の炎を後押しし、威力を倍加させてもいる。

　この圧あつ倒とう的な強つわ者ものふたりが組めば、この世に敵はいないはずだった。

「風に炎ね、火に油よりは『まし』なのか──あるいは、より危険でしょうか」

　だが砂の豪雨は単なる目め眩くらましだったようで、その間にも少女は猛もう烈れつな速度で動いている。おそらく、この少女は砂を操作するちからを有している。砂を自在に動かし、それを足場にして、己自身を運ばせて空中で移動している。

　砂のほとんどは目に見えぬほど細かい。だがそのひとつぶひとつぶが、少女の全体重を支える。どこをどう動くか予測できず、また少女自身もどんな上下動や回転をしようと目を回すようなこともない。

　夜から生まれた魔ま物もののように、少女は動く。

　長くのびた毒々しい三つ編みが、獣けものの尾のように跳はねている。

「けれど、ある程度は敬意を表しましょう。あなたたちは、蠍の尾を踏む愚おろかものではありますが。よく毒に耐たえ、死ににくい、やや手こずりそうな獲え物ものです」

　再び急接近し、あくまで触れて一撃で砂にするつもりか、手を伸ばしてくる。

　風も炎もそんな彼女の周囲に迫せまるたびに砂と化し、無力化する。絶対的な防ぼう御ぎよ力……。『大奥』最大の火力をもつ『赫竜』と『鎌切』が、攻せめきれない。

「あらためて──あたしは、『蟲兵』筆頭『蠍姫』です」

　場ば違ちがいなぐらい優ゆう雅がに、『蠍姫』と名乗った少女は笑みも浮かべずに告げてくる。

「不勉強でないなら名前をご存知でしょう、せめて雑魚ざこに殺されたのではない、ということを誉ほまれとして死ねばよろしい。なるべく早く簡潔に、すくない手順で死になさい」

　ぶつぶつと語る彼女が何だか異様に忌いまわしく思えて、『赫竜』は顔をしかめる。

　素す早ばやく『蒼ざタイめた馬ラント』の引き金をひき、再び瓦斯ガスで強化された炎を噴ふん出しゆつ。超高熱の蒼い火か炎えんが、激げき浪ろうのごとく迸ほとばしった。

「それは通じないと、理解していただけないのが残念です」

　気にせずに、『蠍姫』は突っこんでくる。炎が砂と化し、階段状に変形する。そこを足場にして、『蠍姫』はさらに加速して進む。相手の攻撃を防ぐばかりか、それを己の武器として、手段として用いる。

　反則的な異能力だ。

　だが、『赫竜』の目的も攻撃ではなかった。噴出させた炎により推進力を得て、空中でおおきく移動。『鎌切』の首根っこを引っ摑つかむと、地上へと向かう。

「にゃわわっ？」

　みょうな声をあげて身み悶もだえする『鎌切』に、『赫竜』は囁ささやいた。

「慣レナイ空中戦ジャ不利ヨ、地上デ迎むかエ撃うツ。久シブリニ骨ノアリソウナ相手ジャナイノ──楽シマセテモライマショウ、退たい屈くつシノギニハ格好ノ獲物ヨ」

「にゃひひ☆　新旧『大奥』序列二位が組めば、誰だれにも負けないもん！」

『鎌切』が首根っこを摑まれた勢いでぐるんと回転し、ちゃっかり『赫竜』の頭に抱だきつく。手を離はなされ、そのまま肩かた車ぐるまの姿勢となった。

　えへんと胸を張って、『鎌切』は首くび斬きりの仕草をする。

「見せつけてやるもん、『大奥』最大の破は壊かい力とゆ～ものを！」

「エエ。火中ノ栗くりヲ拾ひろウッテノガ、ドレダケ危険カ教エテヤロウジャナイ」

　無む邪じや気きと邪じや悪あくの相反する笑えみを浮うかべたふたりを、空中で『蠍姫』は見み据すえる。

　砂で形成された足場に腰こし掛かけ、己の足を抱きこむ。

　鬱うつ々うつとした、体育座りの姿勢となった。

「ふむ──」

　屍し体たいのような目が、活いき活きとした戦せん闘とう狂きようたちを射い貫ぬいている。

「『ついで』で倒すにはやや手間がかかりそうな連中ですが、まぁ致いたしかたありません」

　調子にのって手招きまでしている『赫竜』たちを、億おつ劫くうそうに眺ながめると。

「地上には砂さ漠ばくが渦うず巻まいている、そのすべてがあたしの武器……。不利になったのは、あなたたち。自ら死地に飛びこむとは、救いがたいとしか言えませんね。あたしに、勝てると思っているところも」

　白はく濁だくした片目を細め、ふたつの瞳ひとみが跳ねる片目を見開いた。

　異様な顔がん貌ぼうで、『蠍姫』は恨うらみ言を吐はくみたいに呻うめいた。

「あぁ、教育がよろしくない。下品で、無知で、馬ば鹿か馬鹿しい」

　ふらりと倒れこむように、投身自殺のように『蠍姫』は落下。

　着地した『赫竜』と『鎌切』へと、一直線に──最短距きよ離りで向かっていく。

　恐おそれもなく、意い欲よくもなく。ただ、淡たん々たんと。

　心のない毒虫のように。

「無む駄だに足あ搔がいても、どうせ死ぬのに」

　砂さ塵じんが吹き荒あれ、そのすべてが『蠍姫』の手足となり凶器となり、渦巻いた。

　地平線の向こうからのんびりと姿を見せた朝あさ陽ひが、すべての砂を真しん紅くに染めて、まるで『蠍姫』は『大奥』の歴史そのもののよう──血の雨のなかで踊おどっているようだった。

　夜明けは、間近。

　夜を徹てつして行われた『大奥』での激戦にも、終しゆう止し符ふが打たれようとしていた。







　第五幕　曙光　おひめさま
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『血ち祭まつり』は奮戦したが、とうとう立っていられず頽くずおれた。

　柔にゆう和わな顔立ちの、艶なまめかしい肢し体たいの持ち主。町を歩けば誰だれもが振ふり向くような美女だ。だが色いろ香か漂ただよう中ちゆう華か服は無む惨ざんに破れ、あちこちに血がにじんでいる。いつもの愛らしい笑顔も失うせて、潰つぶれた片目から滂ぼう沱だと血を流している。

　鬼き気き迫せまりなりふり構かまわず、けれどもう立てない。大量の出血は『血祭』から温度を、優しさを奪い、もはや気力と怒いかりだけで命を繫つないでいる。

　満まん身しん創そう痍いの女武者は、血の混じった唾つばを吐はき、それでも根こん性じようで立った。ひん曲がった己の武器たる蛇じや矛ぼうを捨て、姉から受け継ついだ青せい竜りゆう刀とうを両手で構えて。

　その穂ほ先さきが震ふるえている。

　痛みと憤ふん怒ぬと、喪そう失しつ感かんから。

　山中である。深い闇やみのなか、梢こずえの隙すき間まから月光が差しこんでいる。あちこちに篝かがり火びが焚たかれ、戦せん陣じんが組まれている。間近には倒とう幕ばく派、と名乗る愚おろかものどもが本ほん拠きよ地ちとする寺社。その門は開け放たれ、そこかしこに『血祭』が打ち倒たおし、あるいは先ほどの『大奥』の少女を模したものどもの襲しゆう撃げきによってできた新しん鮮せんな屍し体たいが山ほど、転がっている。

　虐ぎやく殺さつ現場と化した『大奥』に比べればまだましだが、この山中もまた死地である。地じ獄ごく絵え図ずのなか、『血祭』は己を奮い立たせるために吠ほえた。

「あああ！」

　全身に活をいれて、正しい所作で青竜刀を闇に向ける。

　奇き襲しゆうや騙だまし討うちを専門とする暗器使いである『血祭』は、正統派の武術においては、鍛きたえあげられた武人である姉に比べれば一枚落ちる。だが暗器は使い果たし、正面から敵と激げき突とつせねばならないこの状況では、他に打つ手がない。

　こんなことなら、姉にもっと訓練をつけてもらえばよかった。悔やんでも、もう遅おそい。そんな猶ゆう予よはない。今、できるかぎりの奮戦をせねば、すべて終わる。

　戦力は自分しかいない。そして、敵はおおい。寺社のなかから次から次へと倒幕派が吐きだされ、こちらに敵意と武器を向けてきている。

　そして『血祭』の背後では、守るべき宝物のような少女が蹲うずくまっている。『吸ばん血姫ぱいあ』だ。彼岸花色の髪かみをもつ愛らしい少女は、地面にみじめに膝ひざをつき、泣きじゃくっている。

　その腕うでのなかには、『血祭』の双ふた子ごの姉、『血ち眼まなこ』が抱だき寄せられている。『蠍さそり姫ひめ』の毒、とやらによって蝕むしばまれ命を猛もう烈れつに失おうとしている。土気色の肌はだ。目を閉じ、浅い呼吸を繰くりかえしている。

　何とか命は繫いでいるが、長くはもたない。ふと目を離はなしているうちに、姉の命は蠟ろう燭そくの火のように吹ふき消えているだろう。その事態が、信じられない。理解できない。『血祭』はまた、しゃにむに吠えた。

　先に死ぬなら自分のほうだと思っていた。きちんと己を鍛え、正しい道を歩み、心配なほど善良であった姉こそが長生きすべきだった。

　小器用に、その場しのぎで、のらりくらりと生きていた己が先に死ぬべきだった。そうでないと道理が通らぬ、何もかもまちがってる。

『血祭』は歯は嚙がみし、唸うなる。

　状じよう況きようを、受けいれられない。どうして、こんな事態に、悲劇になってしまったのか。『吸血姫』の幼くも、尊い願いはなぜ叶かなわなかったのか。

　誰もが笑顔で、幸せになるために生きているはずで、それを応おう援えんしようとした『吸血姫』がなぜ涙なみだと血のなかで蹲っていなければならないのか。

『血祭』にはわからない。考えることを放ほう棄きし、自分は馬ば鹿かなのだから、と言い訳して責任を回かい避ひしてきた。姉の、そして主あるじの理想にただ従い、幼子のようについてきただけだ。

『血祭』はただ、大好きなひとたちに、幸せになってほしかった。それだけで嬉うれしかった、そのために命を使いたかった。

　けれど幸福は奪うばわれ、姉は死のうとしていて、主への慰なぐさめの言葉も思い浮うかばない。生き恥はじを晒さらした『血祭』は、憎にくたらしい敵を倒すこともできず、ただ立っている。

　これまでの生き様をなぞるように、また何も考えずに、己おのれの背後で泣いている『吸血姫』を全身で庇かばい、駄だ々だをこねるように武器を構えている。

　この現状を覆くつがえすちからが、自分にないのも理解している。

　自分は英えい雄ゆうではない。それは主であり、姉であった。なのに自分だけが、最前線で生きている。どうしたらいいか、わからない。立ったけれど、一歩も進めない。

　木偶でくの坊ぼうのように、ただ立っていた。

「ほほう、その重傷で立ちますか。天あつ晴ぱれ天晴れ、感心しますな！　けれど早めに諦あきらめて寝ねたほうがいいですよ～、立ち往生なんざ前時代的ですしな！　ききき♪」

　耳みみ障ざわりな笑い声を響ひびかせて、異形の少女が手て拍びよう子しを打っている。

　闇のなか、木立の隙間に不気味な歯並びが浮かぶ。

　卑ひ劣れつな不意打ちで『血眼』に毒を注入し、せっかく叶いかけた『吸血姫』の夢を台無しにし、そのすべてを嘲あざ笑わらう怨おん敵てき……。

『妖魔こうもり』と名乗った、黒くろ塗ぬりの少女だ。

　全身を、つるりとした黒くろ革かわで覆おおっている。身体からだ中を緊きん縛ばくされたような、異様で背徳的な見み栄ばえだ。その姿は闇のなかでとろけ、視し認にんしにくい。頭部に描えがかれた歯並びのみが白く、浮きあがって見える。

　手にしていた日本刀は『血眼』に突き刺さし手放しており、丸腰まるごしに見えるが、油断はならない。不意打ちだったとはいえ、『血眼』を倒した手管は、尋じん常じようの使い手ではない。

　何より、禍まが々まがしいその雰ふん囲い気き……。『血祭』の本能が、警けい鐘しようを鳴らす。先ほどから何度も突っかかっているが、器用に避よけられている。ほとんど人間離ばなれした身体能力だ。傷つき、疲つかれ果てた『血祭』には相打ちにもっていくのも難しい。

　だが、この女だけは。この手で苦しめて殺さなくては、我が慢まんがならない。その怨うらみだけで、『血祭』は立っていた。

　だが、動けない。倒幕派が遠巻きに、自分たちを取り囲んでいる。弓矢で狙いをつけているものもいる。自分が倒れ、あるいは迂う闊かつに動けば、その悪意と凶きよう器きは背後の無防備な『吸血姫』を狙う。

　自分が最後の壁かべだ。

　本丸を抜かれたら、国が終わる。

『吸血姫』が、尊い少女が夢見た平和な国が、理想が、消えてなくなる。

　それだけは、嫌いやだった。

　だから『血祭』は死力を振り絞しぼり、一秒でも長く立っていようと決めた。覚かく悟ごをこめて、『妖魔』に青竜刀を向ける。

『妖魔』も困ったように肩かたをすくめて、臨戦態勢になる。

　一いつ触しよく即そく発はつの、緊きん張ちよう感かんのなか。

「そうよ」

　不意に、闇を、絶望を切り裂さく鮮せん烈れつな声が響いた。

「この子たちは……『血祭』と『血眼』は、前時代的な盗とう賊ぞくだったの。そして前時代的な義ぎ賊ぞくとなり、前時代的な英雄になるのよ」

　声は、『血祭』の背後から響いた。

「そんな子たちが新時代をつくるの。どう、愉ゆ快かい痛快でしょう？」

　意味のわからぬその発言の主は誰なのか、考えるまでもなかった。
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『血祭』は、全身の血が沸わき立つような昂こう揚ようをおぼえた。

　朝あさ陽ひがさしこみ、世界がぬくもりを取り戻もどしたみたいだった。

　振り向きたかったが、その必要はなかった。必死で踏ふん張って立っていた『血祭』の横に、ちょこんと、仁に王おう立だちで踏ふんぞり返った愛らしいお姫さまがいた。

　彼岸花色の髪を、華か麗れいに揺ゆらして。

　頰ほおにこびりついた涙のあとを、手の甲こうで拭ぬぐって。

　餓が鬼き大将のように。

「姫さま」

『血祭』は、愕がく然ぜんとする。そんなところに立っていたら、危ない。せめて、自分の後ろにいてほしい。この肉のぜんぶが刮こそぎ落とされて消えてなくなるまでは、意地でも命を保ち、武器を振ふるって守ってあげるから。

　そう言いたかったけれど。

　見み惚ほれてしまった。

　堂々と、『吸血姫』は敵を見み据すえ、世界を見み渡わたし、立っている。最初に出会ったころは片手で抱かかえられるほどちいさかったのに、おおきく見える。爪つま先さき立だちで胸を張り、偉えらそうに突つっ張ぱっているからだけではない。

『吸血姫』は、何がきっかけだったのか、短い間に一回りも成長したようだった。先ほど、空を貫つらぬいた輝かがやきを見て、何かを叫さけんでいたようだったけれど。

　その輝きに、希望を見たのか。

　ちからを得たのか。

『吸血姫』は、まだ夢を諦めていない。

　主が諦めていないなら、自分が膝を屈くつするわけにはいかない。そう思って、青竜刀を構える『血祭』の横で、まだ動くものがあった。

「あんた、あたしの武器を勝手に使わないでよ。あんた武器の扱あつかいぞんざいなんだから、すぐ壊こわすでしょ。暗器使いにとっては、武器は消しよう耗もう品なのかもしれないけど」

　その声に、『血祭』は思考を失った。何もわからぬうちに己は死んで、天国にでも足を踏み入れたのだろうか？

　恐おそる恐る見ると、すぐ真横に、自身の鏡映しのように顔立ちのよく似た双子の姉が立っていた。『吸血姫』を真似まねするように、腕うで組ぐみをして。

『血眼』だ。

　でも、そんなわけがなかった。彼女は死にかけていた。奇き跡せきでも起きないかぎり、その死は不可逆で止められるわけがなかった。なのに彼女は元気に、豪ごう快かいに、笑ってすらいた。

「そんな顔しないの」

『血眼』は子供のころのように、『血祭』の頭を抱き寄せてぐりぐりと胸むな元もとに押しつけた。

「あんたは、いつでも笑ってなくちゃ」

「お姉ちゃん」

『血祭』はなぜだか泣けてきて、涙を零こぼした。論理的には理解できなかったが、歴戦の経験で、すべてを察していた。

　この事態の意味が、本能的にわかってしまった。

「きひ」

　それは目の前の怨敵、『妖魔』も同じだったらしい。先ほどから無意味に鳴らしていた耳障りな手拍子を、おおきくする。そして腹を抱えて、文字どおり笑い転げた。

「き！　きひひ！　ひひひひ！　きききき！」

　たっぷり笑いすぎて、息苦しくなったのか喘あえいでから。

『妖魔』は、挑ちよう発はつ的に飛び跳はねた。

「なるほど！　お見み逸それしました！　天皇家は代々、ありとあらゆる異能力を模も倣ほうし再現する、規格外の異能力の持ち主！」

　的確に、奇跡の種明かしをする。

「その異能力を用いたわけですな？　たしか血液を接種することで、異能力を吸収し再現する仕組みだったはず！　血液！　あぁ、これはわたくし『うっかり』ですな！」

　また笑いがこみあげてきたのか、身をよじって奇き声せいを発する。

「わたくしが用意した『蠍姫』さまの毒は、『蠍姫』さまの血液でした！　その血液を飲むなどして取りこみ、模倣し、再現した！　そういう理り屈くつでしょう？」

「そうよ」

　どうだ、と言わんばかりに『吸血姫』はさらに胸を張った。仰のけ反りすぎて、引っくりかえってしまいそうだ。

「あらゆるものを砂にする、そういう異能力のようね。あたくし様は『血眼』に突き刺さった日本刀に、残留していた毒＝『蠍姫』の血液を経口接種し、取りこんで再現したの」

　口元を拭って、痛ましい笑えみを浮かべた。

「異能力の再現には慣れが必要だけど、あたくし様は天才だから、『血眼』の体内を砂に変えていた異能力を停止させるぐらいはできたわ。あとは、すでに再現できる、さくらなどにも用いた治ち癒ゆの異能力で回復──という感じよ。どうにか動ける程度にはなったわ、これでまだ戦える、立っていられる」

「あひ！　ひひ！　きききき……！　馬鹿と天才は紙一ひと重えといいますが、天才級の馬鹿ですな！　あぁ失礼、口が過ぎました！　でも、他ほかに表現の仕様がありませんな！」

『妖魔』が目元を擦こするような仕草をした。頭部もすっぽりと黒くろ革かわで覆われているので判然としないが、きっと笑いすぎて涙がでてきたのだ。

「わたくしは、最初からそこの図ずう体たいのでかい女ではなく『吸血姫』さま、あなたを狙ねらった！　部下の献けん身しんでその死地から脱だつしたのに、自ら毒を口に含ふくんでくれるとはね！」

　また手を打ち鳴らし、跳ねて、頭上の木の枝に逆さまにぶらさがる。

「砂に変じるのを停止させる、停止！　そう、できるのは停止まで！　砂にしてしまったものは、『蠍姫』さま本人でも元には戻せません！　割れた卵は王さまにもお姫さまにも、元には戻せない！」

　甲かん高だかい声で、『妖魔』は『吸血姫』の気高い選せん択たくをせせら笑った。

「治癒の異能力で回復させたとはいえ、その女の身体のなかみはぐちゃぐちゃ！　戦える体調ではない、砂の詰つまった肉袋ぶくろ！　もちろんそれは『吸血姫』さま！　あなたも同じ！」

　高貴な身分の『吸血姫』に、指をさす不敬を働いて。

『妖魔』は絶望的な事実を、断じた。

「毒を口に含み、その体内は砂に変じ冒おかされているはず！　能力を再現し砂化を停止するまでの間に、あなたの肉は食い破られ砂になっている！　なまぬるい毒じゃないんですよ、我ら『蟲むし兵へい』筆頭『蠍姫』さまの体液は！」

　己おのれの肌はだを覆った黒革を撫なでて、『妖魔』は高らかに勝利宣言するみたいに、言い放った。

「そして知っていますよ、天皇家の異能力は行使するごとに身体を激変させるため、肉体を癌がん化かさせる！　強大な異能力であればあるほど！　『蠍姫』さまの異能力を再現し、また治ち療りようの異能力を行使して、致ち死し量！　砂と癌に蝕むしばまれ、あなたの余命は幾いくばくか？」

　手を叩たたき、囃はやし立てる。

　実際、『妖魔』にとっては笑うしかない事態なのだろう。勇ましく立つ三人だが、その実際は死にかけの案山子かかしが並んでいるだけだ。

　そよ風が吹ふけば倒たおれる。それで、すべてが終わる。

「いやぁ、ありがたい！　これで任務達成です！　馬ば鹿かだ馬鹿だとは聞いていましたけど、ここまで後先考えない馬鹿とはね！」

　嘲ちよう笑しようは止まらず、闇やみ夜よに『妖魔』の笑い声のみが反はん響きようしている。

「部下を見殺しにし、残るちからのすべてを振ふり絞ってこの場から脱するのが最善策だったのに！　最適解を自ら放ほう棄きし、死を選ぶとは！　さすが、臣下だった将軍家に全権を奪うばわれながら、のほほんときれいなお人形として飾かざられつづけてきた一族！　お利口さんの、お馬鹿さん！　ききききき……♪」

「何がおかしいのよ」

『吸血姫』が、まったく動じずに言った。

　挑発的な言動のすべてを跳ねかえす、偉そうな姿勢のまま。

「大事なひとに死んでほしくない、みんなに笑顔でいてほしい、世界は平和であるほうがいい、未来には希望があるほうがいい！　そう祈いのるのが、願って行動するのが、何がおかしいのかって聞いてるのよ！」

　怒ど声せいに、『妖魔』が「びくっ」として押し黙だまった。

　世界に──『吸血姫』の声が、理想が浸しん透とうしていく。

　それは、いかにも子供らしい綺き麗れい事だ。大人になれば、忘れてしまう、あるいは諦あきらめてしまうきらきらと輝く宝物のような、がらくただ。でも、『吸血姫』はそれを大事にし、磨みがきあげ、得意満面で掲げる。

　そのために、命を尽つくしてきた。

　この国のお姫さまは、地じ獄ごくのような世界の真ん中で。

　ひとりでも、愛を叫んだ。寄り添そう双ふた子ごに左右から支えられ、かろうじて立っている満まん身しん創そう痍いでも。純じゆん粋すいな決意で、前を見据えていた。

『吸血姫』は、悪意そのもののような『妖魔』に指を突きつける。

　傲ごう慢まんに。子供っぽく。けれど、正々堂々と。

「必ず最後に愛は勝つのよ！　夢と信念で世界は回るのよ！　正義と理想で人間は生きるのよ！　さくらがそれを教えてくれたの、今が日本の夜明けなのよ！　希望の朝陽が昇のぼる瞬しゆん間かんに立ち会えたことを光栄に思うがいいわ、下げ郎ろう！」

　何もできない無力な子供じみた見た目で、けれど世界の中心のように、物語の主人公のように、『吸血姫』は言い放った。

「あたくし様の道行きを邪じや魔まするなら、蹴けっ飛ばしてやるわ！　道をあけい、控ひかえおろう！　頭ずが高いわよ、腹が立つわ！」

　胸を張ったまま、誇ほこり高く不敵に。

「あたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのよ！　今はただのみじめな小こ娘むすめ、人呼んで『吸血姫』さま！　けれど、いつか必ず、あたくし様はそうなるの！　あたくし様を信じてくれたみんなのために！　あたくし様を支えて導いてくれた、すべての理想と愛のために！」

　彼岸花色の髪かみが逆立ち、わずかに覗のぞいた朝あさ陽ひを透とう過かして輝いた。

　燃え盛っているような少女は、『吸血姫』は宣言した。

「何度でも言うわ、今が日本の夜明けなのよ！　夜明けを邪魔することは、運命を遮さえぎることは、誰だれにもできない！　絶対に、あたくし様がゆるさない！」

　その声に、気き迫はくに導かれるように、太陽がわずかに顔を覗かせる。

　陰いん鬱うつな夜が終わり、希望が花はな咲さく前兆のような曙しよ光こうだった。
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　むかし、この国に歴史のおおきな節目となる──日本史上、類を見ない大規模な戦いくさがあった。関ヶ原の合戦、と呼ばれる天下分け目の闘とう争そうである。

　現在も『妖魔』と呼ばれる少女は、その時分にすら時代錯さく誤ご、無用の長物といわれていた忍しのびの末まつ裔えいであった。諜ちよう報ほう活動、特とく殊しゆ作戦などを遂すい行こうする技能者の一族である。敵国に侵しん入にゆうし、機密情報を持ち帰り、また要人を暗殺する。そのために鍛きたえられ育てられた。

　人間らしい名前も与えられず、ただ闇やみ夜よを飛び交かう獣けものとも鳥ともつかぬ生き物──『妖魔』などという認コー識ドネ名ームを受け継つぎ、役に立つかもわからぬ技能を習得するため日夜、忍びの里で修しゆ行ぎようの日々をつづけていた。

　だが、『妖魔』は生まれてくるのが遅おそすぎた。その時分、現代から数えると四百年も前だ──関ヶ原の合戦が行われた際には、すでに歴史の趨すう勢せいは決定していた。天下は自らを征せい夷い大たい将しよう軍ぐんと名乗った豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの手中にあり、必死にそれに抵てい抗こうしていた徳とく川がわ家いえ康やすもまた病びよう魔まに冒おかされ、次々と身内に裏切られ、搦めとられて関ヶ原で没ぼつした。

『妖魔』の一族は、その両者が天下を競う以前に織お田だ信のぶ長ながによって弾だん圧あつされ、駆く逐ちくされた忍びの一族のごくわずかな生き残りであった。その特殊技能を捨て去るに惜おしいと判断した家康によって保護されていたが、ほとんど役に立てなかった。

　豊臣秀吉という存在は、それほど逸いつ脱だつし、超ちよう越えつしていた。彼は、未来が見えるのではないかと噂うわさされていた。主君であった織田信長が暗殺された直後、まるでそれをあらかじめ知っていたかのように誰よりも先んじて動き、主君の仇かたきを討うち、大義名分を得た。その後も、まるで周囲のすべてを、歴史の流れを見ているみたいに、最適な判断と行動をして天下を己おのれの手中に収めたのだ。

　異能者。

　その不可思議な、未来予知じみた手しゆ腕わんと策略の内実は、誰も知らぬ。もしかしたら、ただの頭と運がよいだけの男であったのかもしれない。運命に愛され、また明めい晰せきな頭脳をもち、歴史の流れを読みとり、機会と都合に恵まれただけ……。

　だが、もしかＩしたらＦ──大陸に興味を示し、諸外国と積極的に関かかわり、舶はく来らいの品々を愛めでた秀吉は、異国からもたらされた技術により、あるいは汚お染せんされた品物により、この国で誰よりも早く異能力に目覚めた存在ではなかったか。

　ただの足軽、雑ぞう兵ひようであった男が、成りあがっていった──そこまでは、秀吉という男の実力であろう。だが、その後はあまりにもとんとん拍びよう子しすぎた。運がよかっただけではあるまい。彼には未来が見えていたのだ。あるいは、歴史の流れが。

　舶来の品により遺伝子が改変され、異能力に目覚め、未来予知をしていたとしか思えない。すくなくとも、『妖魔』の一族はそう推察した。

　諜報活動などを繰くりかえし、情報を集めやすい立場にあった『妖魔』の一族は、その時代には禁きん忌きではなかったし、異国の知識もある程度は把は握あくしていた。その異国からもたらされた、未来の出来事を記述したとされる歴史書には──秀吉が関ヶ原で勝利するどころか、その日まで生き延びるなんて事実すら書かれてはいなかった。

　それより前に病に没し、その末裔は無む惨ざんに歴史から取り除かれ、天下は徳川家康のものになるはずであったという。異国の、歴史の流れを読んでいたと自称する異能力者は、ただの妄もう言げんかもしれないが──そう予言していた。

　同じく秀吉が歴史の流れを見ていた、未来を予知していたならば。権威を名声を、愛した部下などの身内のもの、妻や子を──家族を、己が手にしたものすべてを奪うばわれ失うのだと知った秀吉は、考えてしまったのではないか。

　もしもＩＦ。

　もしも。もしも。もしも己が死ぬべきときに死なず、己の仲間たちが負けるべきときに負けず、関ヶ原の合戦で勝利していれば──。

　それは、常人には想像もできぬ強烈な誘ゆう惑わくであっただろう。実際、ひとよりも貪どん欲よくであったといわれる秀吉は、その魅力的なもしもＩＦに抗あらがえなかった。彼は死ぬべきときに死なず、負けるべきときに負けず、危険な選せん択たく肢しを選ばず、己にとって都合のいい未来を摑つかみとるため卑ひ怯きようにも──強ごう欲よくにも、己に都合のいい未来を選びつづけた。

　といっても、いかに秀吉が権力者といえども、個人のちからには限界がある。歴史には本来の流れに戻もどろうとする、強制力があるという。秀吉が、その子孫がすべて失い、一族郎ろう党とうが血の海に沈しずむ未来は、どう足あ搔がいても回かい避ひできなかったのだ。

　だから秀吉は異国から得た技術、『時空間爆ばく弾だん』を投下した。己と子孫の最大の敵となる徳川家康をはじめとした敵勢力をいちどに撃げき滅めつし、また時空を歪ゆがめるその兵器によって歴史をおおきく撓たわませるために。

『時空間爆弾』の投下と爆ばく発はつによって、歴史の流れは決定的に、致ち命めい的に歪められた。その後は、文字どおり秀吉の天下であった。彼は四百年の泰たい平へいを築きずく豊臣幕府の初代となり、栄えい華がを誇ほこった。己の子孫に、この国の支配者という盤ばん石じやくな地位と繁はん栄えいを贈おくった。

　だが秀吉は異能者だったかもしれないが、不死身ではなかった。すでに老ろう齢れいであった彼は『時空間爆弾』の副産物として発生した凍てインセついクト・た霧ケージを突とつ破ぱできず、大陸への──つまり異国への侵しん攻こうに成果を得られぬまま、老ろう衰すいと病魔によって没した。

　歴史を歪める『時空間爆弾』などの技術は、異国からもたらされた。秀吉は己の都合のよいように歪めた歴史を元通りにされるのを、恐れたのであろう。そのために大陸に侵攻し、異国すら支配し掌しよう握あくし、この世のすべてを己の都合のよい歴史に従わせようとした。

　だが、彼の夢見た栄華と幸福は、凍てインセついクト・た霧ケージによってこの国の内部のみに止とどめられてしまった。それが、彼の限界であったのだろう。個人のちからの、定められた命をもつ人間の夢が覆おおい尽つくせる、規定された相応の範はん囲いだったのであろう。

　未来を予知していたような秀吉は、たぶんそれを理解していた。ゆえに鎖さ国こく政策をとり、異国と関わらぬように努めた。歪めた歴史を元通りにされないように。生きている間に、大衆を無力化し、幕府に権力を集中させ、せめて己の夢が覆い尽くしたこの国のなかでだけでも──繁栄を、彼の愛した子孫たちに遺のこした。

　実際、その夢は、愛は、四百年の長きに亘って彼の子孫に咲さき誇るような栄華を与えた。時が経たち、凍てインセついクト・た霧ケージが薄うすれゆき、『黒船』などの異国の船せん舶ぱくが迷いこむようになるまでは。彼は本来の歴史ならば考えられぬほどの長きに渡って、己の子供たちに幸せを、地位と権力を、泰平を与あたえたのだった。

　ひとりの男の夢によって歪められ、愛によって守られた四百年の泰平──けれどその夢は、醒さめようとしている。長い歴史を経て歴史の歪みは徐じよ々じよに矯きよう正せいされ、『時空間爆弾』による汚染も浄じよう化かされ、凍てインセついクト・た霧ケージも薄れてきている。

　そして歴史の節目が、再び訪おとずれようとしている。

『妖魔』はそれを実感している。否いな、『妖魔』の体内を貪むさぼり尽くし蠢うごめく無数の蠅はえたちが──『蠅べるぜ王ぶる』の端たん末まつが、声高にそう主張している。
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『妖魔』は、これでも四百年は生きている。動く屍し体たいである『蟲兵』に、生きる、という表現が適切かどうかはともかく──すくなくとも、それだけの時間を活動している。

『蟲兵』のなかでも『蠍姫』に次いでの年長者で、『蟲兵』次席の地位をもつ。『蠍姫』との出会いも四百年前、関ヶ原の合戦であった。

　その当時、幼かった『妖魔』は一族のものたちのすべてが天下分け目の決戦に赴おもむき──主君たる徳川家康のために命を捧ささげるなか、未熟ゆえにと忍びの里に残されてしまった。その才能は評価され、本人も技ぎ倆りように自負をもっていたが、忍びの掟おきては絶対である。あるいは、情報収集に長たけた忍びの一族のものたちは家康の負け戦を見み越こしており、己らの血を残すために幼い『妖魔』を引きつれていかなかったのかもしれぬ。

　だが、『妖魔』は高こう慢まんで、向こう見ずな少女だった。我が慢まんできずに一族のものたちを追い、己も鍛えあげた技術を試ためすため、実力を証明するために戦おうとして遅おくれ馳はせた。

　だが間にあわず、関ヶ原に投下された『時空間爆弾』によって戦はあっさりと終わってしまった。その爆発の直ちよく撃げきこそ受けなかったものの、余波だけでも『妖魔』は全身が被爆し、汚染され、遺伝子が歪み、異能力に目覚めた。直撃を受けた一族のものたちが蒸発し全ぜん滅めつするなか、やや遅れて現場に辿たどりついた『妖魔』のみが生き延び、爆弾によって抉えぐり抜ぬかれた荒野となった関ヶ原に辿りついた。

　そこには、生きて動いているものは何もいなかった。かたちすら残っていなかった。渺びよう茫ぼうとした砂さ漠ばくであった。遠く離れた位置で爆弾の余波のみを受けた『妖魔』は、動くことはできたが、それでも遺伝子が歪み軋きしむ肉体と高熱にたいそう苦しんだ。

　仲間の姿を捜さがし、けれどどこにも生き残りはいなかった。関ヶ原に動員されたすべてのものが死に絶えていた。その周囲の住民も、動植物も。

　そこは、死の荒こう野やであった。

　幼かった『妖魔』は父の、兄の、同どう胞ほうたちの名を呼び、歩くうちに疲つかれ果てて倒たおれた。不自然に、たかる屍体もないというのに、飛び交う蠅が無数にいた。それは砂漠の奥から、まるで焼き尽くされた人々の呪じゆ詛そがかたちになったかのように、噴ふん出しゆつしていた。

　それを眺ながめながら、『妖魔』は気絶し──やがて、優やさしく揺ゆり起こされた。

「生き残りがいたのですね。よかった、生きていてよかった。生きていることは、よいことです。絶望も不幸も苦痛も、死ぬことに比べればましです。生きていてよかった」

　誰かの優しい声と、熱い涙なみだが、『妖魔』を賦ふ活かつさせた。

　はっと両目を見開くと、そこに花咲くような笑え顔がおの少女がいた。彼女は、意識を失っていた『妖魔』に膝ひざ枕まくらし、穏おだやかに介かい抱ほうしてくれていた。

『時空間爆弾』によって焼き尽くされた大地、砂漠のなかで、彼女のみが瑞みず々みずしい生命力を主張していた。その頰ほおに、麗うるわしい涙が伝っている。使い捨ての消しよう耗もう品、愛されずただ刃物のように鍛えられていた『妖魔』にとって、それは初めて触ふれる優しい感情だった。

　ゆえに、戸と惑まどった。

　言葉もだせぬ『妖魔』に、その少女は独り言のように語った。

「生きていることは素す晴ばらしい。あのひとには、甘いと言われるかもしれませんけど。生きているから前を向ける、歩いていける、幸せになるために努力もできる。あたしはそう信じます。だから、生き延びたのでしょう。このような地じ獄ごくにおいても」

　ぼんやりと、その少女の体温を感じて微睡まどろんでいた『妖魔』は、遅まきながらに気づいた。その少女の顔を知っていた。諜ちよう報ほう活動を繰りかえし、各地から情報を集めていた『妖魔』の一族は──忍しのびの一族は、その少女の素す性じようを把握していた。

　その少女は、強欲かつ女好きで知られる豊臣秀吉の数おおくいる妻のひとりであった。老人である秀吉に比べれば、若すぎる妻……。なぜ、こんな死地にいるのか。平和で安全な城中にでも引きこもっていればいいものを。そこは疑問であったが──『妖魔』の一族が仕える家康の怨おん敵てきの、妻。それだけで、『妖魔』にとっては憎にくむべき敵であった。

　刻みこまれた忍びの掟と、仲間を無む慈じ悲ひに爆弾で焼き尽くされた哀かなしみから、『妖魔』は迷わずその少女の命を狙ねらった。

　手を伸のばし、けれど丸腰まるごしだった。だから、首を絞しめようと思ったのだ。だがそのときすでに『時空間爆弾』によって改変されていた『妖魔』の遺伝子は、異能力を紡つむぎあげた。荒あれ地の奥から、黒いものが溢あふれでる。それはこの地で落命した仲間たちの、蒸発しこの世から消え失うせた同胞たちの、影かげであった。影は物質化し、質量をもち、『妖魔』の腕うでに全身に絡からみついた。仇をとってくれ、と懇こん願がんするみたいに。

　その質量をもつ影は刃やいばのかたちとなり、『妖魔』の意のままに動いた。それが『妖魔』の異能力であった。現在も『妖魔』の全身を覆おおった黒いものは、このとき『妖魔』の全身に絡みついた死した同胞たちの影である。

　その影を操る異能力が、この地獄で『妖魔』が新たに得たちからであった。目の前の少女を弑しいするための、唯ゆい一いつの武器であった。それを、本能的に用いた。

　尖とがった影の刃は呆あつ気けなく、優しい少女を貫つらぬいた。だが、少女は死ななかった。腹を胸を、顔面すらも串くし刺ざしにされながら、少女はまだ麗しく微笑ほほえんでいた。

　影には感覚器も備わっていて、ゆえに知覚できた。少女に触れた瞬しゆん間かんに、影は蒸発し消えていた。突つき刺ささっているように見えたが、少女の肌はだに接した瞬間に消えている。防がれた。否、届かなかった。

「これも『時空間爆弾』の弊へい害がい、あるいは副産物でしょう」

　少女は哀しそうに、呆気にとられている『妖魔』に語りかける。

「時空を歪める異国の技術──その汚染によって、あたしたちのもつ可能性のいちぶが肥大化するようです。異能力とは、そういうものです。あのひとは、そう語っていました。その人間のもつ最もおおきな願いが、信念が、感情が、肉体を改変し現実に影えい響きようを及およぼす異能力となる。あなたの異能力は、とても哀しい、憎ぞう悪おと呪詛そのものですね」

　それすら慈いつくしむように、少女は『妖魔』からのびた影を優しく撫なでる。その指先が、癒いやすように、呪のろいの影を剝はく離りさせ砕くだく。崩くずれていく影の凶きよう器き──その破は片へんが飛び散るなかで、少女は切なげに身をよじった。

「暴れないでください。あたしは、あなたの敵ではありません。敵だったとしても、きっと愛してみせましょう。人間はわかりあえます、生きているかぎり。愛しあうことができるはずです、わかりあうことが……。だって人間は、愛と幸せのために生きている」

　それが、彼女の信念で、『時空間爆弾』の影響によって──それは異能力となった。

　こちらの一いつ切さいを拒きよ絶ぜつするように、どんな攻こう撃げきも防ぐ。そのくせ、優しく膝枕をして、頭を撫でてくれる。神仏のように不ふ可か侵しんなその少女を、『妖魔』は恐おそれた。

　異様だった。

　愛と優しさだけでできた少女は、むしろ人間性がまるでなかった。

「あたしの異能力は、猛もう毒どく。すべてを侵しん略りやくし、支配したあのひとの、夢を肯こう定ていするちから。あたしは、あのひとの妻としては幼すぎました。子供もつくれない年ねん齢れいです。だからせめてあのひとの部下として、刃として、戦うためにこの地にきました」

　苦く笑しようして、天を見あげる。爆ばく心しん地を中心に広がった凍てインセついクト・た霧ケージは、空を埋うめ尽くし、陽光すら隠かくしていた。この地は永く陽ひの光も差さぬ、不毛の大地となるであろう。夜よ闇やみのような暗黒のなか、少女は途と方ほうに暮れたようにただ空を仰あおいでいた。

「あのひとが必死で止めるのも、聞かずにね。我が侭ままに。幼いのでしょう、あたしは。心も身体からだも。けれど、あのひとの役に立ちたかった。あのひとを怨うらむひともいるでしょう、敵もおおく、たくさんの血を流し──憎悪を一身に受けている。でも、あのひとは戦国を終わらせました。誰よりも優しかったのです。あたしを愛してくれました。あたしも、あのひとを愛しています。だから、大好きなあのひとの、夢を叶かなえてあげたかった」

　笑顔のまま、少女は愛を叫さけんだ。

　荒野の真ん中で──やはり、独り言のように。

「けれど、間にあいませんでした。あなたと同じように。『時空間爆ばく弾だん』の直撃は受けずに済みましたが、その汚お染せんが全身を蝕むしばんでいます。異国の、奇き妙みようにも時空を歪ゆがめる爆弾は、あたしの身体も改変しました。あたしの夢を、異能力として、この身に宿したのです」

　少女はそっと手を伸ばし、身にまとっていた衣服に触れる。それは瞬しゆん時じに溶けて崩れて、砂となった。ありとあらゆるものを砂にする、猛毒、と少女自身が呼んだ異能力──。

「あのひとの敵を、すべて滅ほろぼすちから。あのひとの夢が叶った、この瞬間の、関ヶ原に渦うず巻まく砂漠のようなものに、あらゆるものを変じさせるちから。このちからで、あたしはあのひとの夢を維い持じしましょう。守り、支えて肯定しましょう。ずっとずっと、この命あるかぎり。生きているかぎり、この胸に愛があるかぎり。世界中の誰だれもが、それを否定しても。あたしだけは、あのひとの夢を否定しない。愛し、肯定し、守りつづけましょう」

　全世界に宣戦布告するみたいに、少女はそう言い放った。

　哀しそうに、項うな垂だれて。

「この身には猛毒が渦巻いています。あのひとの敵を滅ぼすだけの存在に、なってしまった。あたしが望んでいたとおりに。そういう異能力になってしまった──あらゆる病苦も、憎悪も、攻撃も、あたしの身に宿した猛毒が駆く除じよする。死ぬことはないでしょう、寿じゆ命みようや老ろう衰すいすらも、無力化し、砂にして、あたしはもしかしたら永遠に生きるのかも」

　膝枕した『妖魔』に、懺ざん悔げするみたいに。

　やはり、独白するみたいに。

「あのひとの子供も、産めない。こんな毒の女に、触れてしまえば、誰もが死んでしまう。あのひとだって。老化しないなら、大人にもなれない。子供ができない、あたしはあのひとの子供を産めない。ひとつの願いを叶えてしまって、もうひとつの願いを永遠に失いました。悪あく魔まと取り引きしたみたいに。でもそれが、あたしの選んだ人生！」

　少女は、悲ひ嘆たんに暮れてから──けれど、それでも幸せそうな笑えみを浮うかべた。

「だからせめて、あたしはあのひとの国を、子孫を、夢を見守りましょう。おおくの女に愛されたあのひとは、きっと子孫をたくさん残す。あたしが産めなくても、他ほかの女が……。その子供らを、陰かげながら見守りましょう。この国を、あのひとのつくった幕府を、支えましょう。せめて、あのひとの夢を汚けがし、覆くつがえそうとする敵を、始末しましょう。あたしは毒の女でいい。猛毒の血を流し、けれど笑顔で幸せに、あのひとの夢のなかで──永遠に、どこまでもいつまでも、生きていく！」

　叫ぶと、少女はふらりと立ちあがる。そして慎重に、おそらく触れることで毒に冒おかさないように気を遣つかいながら、『妖魔』に手を差しのべた。立たせて、ともに歩かせた。荒野のなかで、ふたり並んで立つ。

　また空を見あげて。

　そこに渦巻く暗黒を、少女は愛いとおしそうに眺める。

「ずっと暗くら闇やみでもいい！　夜が明けなくてもいい、朝陽が差しこまなくてもいい！　夢を見つづけていたい！　あのひとの夢を！　あたしは、夜に蠢うごめき、あのひとの敵を殺すだけの蠍さそりでいい！」

　荒野のなかに、愛の言葉だけが響ひびいていた。

　後に秀吉が全国から厳選した美女・美少女のみを集めた愛の巣ハーレムにて──この毒の少女は『蠍姫』の名で恐れられ、秀吉の敵を殺しに殺し、初代の刑けい罰ばつ執しつ行こう人となった。常に本妻である序列一位の地位からは一歩引き、側室である第三位に位置していた。

　彼女は秀吉の死とともに歴史の闇のなかに姿を消し、彼女の地位を受け継ついだ刑罰執行人を陰から補ほ佐さしつづけた。やがて『大奥』と呼ばれたその愛の巣ハーレムの方針に逆らえば死ぬ、秀吉の夢に反すれば死ぬ、そういうたぐいの伝説となった。

　秀吉はおおくの子を生なし、以降、四百年もつづく豊臣幕府の基き盤ばんをつくった。彼は無数の女を愛したが、『蠍姫』は何度呼ばれても秀吉の寝ね床どこには近づかず、子供を残すこともなかった。己の毒が、愛する男の命を奪うばうことを恐れて、身を引いたのだろう。

　だが病びよう魔まと老衰によって死の床とこについた秀吉は、他の誰でもなく、『蠍姫』のみを招いた。死の寸前に、秀吉は『蠍姫』のみを、己おのれの夢を誰よりも肯定した彼女のみを呼び──辞世の句を遺のこしたという。その内容は、『蠍姫』しか知らない。

　伝説となった女は、愛と、遺された言葉のみを抱えて。

　今もなお、『大奥』の闇に潜ひそみ、その敵対者を猛毒によって殺しつづけている。人知れずひっそりと。けれど確実に、今も愛のため夢のために生きている。




　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




　伝説の時代は終わり、関ヶ原も遠い日の幻げん影えい、残ざん滓しとなった現代──今まさに、歴史はうねりをあげている。凍てインセついクト・た霧ケージは薄うすれ、歴史の強制力は時空を元の流れに戻もどそうとし、確実にかつてひとりの男が夢見たこのもしもＩＦの時代は、在りかたを変じさせようとしている。あるいは、元の流れに戻ろうとしている。

　秀吉が志し半ばで果て、その子孫が一族郎ろう党とう殺しに殺され、血の海に沈しずんだ忌いまわしい歴史に。関ヶ原で、秀吉が否定し、『蠍姫』が必死に抗あらがいつづけてきた強制力が、この歴史を揺り戻そうとしている。いつまでも夜なわけがない。夢は見つづけられない。朝あさ陽ひはどうしても差しこんでくる。

　それを押し止めることは、誰にもできない。

　もう、当時を知るものは『蠍姫』と、己のみだ。『妖魔』は、『蠍姫』とちがって不死ではない。そこまでの異能力では、信念ではなかった。荒こう野やで『蠍姫』に拾われ、その側近として育てられ仕えたが、長い時間のなかで落命した。

『蠍姫』には感謝している。恩義もある。家族だと思っている。だが、『妖魔』のなかには忍びの里で刻みこまれた掟おきてと、宿命がある。この全身には今もなお、関ヶ原で無念のうちに果てた同どう胞ほうたちの呪じゆ詛そそのものがまとわりついている。怒いかりと憎しみによってつくられた影が絡みつき、緊きん縛ばくし、囁ささやきかけてくる。

　怨おん敵てきを、秀吉を、その一族を殺せ。復ふく讐しゆうしろ。仇かたきを取ってくれ。こんな歴史はまちがっている。歪んでいる。おかしい。正すべきだ。元通りにするべきだ。卑ひ怯きようにも、反則を用いて、歴史を、運命を歪めた秀吉の一族に天てん誅ちゆうを──。

『妖魔』は忍びだ。諜報活動と、潜入工作を信条とする。『蠍姫』に拾われ、その側近として侍はべりながらも、常にいつでも裏切れるように心がけていた。あくまで『妖魔』の主君は徳川家であり、豊臣幕府は憎むべき敵であり、同胞たちの仇であった。

　その叛はん意いを知られぬように、努めて従順に振ふる舞まい、立ち回ってきた。四百年もの間、恐ろしい『蠍姫』のそばで──忍びの掟に従い、使命のために尽じん力りよくしてきた『妖魔』は、あるいは忍びの模も範はんであったかもしれない。

　この現代で唯一、正しく忍びの極ごく意いを身につけ、それに殉じゆんじてきた練達であった。『妖魔』もまた、四百年間、歴史の裏で蠢いていた『蠍姫』のさらに裏で、後ろ側がわで、彼女だけにしか理解できない戦いをつづけてきたのだ。

　本心を明かさず、叛意を気取られぬよう、演技をし気を遣い『蠍姫』の尻尾しつぽを踏ふまぬよう──注意深く役目を全まつとうしつづけてきた。死した同胞たちのために。忍しのびとして生まれた己の使命を果たすために。憎き怨敵たる豊臣幕府のなか、闇のなか、夢のなかで飛びまわってきた。意に反した仕事もし、血に染まり見苦しく足あ搔がきながらも。

『蠍姫』は疑り深く、聡さとく注意深く、賢けん明めいであった。『妖魔』の叛意も、もしかしたら察していたかもしれない。だが、彼女はいつでも背中から刺せるように注意をこらしながらも、『妖魔』を重用してくれていた。『妖魔』が寿命で、死するその瞬間までずっと。

　もしかしたら、愛してくれていたのかもしれない。

　荒野で拾った『妖魔』を、子供をつくれぬ『蠍姫』は、まるで自分の娘むすめのように思って──。その愛情すら、『妖魔』は裏切りつづけていた。この泰平の世に、どんな価値があるかもわからぬ忍びの掟に、同胞たちの呪詛に縛いましめられて。

　何もかも忘れ、母上、とでも呼び、抱きつき甘えて愛しあえばどれだけ楽だったか。だが、『妖魔』にはできなかった。呪詛が影となり、『妖魔』を覆おおい隠している。寿命で命を落とし、心を失い、その屍し骸がいに蠅はえがたかってからはさらに──。

　蠅。

　そう、蠅が問題であった。

『蠅王』という存在は、いつの間にか『大奥』に存在していた。

　その素す性じようは誰も知らぬ。だが、気がつけばどこからか入りこむ蠅そのもののように、『大奥』の内部を飛び交かっていた。あの関ヶ原でも見かけた蠅だ。それは幕府や『大奥』に逆らい、刑罰執行人だった『蠍姫』に始末された少女の屍骸などに、入りこみ、増殖し、いつしか手がつけられぬほどに蔓延はびこっていた。

　蠅は、最初は何のために行動しているのかわからなかった。自じ我がはなかった。心も、意志もないように思えた。ただ自動的に、幕府への叛意をもつもののなかに潜み、卵を産みつけ繁はん殖しよくし、広がっていった。病魔のように。悪夢のように。

　やがて数が増え、集まった蠅は集合知によって心を芽生えさせ、『蠅王』と名乗り堂々と『大奥』に入ってきた。蠅が取り憑ついた『大奥』の生徒や、幕府の従業員、ときには将軍すら操あやつって、その地位を得たのだ。

　それらの蠅は、『蠅王』は──悪意ある蠅の群れは、ひとつの意志を示していた。『大奥』に属しながらも、あきらかに幕府に盾たて突ついている。歴史の流れを逆行させ、民たみや天皇家や、諸大名を動かし、幕府を転てん覆ぷくさせようとしているようであった。

　これは推測だが、この蠅は──『蠅王』は、歴史の強制力そのものではないか。『蠍姫』が、忌いま々いましそうにそのような推論を述べていたことがある。

　豊臣幕府の初代秀吉によって、歴史は歪められた。豊臣の一族にとって都合がいい方向に。だが、『時空間爆弾』によって強引にねじ曲げられた歴史は、長い時間を経て元に戻ろうとしている。本来の、おおきな流れのなかに。

『蠅王』はどう考えても、そのために行動しているように見えるのだ。無数の蠅の集合体である彼女に、どこまで目的意識とか──心が、野望があるのかはわからないが。彼女はそのために活動し、策を巡めぐらせ、手て駒ごまを動かし暗あん躍やくしているように観測できた。

　現在も、倒とう幕ばくの気運を高め、幕府を転覆させようとしている。それは、やや歪いびつなかたちながらも、本来の歴史どおりの進行であるという。未来予知じみた異能力をもっていた、と推測される初代秀吉のそばにいた『蠍姫』は、それを聞いたことがあるらしい。

　長い泰たい平へいを築きずいた支配者たる幕府は、倒幕の気運によって打だ倒とうされ、民衆は自意識を高め異国にも目を向け──革命じみた歴史の節目を迎むかえる。民は天皇家を中心とした新政権を建て、開国し、諸外国と渡わたりあうようになる。国はいちぶの支配者のものではなく、愛国心ある民のものとなり、ひとりひとりの人間が、自分の国という意識をもち、そのおおきなうねりが国を、世界を動かしていく。

　そんな、おおきな流れに、歪んだ歴史を戻そうとしているかのようだった。

　観測するに、『蠅王』は、そのように動いているように見えるのだそうだ。これは『蠍姫』の推測であり、『蠅王』自身がそう語っていたわけではない。

　だが、たしかにそう見える。

『蠅王』は歴史を裏から操り、その本来のおおきな流れに戻そうとしている。『黒船』勢力に属しながら叛はん逆ぎやくし、『黒船』旗き艦かん『黒曜石』を第二の『時空間爆ばく弾だん』として爆ばく発はつさせ歴史を本来の動きに戻そうとした『モモ』と、手を組み、協同していたのもそのためであろう。『モモ』は失敗したが、その目的が果たされれば、同時に『蠅王』もその野望を満たせる。ゆえに、利害が一いつ致ちしていた両者は協調し動いていたのだ。

『大奥』に属するものとしては不自然な、『蠅王』の行動……。そのすべての欠片かけらを繫つなぐ一本の線として、歴史を本来の流れに戻そうとしている、という目的意識を当てはめればぴたりと嵌はまる。それが、まさしく『蠅王』の野望なのか。

　集合的無意識の産物のような、蠅の群れ。無数の屍骸から生じた、無念のまま歪んだ歴史のなか果てたものたちの怨えん嗟さの声、あるいは大自然が、この世界が、生みだしたような『蠅王』……。『蠅王』は、歴史を本来の流れに戻そうとしている。

　そんな野望を達成して、『蠅王』に何の得があるのかはわからない。本人も自覚していないのかもしれない。ただ本能で、集合知により、運命に導かれるようにして──『蠅王』は動いているのだろうか。あるいは、本人が何度か『冥ほと土鳥とぎす』の名前をもつ端たん末まつを操り語っていたとおり、富国強兵、夢を見て時間が停止しているようなこの国を強くして諸外国とも渡りあえるように育てるつもりなのか？

　ともあれ『妖魔』にとっても、それは実際、応援するべきことだ。忍びとしての主君、本来は勝利していたはずの徳川家は『時空間爆弾』という反則的な方法で一敗地にまみれ、歴史は歪んだ。それを是ぜ正せいすることは、最高のご奉ほう公こうではないか。

『蠍姫』は決して納なつ得とくしないだろうが、『妖魔』にとってそれは、命を賭かけるのに不足ない野望であった。方向性であった。協同し、ゆえにこそより早く確実に蠅に蝕むしばまれた。『蠅王』の手足となり、端末となり、自ら望んで動くようになってしまった。

『蠅王』は当たり前のように幕府に叛逆しつづけ、歪んだ歴史を是正しようとしているようだった。だが当然、『蠍姫』はその存在をゆるさない。彼女の愛した初代秀吉の築いた幕府を蝕む害悪と、四百年もの間ずっと──何度も何度も、熾烈な闘とう争そうを繰くりひろげた。

　だが、『蠍姫』は敗れた。

　きっかけは『妖魔』だ。『妖魔』は常人としては長生きであったが、それでも寿じゆ命みようはあった。落命し、その屍骸に蠅が入りこんだ。全身を貪むさぼり食われ、蠅の苗なえ床どことされ、つまり『蠅王』の端末とされた。

　それに気づきながらも、『蠍姫』は『妖魔』を始末するのを躊躇ためらった。やはり、愛してくれていたのかもしれない。『蠅王』の支配下に置かれた『妖魔』は、まるでそうして『蠍姫』の隙すきをつくために生かされたみたいに活用され、『蠍姫』を討うった。

　抱だきしめて、愛の言葉などを囁いて──刺さしたのだ。

　猛もう毒どくそのものであり、蠅が取り憑こうにも難しく、四百年もかけて『蠍姫』はあまり蠅の浸しん蝕しよくを受けていない。『妖魔』が四百年かけて築いた信頼を失ってまで突つきだした一刺しも、『蠍姫』のなかにわずかな蠅を忍ばせるだけで、その命を奪うばうには至らなかった。

『蠍姫』は、まだ生きている。己の意志を、心を残して動いている。

　だが確実に、蠅は気高き愛に生きている少女を──『蠍姫』を、貪っている。

『蠍姫』は長い時間をかけて蠅にわずかに蝕まれ、自分の思うとおりに動ける時間を減らしている。『蟲兵』として、『蠅王』の部下として組みこまれ、だがそれを潔いさぎよしとせずに眠りにつくことが増えた。彼女がそうして動けないときは、『蠅王』の天下であった。『蠅王』は思うがままに行動し、確実にこの国に暗雲を広げていた。

　現在は、この状況は『蠅王』にとっても大一番なのか──歴史を切りかえる、揺ゆり戻す重要な転機なのか。そんな危険な、完全に思いどおりには動かぬ『蠍姫』すら動員し、ことに当たっているようだが。

『蠍姫』は己の夢に、信念に従って動きながらも、『蠅王』の駒こまにされている。彼女の身体をわずかに蝕む蠅により動かされ、また『妖魔』の異能力によって縛められている。

『蠍姫』の首や、手首足首に巻かれた革帯ベルトは、『妖魔』の異能力の産物である。技術としては、『水蛇』と呼ばれる薬くす師しの考案した革帯ベルトを採用しているが、その本質は『妖魔』の異能力である。憎ぞう悪おと、呪詛の影かげが、物理的に絡からみついているのだ。

　その影は『蠍姫』が『蠅王』の意に反した行動をするたびに、『蠍姫』に食いこみ、苦痛を与あたえる。まさに、物理的な縛めだ。それを除去し、あるいは無視して強ごう引いんに行動すれば『蠍姫』は激痛によって弱り、疲労し、より蠅の浸蝕を受けてしまう。

『蠅王』の蠅と『妖魔』の影によって、『蠍姫』は二重に縛められているのだ。彼女はまちがいなく歴代『大奥』でも最強と呼べる戦士であり、有用な駒だが、そこまで縛めなければおっかなくて用いられない鬼おに札ふだであるのだ。

『蠍姫』は、やはり『妖魔』に対してはどこか甘くて──今のところ、『妖魔』の縛めに逆らうそぶりもなく、淡たん々たんと行動している。その真意は誰にもわからぬ。

　その痛ましい、拾った子供を娘として愛し、そのために呪じゆ縛ばくされている『蠍姫』に罪悪感すらおぼえない。『妖魔』は忍び、生来の裏切りものだし、すでに死んでいる。心は遺のこっていない、すべて蠅に貪り食われてしまった。

『妖魔』は全身が蠅に支配された、『蠅王』の完全な端末である。自我のように見えるものも、表面上──あるいは肉体が覚えている生前の言動を再現しているだけで、そこに意識はない。心はない。愛もなかった。

　奪われてしまった。

　貪り食われて、蠅の苗床にされてしまった。

『蠅王』にとって、そんな『妖魔』は有用に動かせる重要な手駒であるのだろう。ゆえに『蟲兵』次席の地位ながらも、筆頭である『蠍姫』よりもなお重用されている。『蟲兵』の序列は単なる年功序列ではあるが、『蠅王』の寵ちよう愛あいという点で序列を振ふり直せば、『妖魔』こそが筆頭であろう。

『妖魔』は、戦せん闘とう力としては、他ほかの『蟲兵』よりも一枚劣おとる。鍛えられた忍びだが、そもそも忍びは最前線で、正面から戦うものではない。不意打ち、闇やみ討うち、騙だまし討ちが専門である。飛び抜ぬけた、真っ直すぐな戦闘力などいらないし、その訓練もしていなかった。

　だが『妖魔』の全身は、『蠅王』が四百年の歴史のなかで蒐しゆう集しゆうした強大な戦士たちの屍骸を繫ぎあわされ、継つぎ接はぎにされて、強化されている。体内を蠢うごめく蠅がじょうずに異なる他者の屍骸を繫ぎあわせるのか、『妖魔』はそれでも問題なく動けた。

　一級品の屍骸を、愛する娘にとっておきの服を着せてあげる母親みたいに、『蠅王』から与えられた。『妖魔』も、己が強化されることを喜びと感じるように設定されており、それを後押しする行動をした。屍し体たいを蒐集し、自分に繫ぎ、あるいは『蠅王』に献けん上じようして『蟲兵』とする。

『蠍姫』には、そうして新しん鮮せんな屍体──蠅に冒おかされていない屍体を繫ぐことで『蠅王』の侵しん略りやくを遅ち延えんさせているのだ、と説明していた。だが、それは『蠍姫』を安心させ、また屍体集めに協力させる言い訳──噓うそであった。

　たしかに新鮮な屍体には蠅が巣食ってはいない。だが、それは『妖魔』に接続される前に蠅はえに冒される。蠅に支配されていないと、異なる人間の肉体を繫いでも、うまく融ゆう合ごうしないのだ。それに、『蠅王』がわざわざ己の優秀な手駒が、己の意のままに動かぬ存在になるのを見過ごすわけがないではないか。

　蠅に全身を支配された『妖魔』は、蠅に支配された屍体を繫がれ、強大になりながらも決して『蠅王』の支配から脱だつすることはできなかった。むしろ、生前の肉体はおおく新しい屍体と入れかわり、そのたびに肉体が覚えていた生前の意識や、心は失われ、『蠅王』の端末として、手駒として完成していくようだった。

『蠍姫』はそれを知らない。あるいは、知っていてもどうしようもなかった。かつて荒こう野やで拾いあげ、娘のように育てた『妖魔』が、異質な『蠅王』の肉人形となっていくのを止められなかった。『妖魔』は、そのことに申し訳なさすら感じられなくなっていた。

『蠅王』の有用な手駒として調整されつづけた『妖魔』は、他の『蟲兵』たちに己の異能力の産物である物質化した影──革帯ベルトを巻きつけ、縛いましめた。『蠅王』の手駒として、より扱あつかいやすくするために。

　すべては『蠅王』のために。

『妖魔』は、そんな存在だった。否いな、『蠅王』によってつくりかえられてしまった。『蠅王』にとっても有用な手駒である。ゆえに熾し烈れつな最前線となった『大奥』ではなく、この現状のなかで最も安全で楽で、危険度の低い現場に派は遣けんされた。

『蠅王』によって動かされる倒幕派が蠢く、山中である。そこで、愚おろかで馬ば鹿かなお姫ひめさまの──『吸血姫』の相手をする。かんたんな仕事だった。すべては順調だった。何の問題もなく、いつものように、『妖魔』は使命を全まつとうできるはずだった。

　厄やつ介かいそうな双ふた子ごも、所しよ詮せんは異能力のほとんどない一いつ般ぱん人だ。どれだけ鍛きたえあげていても、無数の戦士の屍骸で継ぎ接ぎにされ強化された『妖魔』の敵ではない。騙し討ちによりひとりを仕留め、もうひとりは攪かく乱らんし疲ひ弊へいさせ、もはや立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだろう。

　仕留めるように命じられた『吸血姫』も、『妖魔』が手をだすまでもなく──『吸血姫』に裏切られた、と憤ふん怒ぬに満たされた倒幕派などにより嬲なぶり殺しにされるはずだ。

　幼い姫君の命は、風前の灯ともし火びだった。おまけに、愚かにも、『吸血姫』は己おのれの命を削けずって死にかけの部下を救おうとした。ますます都合がいい。瀕ひん死しの『吸血姫』たち三人を仕留めるのは、赤子の手をひねるよりも簡単に思えた。

　任務達成。今回も、うまくいった。すべては『蠅王』の計略どおりに、進行している。その手駒として、己は今回も有用に働けた。指示どおりに動けた。

『妖魔』は、そう確信していたのだが──。




　　[image: まーく]　[image: まーく]　[image: まーく]




「あ……？」

　その瞬しゆん間かん──理解できなくて、『妖魔』はきょとんとしていた。基本的に蠅に全身を蝕まれた『妖魔』は、思考能力がない。動いているだけの屍し骸がいだ。不測の事態には、対応できない。もともと、他人の指示どおり動くだけの、忍しのびらしい性格の少女でもあった。

　忍びは従順で、専プロフ門ェツシ家ヨナルであり、無む駄だなことはしない。主あるじの指示を完かん璧ぺきに果たすことのみが本ほん懐かいである。だからこそ、理解できなかった。意味がわからなかった。

　だから動けなかった。

「何で──」

『妖魔』は、視界が急に拓ひらけていくのを感じる。夜よ闇やみのなかに、朝あさ陽ひが差しこむみたいに。否、己の顔面を覆おおった黒いもの、呪詛の影が、薄うすれているのだ。その理由はわかる。格好いいことを言って調子にのっていたお姫さまを串くし刺ざしにするために、影を変じさせた刃やいばをのばして、放ったのだ。

　呪詛の影は物理的な質量をもち、攻こう撃げきに用いればそのぶん『妖魔』の全身を覆う部分は薄れていく。刃として黒い影を伸ばしたぶん、覆面のように顔を隠かくしていた黒い影や全身を包んでいた黒い皮ひ膜まくは、減じる。それは論理的で、理解できる。

　黒いものが取り除かれ、だから視界が拓けた。愛らしい顔がん貌ぼうを晒さらして、『妖魔』は両目をぱちくりとさせた。理解できないのは──。

　そんなふうに、身体からだを守る防ぼう壁へきでもある黒い皮膜を薄くしてまで大量に放った刃が、まったく『吸血姫』に届いていないという事実であった。『妖魔』の攻撃は、容易たやすく防がれていた。どうして？　『吸血姫』は無力な小こ娘むすめで、瀕死のはずなのに？

「どうかしたの？」

『吸血姫』はえへんと胸を張って、歩み寄ってくる。真っ直ぐに。寄り道なんてしていられない、というように。大おお股またで、ずかずかと無ぶ遠えん慮りよに近づいてくる。

『妖魔』は、何か得体のしれぬおおきなものが迫せまってきている気がして、怯おびえて──慌あわてて再び全身から黒い刃を放った。『妖魔』の意のままに動く、武器だ。強度は鋼鉄ほどだが、砲ほう弾だんの速度で射出すれば、小娘ぐらい触ふれるだけで抉えぐりとれる。

　そのはずなのに。

『吸血姫』に迫る黒い刃を、彼女の左右に控ひかえた双子が斬きり払はらった。『血眼』が青せい竜りゆう刀とうで、『血祭』が落ちていた蛇じや矛ぼうを拾いあげて、完璧な連係で。だが、おかしい。彼女らは鍛えあげられた戦士だ、全力を尽つくせば『妖魔』の攻撃を防げるだろう。でも瀕死のはずだ。

　なぜ動ける？　戦える？　生きている……？

　次から次へと、怯えるように『妖魔』は黒い影を放ったが、すべて双子によって叩たたき落とされ軌き道どうを逸そらされ、あるいは打ち砕くだかれた。

　鉄てつ壁ぺきの、守りだ。

　信じられない。双子は決して触れられぬ神の露つゆ払はらいをする、天使のようだ。彼女らは、死の淵ふちに立ち、それでも愛のため信念のために動いている。火事場の馬鹿力、あるいは蠟ろう燭そくの最後の煌きらめきか──前時代的な根こん性じようで、勇気と愛で、その主を死守している。

『妖魔』は怯ひるんだ。

　自分には、このように一生懸けん命めいに、命を燃やしてまで守る主がいたか？　そんな使命があったか？　決戦の地であった関ヶ原に乗り遅おくれ、おめおめと生き延びて、愛してくれていたかもしれない母親みたいなひとの信しん頼らいを裏切ってまで……？

　戦う理由が、自分にあったのだろうか？

「余計なことをしないで、安静にしてなさいよ。とは言わないわ、ありがとうね『血祭』、『血眼』──愛してるわ。ご褒ほう美びに、あたくし様の格好いいところ見せてあげる」

　ちいさな背をめいっぱいに伸ばして、身構えた双子の頰ほおに接吻キスをする。あきらかに戦場に不似合いな、無駄すぎる動きをしてから、『吸血姫』は歩みを再開した。

　自信満々に。

　物語の主人公のように。

　それを破り捨てるように。気に食わないおとぎ話の絵本を放ほうり投げるみたいに、しゃにむに『妖魔』は黒い影を放った。槍やりにして刀にして、悪意そのものの凶きよう器きにして。だが、それらはすべて防がれる。『吸血姫』に触れる寸前に消え失うせるか、あるいは触れても溶とけたり、砕けたりして無力化される。何だこれは？　何が起きている？

「驚おどろかないでよ。逆にこっちが驚くわよ──ご存知なんでしょ、あたくし様たち天皇家は無数の異能力を模も倣ほうできる。無敵で、最強で、万能よ。あなたの攻撃は一いつ切さい通用しないわ、なぜならあたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから」

　呼吸するように、たいへん偉えらそうなことを、この国のお姫さまは堂々と主張した。

　その周囲で、悪意そのもののような呪じゆ詛その影が弾はじけて消える。防がれ、通じない。『吸血姫』の歩みは止まらない。『妖魔』は後ずさり、どうしたらいいかわからない。圧あつ倒とう的な運命そのものに立ち向かうみたいで、恐きよう縮しゆくし、震ふるえあがった。

「先ほど得た『蠍姫』とやらの、猛もう毒どく。『金きん獅じ子し』の分子操作や『鎌かま切きり』の空気操作での防壁、『銀ぎん狼ろう』の全身硬こう化かによる耐たい久きゆう度の増加、『蛍ほたる』の爆ばく弾だん化能力や『赫あか竜とんぼ』の火炎による撃げき墜つい──あと何かあったかしらね、いろいろやって防いでるわ」

　にっこりと笑う『吸血姫』の双そう眸ぼうから、宝石のような血の涙なみだが零こぼれた。あきらかに無理をしている。当然だ。瀕死なのに、さらに身体を癌がん化させる異能力の切り替かえを短時間のうちに連続で行っている。地じ獄ごくの苦痛のなかにいるはずだ。

　それなのに、笑っている。

　己の命が長くないことを知って、自棄やけになっているのかと思った。だが、『吸血姫』は真っ直ぐ前を、未来を見ているように思えた。限界を突とつ破ぱし、真っ直ぐに、突き進んでくる。立ってもいられないはずなのに、歩いてくる。進んでくる。

　神話のような光景だった。

『妖魔』は、本能的な恐きよう怖ふから、撤てつ退たいしようとした。危険な状じよう況きようになったら逃走する。それは忍びの在りかたである。忍術と呼ばれるもののおおくは遁とん走そう術──逃げるための手段だ。『蠅王』にも、そう命じられている。

『妖魔』は、その異能力により『蟲兵』の二重の呪じゆ縛ばく、その一いつ端たんを担になっている。『妖魔』がここで討うたれれば、とくに『蠍姫』は自由に動き始めてしまうであろう。やられるわけにはいかない。こんなところで足あし踏ぶみし、任務に失敗するわけにはいかない──。

　それでは、何のために？

　母のようなひとを裏切って。

　忍びの掟おきてだからと、己の心まで偽いつわって。

　演技をし、素す顔がおを隠し、闇やみのなかで見苦しく生き恥はじをさらしてきたのか。

　あの関ヶ原で死ぬこともできずに。

　同どう胞ほうたちの呪詛を背負って、どうして、今日この瞬間まで……？

「そんな顔をしないで」

　気がつくと、『吸血姫』がすぐ間近にいた。吐と息いきの触れる距きよ離りだ。『妖魔』は全身が動かない。見ると、『妖魔』の呪詛の影よりもなお悪意に充みち満ちた黒い糸が、全身に絡からみついていた。『絲妃あらくね』の糸だろう、『吸血姫』が再現した異能力である。

　身動きを封ふうじられ、どうしようもなく、『妖魔』は喘あえいだ。

　何だ、この状況は？

　どうしてこんな……？

「最高の名めい誉よをあげる。あんたは、あたくし様の華か麗れいな伝説をおおいに盛りあげてくれた、強敵だったわ。歴史の本にのせてあげる、伝記の一節にくわえてあげる。あたくし様を監かん獄ごくに閉じこめた『絲妃』や、忌いま々いましい天皇家の連中や、隕いん石せきを落とした『デンキ』と同列に扱ってあげる。ねぇ、光栄に思ってくれる？」

　やはり、花咲さくような笑え顔がおで。

　血の涙を零し、猛もう烈れつに疲弊しているのか脂あぶら汗あせを垂らして、髪かみの色もゆっくりと失われていく。生命力が枯こ渇かつし、全身の細さい胞ぼうが崩ほう壊かいしかけているのだ。幼い彼女は老ろう婆ばのように色が失われた髪を、むしろ誇ほこらしそうに撫なでて。

「せめて美しく、死なせてあげる。あたくし様が、みんなに守られて、手を汚よごさなかったあたくし様が──生まれて初めて自らの意志で殺す、最初で最後の敵にしてあげる」

　抱だきしめるみたいに。

『妖魔』の首筋に顔を寄せると、接吻キスした。

「あとには、平和と、笑顔と、幸せと愛しかないわ。それを見せられないのは、ちょっと申し訳ないけど。信じて。そんな未来が、朝陽とともにやってくるわ」

　否いな、嚙かみついたのだ。

　攻撃に黒い影かげを用い、防備が薄くなった『妖魔』の首筋に、『吸血姫』が嚙みついた。わずかな黒い薄うす皮かわを歯で挟はさんで邪じや魔まそうに除けて、『妖魔』の皮ひ膚ふに喰くらいついてくる。野や獣じゆうのように。『大奥』の生徒らしく。『吸血姫』もまた『大奥』の生徒であった。

　守られて、愛されて、己の手を汚してこなかった彼女は──。

　死線を潜くぐり抜ぬけるために、愛した家族のような双子に支えられ、これまで目を逸らし遠ざけてきた血の海に頭から突つっこんだ。自棄になったわけではないのだろう。自らの意志で、そこにしか道がないならばと、勇気をだして踏ふみだしたのだ。

　生きるために。

　未来のために。

　前へと、進んでいくために。

　噴ふん出しゆつした『妖魔』の血液で顔を汚し、血まみれのお姫さまは笑っていた。

「意外とあったかいのね」

　こちらを抱きよせ、『吸血姫』は愛らしい太めの眉を歪ゆがめて、はにかんだ。『妖魔』は、己の意識が薄れていくのを感じる。身体を蝕むしばむ蠅はえごと、血液が、『吸血姫』に取りこまれていく。自分のすべてを、吸収される。取りこまれ、おおきなもののいちぶにされる。

　それは思いの外に、心ここ地ちのよい感覚だった。

「手た向むけの花よ」

『吸血姫』がそう囁ささやいたのが、最さい期ごに、『妖魔』には聞こえた。『妖魔』の全身から、何かが皮膚を貫つらぬき、生えてくる。植物だった。真っ赤な彼ひ岸がん花ばなだ。それは『吸血姫』が再現した誰だれかの異能力なのだろう──死者へ送る花束のような、美しい異能力だ。

　こんな美しいものに包まれて。

『妖魔』を強敵として尊重し、死に際ぎわを飾かざってくれる。

　このお姫ひめさまは──どこまで愚かで間が抜けていて、優やさしいのだろうか。

　葬そう儀ぎの列のように、双ふた子ごが牽けん制せいしているのもあるが近づいてこない倒とう幕ばく派のものたち。誰より、優しくあったかく包みこんでくれるお姫さま。こんなに、たくさんのひとたちに看み取とられて、終われる。こんなに嬉うれしいことはない。歴史の影に隠れ、暗あん躍やくする忍びだった。その後も裏切りと噓うそと演技を重ね、ずっとあの関ヶ原の荒こう野やのように、乾かわいて冷たいところで血にまみれて戦ってきたのに。

　彼岸花と、少女の体温に包まれて、『妖魔』はなぜか泣けてきてしまった。愛らしい顔貌を、涙が濡ぬらした。子供みたいに泣きじゃくった。遠いむかし、四百年も前に、あの歴史の節目だった関ヶ原で目覚めたときのことを思いだしていた。

『蠍姫』の、母親みたいだったあのひとの、膝ひざ枕まくら。

　その体温──。

　せめて、同じときをすごしたあの不器用で哀かなしいひとの最期に、このような愛とぬくもりがありますように。そう祈いのることしかできないけれど、願っても声すらもう届かないけど。せめてすこしでも、その魂たましいを悪意と呪詛から解放したくて。

『妖魔』は己おのれの異能力を、解除する。『蟲兵』たちを縛いましめた黒い革帯ベルトは、すぐに溶けて消えるだろう。あのひとも、『蠍姫』も──ちょっとでも自由になれる。

　もっと早くにこうするべきだった。

　ずいぶん回り道をしていた。

　幸せになれたかもしれないのに。

　それを台無しにしたのは、自分だった。

　悔くやんでも遅おそく、できることはもうわずかで。

　それでも、最期に残った魂で、心で、愛で『妖魔』は呪詛を消していく。

　母上。

　ごめんなさい、母上──。

　口元だけで声もなく、最期に残った心を紡つむいで、『妖魔』と呼ばれた少女はその永い暗くら闇やみに終わりを迎むかえる。世界を照らし始めた朝あさ陽ひと、彼岸花と、ぬくもりのなかで。







　第六幕　花嫁　おおおくのさくら
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　純白の鎖くさりが、神秘的な生き物のように暗闇を切り裂さいてのびていく。

　それは蠅はえを仕込まれ自ら動く亡もう者じやの首に絡からみつき、絞しめあげる。喉のどに食いこんだ鎖を、おそらく生前は門兵か何かだったのだろう屈くつ強きような男が爪つめで引っかいた。

　だがその瞬間にはもう、鎖を手た繰ぐるようにして『一ゆに本角こおん』が動いている。普ふ段だんの物静かな挙動からは信じられないほどの速度で、勢いで、崩くずれゆく大おお阪さか城の通路を疾しつ走そう。

　一足飛びに亡者へと迫ると、その口元に掌しよう底ていを叩きこんだ。顎あごが砕くだけ、へたりこんだ亡者の頸けい椎ついを、鎖の先せん端たんについた鎌で搔かき切る。

　流れるような、鮮あざやかな手並み。

「ふむ」

　鎖くさり鎌がまを旋せん回かいさせ、血ち振ぶりをすると、『一本角』はほんのりと微笑ほほえんだ。

「なるほど、不死身。死者を二度、殺すというのは不可思議な気分ですが。要するにただ動いている屍し肉にく、『殺そう』と思わなければ無力化する方策はいくらでもございますね」

　語る『一本角』の足あし下もとに、亡者が崩れ落ちる。痙けい攣れんし、突つっ伏ぷして動かなくなる。

　そんな仲間を踏ふみつぶすのも厭いとわぬ動きで、今度はもう数名の亡者がのほほんとしている『一本角』に襲おそいかかった。涎よだれを零こぼし臼きゆう歯しを擦こすらせる嫌な音をたてて、野や獣じゆうのごとく。

　その摑みかかる亡者の手首に鎖が絡みつき、勢いも利用して投げる。投げられた亡者が他ほかの亡者に激げき突とつ、まとめて倒れた。優雅に、『一本角』は通路に積み重なった亡者たちの頸けい動どう脈みやくのあたりを、鎌で「さっ、さっ」と塵ちりでも掃はくように薙ないだ。

　途と端たん、亡者たちは苦しげに舌をつきだし、喘あえいで動きを停止した。

「痺れ薬でございます」

　丁てい寧ねいに、『一本角』は語った。

「どうやら亡者どもは細さい胞ぼう単位で得たいのしれぬものに置き換かわり、脳を破壊しようがその細胞にひそんだ悪意を基準として、動く。とはいえ肉体は生前のものそのまま、とくに強化されてもおらず、人体の仕組みも同じ。全身を循じゆん環かんする痺れ薬を投とう与よすれば、麻ま痺ひして動けなくなる」

　語ると、次々と襲いかかってくる亡者たちを無力化していく。ほとんどその場から動いてもいない、圧倒的な実力差ゆえに、『一本角』は余よ裕ゆうをもって対処している。

　停電のため暗い通路の闇やみのなか、純白の女は浮きあがって見えた。

　ほとんど神こう々ごうしい。さくらは、『一本角』からやや遅おくれてとくに何もせず楽をして進みながらも、うっとりと見とれそうになった。

　血なまぐさい戦せん闘とうをしているとは思えぬ、舞うような所作。『一本角』の超ちよう越えつ的な立ち振ふる舞いは、さくらを感動させた。

　思わず拍はく手しゆをすると、『一本角』は照れたように頰ほおを赤らめた。

「ごめん遊ばせ♪」

　最後に襲いかかってきた亡者の両目に鎖をぶつけ、相手が怯ひるんでいるうちに歩み寄る。通行の『ついで』というように、脊せき椎ついに鎌かまで切れこみをいれる。足を震ふるわせ、亡者は糸の切れた操あやつり人形のように倒れた。

「きりがありませんね」

　息も乱さずに十数名もいた亡者たちをほんのわずかの間に無力化しきった『一本角』は、困ったように白い睫まつ毛げを揺ゆらした。

「この亡者たち、たいして強くはありませんが。こんな程度の雑ぞう兵ひようが『蠅べるぜ王ぶる』の主力とは思えません、もっと強力な連中が投入されてくれば対処も難しい、早めに『銀ぎん狼ろう』などと合流したいところです」

「すみません。『一本角』さん、任せきりにしてしまって」

　さくらは恐きよう縮しゆくしつつも、『一本角』のそばへと歩み寄る。床でぴくぴくと痙攣する、不気味な亡者たちを踏まぬように気をつけながら。

「構いませんよ。さほど手間ではございません、痺れ薬にも備び蓄ちくがございますし。薬くす師しは癒いやすのが専門、ゆえに壊こわすのにも精通しております。露つゆ払はらいは、わたくしにお任せあれ」

　やや乱れた白はく髪はつを手て櫛ぐしで整えると、『一本角』は優美に微笑む。

　痺れ薬とやらは、『一本角』の異能力である治ち癒ゆ能力の産物なのか、あるいは薬師を専業とする彼女が調合したものなのか……。何はともあれ効果は覿てき面めんで、まともに戦ったら苦労しそうな亡者たちをあっさりと無力化できている。

　正直、助かる。あまり最前線に立つことのない『一本角』を、まさか侮あなどっていたわけではないが、こんなに強いとは。偉い大だいなる『大奥』の先達に、さくらは憧あこがれの視線を送る。

「年寄りの冷や水でございますかね」

　頰に手を添そえ、まだ若々しいというのに、『一本角』はそんなことを言った。

「『百手むかで姫ひめ』さんは、異能力に体内の栄養を用いる。『強化義ぎ肢し』も、肉体を酷こく使しする。ゆえに持久力がありませぬ、ある程度はわたくしが疲ひ労ろう回復をさせられるとはいえ、なるべく戦闘は避さけたほうがよいでしょう」

　そのために、『一本角』はさくらに代わって矢や面おもてに立ってくれている。

　ありがたいことに。

「強敵との、いいえ事態の黒幕との大一番に備えて、今はちからを温存しておいてくださいませ。わたくしは所しよ詮せん、薬師。戦闘要員ではありませぬ」

　油断もせず、冷静に戦局を分ぶん析せきしている。

「難敵と遭そう遇ぐうしたとき、どれほど戦えるかわかりません。そのときこそ、『百手姫』さんの出番でございますよ。快かい刀とう乱らん麻まの大だい活かつ躍やく、期待しておりますからね」

　などと、こちらを立ててくれてもいる。

　今のところ完全に役立たずのさくらは、それを聞いてすこし心が楽になるが、『一本角』にばかり戦わせていることが申し訳ない。

　とはいえ、適材適所であろう。

『一本角』が言ってくれたとおりに、己おのれのちからを最大限に発揮できる機運がやってくるまでは、我が慢まんの子でちからを温存しておくべきだ。

　さくらも激戦を乗り越こえた病やみあがりで、本調子ではない。整備ができなかった『強化義肢』も歪ゆがみ、軋きしんでいる。実際、どこまで戦えるか不安がある。

　足手まといには、なりたくないが。

　血気に逸はやって勇み足を踏み、『一本角』に迷めい惑わくをかけるのも避けたい。

「了りよう解かいしました」

　さくらは頷うなずき、すでに先行している『一本角』を慌あわてて追いかける。

　待ってください、とは言わない。ついていこう。
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　さくらは微び震しんがつづく大阪城のなかで、身を竦すくませる。

『一本角』を追い、歩みながら、不安になって周囲を見回した。

「大阪城も限界ですね。今にも、全体が瓦が解かいしそうです」

　ふたりは先ほど鉄骨のうえで話しあったとおり、はぐれた仲間と合流するために大阪城を進んでいた。すくなくとも大阪城内部にいるとはっきり見当がついている『銀狼』と、あわよくば『赫あか竜とんぼ』など他のものとも巡めぐりあえればいいのだが。

　今のところ、わらわらと押し寄せてくる亡者が出で迎むかえてくれるばかりで、仲間の誰だれとも合流できない。そろそろ時間切れだ。崩れゆく大阪城のなかに居残っているのも危険すぎる、脱だつ出しゆつを考えたいところだが。

「『蠅王』は地じ獄ごく耳みみです、こちらの状じよう況きようも把は握あくしているでしょう。亡者で足止めし、大阪城の崩ほう落らくに巻きこんで始末するつもりでは？」

「どうでしょうね。それにしても、やりくちが拙つたない。足止めにもなっておりませんよ、こんな活いきて動くだけの屍し体たいでは。わたくしたちも、侮られたものでございますね」

　倒たおれた亡者たちを一いち瞥べつし、『一本角』は思案している。

「わたくしたちに、あまり手勢を避けぬ理由でもあるのでは。それを隙すきとみて、敵の首しゆ魁かい『蠅王』を討うつという手もありますが。罠わな、誘さそいかもしれませんし、易やす々やすと深入りするのは危険でしょうか。まずは当面の目的どおり、戦力の増強を第一義といたしましょう」

　そう語ると、やや早足になって先行する。

「前方の曲がり角の奥から、気配がいたします。また亡者でしょうか……。わたくしが先行して様子を見てまいります、『百手姫』さんもいつでも動けるように備えていてくださいまし」

　告げると、滑すべるように通路を進んでいく。楚そ々そと歩いているようにしか見えないが、足運びが独特なのか、一歩でかなりの距きよ離りを稼かせぐ。達人の動きだ、頼たのもしい。

　さくらは心のなかで喝かつ采さいを送りながらも、『一本角』の言に従い、臨戦態勢でやや遅れてついていく。油断はできぬ。ここは戦場である。

　だが、経験も実力も己を上回る『一本角』に導かれ、進めることに安心感もあった。他の誰でもなく、彼女と行動をともにできている己は幸運であったのだろう。

　そう思っていた。

　ゆえに死地にいるのも忘れるようなお散歩気分で、さくらは大阪城内を進んでいたのだが。不意に、その歩みが止まる。

　鼓こ動どうが跳はねた。

　嫌いやな感じがする。

　それは激戦を乗り越え、いつだって死の淵ふちに立ちながらもからくも生き延びたさくらの、経験が鳴らした警けい鐘しようだった。こんなに順調に、うまくいくわけがない、落とし穴がある。

　ここは『大奥』なのだ。いつだって、思いどおりにいかぬ地獄だ。涙なみだと血を流し尽つくして、魂たましいを削けずって、ようやく前へと進める。

　短い間ながらも『大奥』から離はなれて、さくらは、それを忘れていた。浮うかれて、勘かんが鈍にぶっていた。だが、さくらがそれを実感する前に──。

　悲劇が巻き起こる。

「『一本角』さん？」

　見ると、『一本角』は奇き妙みような状態にあった。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの彼女らしからぬ、無防備な所作で、廊ろう下かの果てに立っている。曲がり角の中ちゆう途とに身を晒さらし、ぼうっと身体からだからちからを抜ぬいている。どうしたのだろう、さくらは胸むな騒さわぎをおぼえた。

「え……？」

『一本角』の麗うるわしい唇くちびるから、吐と息いきが漏もれた。

　啞あ然ぜんとして、うつくしい純白の女は赤ん坊ぼうみたいに無む警けい戒かいに、ぼんやりと立ち尽くしていた。戦場で、そんな隙だらけの態度は、いかにも命取りであった。

「ゆ、『一本角』さん？　どうし──」

　どうしたのですか、と問いかける暇いとまもなく。

『一本角』の全身が、派手に吹ふっ飛んだ。まるで自ら跳ちよう躍やくするみたいに。派手に宙を舞まうと、廊下を転がり、『一本角』が曲がり角の壁かべに激げき突とつ。壁材が崩くずれ、『一本角』の和服から覗のぞく生足のみが、壁にあいた大穴から突つきだした。

　ぴくりとも動かない。失神したのか。あるいは、何か得たいのしれぬ恐おそろしいものでも見て、震えあがってしまったのか。

　防ぼう御ぎよもせず何もできずに、あの『一本角』が倒された。曲がり角の奥に、想像を絶する化け物でもいるのだろうか。寒気をおぼえ、慄りつ然ぜんとしてさくらは血の気を失った。

「『一本角』さん!?」

　さくらは悲鳴をあげると、両足の『強化義肢』に闘とう志しを注入。革帯ベルトが巻かれた『強化義肢』が、充じゆう血けつしていく。不自然なほど赤く、染まっていく。

　血を巡らせることで、『強化義肢』は威い力りよくを発揮する。常人の十倍、二十倍、それ以上の活力と身体能力を、さくらに与あたえてくれる。鉄板を握にぎりつぶす膂りよ力りよく、空高く舞いあがるほどの脚きやく力りよく、すなわち無敵の戦力を。

　その足で、さくらは通路を蹴けった。跳躍し、一直線に『一本角』のもとへと馳はせ参じる。ここまで守られてきた、次は自分の番である。

　どんな強敵であろうと、打ち破って進んでみせる。

　愛いとしいひとと手を取りあい、平和に笑いあう未来へと。

　瞬しゆん時じに移動し、『一本角』のそばに着地。『強化義肢』から湯気があがり、軋む。整備されていない『強化義肢』は、いつでも根本からもげ落ちてしまいそうだ。

　だが、今は構わぬ。さくらは先ほど交戦した亡もう者じやどもが落とした日本刀を回収していた、それを二刀流で構える。血刀には劣おとる単なるよくある凶きよう器きだが、丸腰まるごしよりはましである。

　身構えたさくらは、いまだ倒れたままの『一本角』を一瞥する。死んではいない。痛みや衝しよう撃げきより驚おどろきが勝まさっているようで、どうにか身を起こした『一本角』は口元に手を添え、目を丸くして動どう揺ようしている。

　いつも優ゆう雅がな彼女が、ここまで心を乱すとは。

　いったい、何が……？

「ぐう!?」

　いきなり、巨きよ大だいな砲ほう弾だんめいたものがさくらを狙ねらって飛びこんできた。構えた日本刀での対処が間にあい、それを直接受け止めたら折れると咄とつ嗟さに判断、交差させた刀を砲弾に軋らせて、逸そらす。

　刀がひび割れ、刃はこぼれした破は片へんがきらきらと宙で煌きらめいた。

　勢いを殺しきれず、さくらは通路に靴くつ底ぞこを擦こすらせる。押しやられ、倒れた『一本角』と触ふれあう距離までさがると、前を見み据すえた。

　そして、絶句する。

「え……？」

『一本角』と同じように、呆ぼう然ぜんとしてしまったさくらのもとへ、砲弾ではなく巨大な鉄球が、糸で織られた巨大な蜘蛛くもの化け物が、そして体液でつくられた接せつ着ちやく剤ざいが……。

　見覚えのある攻こう撃げきの数々が、予想外のこんな機運に押し寄せてくるのを見た。

　吹き荒あれる必殺の絶技のなか、さくらはその奥にいるこれも見慣れたものたちを確かく認にんしてしまい、声にもならない叫びをあげた。
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　さくらは迷わず反転した。

　倒れた『一本角』を抱かかえ、己よりも背の高い彼女を何とか全身で抱だきつくようにして確保すると、彼女が激突したことであいた大穴から勢いよく外へと飛びだした。

　逃にげだしたのだ。何も考えずに、なりふり構わずに。

　いつでも、どんな強敵でも、どれだけ勝算がなくても、さくらは向きあってきた。真っ直すぐに、前だけを見て進んできた。だが、今度ばかりは逃げるしかなかった。本能がそうさせた、逃げに徹てつしなければ即そく死ぬ。

　わずかにのみ見えた、大阪城の通路、その曲がり角での光景。

　それを思いだし、さくらは怖おぞ気けだった。

　重力に従い、自由落下。壁の向こうは屋外である。ようやく朝あさ陽ひが差しこみかけた、血にまみれたような世界……。

　幸か不幸か、『大奥』の側そばに飛びだしたようだ。死し骸がいの山と砂さ漠ばくが奇妙な景観を描えがくそちらへ向かって、落ちていく。目の前には大阪城と『大奥』を区切る高い門があり、それを飛び越すのは無理だ、真正面から激突する軌き道どうである。

　構わず、さくらは『一本角』を取り落とさぬようにしっかりと抱いて、手足の『強化義ぎ肢し』を充血させる。かなりの高度から落ちた、ちゃんと着地せねば死ぬか、すくなくとも骨折して身動きがとれなくなる。

　地上までの距離を縮める策もなく、ただ勢いよく落ちていく。遠い。間にあわぬ。敵の追つい撃げきが、すぐにでもくる。

　しくじった。そう思った。あらゆる意味で、打つ手を誤った。無事に逃げ延びる算段もなく、無防備な空中に身を躍おどらせてしまった。これでは、良い的まとである。『一本角』を抱えることで両手も塞ふさがっている。

　だが、一秒も長く、あの場にいたくなかった。

　あんな悪夢のような光景のなかに。

「『百手姫』さん」

　ようやく呆然としていた『一本角』が、我を取り戻もどしたらしい。小声で、囁ささやいてくる。その声は震ふるえていた。

「わたくし、夢でも見たのでしょうか。悪い夢でも……。見えてはいけないものが、見えたように思います。あぁ、何てことでしょう」

「夢ではないでしょう、わたしにも見えました。だから現実です、吐はき気がするほどに。喋しやべらないで『一本角』さん、舌を嚙かみます」

　早口で応こたえると、さくらは着地に集中する。まだ、地上は遠い。桜色の長い髪かみが、忙せわしなく羽ばたいた。『一本角』もいまだ青ざめたまま、慌あわてて鎖くさり鎌がまを構える。敵の追撃があれば、彼女が対処する構えだ。

「どうやら夢ではないようですね」

『一本角』は歯は嚙がみし、眼前を睨にらみつける。彼女の豊かな乳ち房ぶさに顔を埋うずめるようにしたさくらとちがい、その視線は先ほど飛びだしてきた大阪城を向いている。

　その純白の睫まつ毛げに縁ふち取どられた双そう眸ぼうが、悪意に満ちた信じがたい光景を目もく撃げきしていた。密着していたさくらは、この麗れい人じんの身体の震えを感じる。

　さくらも震えている。

　予想できない事態、ではなかったはずだった。敵はどんな手段を用いてか、亡者を操あやつる。亡者、すでに死んだものたちを……。そのなかに、顔見知りがいないと、どうして楽観できたのだろう？

　さくらは怖こわいもの見たさ、みたいな気分でわずかだけ振ふり向いた。見て、自分の勘かん違ちがいであったと、胸を撫なでおろしたかった。そんな痛ましいことがあるわけがないと、いまだ酷こく薄はくな現実に期待した。

　ここは『大奥』なのに。

　血と涙がとぐろを巻いた、この世の地獄なのに。

　顔をあげて、見た。見たことを後こう悔かいした。さくらは胸の内側をかきむしられるような、魂の苦痛を味わった。

　さくらたちを追撃するように、次々と大阪城にあいた壁の穴から不気味なものたちが飛びだしてくる。穴のあいた虫かごから、毒虫どもが解き放たれた。

　それは真っ直ぐに、地上に到とう達たつすれば墜つい落らく死しかねない高さなのに、まるで気にせず奔ほん放ぽうに襲おそいかかってくる。それだけでも異様だが、命知らずの馬ば鹿かな敵でしかなかったなら、救いもあったのだが。

　飛びだしてきたものたちに、さくらは見覚えがあった。

　全員が、さくら自身も手足に巻いた革帯ベルトを巻いている。顔面を覆おおっていたりして、人相は判別がつかない場合がおおいが、それでも見まちがえるわけがなかった。顔見知りどころか、さくらと『一本角』の人生におおきな爪つめ痕あとを残したものたちが、使い捨ての消しよう耗もう品のようにばらまかれている。

　真っ先に目につくのは、背の高い女だ。威い風ふう堂どう々どうとした、立派な体たい軀く。黄金こがね色の髪を王おう冠かんの髪留めでまとめ、頭の側面から垂らしている。太く力強い眉まゆ。王者の風格。鍛きたえあげられ、けれど女性の優美な曲線を忘れぬ完かん璧ぺきな肢し体たい。

　かつて『大奥』の太陽であった、それは『金きん獅じ子し』にしか見えなかった。『一本角』が副長をつとめていた家臣団レギオン『ライオンキングダム』の首しゆ魁かい、さくらの師し匠しよう『銀狼』の育ての親、あらゆる意味で無視できぬ『大奥』の英えい雄ゆうだ。

　けれど彼女は、あの悲劇の坩堝るつぼであった将軍御ご前ぜん試合で命を落としたはずだ。娘むすめを守り、宿敵を倒たおし、彼女らしく勇ましく誇ほこり高く美しく。

　その人生のすべてを、肥こえ溜だめに突き落とすみたいに。

　汚けがすみたいに。

『金獅子』にしか見えないものは、歓かん喜きの笑えみを浮うかべ、彼女の武器である黄金色の鉄球を振り回して襲いかかってくる。先ほど『一本角』を吹き飛ばし、さくらをも殴りつけた凶器だ。

『金獅子』は将軍御前試合で、肉体の半分、とくに身体からだの前面をぐちゃぐちゃに粉ふん砕さいされた。屍し体たいは、人間のかたちを保っていなかったという。だがある程度は治ち療りようされ、麗うるわしさを取り戻し、足りない部分には革帯ベルトを巻かれている。

　英雄の屍体が、罪深くも動き、こちらを殺しにくる。

　これを悪夢と呼ばずして何と呼ぼう。
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　何もかもが、血と瓦が礫れきとともに、落下していく。

　すべてが、崩れていくようだった。

『一本角』にとって、『金獅子』は生しよう涯がいを捧ささげ、愛した主あるじである。とても戦えない、たとえ敵に操られた哀あわれな死骸であるとわかっていても。

『金獅子』に牙きばを剝むくことなんて、『一本角』にはできなかった。かろうじて、『金獅子』が放った鉄球の一いち撃げきを鎖鎌で絡からめ、その軌道を逸そらすので精せい一いつ杯ぱい。それだけで、『一本角』は身をよじって嫌いやがった。

　悲鳴をあげて、錯さく乱らんしたように『金獅子』の名前を呼んでいる。

　さくらにとっても、『金獅子』は己おのれの人生においておおきく存在感を残している、尊敬する先せん達だつであった。戦って勝てるとは思えぬ。将軍御前試合のときは、見み逃のがしてもらえたが、本気でこちらを倒しにきていたら数秒ももたなかったはずだ。

　それほど圧あつ倒とう的な、戦士だ。それを、敵は手て駒ごまにしている。

　しかも、敵が操るそんな忌いまわしい亡者は、『金獅子』だけではなかった。

　やたら体格がよく自ら輝かがやき、目立つ『金獅子』の陰かげにひっそりと寄り添そっている女がいる。それを見て、さくらは喉のどの奥から悲鳴をあげた。

『一本角』も同じである。『金獅子』が、憧あこがれ、畏おそれおおくて戦うこともできない善にして偉い大だいな輝く憧れの存在なら、その女は闇やみの化け身しんだ。

　太陽すらも蝕むしばみ、『大奥』を血と涙なみだと少女たちの屍体で埋め尽つくし、暴ぼう虐ぎやくのかぎりを尽くした大悪党。暴君。毒婦。あらゆる嫌けん悪おと憎ぞう悪おを一身に浴び、それを玉座として君臨した邪じや悪あくなる『大奥』の女王。

　さくらの故郷を滅ほろぼした怨おん敵てき、『絲妃あらくね』である。

　童女のように幼い肢体を、ほんのわずかな生き地じと、革帯ベルトで覆っている。片目を隠かくした、毒どく蜘ぐ蛛もの模様が忌まわしい眼帯。黒くろ塗ぬりのくちびると爪つめ。それこそ何度も悪夢に見た、悪意そのもののような禍まが々まがしい見み栄ばえ。

　彼女もまた将軍御前試合で息の根を止められ、対たい峙じした『銀狼』によると上半身が吹ふき飛び、壮そう絶ぜつに果てたはずであった。だが、再生している。生前の姿を取り戻している。

　おそらく細さい胞ぼうに寄生するという蠅はえが増ぞう殖しよくし、上半身をかたちづくった。他ほかの『蟲むし兵へい』どもも同様であろう、傷口は埋うまり、『蠅王』に支配された蠅によって構築されている。

　骨の髄ずいまで、敵の尖せん兵ぺいと化している。

　説得も通じないだろう。死者に言葉は届かない。誇り高い『金獅子』や、傲ごう慢まんな『絲妃』が、わずかでも自我を残しているならば、『蠅王』の思いどおりに動かされることなど決してないはずだ。

　だが、その魂たましいはもはや失うせているのであろう。喜々として、こちらを狙ねらってくる。もはや言葉は通じぬ、動いているだけの屍し肉にくだ。

『絲妃』は己の異能力で織りあげた巨きよ大だいな蜘蛛の化け物に座し、下品に胡座あぐらをかいて、こちらに嘲ちよう笑しようを向けている。死者なのに、異能力も用いられるならば、正面からやりあって勝ち目などない。

『金獅子』と『絲妃』が並び、揃そろってこちらを狙う光景は、思わず目を逸そらしたくなる非現実的な恐きよう怖ふそのものであった。

　しかも、敵は両者だけではないのだ。同様に『蠅王』によって復活し操られているのだろう『蟲兵』がうじゃうじゃと、次から次へと城じよう壁へきの穴から飛びだしてくる。

　決して『蠅王』を侮あなどっていたわけではない。心の準備をし、備えていた。だが、予想以上だった。まだ甘かった。楽観的すぎた。敵は『大奥』の女王、『大奥』そのものである。その歴史を、重みを、まとめてぶつけられて、さくらたちが生き延びる道などないのだ。

　頭上を埋め尽くす、暗雲。そのすべてが難敵であり、敵の手駒だ。勝ち目どころか、数秒だって生き残れる気がしなかった。さくらは心身ともに硬こう直ちよくし、すでに半分死んだような虚うつろな目つきで、それを見ているしかなかった。

　さらに、とどめを刺さすように。遅おくれて穴から飛びだしてきたものを見て、さくらは心臓が止まるような感覚をおぼえた。そんな。まさか。酷すぎる。残ざん酷こくすぎて、もはや声もでない。恐怖や憎悪すら消えて、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　最後に姿を見せた屍体は、さくらの最愛の仲間だった。長い緑色の髪を三つ編みに結ゆわえ、そこに蛇へびの髪かみ飾かざりを絡ませている。官能的に膨ふくらんだ胸むな元もと。足に吊つるした水ペツ容トボ器トル。どこか哀かなしげな美び貌ぼう。

　忘れるわけがない。大事な仲間だった。姉のように慕したっていた。最さい期ごはさくらを守って、壮絶に散った。恩人だ。大好きだった。

　それは『銀ぎん狼ろう長なが屋や』の頼たよれる姉貴分、薬くす師し『水蛇みずち』の屍体だった。

　さくらは己の心が、へし折れる音を聞いた気がした。『水蛇』。『水蛇』とは戦えない。仲間だった。泣きながら裏切り、けれど恐怖と己の弱さを乗り越こえて舞まい戻ってくれた、さくらを支えてくれた。最期まで姐ねえさんと呼ぶこともできなかった。でも、愛していた。

「姐さん！　『水蛇』姐さん！　ああああ！」

　さくらは絶ぜつ叫きようした。抱かかえた『一本角』も、同様である。狂きよう態たいを晒さらし、とても戦える状態ではない。どうすることもできなかった。敵の残酷なやりくちに、翻ほん弄ろうされ踏ふみにじられ、心がひび割れ流血を零した。

　大事な、愛するひとの死し骸がいを冒ぼう瀆とく的な殺し屋につくりかえ、放ってくる。最悪のやりくちだ。呆あきれて言葉もない。そして、とても効果的だ。

　さくらも『一本角』も、心乱され、か弱い童女のように泣き叫さけぶだけだった。この現実のぜんぶを、受けいれたくなかった。心が壊こわれてしまう。感情が激流となり渦うず巻まき、ただ身を震ふるわせ、慟どう哭こくするしかなかった。

　地上が迫せまる。だが、そこに辿たどりつく前に敵の悪意がさくらたちを蹂じゆう躙りんする。それでお終しまいだ。でもそれでよかった、死んだほうがましだ。闘とう志しも決意もぜんぶ消し飛ばされた。

　このまま地面に激げき突とつし、死のう。死んでしまいたい。もう考えたくなかった。何も感じたくなかった。さくらは心が折れ、ひん曲がって、諦あきらめようとしていた。『蠅王』の策略は、さくらの心に致ち命めい傷しようを与あたえた。

　だが、そう易やす々やすと諦めることをゆるさぬ、厳しい師の叱しつ咤たが飛んだ。

「おろかもの」

　抑よく揚ようのない、たどたどしい口調。

　金属質の、鼓こ膜まくを震わせるきれいな声こわ音ね。

「あきらめて　なんとする。『みずち』が　よろこぶか。くやしい　とは　おもわぬか。とも　を　もてあそばれ　その　ほこりたかい　じんせい　を　けがされた。せっしゃ　は　とてもとても　くやしい！」

　怒ど号ごうが響ひびき、大阪城の壁かべが粉砕された。瓦礫と壁材をまきちらし、飛びだしてくるものがいる。『銀狼』だ。両目を怒いかりで爛らん々らんと輝かせ、野や獣じゆうのごとく歯を軋きしらせ、唸うなっている。

「『銀狼』姐さん！」

　幼子のように、さくらは叫んだ。全身に活力がわいてくる。いつでも『銀狼』は、背中を押してくれる。前へ進ませてくれる、こんな地じ獄ごくの最果てでも。

「なくな　さくら。もう　なみだ　は　ながしつくした。『みずち』が　しんだときに。そうであろう　だから　なくな！」

　遠いさくらの涙を拭ぬぐおうとするように、『銀狼』が手を振ふるうような仕草をした。その指先が、かつての仲間、『水蛇』の死骸の胸元を押す。抉えぐり飛ばし、吹き飛ばした。

　まったく容よう赦しやがなかった。

　躊躇ためらいすらも。

『水蛇』は、呆あつ気けにとられたように目を丸くしていたが。血を流し吹き飛びながらも、生前のように、困ったように肩かたをすくめていた。

　かつての仲間と殺しあうことなく、遠ざけられたことを、『銀狼』の優やさしさだと受け取ったみたいに。くちびるを尖とがらせ、投げ接吻キスのような仕草をして。

　落ちていく、離はなれていく。信しん頼らいと愛情に満ちた、笑みだった。

　そちらから、無理やり視線を引きはがすように、『銀狼』は顔をあげる。

　前を見て、朗々と宣言した。

「『みずち』は　しんだ！　かなしいけど　しんだ！　『あらくね』も　おかあさま　も　みんなみんな！　でも　せっしゃたちは　いきてる！」

　勢いよく吹っ飛び地上に真っ逆さまに落ちていく『水蛇』の残ざん骸がいを見もせずに、『銀狼』は身を翻ひるがえす。『水蛇』を押した勢いで、空中を高速移動。手近にいた『蟲兵』の顔面を踏み、足場にして跳ちよう躍やく。

　縦じゆう横おう無む尽じんに宙を駆かけ、慌あわてて身構えた『蟲兵』を問答無用で粉砕。

　血と骨片と、革帯ベルトが舞うなか、吠ほえた。

「そうであろう　さくら！　ならば　いきることを　あきらめるな！　『みずち』の　ぶんまで　われら　いきていこう　と　ちかったはず！　わすれたか　さくら？　わすれたなら　あきらめるなら　せっしゃ　もう　しらん！」

　こちらを鼓こ舞ぶし、叱咤すると、あとはもう言葉もなく。

「うううううう！」

　怒りをこめて、鋼鉄の少女は獅し子し吼くをあげた。

「があああああああああ！」

　手当たり次し第だいに『蟲兵』を殴なぐり抉り爪を立て、嚙かみつき蹴けり飛ばし体当たりして、吹き飛ばしていく。敵の悪意そのものを、粉ふん砕さいするみたいに。ちいさな『銀狼』は英えい雄ゆう的で、まるで闇を払はらう太陽のようだった。
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　獅し子し奮ふん迅じんの大暴れの果て、『銀狼』が『金獅子』へと突つっこむ。

　腕うで組ぐみし、興味深そうに戦せん況きようを見ていた『金獅子』の死骸は、防ぼう御ぎよもせず待ち受けて『銀狼』と激突する。

『金獅子』と『銀狼』の頭部が、ぶつかって火花をあげた。

「おかあさま！」

　眼前で見つめあい、獣けものの親子は対峙する。

「ながさきでじま　で　おかあさま　が　いっていたこと！　こういう　いみ　で　ござったか！」

　不可思議なことを、『銀狼』は叫んだ。

　そういえば、長なが崎さき出で島じまでの決戦において、『銀狼』と『一本角』は束つかの間、時空間を越えて存在していた『金獅子』と遭そう遇ぐうしたという。夢のような出来事で、本人たちにも現実感がなかったようだが。

　そのとき、『金獅子』から言葉をもらっていた。

『金獅子』は、いつでも『銀狼』の心のなかで見守っている。それを忘れないでほしい。突き進め、太陽よりもでっかくなれ──そのようなたぐいの、愚ぐ直ちよくな助言を。愛で、『銀狼』はそれに応こたえた。だから悪夢のなかでも戦えた。

　誇ほこり高く、かつての『金獅子』のように。

　胸を張って、笑いながら。

「がてん　が　いった！　そして　あどばいす　を　ありがとう！　おかげ　で　せっしゃ　ためらわず　たたかえる！」

「…………」

『金獅子』は、無言。『蟲兵』と化した死骸の彼女には、やはり自意識がないのか。あるいは声帯などが腐くさって機能を果たさないのか。

　だが、どこか嬉うれしそうに。

　かつて『大奥』の太陽だった誇り高き女は、娘むすめの闘志を全身に受け止めて、心ここ地ちよさそうに笑っていた。

「おかあさま！　せっしゃ　ちょっとずつでも　おおきくなっている！」

　死者たる母に報告するように、『銀狼』は叫ぶと、笑った。

　異能力の弊へい害がいで表情筋のほとんどが動かぬ『銀狼』にとっては、最大の笑えみだ。『金獅子』によく似た笑みだ。歯を剝むいて、豪ごう快かいに笑った。

「おかあさま　のように　でっかい　おんな　に　なってみせる！」

　そのまま勢いよく、頭ず突つきを連打。『金獅子』が仰のけ反り、おでこから流血。一回転して、同時に鉄球を振り回す。

　周りの『蟲兵』たちも、ようやく反応して『銀狼』に殺さつ到とうする。いかに『銀狼』といえど、あの人数の強敵に取り囲まれれば命が危あやうい。

　さくらは下した唇くちびるを嚙み、血と痛みで覚かく醒せいする。師の窮きゆう地ちに、弟子でしが馳はせ参じなくて何とする。死地を救われ、鼓舞され、それでも何もできないならば生きている資格はない。

『水蛇』のように、もう大事なひとを、死なせたくない。これ以上はひとりだって、犠ぎ牲せい者しやをだしたくない。

『一本角』も同じ気持ちなのか、その表情に決意が宿る。彼女は鎖くさり鎌がまを振り回し、迫ってきていた大門に飛ばす。引っかけて、命いのち綱づなとした。おおきく振り子運動し、さくらと『一本角』は門へと激突する。

　さくらは鉢はち巻まきを結ゆわえ直し、気合いを入れる。『強化義ぎ肢し』を全開で励れい起きさせ、門を踏みしめる。丈じよう夫ぶな門に収まった大おお扉とびらに亀き裂れつが走り、凹へこんだ。四百年もの間、『大奥』と大阪城を隔へだてた扉が軋み、砕くだけていく。

　膝ひざを折り曲げ、反動を利用してさくらは跳とんだ。

　戦場へ向かって、一直線に。前へ、前へと。

　同時に、大阪城に異変が生じる。

　各所にあいた穴という穴から、黒い靄もやのようなものが噴ふん出しゆつしたのだ。最もおおきな、『紫あめ水晶じすと』の激突と爆ばく発はつによってできた大穴からは、黒雲のごとく。他ほかの細かな穴からも、出血するように黒いものが噴出した。

　次々と崩くずれる壁材の隙すき間まから、それは吐はきだされ、飛び散る。大阪城本丸が見る見る崩れ落ち、瓦が解かいしていく。それは大阪城そのものと、この国のすべてが絶命し、死にゆこうとする現状そのもののようだった。

　大阪城は、あっという間に原形をなくして瓦が礫れきの山となった。その隙間からは、絶えず暗雲が噴ふきだしていく。朝陽によって明るく照らされようとしていた空を、覆おおっていく。世界はまた闇やみに閉とざされようとしている。

　大阪城の終しゆう焉えんを、感かん慨がい深く見守る余よ裕ゆうもない。

　空中で激しく『蟲兵』たちと交戦しながら、さくらは目を丸くした。何だ、あの黒いものは。大阪城に溜たまっていた腐ふ敗はいした血液が、流れだしたみたいだった。それは空で寄り集まり、内臓のように鼓こ動どうする。

　見るからに忌いまわしい黒雲。さくらは、寒気をおぼえて我が身を抱だいた。気にせず迫ってくる『蟲兵』の顔面を踏ふみ、華か麗れいに一回転。『銀狼』のそばへと舞まい、寄った。

『銀狼』は『金獅子』の放つ鉄球を拳こぶしで殴りつけ、弾はじき跳とばしながらも、その勢いを利用してさくらに迫ってくる。

　ふたり、手を取りあって。

　師し弟ていは、空中で合流した。

　暗雲が落とす影かげのなか、ぬくもりを分けあった。

「勝手に行動しないでください、いつもいつも。心配するじゃないですか……でも、助かりました。姐ねえさん！　わたしの、大好きな『銀狼』姐さん！」

　さくらが告げると、『銀狼』は頷うなずく。しっぽ髪がみが、跳はねた。

　そのまま、地上へ向かって急降下。ようやく着地していた『一本角』のもとに舞い降りると、空を見上げる。

　遅おくれて落ちてくる『蟲兵』たち。

　背後には大門が控ひかえ、追いつめられたかたちになる。だが、さくらたちの戦意は失われていない。身構え、迎むかえ撃うとう。

　もう絶望は吹ふき消えて、闘とう志しだけがあった。

　さくらは、前を見み据すえる。
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　強大な敵に対して、こちらの戦力は微び々びたるもの。

　さくら。『銀狼』。『一本角』。いまだ仲間のおおくは離ればなれで、死地に追いつめられ、わずかに覗のぞいた朝あさ陽ひも黒雲に覆われる。

　けれど、もう諦あきらめない。

　折れた心はさらに強きよう靱じんに、真っ直すぐに再生している。『蟲兵』のようなただ動いているだけの死し骸がいではない、おおきく生育し咲さき誇る桜の樹木のように。

　三人で固まって立ち、次々と落下してくる『蟲兵』たちを睨にらむ。

　互たがいに牽けん制せいしあいながら、一いつ触しよく即そく発はつの状態。

　会話を交かわす余裕すらないのだが、さくらはどうしても気になることがあった。誰だれよりも前に立ち腕組みした『銀狼』に、呼びかける。

　天を満たした、漆しつ黒こくを振ふり仰あおいで。

「姐さん、あの雲のようなものは何でしょう？」

　さくらが疑問を口にすると、『銀狼』は素っ気なく応えた。

「たぶん、『べるぜぶる』」

「『蠅王』？」

　敵の首しゆ魁かいの名だ。さくらは本人と接したことはないので、顔も知らぬ。だが、こんな黒雲が敵の正体であるなど想像の埒らち外がいだ。意味がわからなくて、きょとんとする。

『銀狼』は口下手なので、すこし迷ってから、もごもごと語った。

「なんか　よくわからないけど。『べるぜぶる』を　みつけたから　なぐったんだけど。なぐりつづけてたら　ぶわ～って　なって　あんなかんじに」

「姐さん、わけがわかりません」

『銀狼』が説明に向いていないのはいつものことだが、限度がある。さっぱり意味がわからない。戸と惑まどうさくらの横で、ようやく平静さを取り戻もどした『一本角』が問いかける。

「『銀狼』、あなたは『蠅王』と対決していたのですね」

「うん」

『銀狼』は首しゆ肯こうし、『紫水晶』の事故現場から生存者を救出しに向かう途と中ちゆうで、『蠅王』と遭遇し、この機会に倒たおしてしまおうと仕し掛かけたなどの経緯いきさつを説明する。そのとき交わされた戦いの内容と、会話のすべても。

『一本角』は合が点てんがいったように、深く吐と息いきを漏もらした。

　そして、理路整然と謎なぞを解き明かしていく。

「『蠅王』は無数の蠅はえの集合体、なのですね。『銀狼』と対たい峙じし、痛めつけられ、無数の蠅による集合知に、乱れが生じたのかも。心を失い、暴走したと表現できます。おおくの蠅を、つまり知性を失い、人間の輪りん郭かくを保っていられず──無限の蠅の群れ、という本ほん性しようを見せているのでしょう」

「そうそう。たぶん　そんなかんじ」

　偉えらい偉い、というように『銀狼』が表情を綻ほころばせて、『一本角』の頭を撫なでた。それを、何だか困ったような顔で『一本角』は受けいれる。

　気が抜ぬけたのか、いつもの優美な笑みを取り戻す。

「さすがと言うべきですかね、『銀狼』。敵の親玉をいつの間にか追いつめているとは、頭がさがります。けれど、勝手な振る舞いは困ります。ついていくのも、一苦労でございますよ？」

「ごめんね」

『一本角』に対しては、『銀狼』はちいさな子供のようだ。彼女にとって、年の離はなれた姉のような存在なのであろう。

　存外、素す直なおに謝ってから、『銀狼』は身構える。

　上空に、暴走した『蠅王』が吹き溜まった黒雲。眼前には、『金獅子』や『絲妃』を中心としたかつての『大奥』の英えい雄ゆう、あるいは暴君の動く死骸たち。敵はおおく、状じよう況きようは楽観できず、いまだ死地にある。

　だが、希望もないわけではない。

『蠅王』は追いつめられ、正気を失って暴走している。高い演算能力による策さく謀ぼうこそが、『蠅王』の真の恐おそろしさであった。心を失い、狂きよう乱らんした今の彼女には、その怖こわさはない。

　直接の激げき突とつならば、肉を切らせて骨を断たつような暴力の応おう酬しゆうならば、勝ち目がある。『大奥』らしい、戦いならば。常に人前に姿を見せず、戦せん闘とうを避さけてきた『蠅王』にならば、何度も死線を乗り越こえてきたこちらの経験と自負が上回る、と信じる。

「もう　ひとおし。どすこい　どすこい♪」

『銀狼』の好みでもあるのだろう、彼女は血気盛んに笑っている。

「仕方ありませんね」

　溜ため息いきをつき、『一本角』も鎖鎌を構えて決戦に臨のぞむ。

「あまり泥どろ臭くさいのは好みではありませんが、それもまた一興。むかし、『金獅子』さまと野山を駆かけ巡めぐり、正義の使者として全国を行あん脚ぎやしていた時代を思いだします」

　わたしも、とさくらが一歩踏みだすため、崩れかけている大門に手を添そえる。

　その刹せつ那な、聞こえた気がした。

　過激な戦せん闘とうによる騒そう音おんが吹き荒あれるなか、それでも、さくらには聞こえた。愛いとしいひとの声が。世界で、最も大事な、優先すべき声が。

　さくらは髪を翻ひるがえし、背後を見た。

　凹へこみ、ひび割れ、けれどいまだ健在な大門。『大奥』と大阪城を区切る、威い圧あつ的な大扉の向こうから。

「……秀ひで影かげさま？」

　最愛の青年の声が聞こえた気がして、さくらは呼びかける。

　彼と『大奥』で再会したときのことを、思いだしながら。分厚い硝シヨ子ーケ壁ースに隔たれ、のばした指先も声も届かず、ふたりの運命は分かたれていた。それから、おおくの戦いがあった。無む尽じん蔵ぞうに思えるほどの流血があった。陰いん惨さんな殺しあいが、悲劇があった。

　それを乗り越え、手を取りあったはずの彼と別れた。

　離ればなれになって、二度と会えぬかもしれなかった。

　けれど、この瞬しゆん間かんに。

「秀影さま！」

　さくらは運命を感じて、振り向く。扉を叩たたき、呼びかける。その奥に、あったかいものを感じる。愛しいひとのぬくもりを。

　それを直感したら、もう強敵も何もかもどうでもいい。会いたい。彼に会いたい。一目見たい。言葉を交わしたい。愛を確かめあいたかった。

　涙なみだを零こぼし、さくらは分厚い扉に体当たりする。

　奇き跡せき的に、それは噓うそみたいに開いた。

　否いな、状況はわからぬが扉の向こうで紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹き荒れ、それが扉を炎えん上じようさせ高熱によって蒸発させたのだ。きれいに、扉だけが消しよう滅めつ。運命が、ふたりの再会を後押ししているみたいだった。

　声に反応したのか、いつもみたいに頼たよりなくよろめいて、青年が姿を見せる。豊とよ臣とみ秀影だ。彼は、呆あつ気けにとられたようにこちらを見ていた。

　その表情に、見る見る笑えみが浮うかぶ。幸福が。涙とともに。

　さくらも同じだった。迷わず駆けだした、彼のもとへと。

　ふたりの間を隔てるものは、もう何もなかった。

　飛びこんだ。

　抱だき寄せられた。

「秀影さま！」

「さくらちゃん！」

　互いに呼びあって、くちづけを交わした。

　まったく周囲の状況を無視し、再び巡めぐりあったふたりは愛を交わしあった。抱きあい、ふたりでひとつの生き物ように。炎の残ざん滓しが火の粉となって花びらのごとく舞まった。集まった『銀狼』たちや、『蟲兵』たちすら、まるで豪ごう華かな結けつ婚こん式に招かれた賓ひん客きやくだ、ただ啞あ然ぜんとして愛しあう恋こい人びとたちを眺ながめている。

　いまだ状況は混こん迷めいを増し、強敵は立ち塞ふさがり、先行きは見えない。

　けれど、この瞬間だけは幸せな結末を迎えて、誰にも文句を言わせないおとぎ話のように。曙しよ光こうがふたりを明るく照らし、何もかもがふたりの前ぜん途とを照らす演出であり祝福であった。

　運命に導かれたふたりは、奇跡のように再会し、陰惨な地じ獄ごくの中心で輝かがやくような愛を歌うたいあった。
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　秀影に抱きしめられて。

　愛しいひとの体温を、分け与あたえられて。

　心がへし折られ、凍いてつくようだったさくらの全身に熱が戻る。身体からだの隅すみ々ずみまでを、愛が活性化させる。もう、安心だ。大だい丈じよう夫ぶ、何も心配いらない。このひとが生きて、己おのれを愛してくれているかぎり、自分は誰にも負けない。平和な未来も、希望も、決して崩くずれたりしない。

　自分たちは歩んでいける。どこまでだって。

　さくらには、そう信じられた。

「秀影さま」

　夢中で抱だきついてしまってから、それだけでもう満足だったが。さくらに残ったわずかな理性が、そんな場合ではない、と思い直させる。

　こっそり訓練でもしていたのだろうか、修しゆ羅ら場ばの数々が彼を鍛えたのか、いつの間にかわずかに逞たくましくなっていた青年の胸むな元もとに頭を添えたまま。

　そっと見上げて、声をかける。

「ご無事で、何よりです」

「さくらちゃんこそ、よく生きていてくれた」

　秀影はまだ物足りないらしく、さらに抱き寄せるちからを強める。あぁんもう秀影さまの甘えん坊ぼうっ、とさくらは嬉うれしくなってとろけそうで。

　でも、だから、そんな場合ではないのだった。

　いまだ、ふたりの周囲には地獄が渦うず巻まいている。

「あのう。それはともかく、どういう状況でしょう？　どうして、秀影さまはここに？　あっ、わたしから説明すべきですか？」

　離ればなれになっていた間の、ふたりの物語を埋うめるべきだろう。

　けれど、秀影はどこか満足そうに首をふった。

「必要ない。こうして再び巡りあえた、それでいいじゃないか。あえて言うなら、さくらちゃんへの愛が、俺をこの場に導いたのさ……☆」

「そうですか、愛なら仕方ありませんね……☆」

「さくらちゃあん♪」

「秀影さまぁん♪」

「イツマデ、乳ちち繰くリアッテンノヨ」

　また熱ねつ烈れつにくちづけを交かわそうとしたふたりの顔面を、何者かが引っ摑つかみ、強ごう引いんに遠ざけた。

「オ熱イワネ、オフタリサン。ナンテ冷ヤカシヲ、ヨリニモヨッテ、アタシニサセナイデヨ。浮うカレンノハ後ニシナサイヨ、馬ば鹿か馬鹿シイ」

　こちらの頭を摑んだまま左右に揺ゆすって、苛いら立だたしげに言っているのは元序列二位『赫竜』である。彼女も激戦を経たのか、尖とがり帽ぼう子しの先せん端たんは折れ曲がり、外套マントも煤すすけている。だが、無事だ。生きている。

　その肩かたには、ちいさな黒衣の少女……。豊臣黒くろ姫ひめが、そういう種類のお人形のように「ちょこん」とお行ぎよう儀ぎよく座っている。体格のいい『赫竜』は彼女が落ちかけたので片手で支えつつ、愛しあう恋人ふたりを不気味な怪かい物ぶつでも見るように見ている。

　さくらは、当たり前のようにいる黒姫に気づいて、仰天した。

「黒姫さま！　黒姫さまもご無事だったのですね！」

「さぁて、果たして無事と言えるかのう？」

　黒姫は不気味な笑みを浮かべる。その表情が黒姫らしからぬ気がして、さくらは寒気をおぼえる。

　だが、さくらは黒姫のことをあまり知らない。何にせよ、黒姫は最愛の兄や、彼女が家族のように懐なついていた『赫竜』と再会できたのだ。

　それだけは、よかった。それだけで、何もかもがよかった気がした。

　微笑ほほえむさくらに、黒姫はやりにくそうに顔をしかめると。

『赫竜』の耳元にくちびるを添えて、何事か囁ささやいた。

「了解ＯＫ……」

『赫竜』はまだ何か言い足りなそうだったが、意外と素直に頷うなずき、黒姫を抱かかえたまま門の向こうへと踏ふみだしていく。さくらが出てきた側、つまり崩ほう壊かいした大阪城の方向へ。

　そちらでは、『銀狼』や『一本角』が『金獅子』や『絲妃』を始めとする『蟲兵』どもと対たい峙じしている。

　今は、突とつ然ぜんの門の消失と、空気を読まないさくらと秀影の抱ほう擁ように、誰だれもが呆あきれたか対応できずに啞然としていたが。

　事態は動きだす。

　急速に、戦場の雰ふん囲い気きが戻もどってくる。

「……んん」

　横よこ槍やりをいれられて、名残なごり惜おしく思いながらも、さくらは我を取り戻した。取り戻したくなかった。ずっと浮かれて、幸せに浸ひたっていたかった。

　今生の別れと思って、離はなれたのだ。けれど、再び巡りあえたのだ。もう二度と、遠ざかりたくはなかった。

　けれど、そのためには戦わなくてはならぬ。

　最後の死地を、乗り越こえなくては。

　さくらはそう決意し、『強化義ぎ肢し』に命を注ぐ。いまだ整備不良でがたついて、付け根から剝はがれ落ちそうだ。けれど、愛が満たされた。指先まで、かつてないほど充じゆう実じつしている。

　負けない。

　せめて、生き延びる。

　幸せな未来まで、夜明けまで、あと一歩なのだから。這はってでも、さくらは前へ進む。秀影も同じ気持ちなのか、ちいさく頷いた。

　いまだ、秀影はさくらの頭を良い子良い子、というように撫なでながら。

「情報交こう換かんは必要に思う。目の前の敵に対処し、生き延びるのが先決だが。場合によっては、俺はさくらちゃんだけでも抱えて脱だつ出しゆつするけど」

「わたしを優先しすぎですよ。嬉しいですけど……♪」

　困ったひとがあまりにも優やさしく、己を最優先にして愛してくれるから、さくらは逆に冷静になった。安心し、余よ裕ゆうをもてた。

　何があっても。どれだけ血にまみれても、天地が引っくりかえっても。

　だいじょうぶ。

　このひとのもとに戻るたびに、さくらは己の心を、人生を取り戻せる。ぬくもりを。わけのわからぬ状じよう況きようのなかでも、己を保っていられる。

「ほとんど、これまでわたしは役に立てませんでした。せめて一手、助すけ太刀だちしたい。みんなのために。わたしと秀影さまの愛の物語を彩いろどり、祝福してくれた、みんなへの返礼がしたいです」

「さくらちゃんが望むなら、俺はそれを全力で応おう援えんするよ」

　応援しかできないのが歯がゆいけどね、と秀影は苦く笑しようする。

　瞬しゆん間かん、銃じゆう声せいが響ひびいた。

　さくらは驚おどろき、音のほうを見る。慌あわてて、秀影を抱き寄せることで己の身を盾たてにしながらも。ここは戦場だ、油断大敵である。今さらだが。

「………？」

　さくらは、当とう惑わくする。

　銃声の元は、『赫竜』だ。

　見ると、勇ゆう猛もう果か敢かんに門の向こうへと駆かけていく『赫竜』がこちらを振ふり向き、奇き妙みような形状の拳けん銃じゆう……おそらく『才古サイコ銃ガン』の、引き金をひいていた。銃じゆう口こうにくちづけをするような仕草をして、片目を瞑つむる。

「忘レモノヨ」

　それだけ告げると、もう振り向かずに、彼女自身の戦場へと向かっていく。外套と、くすんだ金色の三つ編みが揺れていた。

『赫竜』が放った弾だん丸がんは、ちからなく放物線を描えがくと、さくらの足あし下もとに落ちる。ころころと、虫の卵のようなものが、転がってくる。

　すわ手しゆ榴りゆう弾だんか、とさくらは身構えたが、どうやらちがう。

　その球形をした弾丸めいたものは、空気を吸うようにして膨ふくらむ。瞬しゆん時じに、無数の鱗うろこに飾かざられた巨きよ大だいな卵、のような形状に変へん貌ぼうした。

　さくらも似たような異能力を用いるので、理解できる。これは避難シエル所ターだ。強固な防ぼう壁へきで覆おおわれ、内部にいるものの安全を確保する。

　その鱗が剝がれ、奥から冷気と、ちいさな声が漏もれてきた。

「ふぁお」

　円盤デイスクを擦こすらせるようなその声に、さくらは聞き覚えがあった。

　同時に転がりでてきたのは、お人形のような少女だ。

　艶つややかな檸檬レモン色の髪かみ。精せい緻ちな織り目の黒衣。虚うつろな双そう眸ぼう。

『黒船』提てい督とく『デンキ』である。

「解かい析せき完かん了りよう」

　彼女は床ゆかに転がったまま、手元に抱えていた書類挟みフアイルをぼんやり眺ながめていたが、やがてそれを閉じる。深々と、吐と息いきを漏らして。

「これが、『大奥』の……。否いな、この国の。否否、この歴史の真相であるか。なるほど興味深い、と同時に荒こう唐とう無む稽けいで肩すかしではある」

　のろのろと起きあがると、おっかなびっくり彼女を眺めているさくらと秀影を、ゆっくりと見上げる。

「他ほかのものは戦せん闘とう中か、この国のものは殺しあいが好きすぎる。まぁ仕方がない、ならば他におらんのでおぬしらに語ろう。秘密を、事実を共有しよう。真実を知るものが、ひとりでも生き延びれば、そのぶんこの国の未来は担保される」

　書類挟みフアイルを丁てい寧ねいに膝ひざに置くと、『黒船』提督は語り始める。

　すべてを。

「われは敗北し、この国に骨を埋めるしかない。われも、もはやこの国の民たみのひとり。この国の未来のために、言葉と誠意を尽つくそう。自分自身のために、われの無能のせいで故郷へ帰る道を絶たれた、『黒船』の同胞たちのために」

　機械仕じ掛かけじみた少女は、蓄ちく音おん機きみたいに言葉を並べる。

　それを聞いていたのは、この国の中心で抱だきあった、運命のように巡めぐりあった恋こい人びとたちだけであった。

　秀影と、さくら。ともに数すう奇きな人生を歩んできたふたりの物語に、『黒船』提督が最後の欠片かけらを埋めることで、それは完結する。

　欠片を組みあわせ、ひとつの絵として完成させるための時間もなく、そんな状況でもないが。この瞬間に、すべての穴は埋まった。そこに、真実という名の花が芽め吹ぶいていく。

「この国に『時空間爆ばく弾だん』の技術を伝えたのは、我が祖国である。請こわれたがゆえのこととはいえ、この国の歴史を歪ゆがめた責任の一いつ端たんはあろう。偉い大だいなる祖国の後こう継けいとして、王族として、われが責任を果たそう。聞くか、おぬしら？」

　あどけない顔がん貌ぼうをこちらに向けて、『デンキ』ははにかんだ。

　ぬくもりを交わしあう恋人たちを、どこか羨うらやましそうに眺めながら。

「否、聞くがいい。壊こわれかけたこの国への鎮ちん魂こん歌かを、いまだ幼いこの国の子こ守もり歌うたを。恋人たちよ、聞くがよい。そして、後世に伝えるがよい。二度と過あやまたぬように。あるいは、紡つむがれてきた歴史を、おぬしらの人生を、過ちにせぬように」

　音楽機器を再生するみたいな、円盤デイスクを擦るような声こわ音ねで。

　何もかもが解き明かされる。
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『赫竜』は一直線に、砲ほう弾だんのごとく駆けた。

　前方には、『蟲兵』の群れ。どれもが一いつ騎き当とう千せんの、『蠅王』が長い『大奥』の歴史のなかから選び抜ぬいた精せい鋭えいであろう。だが、今の『赫竜』は怯ひるまなかった。大事なものを抱いている。強力な兵器も得た。

　駆ける勢いを減じぬまま、『赫竜』は抱きあげた黒姫と目配せをして。

「『一本角』！」

　まだ抱きあっている恋人ふたりを守るように立っていた『一本角』に、すれちがいざま、黒姫を押しつける。

「わ、わっ？」

　いつも穏おだやかな『一本角』らしくなく、やや慌てて受け取ると。純白の麗れい人じんは黒姫をびっくりしたように抱きあげ、当惑する。

「何のつもりでございますか？」

「ソイツ、任セタワヨ」

　一方的に告げると、『赫竜』は足に吊つるした『才古サイコ銃ガン』を抜く。先ほど撃うった『三ピー原スメ則イカー』を右手に、新たに抜いた『蒼ざタイめた馬ラント』を左手に構えて。

　同時に引き金をひいた。

「魔物どもの親玉が・悪霊どもを追い払うのだIt is by the prince of demons that he drives out demons」

『蒼ざタイめた馬ラント』から大量の瓦斯ガスが噴ふん出しゆつし、『赫竜』の異能力により着火。眼前に群れていた『蟲兵』の群れを、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが舐なめた。いかに不死であろうが、頑がん健けんな戦士であろうが、圧あつ倒とう的火力の前には無意味。

　害虫の群れを、まとめて炎が無に帰す。丈じよう夫ぶな革帯ベルトが焼け残り、けれど『蟲兵』たちの屍し肉にくは炎えん上じようし、高熱に溶とけ、炭化していく。ついでに瓦が礫れきの山と化した大阪城も類るい焼しようし、さらに原形を失わせるほどに燃やし尽くす。いまだ渦うず巻まいていた『蠅王』の蠅はえのいちぶも、燃えあがって死んでいく。雑魚ざこも消し、目め障ざわりなものすべて吹ふき飛ばす、爽そう快かいなやりくちだ。

『赫竜』は満足するが、遺い憾かんを表するものもいる。

「ちょっと、『赫竜』！　『銀狼』が最前線にいるのですよ！」

『一本角』が文句を言ってくるが、無視。全身硬こう化かができる『銀狼』は、この程度では死ぬまい。べつに死んでもいいし。

　魔ま物もののように歯を軋きしらせ、『赫竜』は壮そう絶ぜつに笑った。

『赫竜』は前から、この慇いん懃ぎん無礼な『一本角』がいけ好かない。ちょっとは慌てればいいのだ。『赫竜』は思いながらも、己おのれの放った炎の余波を『三ピー原スメ則イカー』から飛びだした防ぼう御ぎよ壁へきで散らす。『デンキ』は、よい『才古サイコ銃ガン』を託たくしてくれた。

『三ピー原スメ則イカー』が広こう範はん囲いに展開し、『赫竜』自身というより、背後にいる『一本角』や『デンキ』たちへの炎の余波を防ぐ。周りへの気き遣づかいが、できるようになっている。『赫竜』は守るものができたぶん、弱くなったとは誰だれにも言わせない。

　強くなった。今の自分なら、誰にだって勝てる。『赫竜』にはそう思えた、それを肯こう定ていするか、茶ちや化かすように黒姫が微笑ほほえんでいた。

　爆ばく風ふうが吹き荒あれ、自己再生しながらも消えぬ炎にまとわりつかれた『蟲兵』たちが身み悶もだえるなか、『三ピー原スメ則イカー』を展開したまま『赫竜』は突とつ貫かん。

　その途と中ちゆうで「アリガトウ」と告げて、『一本角』の手元から黒姫を強ごう奪だつ。再び抱きあげると、走った。

「黒姫さまを戦場に──ちょっと、あなた！　『赫竜』、乱暴に過ぎます！　この野や蛮ばん人！」

『一本角』が毒づいてくるが、やはり『赫竜』は気にしない。説明している時間はないが、これでも考えなしに無む謀ぼうなことをしているわけではないのだ。『赫竜』は喜色を浮うかべたまま、襟えり首くびを摑つかんだ黒姫を振り回してから、しっかりと抱だき寄せる。

「『一本角』に一票。おぬし、やや奔ほん放ぽうすぎるぞ。あたしは、おぬしをそんなふうに育てた覚えはない。まったく、やんちゃな子じゃのう……？」

　目を回しかけて、文句を言っている黒姫をたいせつに抱き寄せると、『赫竜』はいまだ炎が吹き荒れる戦場へ突とつ入にゆうする。狙ねらうは、真正面。『銀狼』と激げき突とつしていた、蘇よみがえった『金獅子』のもとへ。

『金獅子』は、己を分子にまで還かん元げんし、あらゆる攻こう撃げきを通さない。分子操作の異能力は、己に迫せまる炎を分子へと置き換かえ、無力化もする。絶対の防ぼう御ぎよだ。見ると、『金獅子』には焦こげ跡あとひとつない。

　周囲に、きらきらと輝かがやく分子を舞まい踊おどらせながら。

　悠ゆう然ぜんと、腕うで組ぐみして仁に王おう立だちしている。

　相変わらず、その余よ裕ゆうたっぷりの態度が気に食わない。『赫竜』は『才古サイコ銃ガン』を足に戻もどすと、大おお股またで駆ける。

「アンタニハ、将軍御ご前ぜん試合デブン殴なぐラレタ恨うらミガアッタワネ」

　何やら楽しげにこちらを見ている『金獅子』に、全力で殴なぐりかかった。何も考えぬ、真っ正直な打だ撃げき。

「ソノオ返シヨ！」

　炎をまとった『赫竜』の拳こぶしが、『金獅子』の豊かな胸むな元もとに着ちやく弾だん。手て応ごたえ、あり。分子操作の異能力を用いず、『金獅子』は鍛きたえあげた頑健な肉体だけで受けた。そう、『金獅子』はそういう女だった。屍し体たいとなり、『蟲兵』と化しても、その生き様は肉体に宿っている。

　他人の攻撃をすべてすり抜ける、無敵の異能力をもっているくせに──『金獅子』はまるで痛みや衝しよう撃げきを楽しむようにそれを受ける。馬ば鹿か正直に、強つわ者ものの驕おごりというわけでなく、ただ交流を楽しむように。

　そんな『金獅子』の反応に、『赫竜』はむしろほっとした。『金獅子』は、『金獅子』だ。屍体となり、敵の手て駒ごまと成り果てても。『赫竜』が誰よりも尊敬する『絲妃』が、生しよう涯がいの宿敵とした、偉大な存在のままだ。

　その事実が、ありがたい。己のやるべきことに、修正をくわえなくてすむ。『金獅子』がただの無む惨ざんな死し骸がいだったならば、勝機がなかった。

　肩かたに乗せた黒姫が愛いとおしそうに、『金獅子』を見ている。彼女が囁ささやいた策は、『金獅子』への信しん頼らいを前提としており、それはおそらく結実する。

　同時に、『赫竜』は得も言われぬ清すが々すがしさをおぼえていた。

　殴らせてもらえた。『金獅子』は、己の気持ちを受け止めてくれた。それを実感する。彼女は『大奥』の生徒を愛し、そして『赫竜』もまた『大奥』の生徒であった。それを、保証された気がした。

　あらためて、『赫竜』は『大奥』に戻ってきたことを実感する。

　長崎出島での生活も、楽しかった。満ち足りていた。だが、やはりここがいい。『大奥』がいい。己のすべてを晒さらけだせる戦場がよかった。

『金獅子』は揺ゆるぎもせずに、神こう々ごうしく立っている。

　まるで攻撃が効いている感じはしないが、やや気は済んだ。どうせ、炎もこの打撃も目め眩くらましだ、『金獅子』をわずかにでも防御に集中させ、他の動きをさせないだけでいい。

『赫竜』は『金獅子』を突つき飛ばすようにして、その先へと進む。そこに目的のものがある。『赫竜』の希望があった。否いな、後こう悔かいを、未練を、濯すすぐ唯ゆい一いつの機会があった。

　愛おしい幼子を、黒姫を乗せたまま。

『赫竜』も、前へと進む。
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　突き進む『赫竜』の真横、すぐそばで動きがある。

「けほっ」

　炎に全身を焼かれた『銀狼』が、炭化した『蟲兵』の死骸を押しのけて、無事な顔をだした。焼けた黒い空気を、幼いたい気けなくちびるから吐はいて。しばらく、咳せきこんでいた。

『銀狼』は全身硬化の異能力により無傷だが、その身にまとっていた着流しは焼しよう失しつし、生まれたての赤ん坊ぼうのような全ぜん裸らだ。

　眉まゆをひそめ、『銀狼』は髪かみ留どめが焼けたのか、ざんばらになった髪をうるさそうに指先でまとめる。

「『あかとんぼ』　おぬし　あんまり　ではないか。せっしゃ　やかれても　しなないが。いたくないわけ　では　ないのだぞ？」

「アラ、死ンデナカッタノネ。残念。ドウスレバ死ヌノヨ、アンタ。相変ワラズ無む駄だニ頑がん丈じようネ、『銀狼』」

　舌打ちし、『赫竜』はついでのように『銀狼』を引っ張りあげてやると、はだかんぼでは可か哀わい想そうに思って己の外套マントを巻いてやる。髪の毛も手て櫛ぐしで整え、己の三つ編みを結ゆわえた髪留めをひとつ貸し、整えてやる。

　ついでに己の三つ編みを、ひとつ結びにする。

　姉妹が、朝の支し度たくをするみたいに。

「チョット、アンタノ未練タラシク化ケテデタ母親ヲ、足止メシテヨ。アタシハ、アタシノヤルベキコトヲ果タス。アンタニ何カヲ頼ムノハ癪しやくダケド、アンタニシカデキナイ」

「ふむ」

『銀狼』はおおきな外套が身体からだにあわぬのか、居い心ごこ地ち悪そうにしている。頰ほおを汚よごした煤すすを手の甲こうで拭ぬぐう。首を振ふって炭を散らすと、戦せん闘とうの姿勢になる。その視線が、『赫竜』の向かう先を見る。

　そこには、かつての『大奥』の暴君『絲妃』の死骸がある。

　嬉うれしそうに、黒い蜘蛛くもの糸の玉座に座して、状じよう況きようを見守っている。『金獅子』がついでに守ったのか、あるいは黒い糸で炎を散らしたのか、こちらも無傷。炎の影えい響きようを感じさせぬ、余裕げな態度だった。

　雑魚は蹴け散ちらし、けれど本命は無傷で残っている。

　そして己の育ての母の死骸と向きあう『銀狼』と同様に、『赫竜』には『絲妃』への因いん縁ねんがある。

　こうして向きあう機会を得たのも、巡めぐりあわせだ。『赫竜』はかつて盲もう信しんし、愛し、姉と慕したったひとと対たい峙じせねばならない。

「よかろう」

　肌はだを隠かくすための外套を巻き、髪を整えてあげる──という『赫竜』の、かつての『赫竜』らしからぬ、優やさしい行こう為い。長崎出島で家族を得て、『赫竜』が身につけた、素そ朴ぼくで尊い振る舞い。

　それを受け、『銀狼』もかつての邪じや悪あくな『赫竜』になら決してしない、仲間と認めたものへの行為をする。

　互たがいの愛したものを殺しあった宿敵への、最大限の厚こう意いを贈おくりあう。

『銀狼』は、『赫竜』の背中を叩たたいた。いつも、さくらにそうするように。愛をこめて。

　つんのめって転びそうになり、『赫竜』は『銀狼』を睨にらんだ。

　やがて苦笑いし、両者、拳をぶつけあった。

「ゼンブ終ワッタラ……最初ニアンタヲ殺スワ、『銀狼』」

「いつでもこい、『あかとんぼ』」

『銀狼』も、ぎこちない笑えみを浮かべる。

　硬化し強こわばった表情筋を最大限に動かして、瞳ひとみだけを爛らん々らんと輝かせて。

「おぬしも　おぬしの『けじめ』を　つけるがよい」

　互いに、颯さつ爽そうと背を向ける。駆かけていく。己の愛した恩人へと、その亡なき骸がらへと、全身全ぜん霊れいで。

　挑いどんでいく。向かっていく。

　義理を、果たしにいく。

『銀狼』は『金獅子』へと。

『赫竜』は『絲妃』へと。

　彼女らと別れてから、己が摑みとったものすべてを叩きつけるように。見て聞いて、感じてほしいというように。母に甘えるように、姉に抱きしめられるように。真っ直すぐに、ぶつかっていく。

　神聖な儀ぎ式しきのように。

　炎えん上じようし、崩くずれゆく地じ獄ごく絵え図ずのなか、とても幸せそうに。
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「あぁ──」

　乱らん痴ち気き騒さわぎを、『蟲兵』筆頭『蠍さそり姫ひめ』は見み据すえている。

　億おつ劫くうそうに、すべてに絶望し尽つくしたみたいな虚うつろな目つきで。死骸の表情で、ただ呆ぼう然ぜんと。首筋を撫なでる。そこに嵌はめられていた『妖魔』の呪じゆ詛そそのものの革帯ベルトが、消えていく。死んだのか、『妖魔』。優秀な忍びだったのに、任務に失敗したのか。それを思うと、哀かなしい。

　我が子のように思っていた。

　己を裏切り、首輪を嵌め、生き地じ獄ごくを味わわせた憎にくらしい少女だけれど。

　それでも、四百年、ずっと寄り添そってくれていた。

　それが失われ、『蠍姫』は、今度こそ己おのれのなかみがすべて、からっぽになってしまった気がした。なぜ己は生きているのか、もう何もこの手のひらのなかにはないのに。みんな死んでしまったのに。壊こわれてしまったのに。

　虚きよ脱だつ感に、立っていられなくなりそうだった。

　首輪が消えて、自由に動けるようになったのに、何もする気になれなかった。

　この瞬間、『蠍姫』にはもう──生きる目的がなくなってしまった。

『蠍姫』の正面には、きれいに消しよう滅めつした大門がある。大阪城と『大奥』を区切る、絶対的な壁かべだった。それは、『赫竜』の放った炎ほのおで抉えぐり抜ぬかれ消し飛ばされ、その存在ごと用を失った。

　そんな門のあった場所では、恋こい人びとたちが抱だきあっている。さくら。秀影。そのそばには、『黒船』提てい督とく『デンキ』がいる。『雹ひよう』が残した書類挟みフアイルを開き、すべての真実を明かしているようだった。

　あの書類挟みフアイルは、『蠍姫』にとっても馴な染じみ深いものだ。四百年もの間、『蠅王』と戦いつづけてきた『蠍姫』が、辿たどりついた真実を、すべての記録を書き留めたもの。そう、あの書類挟みフアイルの元となる資料の製作者は、『蠍姫』である。それは同様に『大奥』に渦巻く悪意に気づいた蘭らん学がく者しやの男と、彼を愛した『雹虎』によって研究し再編集され、まとめられ、受け継つがれてきた。

『蠅王』を歪ゆがんだ歴史を元に戻もどそうとする、強制力そのもののようなものと仮定し、推論も交えてこの敵の打だ倒とうの仕方を模も索さくした記録……。

　二重の拘こう束そくによって『蠍姫』は身動きが取りづらく、『蟲兵』に組みこまれていたため『蠅王』の監かん視しもあった。ゆえに、自分以外の誰だれかに、『蠍姫』の愛したひとが築きずきあげたこの歪んだ歴史を、幸せな夢を、守ってほしくて託たくしたくて、記して残した。

　それが受け継がれた。

　愛しいあのひとの子孫、現代の征せい夷い大たい将しよう軍ぐんと、彼を愛しそばに侍はべる、かつての『蠍姫』のような少女──さくらのもとへ。

　それで、己おのれの人生は報むくわれた気がした。これを見届けるために、今日まで生きて動いてきたような……。『蠍姫』は、さくらを見る。己は、あの愛らしい少女の、きっと未来の姿であろう。愛し、尽つくし、生き恥はじをさらし、戦いつづけたその末路である。

　さくらも、いつかすべてを失い、絶望し、己のようになるのかもしれない。

　でも、今この瞬間だけは──。

　祝福されるべき、輝かがやかしい幸福のなかにいた。

　かつて、自分もあの少女のようであったのだ。

　それを思うと、感かん慨がい深く、不思議なほどに満たされた。

　恋人たちは、書類挟みフアイルと、それを解かい析せきした『デンキ』の話を真しん摯しに聞いている。

　今さら、明かされて困る事情もない。むしろ、すべてを知ってもらえたほうが、『蠍姫』には都合がいい。暴走した『蠅王』を止め、さくらが死力を振ふりしぼってでも、愛した青年を──あのひとの子孫を、守るであろう。

　その結果、歴史がどうなるかはわからない。さくらたちのちからが及およばず、歴史は元通りのおおきな流れに揺ゆり戻されるだけかもしれない。だが、どんな未来でも、あのひとの子孫──秀影のそばには、さくらがいる。愛し愛された少女がいる。

　ならば、それでいい。

　幸せな結末だ。華はなやぐような未来である、『蠍姫』は祝福する。

　などと、考えている場合でもなかった。状じよう況きようは現在進行形だ。動き、目の前の愚ぐ者しやどもを皆みな殺ごろしにするべきか。動かず傍ぼう観かんし、いつものように、運命を見届けるべきか。

『蠍姫』は迷い、まさに屍し体たいのように硬こう直ちよくしていた。

　大門の向こうでは、愛おしい大阪城がもはや残ざん骸がいすらなくなり地上から失せ、『銀狼』が『金獅子』と、黒姫を肩かたに乗せた『赫竜』が『絲妃』と、激突している。頭上では暴走し、錯さく乱らんした『蠅王』が黒雲と化して渦うず巻まいている。

　万ばん物ぶつが生まれる寸前のような、混こん沌とんが、充みち満ちていた。

　新時代が幕を開ける瞬しゆん間かんは、いつもこのように、様々な事象や因果が爆ばく発はつし、粉々になり、ごちゃ混ぜになる。永くを生きる『蠍姫』は、それを知っている。もはや、個人のちからで留めおけるものでないことも。

　三つ編みを指先で撫なでて、『蠍姫』は重い溜ため息いきを吐いた。

「どうしたものでしょうかね、この状況は」

　どうしようもない。それは理解している。すでに、運命の渦うずは猛もう烈れつな勢いですべてを巻きこみ、破は壊かいしながら進んでいる。前へと。未来へと。その渦か中ちゆうにいる恋人たちを、『蠍姫』は見据える。

　彼女らがどんな決断をし、どんな未来を夢見て、そのために死力を振りしぼるのか。興味深くはあったが、それは彼女らの物語だった。『蠍姫』は、己の目的のために、在りかたのために、最さい期ごの一瞬まで動かなくてはならない。

　生きているのだから。

　愛しいひとと死に別れ、孤独に砂さ漠ばくを彷徨さまようように生きてきたのだから。

　この胸の鼓こ動どうが止まるまでは、誇ほこり高く、己の宿命を全まつとうしよう。

「世界中のひとたちが、まちがっていると声こわ高だかに指し摘てきする歴史でも」

　天を仰あおぎ、懐なつかしそうに目を細めて。

「運命が、世界のすべてが、その歴史を正そうとお節せつ介かいを焼いても。あたしは、それに抗あらがう。あのひとを肯こう定ていします、あのひとの夢を。愛し、それを否定するものたちを皆殺しにしてでも──守りましょう」

　体育座りをやめて、ゆるやかに立ちあがる。

　視線は、恋人たちを捉とらえている。彼女らの決断次第では、自分はその敵になるしかない。この歴史を否定するなら。どんな手段を用いても、怨うらまれても、彼女らを殺す。

　その次は『蠅王』だ。自由になった『蠍姫』は、蠅はえを仕込んだ張本人である『蠅王』にも逆らえる。全身を蝕むしばまれてはいないから。わずかな蠅ごときで、この胸にいまも充ち満ちている愛を蝕めない。

　あのひとが見た夢を、否定するものを、すべて始末する。そのために生きてきた。猛もう毒どくを体内に渦巻かせ、四百年も運命に抗ってきた。

　殺して殺して殺して、屍し体たいの山を築きずき、最後に立っているのが自分だけでもいい。

　砂漠のなかで、あのひとの夢の残ざん骸がいのなかで、独りぼっちになってもいい。

　自分だけでも、あのひとを肯定する。

　だが、不意に──。

　そんな『蠍姫』の決意を挫くじくような、すっとんきょうな声が響ひびいた。

「にゃひひっ♪」

　両手を広げ、ちいさな身体で目め一いつ杯ぱいに胸を張って。

「あんたの相手は、この『鎌かま切きり』がするもん！」

　がんばっているのは、『大奥』序列二位『鎌切』だ。全身を覆おおった『成カス功タムのサポ父ート』の装そう甲こう。麗うるわしい薄うす緑みどり色の髪は乱れ、その肌にも無数の傷が残る。『成カス功タムのサポ父ート』もあちこちから火花をだしている。

　満まん身しん創そう痍いだ。

『鎌切』は何度打ち倒たおされても、めげずに立ちあがり、『蠍姫』の進路を塞いでいた。苛いら々いらする。鬱うつ陶とうしい子供だ、何も知らず理解しようともせず考えもなく向かってくる。

　ひたむきに。真っ直ぐに、絶対に勝てない相手に向かってくる。

　それが『大奥』の生徒というなら、そうなのだろうけど。

　溜息をつき、『蠍姫』は項垂れた。いつもなら、言葉を尽くす。相手の戦意を失わせようと、諦あきらめさせようと、努力する。そのほうが、血まみれで殺しあうより簡単だからだ。

　だが、きっと通じまい。『雹』もそうだった。その娘むすめである『鎌切』は、なお酷ひどい。まったく話を聞かない。ならば、会話するのも徒労である。実力で、ねじふせたほうが早い。

　だが、無言で蹴散らすのだけでは気が済まなかった。

『蠍姫』は、苛いら立だちをこめて問うた。

「何のために？」

　一歩ずつ、すでに立っているのもつらいのだろう『鎌切』を、踏ふみつぶすために進みながら。

「どうせ死ぬのに、なぜ戦うのでしょう？　何の意味もないのに？　あなたが命を賭かける甲か斐いが、どこにあるのでしょう？　あなたは納なつ得とくして戦っているのですか、誰のためにその命を無駄に放ほうり捨てようとするのですか？　どうして、絶対に勝てない相手に挑もうとするのですか？」

「難しいことを聞かれても、わかんないもん」

　困ったように微笑ほほえんで、『鎌切』は両手を広げたまま。

　その手のひらに、変形した『成カス功タムのサポ父ート』が寄り添そうように移動する。大鎌と化し、握にぎりこまれる。ちいさな『鎌切』の周囲に、暴風が渦巻く。永い時間をかけて堆たい積せきした、『蠍姫』の心を埋うめる砂を、吹ふき払はらうように。

　砂さ漠ばくのなかで、『鎌切』は瑞みず々みずしい声を響ひびかせる。

「『鎌切』は、まだ子供だから。何もわかんないから、でもいつか、わかる気がするから。その『いつか』を奪うばおうとするものは、『鎌切』の敵。『蛍ほたる』ちゃんが、お兄ちゃん将軍が、『百手姫』ちゃんが、みんなが──『鎌切』に教えてくれようとしたこと、馬ば鹿かな『鎌切』にはまだわかんないから」

　吹き荒あれる砂の混じった風のなか、『鎌切』は大鎌を構える。

　真っ向勝負で、挑んでくる。

「わかるまで、生きたい。ははうえと、ちちうえのぶんまで、生きたい。生きるために戦うのは、そんなにおかしいことなの？」

「生きたいなら、あたしと向きあうべきではなかった。あたしは、毒の女。触ふれれば死ぬ、死、そのものです。だから、あたしは哀かなしい。必死で生きたいと願うものを、死なせてしまうのは──なのにあたしだけ生き延びてしまうのは、ほんとはずっと寂さみしかった」

『蠍姫』も、敬意を表して、身構える。

　砂が渦うず巻まき、刃やいばと化し、『蠍姫』の周囲を舞まった。

「あぁ……生きるということは、幸せなことだったのですね」

　首筋を撫なでて、むかしにも似たようなことを語ったな、とふと思った。

「愛するものがいれば、もっともっと、嬉うれしい。生きているって素す晴ばらしい。当たり前すぎて、飽あき飽きして、忘れていました。ずいぶんと、永く生きてきたから。でも思いだせた気がします、ほんのわずかでも」

『蠍姫』は、たぶん四百年ぶりに微笑んだ。

　愛をこめて。

「ありがとう『鎌切』。愚おろかで勇ゆう敢かんな、かわいらしい少女よ。かつて、あたしもあなたのようでした。何もわからぬ少女でした。無力で、生き恥はじを晒さらし──愛いとしいひととも離はなればなれになって、砂漠を彷徨っていました」

　ふたりの距きよ離りが、近づく。

　四百年の時を越こえて、『蠍姫』は自分自身に還かえっていくようだった。

「最さい期ごにあたしに向きあってくれたのが、あなたのような少女でよかった。むかしの、あたしのような少女で……。未来のある、輝かがやかしい、あなたのような一生懸けん命めいに生きている少女でよかったです」

　ちいさな子供の、瑞々しい生命力を浴びて。干ひからびた心に生き残ったわずかな芽が、吹きだしたようだった。

「あたしはもう、疲つかれてしまいました。ねぇ『鎌切』、あたしを哀あわれと思ってくれますか？　こんなに生きることを厭いとっているのに、あたしは生きている。猛もう毒どくの体液により、『蠅王』の支配すらほとんど受けない。ただ、生きている。生きつづけている、壊こわれていくこの国を眺ながめながら。守りながら、あのひとの愛したこの世界を、歪ゆがんだ歴史でも、あたしだけは肯こう定ていするために」

　無む駄だなことを喋しやべっている、と思って。

『蠍姫』はそれでも懺ざん悔げするみたいに、喉のどの奥に溜たまっていた砂を吐はくみたいに、本心をわずかでも明かして。久しぶりに、呼吸をした気分で。

　お年とし頃ごろの女の子みたいに、笑った。

「これが愛だというならば、きっと呪のろいでしょう。あのひとはこれを知っていた、この絶望を。未来が見えていたあのひとは、あたしの末路も知っていたのでしょう。きっとだから、あのような辞世の句を──」

　言葉は、中ちゆう途とで止まった。

　譫言うわごとを口にしていた『蠍姫』の胴どう体たいが、渦巻きへし折れながら歪んでぐちゃぐちゃに揉もまれた。血ち飛沫しぶきがあがり、猛毒の体液が散らばって広がる砂漠のなかに、『蠍姫』は前のめりに倒れた。

　命が、猛もう烈れつなちからにかき混ぜられ、吹き散らされていく。

　これは、死ぬ。『蠍姫』は、それを悟さとった。己おのれには抗えぬ、運命そのもののようなちからだった。物質どころか、空間ですらない、だから砂にできない。これは遠心力だ。『蠍姫』が扱あつかいきれなかった──ゆえに接触を避さけ、近づかなかった、あの天災と呼ばれた少女の異能力……。

　それを身体の奥深くまで叩たたきこまれて、『蠍姫』は運命の渦のなかで、己が切り刻まれ失われていくのを実感した。これが死か。待ち望んでいたわけではないけれど、それなりに期待していた、いつでも誰だれにでも訪れる死。あのひとにも、我が子のようだった『妖魔』にも、生きとし生けるものすべてに必ず与あたえられる、区切り。

　自分がずっと忘れていた、愛と夢のために動かしていたこの身体を、人生を、終わらせてくれる猛烈な勢い──。

　それを、先延ばしにすることはできた。すべてのちからを結集し、せめて何人か道連れにすることだって。けれど、『蠍姫』はそれをしなかった。

　うんざりするほど、この四百年、殺しすぎた。もう、疲れきっていた。そして、『妖魔』の拘こう束そくが失われ、純じゆん粋すいな『鎌切』と向きあって、むかしの──あのひとをただ愛していた少女だったころの気持ちを、取り戻もどしてしまって。

　生きていることは、よいことで。

　死んでしまうことは、哀しいことだったと、思いだした。それに、自分以外のものを、巻きこんではいけない。受けいれ、そろそろ、あのひとのところへ向かいたかった。

　だから声を振ふりしぼり、血を吐くように、囁ささやくだけにしておこう。

「露つゆとおち、露と消えにし、我が身かな……」

　心のなかに、大事なところに秘めていた愛いとしいひとの、最さい期ごの言葉を。

　己もまた口にして、この世を去るのがよかった。

　あのひとに、抱だかれながら逝いけるようで。

「難波のことも、夢の、また夢──」
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　さくらは、愛しいひとと抱きあったまま。

　その光景を目もく撃げきした。

　ちいさな身体からだで仁に王おう立だちし、見るからに苦しげで、立っているだけで限界であろう、『鎌切』に守られながら。その向こうで、『蠍姫』という不気味な少女がゆっくりと倒れていくのを、ただ目撃した。

　倒れる『蠍姫』の背後に、いつの間にか、誰かが立っている。

　屍し体たいのように気配なく、けれど威い風ふう堂どう々どうと。

「『蛍』ちゃん！」

『鎌切』が、信じられない、というようにその名を呼んだ。

　そう、『蛍』であった。彼女自身のものではない、おそらく他ほかの誰か……生き残りの『大奥』の生徒に借りたのであろう、ごく一いつ般ぱん的な大奥女学院の制服。彼女らしい手て甲こうや足甲、鎧眼鏡ゴーグルなども装着していない。けれどその勇ましい姿は他の誰でもない、『大奥』序列三位『蛍』であった。

　彼女が動いた拍ひよう子しにめくれあがった制服の裾すそから、お腹なかが覗のぞく。そこには、さくらのものに似た革帯ベルトが巻かれている。『蟲兵』の特とく徴ちようだ。だが、『蛍』の瞳ひとみには理性があった。

「『蛍』ちゃん『蛍』ちゃん『蛍』ちゃん～！」

『鎌切』が夢中で抱きつきにいった。『蛍』の同年代の少女に比べて豊かな乳ち房ぶさに顔面から埋うずまりにいって、甘えた。『蛍』は、困ったようにそれを受け止め、『鎌切』の頭をそっと撫でる。

「遅おくれてごめん。心配かけて……。んもう泣かないでよ、年上でしょ──『鎌切』のほうがお姉さんでしょ？」

　いつもどおりの口調で、それだけ告げると。

　安心したように微笑み、『蛍』は『鎌切』をそっと引き離すと、地面におろした。そして、倒れた『蠍姫』に両手を向ける。

「初めてにしちゃ上出来だと自分では思うけど、まだ慣れてないから、痛かったり苦しかったりしたらごめんね？」

　敵にまで、素す直なおに謝ると──異能力を行使。『蠍姫』の全身が、流血を滴したたらせながら舞いあがった。錐きり揉もみ回転しながら、空へと吹っ飛ぶ。

「これは──」

　さくらを抱だき寄せたまま、秀影が唸うなった。

「遠心力、つまり『竜たつ巻まき』とやらの異能力。そうか、無事に繫がったのか」

「そういうこと」

　声が、応こたえた。

　遅れて、砂漠が隆りゆう起きする。その奥から、巨きよ大だいな人ひと影かげが姿を見せた。『大奥』序列十位『女じよ王おう蜂ばち』、そして彼女に抱だかれた『阿あ呆ほう鳥どり』だ。

「あたしは無理に屍体と屍体を繫げただけ、生きて立って動いてるのは『蛍』自身の根こん性じようのおかげ。蠅はえの不死性とか、そういう要素もうまく働いてくれたけどね。まったく呆あきれたもんだよ、僧そう兵へいっていうのは。死んでも立つんだもん、武む蔵さし坊ぼうもびっくりだよ」

「ありがとう」

『蛍』は言葉すくなに礼を告げると、集中して異能力を操あやつる。『蠍姫』が空に舞い、黒雲へと向かっていく。

「『蛍』ちゃん、何してるもん？　ていうか、そんなことできたの？　『蛍』ちゃんの異能力は、爆ばく弾だん化だもん？」

『鎌切』に無む垢くに尋たずねられた『蛍』は、困ったように身じろぎする。

「まだ、ちゃんと胴体くっついてないから、抱きつかれると困るよ。ちぎれちゃうよ、ぼく自身も何で動けるのか不思議なぐらいなんだから」

　両手を空に向けたまま、『蛍』は苦笑いした。

「ぼくと相打ちになった『竜巻』っていう『蟲兵』と、合成されて、ぼくは復活したの。たぶん一時的にね、いつまで動けるかはわからない。前例がないことだから。だから、最後のぼくの仕事を邪じや魔ましないで。お願いだよ、『鎌切』？」

「最後なんて言わないで！」

『鎌切』は、駄だ々だをこねた。

「まだ『蛍』ちゃんに教えてもらいたいこと、いっぱいいっぱい、あるもん！　ううん、そばにいたい！　『蛍』ちゃんが大好き！　『蛍』ちゃんがいないと『鎌切』も生きてられないもん！　お願いお願いお願い！」

「わがまま言わないでよ……う～ん、じゃあ、がんばってなるべく生きてようとは思うけど。『鎌切』を哀しませたら、そのひとに怒おこられるし」

「うにゅ？」

『蛍』が顎あごで示した先、疲れたように砂漠に胡座あぐらをかいた『女王蜂』が、地面から何かを引きずりだす。それは、意識を失っているのか瞑めい目もくしている、『雹』である。全身に革帯ベルトと、治ち療りようのための包帯を巻いている。

　生きているのかは、わからない。『雹』はもともと死し骸がいだ。だが、その身を蝕むしばんでいた『蠍姫』の砂は、消えている。

『阿呆鳥』が治療を施ほどこしたのか。『蠍姫』の毒は体液だ、体液操作の異能力をもつ『阿呆鳥』には、対処ができたのか。あるいは見た目だけ、取り繕つくろっているだけか。

　わからないが、それでも『雹』はまだこの世に居残っていた。

「ははうえ」

『鎌切』はほっとして、母の残ざん骸がいを見る。『雹』は何だか困ったように、まだ蠅の支配が残っているのか、声帯が腐くさってでもいるのか──もぐもぐと、ひび割れた声をだした。

「ちぇっ」

　舌打ちして、意外と流りゆう暢ちように、語った。

「『絲妃』のやつ、余計な気ぃ回しやがって。書類挟みフアイルは渡わたしたし、どうも金さんもいるみたいだし──あたし、やることねぇじゃん。生きてても仕方ねぇし、なのに無理やり生かしてさ……。あたしに生きててほしかったのかよ『絲妃』のやつ、照れ隠かくしに悪わる巧だくみしてるっぽいこと言ったりとか。かわいいじゃねぇかよ、ほんと素す直なおじゃねぇやつ」

　あったかく頼たのもしいひとたちと、再び巡めぐりあえて『鎌切』は心の底から安あん堵どした。

　がんばって生き延びた報ほう酬しゆうがこれならば、『鎌切』は感謝したかった。運命に、神というものがいるならば、神に。この世のすべてに。

　気が抜ぬけて、へたりこんだ。

　その頭上で、事態は進行中である。『大奥』での、最後の変事が。黒雲と化した『蠅王』が、己おのれに迫せまってくる『蠍姫』に反応する。遠心力で巻きあげられた『蠍姫』を、嫌いやがるように蠢うごめいている。

「ねぇ『鎌切』、お利口さんだから。腰こし抜ぬかしてないで、身構えておいて」

『蛍』が脂あぶら汗あせを流し、けれど逆にそれで生きている実感を味わっているみたいに、彼女らしく素直に笑った。

「これから、『蠍姫』は大だい爆ばく発はつを起こす。ぼくの異能力で、彼女の全身を爆弾化したから。ぼくは今、『竜巻』と『蛍』の異能力、どちらも用いることができる。合成され、復活した、それがぼくだけの特とく殊しゆ性。ぼくだけが、できること」

　気を引き締しめるように、空を睨にらみつけて。

『蛍』は宣言する。

「『蠍姫』の全身に流れる体液は、あらゆるものを砂にする猛毒だ。彼女の全身は今、ぼくの異能力により、猛毒の性質を抱かかえたまま爆弾と化している。爆発したら、その猛毒が『大奥』全域にまきちらされる」

『大奥』は、すべて『蠍姫』の猛毒によって砂と化すだろう。

『大奥』の終わりだった。

　終わらせるために、『蛍』は立ったのだ。

「もちろん、上空を満たした『蠅王』ごと、毒は何もかもを砂にする。『蠅王』が、『蠍姫』と共とも倒だおれになって、その爆発と猛毒で消え失うせてくれたら万々歳なんだけど。うまくいく保証はない、何があっても対処できるように心の準備をしておいて」

　魂たましいのぜんぶ、命のぜんぶを残りかすまで燃やし尽つくすみたいに。

『蛍』は、凄せい絶ぜつに死力を振ふり絞しぼっていた。

「どうなるにせよ、これでお終しまいだ。『大奥』に幕をおろそう、あらゆる悪意と陰いん謀ぼうといっしょに。もう、うんざりだし。ぼくたちは生き延びて、前へ進もう。そのために努力しよう、全身全ぜん霊れいで」

　愛をこめて。

「生きるために命を賭かけるのは決しておかしくなんてないよ、『鎌切』」

　その背を、思わず『鎌切』が支える。誰だれかが寄り添そっていないと、今にも倒たおれてしまいそうだ。心配だし、愛いとおしかった。

『阿呆鳥』が『女王蜂』が、つづいた。『雹』もわずかに目を開いて、仕方ないな、というように己の娘むすめの、『鎌切』の背に手のひらを添える。肯こう定ていするように。

　さくらと秀影も、駆かけ寄ってくる。お人形さんのような、『デンキ』をふたりで抱きかかえている。彼女らの赤ん坊であるかのように。遅れて、『一本角』も慌あわてた様子でつづく。最後まで、己の使命を全まつとうし、愛しいひとに任された子供たちを守るために。

　蒸発した大門の向こうの激戦も区切りがついたのか、ぼろぼろになった『赫竜』や『銀狼』も駆け寄ってくる。否いな、区切りはついていないのか、こちらも壮そう絶ぜつな有様になっている『金獅子』や『絲妃』までもがでてくる。全員が、この世の地じ獄ごくと成り果てた『大奥』へと。血と涙なみだが渦うず巻まき、最後は混こん沌とんのなかで終わりを迎むかえようとしている、少女たちの箱庭ハーレムへと。

　誰もが運命に導かれるように、集まってくる。

　最後の花火を見守るために。

　長い物語に幕がおり、出演者たちが観客へと礼をするみたいに。
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　暗幕のように空を閉とざした、黒雲。

　無数の蠅の集合体である『蠅王』は、ぬくもりを感じていた。己が空を覆おおっているため、いまだ地上は真っ暗くら闇やみだが、もう朝あさ陽ひは昇のぼっている。世界を照らしている。それを無む闇やみに遮さえぎっている己が、酷ひどく滑こつ稽けいに思えた。

　何のために。

　四百年の永きに渡わたって。

　亡ぼう霊れいとして、この世界を見守り肥え太り広がって。

　何のために。

　蠢いていたのだろうか。

　それすら忘ぼう却きやくの彼方かなただ。『銀狼』に追いつめられ、集合知による演算能力と人間の輪りん郭かくを失い、錯さく乱らんして広がった。一いつ匹ぴきでも蠅を生かすために、逃にげた。一匹でも残れば、『蠅王』は死なない。消えない。役目を、野望を果たすことができる。

　ではその野望とは、何だったのであろうか。

　それすら思いだせない。ただ、生存本能のみで、『蠅王』は己の端たん末まつを、魂の欠片かけらを、一匹でも生き延びさせるために広がりこの空を覆った。だが、それ以上は広がれない。何かが押しとどめている。

　一瞬、『大奥』をぐるりと取り囲む紗しや幕まくが、邪じや魔ましているのかと思った。だが、そうではないことを『蠅王』は知っている。その記き憶おくは、まだかろうじて残っていた。紗幕は『紫水晶』が大阪城に突つっこんでくる際に打ち砕くだかれ、粉々になっている。それに、紗幕ごときなら『蠅王』の蠅が全力で体当たりすれば打ち抜ぬける──遮しや蔽へい物にはならない。

　それでは、何が？

　何が己の野望を邪魔し、このように窮きゆう屈くつに、押しとどめているのだろうか。『蠅王』にはわからなかった、調べようとした。混乱し、無数の蠅が大量の情報を集つどわせる。だが、それを演算し、統一し理解する自我がもうない。心がない。だから、『蠅王』には永遠にわからなかった。

　その端末のいくつかが、情報を送ってくる。蠅を仕込み、己の手て駒ごまとした『蟲兵』たちからの情報だ。

『雹』からの言葉があった。猛もう烈れつな勢いで己おのれに迫せまってくる、『蠍姫』からの言葉もあった。『金獅子』や『絲妃』からの言葉が、すべてを物語っていた。

『金獅子』が、己の分子操作の異能力によって、空に広がる『蠅王』を押しとどめている。それ以上、広がらぬように。それを空間固定の異能力をもつ『雹』が手伝っている。

　すべての悪意を、『蠅王』を、『大奥』のなかに留とどめるように。

　ふたりとも、いつの間にか『蠅王』の支配から脱だつしている。否、抗あらがい、一時的に自じ我がを取り戻もどしているのか。そばに侍はべる『絲妃』も、自分自身の意志で動いているように見える。

　足りなくなった演算能力で、『蠅王』は推測する。『絲妃』は自分の娘むすめ──黒姫のなかにでも、己の自意識を保存しておいたのだろう。それが『絲妃』の屍し骸がいに移ることで、復活。心も肉体も、完全に復活したのだ。『雹虎』や『金獅子』も、『蠅王』と似た洗脳能力をもつ『絲妃』によって脳神経を操作され、あるいは賦ふ活かつされ、生きかえった。

　いまだその肉体は蠅はえに支配されているが、強力な戦士である『絲妃』たちはそれに抗っている。『蟲兵』への二重の拘こう束そくの一いつ端たんを担になっていた、『妖魔』も死んだのか、革帯ベルトも外れており用を成していない。

　今の暴走し、蠅を制せい御ぎよできぬ『蠅王』では、『絲妃』たちを操あやつりきれない。

　これではまるで、『蠅王』が『絲妃』たちの復活を手伝ったようなものだ。

　彼女らを、己の手駒にできると思ったのがまちがいだった。早々に処分すべきだった、何度も何度も彼女らは己の野望を邪魔してきた。だが、それを己の武器とできれば、有効に用いられると思ったのだが。

　それすらも、計算されていた。

　利用され、操られていた。この『蠅王』が。

　好き放題に盤ばん上じようを支配し、駒こまを動かしていたつもりが、すべては何者かの手のひらの上であった。その何者かとは、誰なのか。理解できた。挑ちよう発はつするように、そんな『蠅王』の対局者が言葉を贈おくってきた。

　──おおきに。お疲つかれさん、ゆっくりとお休み。

　特とく徴ちよう的な関西弁。それは、かつての『大奥』の暴君の口調だ。倒れたはずだった。愚おろかしくも敗北し、屍しかばねとなり、無力と化したはずだった。だが彼女の死骸は立ちあがっていた、『蠅王』の蠅を仕込まれることで。

　手駒となることで。

　けれど、裏切られた。否、最初からそれを見み越こして──。

『蠅王』は悲鳴をあげた。恐きよう怖ふと混乱と、怒いかりに、全身の蠅が荒あれ狂くるった。身み悶もだえし、けれど『大奥』の外まではそれは広がっていかない。押し留められている。『蠅王』はこの世の支配者ではなかった。真の暴君が不在のうちに、調子にのっていただけのお山の大将であったのか。

『蠅王』は悲痛な絶ぜつ叫きようをあげる。無数の蠅の羽音として、それは鳴り響ひびいた。だが無意味だ、もはや詰つんでいる。

　己の敗北を、『蠅王』は悟さとった。

　そんな自分にとどめを刺さすための、最後の一手が放たれている。『蠍姫』だ。すでに爆ばく弾だん化された彼女は、大爆発を引き起こし──空に押し留められた『蠅王』のすべてを、そして『大奥』を無意味な砂にする。

　それでお終いだ。

　それを、一秒でも長く、『蠅王』は遠ざけようとした。身悶えし、蠅を放って『蠍姫』を撃げき墜ついしようとする。己を詰ませる将しよう棋ぎの駒を、自棄やけになって、敗北を認めずに投げつけるみたいに。

　だが、それすらも見越されていた。『蠍姫』を狙ねらった蠅が、業ごう火かに焼かれる。『赫竜』だ。彼女が『才古サイコ銃ガン』から瓦斯ガスを噴ふん出しゆつし、猛もう烈れつな火か炎えんを放っている。蠅が消しよう滅めつし、苦鳴をあげながら、『蠅王』が削けずられる。

　同時に、『蠍姫』のもとへと向かい、宙を疾しつ走そうするものがあった。

　さくら。『百手姫』と呼ばれていた少女だ。

　彼女はその恋こい人びと──秀影とともに、こちらに向かってくる。ふたりの間で、どのような会話が交かわされたのか、決断があったのか、『蠅王』にはわからない。

　ふたりはどうやら、すべての真実を知り、そのすべてを乗り越こえる覚かく悟ごを決めた。秀影が、真っ直ぐこちらを見ている。彼は、育ての親と同一人物である『蠅王』と、ようやく向きあう決心を固めたのだ。ひ弱な彼を、さくらが支えている。その姿は美しく、誇ほこらしくすらあって、『蠅王』はただ見とれてしまった。

　中途で停止した『蠍姫』を、『蠅王』を殺す猛もう毒どくを、さらに押しあげこちらにぶつけるために、ふたりは自ら出しゆつ陣じんしたのだ。他ほかのものは疲つかれ果て、あるいは恋人たちに役目を譲ゆずり、見守り支えている。みんなに祝福されて、若い恋人たちが生命を燃やして、突とつ進しんしてくる。

　歴史を本来の、おおきな流れに戻もどそうとする『蠅王』を打ち破り──彼と彼女がその手で、自ら、幸せな結末を摑つかむために。

　自分自身の手で、足で、命で、魂たましいで──運命に、向きあうために。

　本来なら、それは無む謀ぼうである。特とつ攻こうにもならない、何の成果もあげられず歴史の重みに負けてつぶれ、死ぬだけだ。だが、彼女らを後押しするものがある。それは歴史の強制力なんていうあやふやなものよりずっと、たしかで、生々しく、力強いものだ。

　さくらは他ほかのものに比べ、戦せん闘とう力は見み劣おとりする。『蠅王』の予定では、早々に死んでいたはずだった。なのに不安だった。警けい戒かいし、『蠅王』は何度も彼女を死地に追いやった。

　なのに生き延び、すべての痛みも哀かなしみも宿命も抱かかえて、己に迫ってくる。

　彼女は、豊臣秀影に抱だかれている。そう、彼に愛された、世界中の誰よりも愛されたことが、さくらの唯ゆい一いつにして最大の特異な点であった。たったそれだけのことが、さくらに邪じや悪あくな運命を打ち破らせ、『蠅王』を乗り越こえるだけの強さを、奇き跡せきを与あたえた。

　必ず最後に愛が勝つ。愛されているから誰にも負けない。そんな馬ば鹿かな話があるわけがない。論理的ではない、現実的ではない。これでは、おとぎ話だ。『蠅王』は怒ど号ごうを放った。

　さくらは怯ひるまず、真っ直すぐに向かってくる。

　そんな彼女を抱きしめた秀影ごと、宙を飛ひ翔しようするちからのある『鎌切』が押しあげ、『赫竜』もつづき、ふたりを進ませる。その前方に、『絲妃』がかたちづくった黒い糸の橋が架かかり、つながるように『雹』の空間固定によってつくられた階段が、『金獅子』の分子操作により補強され、さらに、さくら自身の異能力による花びらが飾かざった通路ができた。

　彼女に迫る蝿はえの大群を、『蛍』が新たに得た遠心力で、『銀狼』が瓦が礫れきを投げつけて、『一本角』が最大限に鎖くさり鎌がまをのばし、『阿呆鳥』が血液の弾だん丸がんで、『女王蜂』が重火器で、『デンキ』が絶対防ぼう御ぎよの『才古サイコ銃ガン』で、『ピカドール』が銃ガン槍ランスからの破は壊かい光線を放って、防ぎ、撃げき墜ついし、吹ふき散らす。

　障害を取り除いて。

　あらゆる悪意を、払はらいのけて。

　祝福されながら、若い恋こい人びとたちが花道を駆け上ってくる。

　その中ちゆう途とで、さくらと秀影が花束を受け取るように、『蠍姫』を確保した。それを、押し上げてくる。最後に、ふたり手を取りあって、猛もう毒どくの爆弾となったそれを投げ渡してきた。

『蠅王』には、それを防ぐ手段はなかった。

　最後の一押しをうけて、己おのれを殺す、終わらせるものが迫せまる。

　大だい爆ばく発はつが生じる。『蠅王』は、衝しよう撃げきにより吹き散らされ、猛毒により砂となっていく。心が、野望が、消え失せていく。

　さくらが、『蠅王』が消えゆくことにより差しこんだ朝陽のなかで、地上のものたちに手をふった。

　希望そのものの、曙しよ光こうのなかで。

　彼女の異能力が発動し、飛び散った『蠍姫』の猛毒も、『蠅王』の身体からだを構築していた蠅の死し骸がいも、すべて桜色の花びらへと変じていく。

　馬ば鹿か馬鹿しい光景だった。

　花びらが舞まい踊おどるなか。

　最後の自我で、心で、『蠅王』は見ていた。

　いちどは息むす子こと呼んだ秀影が、最愛の少女と抱きあい、幸せそうに笑っているのを。

　母親として、祝福の言葉を贈るべきであろうか。

　そんなことを、ほんの一いつ瞬しゆんだけ思って、それを最後にして消えた。




　桜の花びらだけが、愛しあうふたりを祝うように、ただ舞っていた。

[image: ]







　終幕
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　かくして──。

　公文書には大おお阪さか城の無血開城と記された、関ヶ原以来の歴史の転機となった一夜は混こん沌とんのなかで幕をおろし、曙しよ光こうとともに新時代が花開いた。

　一夜にして大阪城、およびその内包した『大奥』が地上から消しよう滅めつ、全国各地から集められた『大奥』の三千人の美少女たちを含ふくむ大阪城の人々の、ほとんどが行ゆく方え不明。

　あとには肥ひ沃よくな大地と、そこで咲さき誇ほこる、この戦いで命を落としたものたちを鎮ちん魂こんするような無数の桜の木々のみが残った。

　その奇き妙みような一夜の内実は庶しよ民みんにまでは知らされず、様々な憶おく測そくが飛び交かい、しばし市し井せいを賑にぎわせたが──。

　誰だれも彼もが新時代に対応するため毎日を忙いそがしく暮らし、将来に希望と不安を抱いだきながらも、必死に生きていくしかなかった。

　諸大名も、電信などが発達していなかったのが不幸中の幸いで倒とう幕ばく派と足並みを揃そろえ攻せめあがってくることもなく、出で遅おくれているうちに革クー命デターが成立してしまい、唯い々い諾だく々だくと新たな国の盟主となった天皇家──『吸血姫』に従う方針のようだった。

　小規模な揉もめごとや内乱じみたものは、まだわずかに残っているが、諸大名は幕府時代の刀かたな狩がりなどで無力化されている。たいした被ひ害がいも騒さわぎも起きず、やがて収しゆう拾しゆうがつくであろう。地方の諸大名などは、倒幕運動や政権交代があったことも知らず、参勤交代をしに遠路はるばる参じてから、初めて事態に気づくといった体ていたらくであった。

　戦乱の影えい響きようは最小限に止まり、平和で、光り輝かがやくような新時代が花はな咲さこうとしていた。すくなくとも大阪城が秘ひ匿とくしていた最新技術などが広められ、歪ゆがめられていた法律も是ぜ正せいされ、長なが崎さき出で島じまなどに封ふうじられていた商業も活発になり、国は豊かになった。人々の生活も。その実際的な利益の前には、怪あやしげな噂うわさ話ばなしなど花びらほどの重みもなかった。

　陰いん謀ぼう論などを好む学者たちは、同時期に大阪城に押し寄せていた倒幕派を名乗る民たみによる革命が起き、大阪城のものは皆みな殺ごろしにされ、証しよう拠こ隠いん滅めつされたのだと声こわ高だかに主張する。

　大阪城の流血壊かい城じよう、などと謳うたわれる怪しげな風聞が飛び交い、けれどその荒こう唐とう無む稽けいな内容を、民は笑うだけでおとぎ話や都市伝説として、娯ご楽らく小説のなかに残すだけであった。

　その面おも白しろ半分な憶測すらも真実の表面をなぞるだけで、事実を知る当事者たちはかたく口をつぐみ、何もかもが不ふ明めい瞭りようなまま、けれど新時代は確実に始まっていた。

　そのなかで、どう生きていくのか。これまでと同じではいられまい。戦いのなかで命を落としたものたちのためにも、幸せになるべきだし、良い国にするべきなのであろう。

　豊とよ臣とみ秀ひで影かげはそう思いながらも、いまだ騒そう動どうの渦か中ちゆうにいた。

　いたって本人はぼんやりとしているのだが、周りはそんな彼を放ほうっておかない。豊臣幕府の征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。その地位は、幕府が崩ほう壊かいし、転てん覆ぷくした今となっては儚はかない肩かた書がきだが。

　その秀影が偶ぐう然ぜんでも済なし崩くずしでも手にした、唯ゆい一いつの切り札を、有効に用いるべきであろう。それが最後の、秀影のこの国に対するご奉ほう公こうだ。

　みじめにでも生き延びてしまった己の、役目であると信じた。
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「えぇっと」

　秀影は、いつものように困ったような笑えみを浮うかべたまま。

「俺はいったい、何をどうすればいいのかな？」

　今日も振ふり回されていた。

　洋風の詰つめ襟えり。豪ごう奢しやな金糸の刺し繡しゆうが目立つそれを身にまとい、突つっ立っている。

　場所は大阪城の跡あと地ち、広大な公園である。建築物のほとんどはあの夜の激戦と、最後の爆ばく発はつによる『蠍さそり姫ひめ』の猛もう毒どくの散布によって、地上から消えている。

　その『蠍姫』の猛毒によってかたちあるものは粉々になり、そこにさくらの植物操作の異能力が不思議な化学反応を起こしたのか、大地には生命が溢あふれ、あのとき飛び散った花びらはすべてが種子となり苗なえとなり若木となり、見る見る生育した。

　大阪城の跡地は、見事に満開の桜によって埋うめ尽つくされてしまったのだ。粉々になった少女たちの死し骸がいが埋まったこの地は、それを養分とするように肥沃となり、うつくしい桜をいつまでも咲かせていた。

　新時代には、かつて大阪城のあったこの場所は、わずかな残ざん骸がいのみを残し、咲き乱れる桜を愛めでるために民が訪おとずれる、平和な公園となってしまうのだろう。悪意も血も涙なみだも何もかも、粉々にされ肥料となり、大地の奥へと葬ほうむられて。

　かつて地じ獄ごくそのものであった『大奥』の跡地は、まさに天国のような華か麗れいな公園となった。初代秀ひで吉よしが建造し、豊臣一族の四百年の栄えい華がを象しよう徴ちようした大阪城も砂の城のようにもろく崩れ、砂つぶになって風のなかに消えた。

　すべてが夢だったようで。

　けれど、秀影はいつまでも覚えている。かつて、ここには歴史を歪め、国を掌しよう握あくし、猛もう威いを振るった豊臣幕府があった。醜しゆう悪あくで、けばけばしく、けれど華麗な大阪城があった。

　己のなかにも、その絢けん爛らん豪ごう華かな一時代を築いた、豊臣の血が流れている。その血と己の血を混ぜるために、結ばれるために、愛を叫さけび殺しあい血まみれで戦い抜ぬいた少女たちがいたことを。

　忘れない。

　抱かかえて、大事にしながら、生きていく。

　この先も、未来もずっと。願わくは、同じように生き延びたわずかな少女たちと肩かたを寄せあい、支えあいながら。それが、まがりなりにも豊臣幕府の最後のラストエ将軍ンペラーとなった己の、この新時代にできる唯一のことだ。

　うんうん頷うなずいていると、背後から砲ほう弾だんのように何かが突っこんできた。

「秀影さまぁあああ～ん♪」

　こちらの首をへし折るのが目的みたいに、後ろからものすごい勢いで抱きついてきたのは、可か憐れんな少女である。彼女は全身で秀影に密着すると、幸せいっぱい夢いっぱい、みたいな天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せている。

　いま桜並木のなかに差しこんでいる朝あさ陽ひそのもののような、笑みだ。

「『吸ばん血姫ぱいあ』ちゃん」

　秀影は、その名を呼ぶ。『大奥』が崩壊し、源氏名で呼びあう意味もないのだが、彼女の本名はやたら厳いかめしくて覚えづらくて呼びづらいのだ。神さまみたいな名前だった。

　なのでいまだに、愛あい称しようとして、秀影は彼女を『吸血姫』と呼ぶ。

　本人もそっちの呼こ称しようのほうが愛着があって気にいっているのか、にこやかに頷いた。

「さぁ、ひとつの時代の区切りとして！　満開の桜のなか、きれいなさくらのきれいな髪かみの色のなか、新時代の幕開けを飾かざる儀ぎ式しきをしましょう！」

　こちらに抱きついたまま、えへんと胸を仰のけ反らせて。

『吸血姫』は、尖とがった犬歯を晒さらして上じよう機き嫌げんに笑っている。

　その見た目は、以前とは様変わりしている。まず、着ているものが変だ。洋風の、純白で豪奢な花はな嫁よめ衣装である。鎖さ国こく政策も解かれ没ぼつ交こう渉しようだった異国からの技術が伝来し、それに基もとづいてこの国の職人が丹たん誠せいこめてつくった、近ごろ流行はやりの洋装の一種であろう。

　ちいさな『吸血姫』はそれを嬉うれしそうに着こなし、羽のように軽い体重をこちらに預けてくる。慌あわてて、秀影は彼女を抱える。お姫さま抱だっこが似合いすぎる奇き跡せきのような彼女へ、たいせつに頰ほおを寄せた。

　くすぐったそうにしながら、『吸血姫』は満足したように吐と息いきを漏もらした。彼女もまた壮そう絶ぜつな死し闘とうを乗り越こえて、生き延びたのである。

　その髪は、老ろう婆ばのように白く色あせている。かつて彼岸花のように鮮あざやかな真しん紅くだったそれは、毛先まで脱だつ色しよくされ、朝陽を反射してきらきらと輝かがやいている。

　痛々しいほどだったが、『吸血姫』はとくに気にしていないのか、秀影の気き遣づかうような視線を察してはにかんだ。

「なかなか、この髪色も似合っているでしょう？」

　指先でそっと、己おのれの白しら髪がを撫なでる。

「『妖魔こうもり』を懲こらしめるため、そしてあたくし様の大事な家族を守るために、無理をしたからね。異能力が枯こ渇かつしたの、この髪の色はその副産物ってところね。異能力が枯渇すれば全身が崩壊して死ぬ危険性すらあった、この程度で済んで不幸中の幸いってところよ」

　だから心配しないで、というように『吸血姫』は気き丈じように振る舞まっているが。彼女は大阪城を取り囲む山中での、倒幕派、およびそれを操あやつっていた『蠅べるぜ王ぶる』の尖せん兵ぺいたる『蟲むし兵へい』との激戦で瀕ひん死しだったのだ。

　身体じゅうが砂と化し、異能力を行使しすぎたため癌がん化かし、死の淵ふちに立ったのだ。そんな状態で彼女は怨おん敵てき『妖魔』を倒たおし、倒幕派に敵意と武器を向けられながらも死地を脱だつ出しゆつし、最後まで笑顔で戦い抜ぬいた。

　その後、彼女は倒幕派に追われるかたちで必死に駆かけ回り、『蠍姫』の猛毒などにより壊かい滅めつしていた大阪城の跡地で、秀影らと合流した。

　征夷大将軍豊臣秀影の顔は人口に膾かい炙しやしており、とくに幕府を怨敵と見定めた倒幕派のものにとっては忘れがたいものとなっていた。

　それを咄とつ嗟さの機転で利用し、『吸血姫』は秀影に己が天皇家の娘むすめであるという証言をさせ、倒幕派をひれ伏ふせさせ、従えた。

　快かい刀とう乱らん麻ま、としか言えない鮮やかな解決であった。

『吸血姫』は倒幕派の頭目に祭りあげられ、幕府の最高権力者である秀影とその場で交こう渉しようし、平和的な条約を結び、ひとまず終戦となった。

　倒幕派と幕府の生き残りの熾し烈れつな最終決戦、という筋書きは断たたれ、無血開城と相成ったのだ。『蠅王』もそのときには爆ばく散さんし消え失うせており、余計なちょっかいもなかった。

　その後は、とんとん拍びよう子しで。

　権力の中ちゆう枢すうたる大阪城を失った幕府は解体、現在は天皇家がこの国の政治を執しつ行こうし、幕府の残党はその補ほ佐さをしている。倒幕派のものなども交えて、この後の行く末を話しあっている段階である。

　おそらくは異国の優すぐれた政治体系である、民主主義、とかいうのに任され、この後の国のかたちは民に優やさしく平和的なものになるはずだ。

　旧ふるい時代の遺物たる豊臣一族の秀影や、おそらく天皇家の『吸血姫』も実権のない象徴となり、やがて忘れ去られていく。

「ふふん♪」

　夢見た未来の一いつ端たんを摑つかみとった、英えい雄ゆうのような少女は、ご機き嫌げんに笑っている。強がりの笑みだ。けれど愛らしくて、うつくしかった。

「ぜんぶがぜんぶ華麗に解決、とはいかなかったけど。次善の結末と思いましょう、秀影さま。あたくし様たちは勝ったの、あらゆる悪意を乗り越えてね、幸せな結末をこの手にしたのよ。勝ち誇ほこりましょう？」

　激戦の無理がたたって、『吸血姫』は余よ命めい幾いくばくもないという。全身は癌がんに冒おかされ、常に苦痛を味わっている。それは、新時代を切り開き勝利を摑んだ彼女への、あまりにも酷こくな代だい償しようだった。

　秀影に抱きついたまま動かないのも、本来は立って歩くのも難しいような体調だからだ。それでも、彼女は精力的に動いている。彼女のそばに今も侍はべる双ふた子ごに心配されながら、この世界の最前線で。

「血の一ひと滴しずくも残らないほど流し尽くして、泥どろだらけになって、勝利を摑みとったの。みんなのおかげで。みんなのために。あたくし様は、それを誇る。この髪も、だからあたくし様はけっこう気にいってるの」

　尊敬できる、この国のお姫さま──。

　彼女の夢は、叶かなった。魂たましいと命を削けずり、彼女はそれを叶えたのだ。

　ぼろぼろの肉体で、疲つかれきった表情で、それでも満足そうに『吸血姫』は麗うるわしい桜並木を、この国の現代を見守っている。

　無論、『吸血姫』には治ち療りようは施ほどこされたし、この勇ゆう敢かんな、物語の主人公のような少女がそう易やす々やすと命を落とすこともないと信じたい。

　彼女なら、百年でも二百年でも根こん性じようだけで生き抜きそうだ。

　生きていてほしい。

　秀影は思いながら、宝物のような少女を優しく抱き寄せる。

「ありがとう『吸血姫』ちゃん」

　いろんな意味をこめて、そう言った。諦あきらめずに戦ってくれて。この国に、幸せな現代を与あたえてくれて。旧時代の権力者など処しよ刑けいされてもおかしくないのに、温情をくれて。あらゆる意味で、生きていてくれて。

　ありがとう。

　心からそう告げると、『吸血姫』は「うん」と珍めずらしく素す直なおに、ちいさく頷いた。その言葉を聞くために、生きてきたみたいだった。
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　しばし、ふたりで桜さくら吹雪ふぶきのなか、幸せを嚙かみしめていた。

　秀影の腕うでに抱だかれ、鼓こ動どうを聞き、『吸血姫』は赤ん坊ぼうのように微睡まどろみかけていたが。

　不意に、顔を起こした。

「おっと」

　よだれを拭ぬぐう仕草をして、彼女は居い丈たけ高だかに宣言した。

「思わず満足しきって、往生しちゃうところだったわ。死んでる場合じゃないのよっ、結けつ婚こん式をするわよ秀影さま！」

「結婚式？」

　意味がわからなくて首を傾かしげると、『吸血姫』は「ふふん」と胸を張った。仰け反りすぎて落ちそうになったので、秀影は慌てて支える。

「そうよ結婚式よ、そのための花嫁衣装よ！　どう、らぶりぃでしょう♪　あなたのために新調したのよ、百万回でも『かわいいよ』『愛してるよ』って言ってもいいのよ！」

　こちらの頰にくちびるを寄せてくる、幼い淫いん魔まのような彼女。

　そのやや太めの眉まゆが、不敵に吊つりあがる。

　小こ悪あく魔まめいた笑えみで、この国のお姫さまは高らかに告げてきた。

「新時代の幕開けを飾る大事な儀式よ！　天皇家の直系であるあたくし様と将軍家の嫡ちやく男なんである秀影さまの、結婚式を執とり行う！　両者は結ばれ、ひとつに合流し、以後は仲良く幸せに暮らすのよ！」

　それは、『吸血姫』とともに何度も語りあった未来のひとつ。可能性のひとつだった。将軍家と天皇家が手を取りあう。もともと、『吸血姫』はそのために『大奥』へと降こう嫁かしてきたのだ。

　だからむしろ、結婚式などする必要はない。『吸血姫』は、建前上は、幕府が崩ほう壊かいし『大奥』も消え失せた今となっては重みをもたない契けい約やく上だが、秀影の嫁よめである。すでに、結婚しているといっていい。

「披ひ露ろう宴えんよ！　今後はあたくし様たちと、秀影さまたちが手を取りあい仲良く平和に暮らすと、庶しよ民みんどもに広く知らしめるための儀式なの！　文句は言わせないわよ、愛しいダーひとリン♪」

「文句を言おうにも、俺にはその権利がないけどね」

　秀影は抱きついてくる『吸血姫』の、高い体温に翻ほん弄ろうされながらも、溜ため息いきをついた。

　察するに、これは『吸血姫』からの最大の厚こう意い、温情なのだ。旧時代の支配者は、新時代の幕開けとともにそれまでに得てきた繁はん栄えいの代償を支し払はらわせられる。一族郎ろう党とう、処刑されることも珍しくない。

　戦国時代には、それが当たり前だった。そうでなければ、次代の支配者と契ちぎりを結び、従属し、あるいは婚こん姻いんを結んで縁えん戚せきとなる。従うことで、庇ひ護ごされる。そして世の中の悪意から守ってもらう。

『吸血姫』は、そうしたいのだ。秀影のため、だけではあるまい。秀影が保護し、ともに暮らしている『大奥』の生き残りたちを手元に置き、監かん視しし同時に保護し、ともに生きていくために必要な儀式だった。

「ふふ～ん♪　理解したようね、最後に勝つのはあたくし様よ！　すべてを手にいれ、平和に幸せに生きるの！　ずっとずっと！　なぜならあたくし様は運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから！」

　いつもの台詞せりふを口にすると、そっと小声で囁ささやいてくる。

「儀式だから、ただの同情で、結ばれるわけではないわ。それだけは、勘かん違ちがいしないでほしいけどねっ♪」

『吸血姫』は微笑ほほえんで、秀影の口元に己のくちびるを押しつけようとしてくる。

「んじゃあ、うるさいのが邪じや魔まする前に既き成せい事じ実じつをつくっちゃいましょう！　熱い接吻キスを、あたくし様にちょうだい！　それで一件落着よ、めでたしめでたしよ！　ねぇ、秀影さまぁ～ん☆」

「ちょっと待ったぁあああ！」

　ものすごい怒ど声せいとともに、おとぎ話の結末のような幸せそのものの景観を突つっ切って、戦場の雰ふん囲い気きを漂ただよわせるひとりの少女が参上した。

　秀影の最愛の少女、さくらである。

　桜色の髪かみは乱れ、なぜか着ている花はな嫁よめ衣装もあちこち破れ素す肌はだは傷だらけ。平和な時代ゆえにか、『強化義ぎ肢し』ではなく、単なる義手義足を接続しているらしい。革帯ベルトも巻いておらず、丸腰まるごしに見える。

　彼女はものすごい勢いで、文字どおり転がりこんできた。衝しよう撃げきに、桜の花びらが散った。泥だらけの顔をあげ、こちらを睨にらんでいる。

　壮そう絶ぜつなその登場に、『吸血姫』は待ってましたとばかりに破顔した。

「遅おそかったわね、さくら！　きれいなさくら、あたくし様のさくら！　待ちくたびれて寝ねちゃいそうだったわ、当然あなたはここで出てくるわよね！　さぁ、どうするの？　どうしたい？　最後の最後であたくし様に愛しいひとを寝取られて、どんな強敵にも果か敢かんに挑いどみ勝利してきた勇者は、さくらはどうやって大逆転するのかしら？」

「姫さま、あなたには恩義があります。この国を、秀影さまを守ってくれた……。平和な未来を見せてくれた、一生かけても返せない恩義が──」

　ふらつきながら立ちあがり、さくらは麗しく微笑む。

　けれど、両目は爛らん々らんと輝かがやき、まさしく野や獣じゆうのそれであった。

「けれど、それとこれとは話が別です！　絶対にゆるしませんよ！　秀影さまも秀影さまです、わたしと結婚するって言ったくせに！　ぜんぶ終わったら結婚しようって、わたし信じて待ってたのに！　そんな幼い子と──せ、節操なさすぎます！　断固抗こう議ぎしますからね！」

　顔を真っ赤にして、花嫁衣装の隙すき間まからぞろりと刀を抜いた。『強化義肢』を再び刀のかたちに打ち直した、彼女の血刀である。

　懐なつかしいそれを震ふるえる指先で構え、さくらは吠ほえる。

「場合によっては、戦ってでも止める！　みんな殺して、わたしも死にます～っ！」

「平和な時代に何てこと言うのよ。愚おろかな──かわいいさくら」

『吸血姫』は愛おしそうに、血気に逸はやるさくらを眺ながめている。

「大好きなさくら！　あたくし様が、さくらを哀かなしませるようなことをするわけないじゃない？　安心して、さくらも幸せになっていいの！　そういう時代になったのだから、だから刀なんか捨ててこっちにおいで？」

　手招きをする、『吸血姫』。

　それが合図だったように、人ひと払ばらいをされたように誰だれもいなかった大阪城跡あと地ちにいくつもの気配が生じる。前しか見えていなかったさくらは、慌あわてて周囲を見回した。

　国を揺ゆるがした争乱のあとでは見み劣おとりする、けれど本人たちにとっては切実な騒さわぎが勃ぼつ発ぱつしていた。
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　瞬しゆん間かん、さくらの両りよう肩かたに衝撃が走る。重みとともに地面に押しつけられ、さくらは顔面から花びらが散った大地へと倒たおれこむ。

「わぶっ!?」

　もがきながら見上げると、『吸血姫』の忠実な従者にして家族のような双ふた子ごが、愉ゆ快かいそうな笑みとともに登場していた。ふたりとも、見慣れた中ちゆう華か服で、手に手に彼女らの武器である蛇じや矛ぼうと青せい竜りゆう刀とうを握にぎっている。

　このふたりに邪魔され、ここまで辿たどりつくのにえらく苦労したのだ。ようやく振ふり切ったと思ったら、追いつかれてしまった。

「ぐう」

　呻うめき、さくらは身み悶もだえするが、『強化義肢』を外してしまった今のさくらには抵てい抗こうできない。

「よしよし」

『吸血姫』は、秀影に抱かれたままご満まん悦えつである。

「ちゃんと役目を果たしたわね。良い子ね、『血ち祭まつり』、『血ち眼まなこ』。ふたりとも愛してるわ、あなたたちも花嫁衣装を着て結婚式に交じってもいいのよ？」

「いやぁ、あたしらはこの立場が心ここ地ちいいんで」

「姫さまの幸せを邪魔したくないよぉ～♪」

　双子は顔を寄せあって、幸せそうに笑っている。ふたりとも、最後の激戦で心身ともに限界で、いまだ病やみあがりの体調のはずだ。とくに、『血眼』は『蠍姫』の猛もう毒どくによって侵おかされ、苦痛に喘あえいでいる。

　それでも、彼女らも生き延びた。『吸血姫』を最後まで信じ、支えた、双子もまた英えい雄ゆうである。ふたりは奇き声せいを発して暴れるさくらを、楽しそうに押さえつけている。

「暴れないでよ『百手むかで姫ひめ』、気持ちはわかるけどさ。こっちも満まん身しん創そう痍いなんだ、あんたの相手できるほど元気ないんすよ。おとなしくしてて、お願いだから」

「やん、ぞくぞくしちゃう♪　こういうの好き！」

　互たがいに手を絡からめあって、双子はお年とし頃ごろの女の子みたいにはしゃいでいる。さくらは、意味がわからず、呻くしかない。

「何のつもりですか……？」

　どうにか顔をあげ、悪戯いたずらっ子みたいな顔をしている『吸血姫』を睨む。指先が地面を引っかき、だが完かん璧ぺきに関節をきめられ体重をじょうずに乗せられ、まるで動けない。単純な腕わん力りよく勝負なら、豪ごう傑けつたる双子の相手にならない。

「何のつもりもないわよ、花嫁衣装まで着せてあげたのにわからない？」

『吸血姫』が、くちびるを尖とがらせる。

　そう、さくらは双子に無理やり着き替がえさせられ、花嫁衣装をまとっている。かなり激しく抵抗したため、あちこち擦すり切れ泥どろだらけだが。

「さくらも、いっしょに結けつ婚こん式をしましょう？　あたくし様はね、秀影さまも愛してるけど、さくらも大大大好きなの！　さくらが哀しむことはしないわ、絶対にね。涙を吞のんで身を引くこともしないけどねっ、みんなで幸せになりましょう！」

　言うと、手を打ち鳴らす。

　同時に、どこに潜ひそんでいたものか、桜並木の陰かげから続々とたくさんの少女たちが登場する。『大奥』で『女じよ王おう蜂ばち』に保護され、地下監かん獄ごくに避ひ難なんし、また最後まで肩かたを並べて戦った『大奥』の生き残りの生徒たちだ。

　彼女らもまた、花嫁衣装をまとっている。

　みんな一いつ斉せいに、幸せそうに、秀影のもとへ寄り添そってくる。華はなやかな少女たちが、花びらが舞まうなか、ひとりの青年を取り囲んで逃にがさない。幸せそうな無む邪じや気きな笑い声が、かつての地獄の跡地に響ひびいた。

　不条理な光景に、さくらは声もだせない。

　それを楽しそうに見ている『吸血姫』は、満面の笑えみだ。

「『大奥』の血まみれの歴史は繰くりかえさないわ、将軍さまと結ばれるために互いに殺しあうなんてのはもうお終しまい。結ばれたいものはみんな結ばれちゃえばいいのよ、幸せになっちゃえばいいのよ。これはそんな、結婚式よ！　新時代の幕開けを告げる披ひ露ろう宴えんよ！」

「いいのかなぁ」

　花嫁の群れのなか、ひとり気き後おくれしたのかやや遅おくれて顔をだした少女が、ぼやいた。かつて『大奥』の爆ばく弾だん魔まとして勇名を馳はせた、『蛍ほたる』である。彼女もまた、花嫁衣装をまとっている。

「いいもん！　幸せならそれが『いちばん』だもん！」

　そんな『蛍』の手を引いて、これまた花嫁衣装を着たかつての泣く子も黙だまる刑けい罰ばつ執しつ行こう人、『鎌かま切きり』が飛びだしていく。ふたり、手を取りあって秀影のもとへ。

「『鎌切』ね、お兄ちゃん将軍と子供をつくる！　そして、『鎌切』は自分の子供をちゃんと愛してあげる、ずうっと一いつ緒しよにいるの！　ははうえと、ちちうえが、『鎌切』を愛したかったそのぶんまでぜんぶ！　『鎌切』は子供をいっぱいいっぱいいっぱい愛してあげるもん！」

「『子供をつくる』って、『鎌切』たぶん意味わかってないでしょ」

『蛍』は呆あきれたようにつぶやきながら、やや頰ほおを染めて。

　豊かな胸むな元もとに手を添え、彼女らしく真面目まじめに、頷うなずいた。

「ぼくも、生き延びたからには幸せになりたいよ。この子、ぼくに下半身をくれた、『竜たつ巻まき』はね……。生前、兵器として用いられて、人間らしい愛情を知らなかった。苦痛と哀しみだけ味わってた、彼女と繫った今のぼくにはそれがわかる。『竜巻』のぶんまで、ぼくは幸せになるよ」

　他人の死し骸がいと合成された『蛍』は、まだ下半身が不自由なのか、ふらついている。そんな彼女を、『鎌切』が支えている。

　仲のよい姉妹のようなふたりは、寄り添って歩いていく。

『蛍』ははにかんで、『鎌切』の手のひらをぎゅっと握りかえした。

「ねぇ『鎌切』、むかし、きみに髪かみ飾かざりをあげたよね。そのお返しで、今度ぼくに髪飾りをちょうだい。ぼく、髪をのばそうと思ってるんだ」

『鎌切』の異能力は肺や横おう隔かく膜まくなどの呼吸器から生じるが、『蛍』の異能力は彼女の髪の毛を媒ばい介かいとして発動するらしい。

　それが理由で『蛍』は髪をのばせなかったのだ。

　髪を切り、お手玉や手て甲こうなどに仕込み、爆ばく弾だん化の異能力の核かくとしていた。だが、この国はきっと平和になる。もう己おのれの髪を、乙女おとめ心を切り売りするようにして、戦わなくてもいいのだ。

　だから『蛍』は、髪をのばそうとしている。

　ふつうの女の子として、生きていこうとしている。

「こういうの、ちょっと憧あこがれだったしね……♪」

　はにかみながら、『蛍』は嬉うれしそうに、花はな嫁よめ衣装を撫なでている。

『鎌切』も親友の気持ちを理解したのか、両手を万歳、と伸のばして愛する『蛍』の新しい生きかたを歓かん迎げいした。

「うん？　いいよいいよいいよ、『蛍』ちゃんに似合いそうなのを選んであげるもん！　『鎌切』に、お姉さんに任せるもんっ☆」

「そういえば年上だよね、『鎌切』のほうが。早くおとなになってよね、心配で見てらんないから。もう、のんびり死んでもいられないよ」

『鎌切』が万歳した拍ひよう子しに『蛍』は姿勢を崩くずしながらも、苦く笑しようし、元気よく手を振り回してくる『鎌切』に、もたつきながらも歩みを揃そろえる。『蛍』は、生きているのが不思議な状態だった。

　彼女の肉体を構成する細さい胞ぼうのほとんどは、『蠅王』の端たん末まつたる蠅はえだ。『蠅王』がほとんど消しよう滅めつした今、その異能力である蠅がどうなるのかは、誰にもわからない。

　だが、奇き跡せきのように摑つかみとった己の人生を大事にするつもりか──『蛍』は一歩ずつ嚙かみしめるように、歩んでいる。

「ということで。今後ともお世話になります、将軍さま。ぼく、ずっと男の子みたいだったから、女の子の幸せを摑むためにどうしたらいいかわからないけど。きっと覚えます、将軍さまのおそばで、幸せになります」

　愛の告白そのものに、うつくしい双そう眸ぼうを潤うるませて。

　ちいさく、頭をさげて、微笑ほほえんだ。

「ううん、幸せにしてください」

　純じゆん粋すいな笑みを浮うかべる『蛍』を、秀影もほっとしたように、受けいれる。彼女の素そ朴ぼくな願いを否定することは、誰にもできなかった。

『鎌切』に飛びつかれ、『吸血姫』とともに抱だきしめられてさすがに姿勢を崩して転びそうになる秀影を、『蛍』が正面から抱きしめるようにして支えた。そんな彼女らに、『大奥』の生き残りたちが笑顔で寄り添う。

　花嫁に取り囲まれ、秀影は困ったように笑っている。よく見ると、やけに巨きよ大だいな花嫁がいる。『女王蜂』だ。そのそばでは、楽しそうに『阿あ呆ほう鳥どり』までがいる。ふたりは死し闘とうを乗り越え、何だか仲良くなったようだ。

　そんな幸せな光景に交じれず、さくらは歯は嚙がみする。

「ぐ、ぐぐ」

　全身に気合をいれて、己を押さえつける双子を撥はねのけた。

「ぐぬうう！」

　驚おどろいて、さしもの百ひやく戦せん錬れん磨まの双子も尻しりもちをつく。ふたり顔を見合わせて、苦笑いしている。『吸血姫』の忠実な従者であり、姉のようであるふたりは、主あるじが言葉にしなくてもその意志を忠実に実行する。

　このまま、さくらを押さえつけていても、主は喜ばない。双子はそれを察したようだった。主の一世一代の晴れ舞ぶ台たいを、観賞する構えとなる。

「姫さまも、いつまでも……あたしらに、おんぶに抱っこじゃいけないからね。独り立ちしてもらわないと、ちょっぴり寂さみしいけど。果たして、あの盆ぼん暗くらに姫さまのお相手がつとまるのか見物っすね」

「恋こいは自分で奪うばいとるものだよぉ！　ふぁいとぉ、姫さま♪」

　ふたり仲良く、優やさしく状じよう況きようを見守っている。

　さくらは双子を気にしていられず、猛もう烈れつに立ちあがった。地じ団だん駄だを踏ふみ、半泣きになって文句をつける。

「ちょっとぉおお～！　いいかげんにしなさいよ！　秀影さまは、わたしの！　わたしの！　うわああん、わたしだけの秀影さまなの！　ずっとずっと、あなたたちの誰だれよりも先に出会い慈いつくしみあい大事に大事に愛を育ててきたの～！」

　ちいさな子供みたいに、さくらは泣きじゃくった。

　ずっと涼すずしげな顔をして、表情を取り繕つくろい、弱みを見せないように生きてきた。『大奥』では、そうでなければ生き残れなかった。けれどもう、時代は変わったのだ。さくらは、己の本心を赤せき裸ら々らに晒さらした。

　ぽろぽろと涙なみだをこぼしながら、邪じや魔まな花嫁たちひとりひとりに難なん癖くせをつける。怒ど鳴なりつけ、感情をぶつける。

「何ですかあなたたちは、横からしゃしゃりでてきて！　何の権利があって、わたしの秀影さまに近づくんですか！　うああああ！　こんなのが幸せなハツピー結末エンドだなんて認めませんからね、絶対に！　天が認めても、このわたしが認めません！」

　ずかずかと歩み寄りながら、涙と洟はなを拭ぬぐい、挑いどみかかる。

「何ですか『蛍』さん、あなた男が嫌きらいだって言ってたくせに！　秀影さまだけは例外ですってか、気持ちはわかりますけど、絶対にゆるさない！　『鎌切』さんもそうです、おとなしく『お兄ちゃん将軍』とか言って妹っぽくしてればいいんです、嫁よめはわたしです！　結婚するのは！　あなたみたいな子供が結婚なんて早すぎますっ、『吸血姫』さまもそうです！　ていうか何ていうか、ええっと職権乱用です！　『阿呆鳥』さんは『大奥』から追放されたんでしょうが、何くわぬ顔で戻もどってきて！　『女王蜂』さんも何ちゃっかり交ざってるんですかああああ、秀影さまとの恋れん愛あいとかそういう気配なかったでしょうが！」

　まだ言い足りない、と語気を荒あららげて、さくらは吠ほえる。

　負け犬のように。

「とにかく！　断固！　認めません！　秀影さまも何とか言ってください、わたしだけを愛してください！　うあああん！　やだあああ！　わたしだけがいい、わたしだけが愛しあうの！　そのためにがんばってたの、死ぬ気で戦って、何度も死にかけて、立ちあがって……！」

　みじめに、本音を吐はきちらし、駄だ々だをこねる。

　そんなさくらを、みんな愛いとおしそうに楽しそうに、見ている。からかわれている気がする……。何もかもが壮そう大だいな冗じよう談だんなのだろうか。さくらはそう思いたかったが、現実は荒こう唐とう無む稽けいな方向に突つき進んでいる。

　どうしてこうなったのか。未来を垣かい間ま見みたという姉に、己とは別の並パラ行レル世ワー界ルドへと向かってしまった姉に尋たずねたかったが、その残ざん滓しである腹の傷きず跡あとは何だか愉ゆ快かいそうに、疼うずいているだけであった。

　手を伸ばし、花嫁の群れをかきわけようとして。

　さくらは、愛しいひとのもとへと向かう。

「ひ、ひでか、秀影さ……」

「兄者上～☆」

　いきなり、後頭部を踏んづけられて、さくらはぶっ倒たおれた。

　新たな闖ちん入にゆう者が、さくらの道行きを邪魔しにきたのだ。
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　さくらの幸せな結末は、遠い。遠すぎて、目め眩まいまでしてきた。

　さくらの後頭部に靴くつ跡あとを残し、疾しつ風ぷうのように駆かけているのは当然、豊臣黒くろ姫ひめだ。黒を好む彼女は喪も服ふくのような漆しつ黒こくの洋装をまとっているが、意い匠しようからいって花嫁衣装であろう。兄きよう妹だいなのに結けつ婚こんするつもりか。もはや何でもありだ、さくらはぐうの音もでない。

　けれど、内心ですこしほっとしていた。黒姫は、あの地じ獄ごくの一夜のなかでは、やや様子がおかしいように見えた。だが、今はさくらもよく知る無む邪じや気きで愛らしい黒姫だ。兄者上、兄者上、と呼びかけながら夢中で兄に抱だきついている。

　秀影も妹が無事に戻ってきたのを実感できたのか、嬉しそうにその頭を撫でてあげている。幸せそのものの、光景。さくらは、いろんな感情が溢あふれてきて、涙は止めどなく頰ほおを伝った。

　もう、何だか疲つかれた。このまま蹲うずくまっていたい。現実から目を逸そらしたい。立ちあがる気力もなく、さくらは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　けれど不意に、寒気がする。

　さくらは息を詰つまらせ、後方を振ふり仰あおいだ。

　乱らん痴ち気き騒さわぎに参加せず、やや遠巻きに状況を見守っている集団がいる。少女たちの歓かん声せいに遮さえぎられ、声は聞き取りづらいが、何事か楽しげに語りあっていた。

「姐ねえサン、モウ泣キヤンデヨ。情ケナイワネェ、生前ハモット格好イイヒトダッタ気ガスルケド。血モ涙モナイ刑けい罰ばつ執しつ行こう人ダッタデショウ？」

「う、うう。だって、生きて、いや死んでるけど、生きてても死んでてもあの子の、『鎌切』の花嫁衣装が見られるなんて。生きててよかった、いや死んでるけど。ううう、ぐずっ、うええん」

「うむ、すごい顔になってるぞ『雹ひよう虎こ』。う～む、私も娘むすめの花嫁衣装が見たいなぁ。『銀ぎん狼ろう』、おまえは交ざらなくてもいいのか？　私、祝福するぞ！」

「さすが　に　さくら　が　かわいそう」

「あたしが死んでるうちに、いろいろあったのね」

「うん。『みずち』の　ありがたみ　を　おもいしる　ひび　で　あった」

「あたしがいたとしても、どうしようもなかったと思うけどね。まぁ、これはこれで幸せな感じでいいんじゃない？」

「そんなに良いもんかねェ、結婚式なんか。娘とはいえ他人やろォ？　他人の幸せなんか飯の種にもならんわい、馬ば鹿か馬鹿しい」

「そんなこと言いながら、『絲妃あらくね』も涙目になってないか？　うんうん、黒姫ちゃんも幸せそうで何よりだ！　いいなあ、私は子供ができん肉体だったから、子孫を残していくその幸せを味わえない！　これは『銀狼』に早く子供をつくって孫を拝ませてほしいな！　今からでも結婚式に乱入してこい、『銀狼』！」

「おかあさま　むちゃぶり　が　すぎる」

「『絲妃』の異能力によって、『金きん獅じ子し』さまは疑ぎ似じ的な出産ができるのでしょう、それで生まれた秀影さまの晴れ姿を見れば満足ではないでしょうか？」

「『一ゆに本角こおん』、娘と息むす子こではまたちがう。とはいえ、たしかに秀影くんの姿には感じ入るものがあるな！　おめでとう！　さすが私の息むす子こだ、こんなにたくさんの花はな嫁よめと同時に結ばれるとは！　愛されるとはな！　わはははは、天あつ晴ぱれ天晴れ☆」

「さすが、あたしの子やねェ。あたしと『金獅子』……さまと、豊臣一族の良いとこ悪いとこ、ぜんぶ受け継ついどるわァ。こんな、ややこしい事態を招くとはね。後ろから刺さされんように気ぃつけや、きょひひひ♪」

　何事か騒さわいでいるその奇き妙みような集団の姿は、桜並木と、花びらの洪こう水ずいのなかでよく見えない。やがて、その集団は遅おくれて現れたちいさな人物、これは遠目からでもはっきり見えた──『黒船』提てい督とく『デンキ』に手招きされる。

　やや離はなれた位置で、鋼鉄に装そう甲こうされた馬──『ピカドール』に跨またがって「えへん」としている『デンキ』は、集団に呼びかける。

「もう移動せねば、出航の時刻に間にあわぬ。けれど、よいのか？　この国はいまだ不安定だ、おおくの血も流れた、立て直すにはおぬしらの協力が不可欠に思える。なのに、外海に乗りだし世界を見ようとは。それは、今である必要があるのか？」

「『蠅王』の蠅によって支えられたこの肉体が、いつまで保もつかわからんからなァ。早いに越こしたことはあらへんわァ？」

「まぁ……われとしても、諸君の異能力に助力を得て国から脱だつし、祖国へ戻れるとあれば協力は惜おしまん。実際、おぬしらがちからをあわせれば、何でもできる気がする」

「ふん、すべては計画どおりやでェ。凍てインセついクト・た霧ケージに閉とざされて、ゆるやかに腐くさっていったこの国にはもう見るべきところはない。鎖さ国こくの時代は終わりや、外海に漕こぎだして見聞を広めよう。新たな戦場へ向かおう。つまらん、平和になったこの国にはもう用はあらへんわァ？」

「亡もう者じやである我々が、子供たちの平和を邪魔するわけにもいかんしな。お化けはお化けらしく、朝あさ陽ひがのぼったら退散するのだ。凍てインセついクト・た霧ケージの向こうでは破は滅めつ的な戦争が行われていると聞く、その対策をとるためには世界の戦せん況きようを知らなくてはならぬ。勉強すること、得ることはおおく、まだこの世は戦場なのだ。うかうか、死んでもいられん」

　黒い人ひと影かげがぼやき、金色の人影がその背を支え、集団はそのふたりとともに立ち去っていく。『デンキ』が、その不思議な人々を先導していく。

「四百年の太平によって腐り、みじめに弱くなった民たみに武器を与あたえ、強い国につくりかえようとしていた。『蠅王』のやつの目的も、きっと……。まだ油断はでけへん、こっからが本番や。弱肉強食やでェ、まぁ今はせいぜい束つかの間の平和を楽しんだらえぇんよ♪」

　黒いものがそう言い捨て、未練なく背を向ける。その横で、銀色の人影が動き、小走りになって、倒れたままのさくらに駆け寄ってきた。

「さくら」

　抑よく揚ようのない、けれどぬくもりのある口調。

『銀狼』だった。

　彼女はどうしてもさくらを見捨てて去るのに躊躇ためらいを覚えたのか、集団からひとり抜ぬけて、さくらのもとに近づいてきた。しゃがみこみ、さくらを優やさしく起こして、泥どろと涙を拭ってくれる。

　最後に、呆然としているさくらを抱だき寄せてくれた。

「うつむくな。まえ　を　みろ。おぬし　は　つよい　こ　である。せっしゃ　は　それ　を　しってる」

　背中を撫なでて、頰を寄せて、親愛を示してくれる。

「たたかえ。まけるな。たおれても　また　たちあがれ」

「『銀狼』姐さん……」

　さくらが呆然として呼びかけると、『銀狼』は微笑ほほえんだ。

　彼女なりの、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおだった。励はげましだった。かわいい妹分への、その前ぜん途とへの、祝福であり鼓こ舞ぶであった。

「さきほこれ　さくら」

　それだけ告げると、さらばだ、と言うようにしっぽ髪がみを揺ゆらして足早に遠ざかっていく。去りゆく奇妙な集団の後ろを、懸けん命めいに追う。『銀狼』は、彼女の戦場へと向かった。けれど、これでお別れではない。生きていればまた会える。心は、魂たましいは繫つながっている。

　そう信じた。実感し、さくらは立ちあがった。

　いつものように背中を押された気分で、さくらの双そう眸ぼうに闘とう志しが灯ともる。もう、めげない。諦あきらめない、迷わない。戦える、きっと勝てる。

　これまでもこれからも、さくらは折れない。散っても、また咲さくだろう。命と愛と魂を燃やして、この国で。大事なひとたちのそばで。

　生きていく。

「さくらちゃん」

　花嫁たちに揉もみくちゃにされて、秀影がさすがに圧あつ迫ぱくされて息苦しいのか、情けない声をあげる。実際、そのまま放置したら死にそうだ。『大奥』の生き残りである少女たちは、常人である秀影より腕わん力りよくがある。

　秀影の骨が軋きしみ、花はな婿むこの衣装が引きちぎられ、酷ひどい有様だ。ほんとうに、格好がつかないひと。放ほうっておけないひと。それでも、自分がこの世でいちばん大好きなひと。

「少々、お待ちください」

　戦意を昂こう揚ようさせ、さくらは腕うでまくりする。花嫁衣装の裾すそを結ゆわえて、太ふと股ももも膝ひざも晒さらけだして。まだ、お姫ひめさまみたいな衣装は似合わない。

　哀かなしみと陰いん謀ぼうが渦うず巻まく地獄は終わり、けれどまだ、ここは戦場だ。ここが、さくらの生きる道だ。生きるためには、戦わなくてはならない。

　そんなのはもう、慣れっこだ。いつものことだ。そしてまた、いつものようにそれを乗り越えよう。前を見て、愛のために、この命を燃やそう。

「さくらが、あなたのもとへ参ります」

　落ちていた血刀を拾いあげると、駆けだした。

　血と、悪意と、地獄の残り香がのなか。

　舞まい散る桜の花びらで、ぼろぼろの花嫁衣装を飾かざって。

　愛するひとのもとへと、真っ直すぐに突とつ進しんしていく。




　さくらは、生きている。





劇終　　









　あとがき







　こんにちは。日日日あきらです。

　必ず最後に愛は勝つ並パラ行レル世ワー界ルドの血みどろ活劇『大奥のサクラ』最終巻『現代大奥女学院ほんまるっ！』を皆みなさまにお届けいたします。もはや感無量です。担当さんに無理を言ってまで文字をぎゅうぎゅう詰づめにしてもらって（あとがきも短い！）書きたいものを書き尽つくし、すべてを注ぎこんでつくりあげた血の海……否いな、咲さいた花々がこちらです！

　僕も登場人物たちも最後の最後まで踏ふん張って粘ねばり勝ちした感じで、ほんと最初に想定していた結末よりもかなり幸せなところに落着しました。幸福と未来を勝ちとった登場人物たちに祝福あれ！　ここまで付きあってくれた読者の皆さまに感謝を！　いっしょに戦ってくれた旧担当の山口さんや新担当の今井さん、そして本来なら二巻で終わるはずだったこの作品を一面の花畑にしてくれた絵師のみやま零ぜろさんや漫まん画が版の佐さ倉くらはなつみさんたちに、敬意と感謝と──たっぷりの愛をこめて！　ありがとうございました！





「ハーレムものっぽくなったと思ったら、『大奥ハーレム』が地上から消しよう滅めつしていた」




日日日　




































カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










大おお奥おくのサクラ




現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんほんまるっ！








日日日あきら
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